




姥久保遺跡�۠ԕܠ（੢から）

๽書౔ث集߹



序

　茨城県では，ߧۉある地Ҭ発లと地Ҭަྲྀݍの形成を図るたΊ，人・

物・৘報・ٕज़౳が׆発にަྲྀできる։発を目ࢦしており，県内の高

଎ަ通໢をૣ期に形成するとともに，アクセス道࿏や地Ҭ間を݁Ϳ国

道などの道࿏整උがܭը的・ޮ཰的にਐΊられています。

　千代田石岡バイパスは，国土ަ通লが石岡市内を中৺に発生してい

るަ通ौ଺をղফするたΊ，土Ӝ市中؏地ઌから石岡市東大橋地ઌに

。ը͞れたものですܭるԆ長15.7ᶳのバイパスとしてࢸ

　しかしながら，この事業༧定地内には埋蔵文化財包蔵地である姥久

保遺跡が所在することから，これを記録保ଘするඞ要があるたΊ，当

財団が国土ަ通ল関東地ํ整උہৗ཮河川国道事຿所から埋蔵文化財

発掘調査のҕୗをडけ，平成19年10月から平成20年１月，平成20年６

月から８月までの期間にΘたͬてこれを࣮ࢪしました。

　本書は，姥久保遺跡の平成19・20年度調査の成Ռを収録したもので

す。学ज़的なࢿڀݚྉとしてはもとΑり，ڷ土のྺ࢙にରする理ղを

ਂΊるたΊに׆用͞れることにΑりまして，教育・文化の޲上の一ॿ

となれば޾いです。

るまで，ҕୗ者ࢸ行にץになりますが，発掘調査から報告書のޙ࠷　

である国土ަ通ল関東地ํ整උہৗ཮河川国道事຿所からଟ大なڠޚ

ྗをࣀりましたことにରし，ްくྱޚਃし上͛ますとともに，茨城県

教育ҕһձ，かすみがうら市教育ҕһձをは͡Ί，関֤܎位からいた

ͩいたࢦޚಋ，ྗڠޚにରしਂくँײਃし上͛ます。

財団法人茨城県教育財団

平成 23 年３月

理 事 長 Ҵ ༿ અ 生



例 言

１　本書は，国土ަ通ল関東地ํ整උہৗ཮河川国道事຿所のҕୗにΑり，財団法人茨城県教育財団が平成  

　19・20年度に発掘調査を࣮ࢪした，茨城県かすみがうら市大字市川大塚51番地の１ほかに所在する姥久保遺

跡の発掘調査報告書である。

２　発掘調査期間ٴͼ整理期間は以下のとおりである。

　　　調　査　　平成19年10月１日～平成20年１月31日

　　　　　　　　平成20年６月１日～８月31日

　　　整　理　　平成21年２月１日～３月31日

　　　　　　　　平成21年11月１日～平成22年３月31日

　　　　　　　　平成22年４月１日～４月30日

３　発掘調査は，平成19年度が調査՝長瓦ਧݎのもと，平成20年度が調査՝長஑田ߊ一のもと，以下の者が୲

　当した。

　　　平成19年度

　　　　ट੮調査һ݉൝長　　　　౻田఩໵

　　　　主೚調査һ　　　　　　　ਿᖒقల　　　平成19年10月１日～10月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年１月１日～１月31日

　　　　主೚調査һ　　　　　　　本橋弘巳　　　平成19年11月１日～平成20年１月31日

　　　　調　査　һ　　　　　　　٠஑௚࠸　　　平成19年10月１日～12月31日

　　　平成20年度

　　　　ट੮調査һ݉൝長　　　　ࡾ୩　ਖ਼

　　　　主೚調査һ　　　　　　　田原࢘߁

　　　　主೚調査һ　　　　　　　櫻井完介

４　整理ٴͼ本書のࣥච・編集は，平成20・21年度が整理՝長ଜ上和඙のもと，平成22年度が整理՝長ֽଜٓ

　行のもと，以下の者が୲当した。

　　　平成20年度

　　　　主೚調査һ　　　　　　　本橋弘巳

　　　　調　査　һ　　　　　　　佐々木愛理　　

　　　平成21年度

　　　　主೚調査һ　　　　　　　本橋弘巳　　　平成21年11月１日～平成22年３月31日

　　　　主೚調査һ　　　　　　　櫻井完介　　　平成21年12月１日～平成22年２月28日

　　　平成22年度

　　　　主೚調査һ　　　　　　　舟橋　理

５　本書のࣥච分୲は，下記のとおりである。

　　　佐々木愛理　　　第１ষ～第３ষ３અ１・２

　　　本橋弘巳　 　　第３ষ３અ３～５અ１・２・３（2）～（5），４・５，第６અ

　　　櫻井完介         第３ষ５અ３（1），֓要，写真図版

　　　舟橋　理　　　　ߍਖ਼



凡 例

１　当遺跡の地区設定は，日本平面௚֯࠲標第ᶟ࠲ܥ標に४ڌし，̭ʹʴ19,680ｍ，̮ʹʴ38,120ｍのަ఺を

基४఺（̖１a1）とした。なお，この原఺は，世քଌ地ܥにΑる基४఺である。

　　この基४఺を基に遺跡ൣғ内を東੢・ೆ北֤々40ｍ࢛ํの大調査区に分ׂし，͞らに，この大調査区を東

　੢・ೆ北に֤々10౳分し，４ｍ࢛ํの小調査区を設定した。

　　大調査区の名শは，アϧϑΝϕットとࢉ用数字を用い，北からೆへ̖，̗，̘ʜ，੢から東へ１，２，３ʜ

　とし，ʮ̖１区ʯʮ̗２区ʯのΑうにݺশした。͞らに小調査区は，北からೆへa，b，c ʜK，੢から東へ1，2，

　3ʜ0とし，名শは，大調査区の名শをףしてʮ̖１a1区ʯʮ̗２b2区ʯのΑうにݺশした。

２　࣮ଌ図・一ཡද・遺物࡯؍ද౳で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　SI －竪穴住居跡　　SB－掘立柱建物跡　　SA－柱列跡　　S,－土坑　　S%－溝跡　

　　　　　　SN－粘土採掘坑　　HG－遺物包含層　　PG－ピット群　　̥－ピット

　　遺物　　TP－୓本記録土器　　%P－土製品　　̦－石器・石製品　　̢－ۚଐ製品・鉄ᕥ　　̩－瓦

　　土層　　̠－֧ཚ

３　遺構・遺物࣮ଌ図の作成ํ法にͭいては，次のとおりである。

　（1） 遺構શମ図は１区が300分の１， ２・３区が200分の１でࡌܝし，֤遺構の࣮ଌ図は60分の１のॖईでܝ

。々にॖईをスέーϧでදࣔしたݸ，することを基本とした。種類や大き͞にΑりҟなる৔߹はࡌ　　

　（2） 遺物࣮ଌ図は原ଇとして３分の１のॖईとした。種類や大き͞にΑりҟなる৔߹は，ݸ々にॖईをスέ

　　ーϧでදࣔした。

　（3） 遺構・遺物࣮ଌ図中のදࣔは，次のとおりである。                                             

  　　　　　　　  ম土・੺ࢪ・࠼釉・ग墨・版ங状貼床ൣғ  　　　　　　　　　࿍・火床面・墨ࠟ                 

                                                                                                 

    　　　　　　　竈部ࡐ・粘土ൣғ・黒色ॲ理              　　　　　　　　　　   柱ࠟ跡・柱あたり・漆             

                              

      　˔　土器・陶器・磁器　　　˓　土製品　　　˘　石器・石製品　　　

　　　˚　ۚଐ製品　　　˙　瓦　　　 化面ߗ

４　土層࡯؍と遺物における色調の判定は，h ৽版標४土色஽ （ɦ小ࢁਖ਼஧・஛原ल༤編著　日本色ݚ事業ࣜג

　ձࣾ）を使用した。

５　一ཡද・遺物࡯؍දのද記にͭいては，次のとおりである。

。ଘ஋は（　）で，ਪ定஋はʦ　ʧを付してࣔしたݱ，ଌ஋の୯位はｍ，ᶲ，ᶵ，̶である。なおܭ （1）　

　（2） 遺物࡯؍දのඋߟのཝは，࢒ଘ཰や写真図版番号，その他ඞ要とࢥΘれる事項を記した。

　（3） 遺物番号は通し番号とし，本文，ૠ図，࡯؍ද，写真図版に記した番号とಉ一とした。

６　竪穴住居跡のʮ主࣠ʯは，࿍（竈）を通る࣠線とし，主࣠ํ޲は，その他の遺構の長࣠（ܘ）ํ޲とڞに，

にどれͩけৼれているかを֯度でදࣔした（ྫ　̣－10޲標北からみて，どのํ࠲　 －˃̚）。
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写真図版
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遺跡の位置と調査の目的
姥久保遺跡は，かすみがうら市の北東部に位置し，

こい せ がわ か がん だんきゅう

恋瀬川右岸の標高８～２３ｍの河岸段丘下位から上位，
台地上にかけて立地しています。今回の調査は，国道
６号バイパスを通すための工事（国道６号千代田石岡
バイパス事業）に伴い，遺跡の内容を記録保存するた

いばら き けん きょう いく ざい だん

め，茨城県教育財団が行ったものです。平成１９年度
の第１次調査は２，６８３㎡，平成２０年度の第２次調査は
１，４４４㎡の面積で，第１次の１区では台地上の傾斜面
部，２区では河岸段丘下位，第２次の３区では河岸段
丘上位を調査しました。

調査の内容
河岸段丘下位の２区では，古墳時代前期（約１，７００年前）から平安時代（約

ほっ たてばしら たて もの あと

１，２００年前）の竪穴住居跡４２軒，掘立柱建物跡８棟，河岸段丘上位の３区で
は，古墳時代前期と奈良時代（約１，３００年前）・平安時代の竪穴住居跡３０軒，掘
立柱建物跡６棟などを確認しました。今回までの調査で当遺跡は，古墳時代

ふく ごう い せき

から平安時代までの複合遺跡であることが判明しました。また，台地上の斜
とう き い ぶつ ほう がん そう

面部の１区では，投棄された遺物を含む層（遺物包含層）が確認できました。

うば く ぼ い せき がいよう

姥久保遺跡の概要

遺跡３区全景（上が南東方向）

－１－



はり ゆか

－２区に多く見られる貼床の住居跡－

貼床の作業工程

はん ちく じょう はり ゆか

２区では，版築状貼床の住居跡１１軒が確認できました。版築
とは，種類の異なる土を入れては突き固めることの繰り返しによ

ち か こう ぞう ぶつ

って，丈夫な地下構造物をつくるための技術で，版築された床の
断面をみると層がサンドイッチ状に見えます。

ねん ど

底面にロームブロックや粘土
りゅうし

粒子などを入れて平らに突き固め
ます。

あら ぼ

地面に竪穴を粗掘りするため，
おう とつ

底面は凹凸があります。

第２６号住居跡の貼床も，ローム
ブロックや粘土ブロックを含む層
の上に粘土粒子を含む層を貼って
いるのが分かります。

第４１号住居跡の貼床の上に第１６
号住居跡の貼床が確認できます。
２軒ともに床面に白い粘土を貼っ
ています。

ゆる たい せき し

２区は，緩やかな斜面部に土が堆積していることから，土に締
まりがなく，水はけも悪い場所に竪穴住居をつくっています。こ

じょう ぶ

のことから，丈夫な床がつくりにくかったのでしょうか。丈夫
しっ け しょう ど たん か ぶつ

な床で，湿気が無いように粘土・焼土・炭化物などを混ぜて突
き固め，版築状の床をつくったと考えられます。

－２－



－３区に多く見られる墨書土器と古代の文房具－

ぶん ぼう ぐ すずり

古代の役人が使う文房具には，硯，
とう す すい てき ふで すみ

刀子，水滴，筆，墨などがあります。
えん めん けん ふう じ けん

硯には円面硯や風字硯などの種類があ
ります。また，土器の裏側を硯として

もっ かん

使ったものもあります。刀子は，木簡
けず

の間違った字を削って消したり，木簡
を再利用する際に字を消したりするた
めに使われました。

刀子

円面硯

風字硯木簡

昔の役人が文字を書いた想像イラスト

ぜんよう

９世紀前葉とみられる第４３号住居
跡を中心として左の写真のような円
面硯や刀子が出土しました。この遺
跡には，文字の書ける人物が住んで
いたのでしょうか。

２・３区からは多くの墨書土器が出土しました。「上殿」のように
身分の高い人をイメージさせるものや，「鳥」のように動物を表す文
字，「芳」は縁起のよい文字，「十」は数を示す文字，「田」は生産に
関わる文字，「 」のように記号を表すものまで出土しています。

－３－



い ぶつ

－姥久保遺跡から出土した遺物－

調査の成果
今回の調査は，遺跡の東部から中央部付近にかけて実施しました。調査区

だん ぺん てき

の幅が狭く，断片的であることから，遺跡の一部を調査したにすぎません
たて あなじゅう きょ あと ねん ど りゅう

が，２区の竪穴住居跡からはロームブロックや炭化物，焼土粒子，粘土 粒
し はん ちく はり ゆか

子などを積み重ねた版築状の貼床が検出され，古代の土木技術の一部を垣間
見ることができました。
特に２・３区では，平安時代の竪穴住居跡から土器に文字や記号が書かれ

ぼく しょ ど き

ている墨書土器が出土しており，当遺跡の性格を知る上で貴重な資料となる
でしょう。

古墳時代前期（約１，７００年前）の
かめ つぼ そな

土器です。甕や壺，お供え物に使っ
たか つき きゅう

たと考えられている高坏，底面が球
じょう き だい

状の壺を乗せるための器台などが出
土しています。

奈良時代（約１，３００年前）の
ちゃ わん

土器です。現在のお茶碗にあた
つき

る坏や煮炊き用の甕など，日常
的に使われていた土器が出土し
ています。

平安時代（約１，２００年前）の遺物で
さら ばん

す。坏のほかにお皿のような「盤」，竈
つば は がま

に掛けるときの鍔のついた「羽釜」，
む てい ぶ あな

食べ物を蒸すため，底部に孔の開い
こしき かわら

た「甑」，瓦などが出土しています。

お かまど

平安時代の「置き竈」です。両脇
とっ て

に持ち運ぶための把手がついてお
つう ふう こう

り，背面には通風口があけられてい
ます。住居に備え付けられている竈
とは違い，持ち運びが可能な竈です。

－４－
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第１ষ　調　査　経　緯

第１અ　調査にࢸる経緯

　国土ަ通ল関東地ํ整උہৗ཮河川国道事຿所は，かすみがうら市ٴͼ石岡市において一般国道６号千代田

石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡市東大橋）の道࿏整උをਐΊている。

　平成 10 年 11 月 12 日，国土ަ通ল関東地ํ整උہৗ཮河川国道事຿所長は，茨城県教育ҕһձ教育長にର

して，一般国道６号千代田石岡バイパス৽設事業地内における埋蔵文化財の所在の有ແٴͼそのऔりѻいにͭ

いてর߹した。これをडけて茨城県教育ҕһձは，平成 11 年２月８日から３月３日にݱ地౿査を，平成 12 年

10 月 12・13 日にࢼ掘調査を࣮ࢪし，姥久保遺跡の所在を確認した。平成 12 年 11 月 21 日，茨城県教育ҕһ

ձ教育長は国土ަ通ল関東地ํ整උہৗ཮河川国道事຿所長あてに，事業地内に姥久保遺跡が所在すること，

。をճ౴したࢫがඞ要であるٞڠͼそのऔりѻいにͭいて別్ٴ

　平成 15 年３月 10 日，国土ަ通ল関東地ํ整උہৗ཮河川国道事຿所長は，茨城県教育ҕһձ教育長にରし

て，文化財保ޢ法第 57 条の３第１項（ݱ　第 94 条）のن定に基ͮく土木工事のたΊの埋蔵文化財包蔵地の発

掘にͭいて通஌した。平成 15 年３月 12 日，茨城県教育ҕһձ教育長はݱ状保ଘがࠔ೉であることから，記録

保ଘのたΊの発掘調査がඞ要であると判அし，国土ަ通ল関東地ํ整උہৗ཮河川国道事຿所長あてに，姥久

保遺跡にͭいて工事着ख前に発掘調査を࣮ࢪするΑう通ୡした。

　平成 19 年１月 31 日，国土ަ通ল関東地ํ整උہৗ཮河川国道事຿所長は，茨城県教育ҕһձ教育長にରし

て一般国道６号千代田石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡市東大橋）৽設事業に܎る埋蔵文化財発掘調

査の࣮ࢪにͭいてٞڠした。平成 19 年２月 22 日，茨城県教育ҕһձ教育長は，国土ަ通ল関東地ํ整උہৗ

཮河川国道事຿所長あてに，姥久保遺跡にͭいて発掘調査のൣғٴͼ面積౳にͭいてճ౴し，ซせて埋蔵文化

財の発掘調査機関として財団法人茨城県教育財団を঺介した。財団法人茨城県教育財団は，国土ަ通ল関東地

ํ整උہৗ཮河川国道事຿所長から埋蔵文化財発掘調査事業にͭいてҕୗをडけ，平成 19 年 10 月１日から平

成 20 年１月 31 日まで第１次発掘調査を࣮ࢪした。

　平成 20 年２月８日，国土ަ通ল関東地ํ整උہৗ཮河川国道事຿所長は，茨城県教育ҕһձ教育長に一般

国道６号千代田石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡市東大橋）における埋蔵文化財発掘調査の࣮ࢪにͭ

いてのٞڠ書を࠶度ఏ出した。平成 20 年２月 14 日，茨城県教育ҕһձ教育長は国土ަ通ল関東地ํ整උہৗ

཮河川国道事຿所長あてに，姥久保遺跡にͭいて第２次発掘調査のൣғٴͼ面積などにͭいてճ౴した。また，

ซせて調査機関として財団法人茨城県教育財団を঺介した。財団法人茨城県教育財団は，国土ަ通ল関東地ํ

整උہৗ཮河川国道事຿所長から埋蔵文化財発掘調査事業にͭいてҕୗをडけ，平成 20 年６月１日から８月

31 日まで第２次発掘調査を࣮ࢪした。
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10 月 11 月 12 月 １月

調査४උ
ද土আڈ
遺構確認

遺構調査

遺物ચড়
஫　　記
写真整理

ิ଍調査
ఫ　　収

期間

工ఔ

平成 19 年度

　　　　　　　
６月 ７月 ８月

調査४උ
ද土আڈ
遺構確認

遺構調査

遺物ચড়
஫　　記
写真整理

ิ଍調査
ఫ　　収

期間

工ఔ

平成 20 年度

　　第２અ　調　査　経　ա

　姥久保遺跡の調査経աにͭいては，その֓要をදで記ࡌする。
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第２ষ　位 置 と ڥ ؀

第１અ　地  理  的  ڥ  ؀

　姥久保遺跡は，かすみがうら市大字市川字大塚 51 番地の１ほかに所在している。

　当遺跡が所在するかすみがうら市は，茨城県の中ԝ部に位置し，東にբϲӜ，੢にஜ೾ܥࢁのࢁ々が࿈なͬ

ており，平成 17 年度にբϲӜொと千代田ொのೋொが߹ซして஀生した市である。

　当遺跡が立地する৽࣏台地は，ஜ೾ࢁを中৺とするஜ೾ࢁմのೆ東ࢁ࿢からբϲӜにΉかͬて൒ౡ状にಥ出

し，当市の北を東ྲྀする࿀੉川と土Ӝ市内をྲྀれるࡩ川にΑͬてڬまれた標高 20 ～ 30 ｍほどの平ୱな地形を

なしている。また台地ԑล部は，࿀੉川，ఱの川，ઇ入川などの小中河川の։ੳにΑͬてઙい୩௡がथࢬ状に

発ୡしており，ԭ積௿地が޿がͬている。地層は，ະ݁ݻの࠭を主としたઙւ性の֋化石を࢈する石࡚層を

基盤として，ڧ内࿷性の֋化石を࢈する見和層，͞らに茨城粘土層（0.3 ～ 5.0 ｍ）ٴͼࣛপܰ石層（0.15 ｍ）

をڬΉ関東ローム層（0.5 ～ 2.5 ｍ）が࿈ଓしてଯ積し，࠷上部は෗২土である黒色土層である。

　かすみがうら市北部の市川地区は，࿀੉川にΑͬて։ੳ͞れた୩௡がߑ積台地にथࢬ状に入りࠐΜでおり，

台地，௿地などى෬に෋Μͩ地形を଄出している。当遺跡は，࿀੉川ӈ岸に形成͞れたややى෬に෋Ή台地上

から࿀੉川ྲྀҬに޿がる河岸段丘上にかけて޿がͬており，標高は７～ 24 ｍである。台地上は主にྛࢁやാ

地で઎Ίられており，௿地は水田や୐地としてར用͞れている。調査前のگݱは１区がാ地おΑͼߥ地，２区

が୐地，３区はߥ地であͬた。

第２અ　ྺ  ࢙   的  ڥ  ؀

　࿀੉川ྲྀҬの石岡市やかすみがうら市には，ଟくの遺跡が分෍している。ここでは，࿀੉川ྲྀҬの主な遺跡

を中৺に，時代͝とに֓؍する。

　࿀੉川ྲྀҬにおけるچ石器時代は，ະͩ不明な఺がଟい。ࠨ岸に位置するٶ
ㆿ㇄ㆠいら

平遺跡では，３֩࢒఺が出土し

ているほか，ਖ਼
㆗㇇ㆄㆋつㆠいら

月平遺跡や田
㆟

ౡ
㆘ㆾ

遺跡（田ౡ下地区）ʪ23ʫでは，φイϑ形石器が出土している１）。ۙ年の։発

に伴う発掘調査にΑり，ほかの遺跡からもچ石器時代の遺物が出土しているが，石器製作跡や人々の生ࠟ׆跡

をࣔす遺構は，確認͞れていない。

　ೄ文時代は，࿀੉川ྲྀҬの台地上に分෍するଟくの遺跡で確認͞れている。ࠨ岸には，ૣ期の֋塚が確認͞

れた高ࠜ遺跡ʪ13ʫや田ౡ遺跡（田ౡ下地区），前期の石器製作跡が確認͞れた田ౡ遺跡（ೆޫӃ地区・ೆޫ

Ӄ下地区）２）ʪ24ʫ，中期からޙ期の集落跡が確認͞れたٶ平遺跡がある。ӈ岸には，ϋϚάリやアαリなどの

ࣗવ遺物のほか，ࠎڕや्ࠎなどが出土したૣ期の地
㆘

蔵
㆞ㆄ

ۼ
ㆎㆼ

֋塚，中期のϑラスコ土坑が確認͞れたࡾ
ㆿ㇀ら㆘㇇ㆄ

ଜ城跡３）

などがある。

　໻生時代の遺跡は，ࠨ岸には，ޙ期ॳ಄の土器が出土したծ
ㆋ

َ
き

塚
ㆥか

遺跡ʪ14ʫのほか，໻生土器と土師器のڞ

伴が確認͞れたことで஌られる֎ࢁ遺跡などがある。ӈ岸には，ޙ期の住居跡̕軒が確認͞れたদ
ㆾつㆮㆹ

Ԇ遺跡ʪ10ʫ，

ಉ͡くޙ期の住居跡 11 軒が確認͞れた石
い㆗おかㆹㆣ㆗㇇

岡別所遺跡４）ʪ８ʫなどがある。ほかにも，࿀੉川ྲྀҬの台地ԑล

部にはޙ期に比定͞れる遺構が確認͞れている。
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　古墳時代になると，遺跡数は増加する。ࠨ岸には，前期とޙ期の竪穴住居跡が確認͞れた田ౡ遺跡（ೆޫӃ

地区・ೆޫӃ下地区）や田
㆟

࡚
ざき

遺跡ʪ27ʫなどがあり，田ౡ遺跡（ࡾ面ࣉ地区）５）ʪ25ʫでは，前期とޙ期の竪

穴住居跡がଟく確認͞れている。ӈ岸にも，前期からޙ期のদԆ遺跡，前期の市
いちかわ

川遺跡６）ʪ７ʫのほか，ٶ
ㆿ㇄ㆠい

台

遺跡ʪ３ʫ，ೆ
ㆿㆪㆿㆯら

原̖遺跡ʪ４ʫなどがあり，࿀੉川ྲྀҬのԭ積௿地に面した台地ԑล部や௿地にԊͬた河岸段

丘上に集落がଟく立地していることが明らかとなͬている。͞らに，古墳群も数ଟく確認͞れている。ํ形प

溝墓３基と円墳 11 基，前ํޙ円墳１基からなるޙ
㆔㆗㇇㆏㇋ㆾ

生車遺跡ʪ12ʫや，円墳７基，ํ墳２基，前ํޙ円墳１基

からなるদ
ㆾつㆮㆹ

Ԇ古墳群ʪ11ʫ，円墳６基，前ํޙ円墳３基が確認͞れた別
ㆹㆣ㆗㇇

所古墳群ʪ̕ʫなど，当遺跡पลには

いくͭかの群集墳が஌られている。ほかにも，当遺跡とྡ઀している県ࢦ定࢙跡の۽
ㆎㆾ

໺
ㆮ

古墳ʪ２ʫや，࿀੉川

ର岸に所在する舟
ㆵㆪつか㇄ㆾ

塚ࢁ古墳ʪ26ʫを含Ή舟塚ࢁ古墳群もଘ在している７）。प஌のとおり，舟塚ࢁ古墳は東国第

２位のن໛をތるもので，ৗ཮国の有ྗな人物であͬたとみられる。

　奈良時代になると，཯ྩମ੍が確立していく。ৗ཮国の国෎はʰ和名類ᡉ抄ʱにʮৗ཮国෎，在茨城܊，行

ఔ上ेࡾ日，下ेޒ日ʯとあるΑうに，茨城܊に置かれた。石岡市教育ҕһձは，平成 18 年のৗ
ㆲ ㆟ ち

཮国
㆓ㆎ

ᦰ
ㆋ

跡８）

ʪ19ʫ第６次発掘調査において東࿬఼を確認し，ৗ཮国ᦰ跡内にいくͭかの׭ᦰҬを形成していたことが明ら

かとなͬた。当遺跡から見た࿀੉川ର岸は，ৗ
ㆲ ㆟ ち

཮国
㆓ㆎㆶん

分ࣉ
㆘

跡̕）ʪ17ʫやৗ
ㆲ ㆟ ち

཮国
㆓ㆎㆶん

分ೌ
ㆫ

ࣉ
㆘

跡 10）ʪ16ʫのほか，ࣛ
か

の子
㆓

遺跡 11）ʪ15ʫ，茨
ば ら き

城ഇ
ㆯい

ࣉ
㆘

12）ʪ20ʫ，茨
ば ら き

城܊
㆏ん

ᦰ
ㆋ

跡ʪ21ʫなども所在しており，古代ৗ཮国の中৺地となͬていた。

特にࣛの子̘遺跡からは，国ᦰ文書などৗ཮国の国੓の一୺を஌るو重な漆ࢴ文書が発見͞れた遺跡として஫

目͞れている。

　中世になると，෢Ոが台಄して੎ྗ૪いがىこり，ઓ国ཚ世へྲྀれていく中，֤地に城ֲのங଄が見られる

Αうになる。石岡市Ҭでは，鎌૔時代にৗ཮国ᦰにおいて੓຿をࣥͬていたৗ
ㆲ㆟ちㆠい㆘㇇ㆄばば㆙け㇂ㆨ

཮大ᎈഅ৔װࢿが֎城の地に石
い㆗

岡
おか㆘㇇ㆄ

城ʪ22ʫをங城した。ೆ北ே時代には，大ᎈࢯと小田ࢯとの間で߅૪がܹ化し，ീ代઩
あきㆎㆫ

国はݱ在の石岡小学

の৔所に城をҠして෎ߍ
ㆵち㇅ㆄ㆘㇇ㆄ

中城跡ʪ18ʫとした。これにΑり石岡城は֎城として，෎中城の出城としての性֨を

千代田ொҬでは，下河ล੓ٛچ。ଜ城跡などは，この時期にங城͞れた出城跡であるࡾΊた。高໺඿城跡やڧ

が 13 世لに૑建したと͞れている県ࢦ定࢙跡のࢤ
㆗ㆥㆎ㆘㇇ㆄ

ஜ城跡のほか，市ࢦ定࢙跡の中
ㆪかㆭち㇇ㆄ㆘㇃㇄㆗き

ࠜ長者԰ෑʪ５ʫなどが台

地上に所在している。やがて中世຤期には，大ᎈࢯや小田ࢯの߅૪がىこり，北から੎ྗを৳ばしてきた佐஛

。഑下に入るΑうになͬたࢧのࢯ

　ಙ川Ո߁がߐ戸にນ෎を։くと，ಙ川པོをൡ૆とする෎中ൡとなり，ਞ԰が置かれた。古དྷから水ӡަ通

に恵まれていた石岡の地は，पล集落や֤地からの物࢈集ࢄ地としての性֨を色ೱくし，特にञ・ে༉など，

ৢ଄業を中৺とした঎人層の׆༂が目֮ましかͬた。また，཮࿏も発ୡし，ߐ戸から水戸，͞らには東北地ํ

へԆͼる඿֗道が当遺跡の੢を通り，県ࢦ定࢙跡の千代田の一
いち

ཬ
㇊

塚
ㆥか

ʪ６ʫが͞࢒れている。

˞文中のʪ　ʫ内の番号は，ද１，第１図の番号とಉ͡である。なお，本ষは財団報告第 244 集を基にし，ए

。加චしたものであるׯ

ம）
　１）൧ઘୡ࢘ʮ田ౡ遺跡（田ౡ下地区）一般国道６号千代田石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡東大橋）事業地内埋蔵文
　　　化財調査報告書１ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第 253 集　2006 年３月　
　２）小໺੓ඒʮ田ౡ遺跡（ೆޫӃ・ೆޫӃ下地区）一般国道６号千代田石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡東大橋）事業
　　　地内埋蔵文化財調査報告書２ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第 287 集　2008 年３月
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ଜ城跡 一般県道൧岡石岡線道࿏վ良事業地内埋蔵文化財調査報告書ʯhࡾ田ޭʮ܀（３　 茨城県教育財団文化財調査報告 　ɦ　　
　　　第 299 集 2008 年 3 月
行ʮ石岡別所遺跡 一般県道石岡ͭくば線道࿏վ良工事地内埋蔵文化財調査報告書ʯh޹౻ޙ（４　 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ
　　　第 244 集  2004 年 3 月
　５）൧田ߒ඙ʮ田ౡ遺跡（ࡾ面ࣉ地区）一般国道６号千代田石岡バイパス（かすみがうら市市川～石岡東大橋）事業地内埋蔵文
　　　化財調査報告書３ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第 311 集　2009 年３月
　６）੢ٶ一உ　ླ木װஉʰ千代田ଜ埋蔵文化財調査報告書（ᶗ）　市川遺跡　࡚ࠜ遺跡　ਗ਼水ฒ木経塚ʱ千代田ଜ教育ҕһձ　
　　　1969 年２月
　７）石岡市文化財関ࢿ܎ྉ編ࢊձʰ石岡市の遺跡－ྺ࢙のཬの発掘 100 年࢙ʱ石岡市教育ҕһձ　1995 年３月
　８）石岡市教育ҕһձʰৗ཮国ᦰ跡ʱ国ᦰҬの第６次（੢࿬఼・ਪ定૤࢘地区）調査ݱ地આ明ձࢿྉ　石岡市教育ҕһձ　　　
　　　2007 年３月
　̕）安౻හ޹ʰৗ཮国分ࣉ発掘調査報告書ʱ石岡市教育ҕһձ　1995 年３月
　10）安౻හ޹ʰৗ཮国分ೌࣉ発掘調査֓報ʱ石岡市教育ҕһձ　1996 年３月
　11）佐౻ਖ਼޷　౉ลढ़෉ʮৗ൬ࣗಈ車道関܎埋蔵文化財発掘調査報告書４－ٶ部遺跡　ࣛの子̖遺跡　࠭川遺跡ʯh 茨城県教育
　　　財団文化財調査報告ʱᶠᶜ　1982 年３月
　　　佐౻ਖ਼޷・川井ਖ਼一ʮৗ൬ࣗಈ車道関܎埋蔵文化財調査報告書５　ࣛの子̘遺跡ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第 20
　　　集　1983 年３月
　12）小ּ原޷඙・黒ᖒজ࠸ʰ茨城ഇࣉᶗʱ石岡市教育ҕһձ　1980 年３月

ݙ文ߟࢀ
　・茨城県教育ி文化՝ʰ茨城県遺跡地図（地名ද編・地図編）ɦ　2001 年３月
　・茨城県࢙編集ҕһձʰ茨城県࢙　原࢝古代編ʱ茨城県　1985 年３月
　・千代田ଜ教育ҕһձʰ千代田ଜ࢙ʱ千代田ଜ教育ҕһձ　1970 年２月
　・石岡市編͞Μҕһձʰ石岡市࢙ （ɦ上巻）　石岡市　1990 年７月
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ද１　姥久保遺跡पล遺跡一ཡද

番

号

時　　　代

番

号

時　　　代

چ
石
器
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ۙ

世

ᶃ 姥 久 保 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ 15 ࣛ の 子 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

２ ۽ ໺ 古 墳 ˓ 16 ৗ ཮ 国 分 ೌ ࣉ 跡 ˓

３ ٶ 台 遺 跡 ˓ ˓ 17 ৗ ཮ 国 分 ࣉ 跡 ˓

４ ೆ 原 ̖ 遺 跡 ˓ ˓ 18 ෎ 中 城 跡 ˓ ˓

５ 中 ࠜ 長 者 ԰ ෑ 跡 ˓ ˓ ˓ 19 ৗ ཮ 国 ᦰ 跡 ˓

６ 千 代 田 の 一 ཬ 塚 ˓ 20 茨 城 ഇ ࣉ 跡 ˓

７ 市 川 遺 跡 ˓ 21 茨 城 ܊ ᦰ 跡 ˓

８ 石 岡 別 所 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 22 石 岡 城 ˓ ˓

̕ 別 所 古 墳 群 ˓ 23 田 ౡ 遺 跡
（ 田 ౡ 下 地 区 ） ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

10 দ Ԇ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 24 田 ౡ 遺 跡
（ೆޫӃ地区・ೆ ޫӃ下地区） ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

11 দ Ԇ 古 墳 群 ˓ 25 田 ౡ 遺 跡
（ ࡾ 面 ࣉ 地 区 ） ˓ ˓ ˓ ˓

12 ޙ 生 車 遺 跡 ˓ 26 舟 塚 ࢁ 古 墳 ˓

13 高 ࠜ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ 27 田 ࡚ 遺 跡 ˓ ˓ ˓

14 ծ َ 塚 遺 跡 ˓
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第̍ਤ 姥久保遺跡पล遺跡分෍図（国土地理Ӄ 25,000 分の１ʮ石岡ʯʮৗ཮高඿ʯʮ֟岡ʯʮৗ཮౻୔ʯ）
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第̎ਤ 姥久保遺跡άリット設定図（かすみがうら市౎市ܭը基本図 2,500 分の 1）
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第３ষ　調 査 の 成 Ռ

第１અ　遺 跡 の ֓ 要

  姥久保遺跡は，࿀੉川ӈ岸の標高約７～ 24 ｍの河岸段丘下位，上位と台地上に立地している。調査区はศ

ٓ上１～３区に分けており，台地上のࣼ面部を１区，河岸段丘下位を２区，河岸段丘上位を３区とݺশした。

調査前のگݱはാ地，୐地ٴͼߥ地であり，調査面積は 4,127㎡である。

ճの調査にΑͬて，竪穴住居跡ࠓ　 72 軒（古墳時代２区 15・３区２，奈良時代２区５・３区８，平安時代２

区 22・３区 20），掘立柱建物跡 14 棟（奈良時代２区６，平安時代２区２・３区６），柱列跡２列（平安時代３区），

粘土採掘坑１基（平安時代１区），火葬土坑１基（中世１区），墓坑１基（中世３区），柱穴の可能性がある土

坑７基（奈良・平安時代ϱ３区），土坑 88 基（奈良時代２区２・３区３，平安時代２区３・３区４，時期不明

１区２・２区 33・３区 41），溝跡 10 条（奈良時代２区１，平安時代３区１，時期不明１区２・２区３・３区３），

遺物包含層１か所（奈良・平安時代１区），ピット群４か所（時期不明２区１・３区３）を確認した。

　遺物は，遺物収ೲコンςφ（60 × 40 × 20ᶲ）に 78 ശ出土している。主な出土遺物は，ೄ文土器（ਂ鉢），

໻生土器（壺），土師器（坏・椀・高台付椀・高台付皿・蓋・坩・器台・高坏・高盤・鉢・壺・甕・甑・耳皿・

ミニチュア），須恵器（坏・高台付坏・蓋・盤・高盤・鉢・短頸壺・短頸壺蓋・甕・甑・長頸瓶・円面硯・コッ

プ形土器），灰釉陶器（椀・皿・長頸瓶），緑釉陶器（椀・皿），土師質土器（小皿・羽釜・置き竈），陶器（壺・

甕），土製品（球状土錘・管状土錘・٭ࢧ・紡錘車），石器（φイϑ形石器・砥石），石製品（紡錘車・双孔円板・

。形ະ製品），ۚଐ製品（刀子・鎌・紡錘車・ఝ），瓦（平瓦・丸瓦）古銭（永楽通寳），鉄ᕥなどであるڸ

第２અ　基　本　層　ং

　調査区はೆ北に長く，地形がى෬に෋ΜでいるたΊ，֤区͝とにςストピットを設定して基本土層の࡯؍を

行ͬた。１区は，̙ 12f5 区にςストピット１を設定し，地ද面の標高が 15.5 ｍ，地ද面から２ｍほど掘り下͛た。

２区は，̖ 18K2 区にςストピット２を設定し，地ද面の標高が 7.2 ｍ，地ද面から２ｍほど掘り下͛た。３区

は，̘ 14f7 区にςストピット３を設定し，地ද面の標高が 24.0 ｍ，地ද面から 1.5 ｍほど掘り下͛た。

　֤区の土層は，色調・構成ཻ子・含有物・粘性などから１区が 11 層，２区が８層，３区が６層にࡉ分でき，

１区は第２層上面，２区は第１層上面，３区は第２層上面で遺構を確認した。݁࡯؍Ռは以下のとおりである。

　調査１区

　第１層は，黒׊色のද土層である。粘性，కまりともにऑく，層ްは 40 ～ 50cm である。

　第２層は，ᒵ色のϋードローム層である。粘性，కまりともにී通で，層ްは 10 ～ 20ᶲである。

　第３層は，にͿいᒵ色のϋードローム層である。粘性，కまりともにڧく，層ްは５～ 10cm である。

　第４層は，にͿいᒵ色のϋードローム層からৗ૯粘土層への઴Ҡ層で，࠭ ・ཻ鉄分をগྔ含Μでいる。粘性，

కまりともにڧく，層ްは 15 ～ 20ᶲである。

　第５層は，明ԫ׊色のৗ૯粘土層で，ཻ࠭・鉄分をগྔ含Μでいる。粘性，కまりともにڧく，層ްは 20

～ 25cm である。
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　第６層は，にͿいԫ׊色のৗ૯粘土層である。ཻ࠭をগྔ含Μでいる。粘性，కまりともにڧく，層ްは

25 ～ 45cm である。

　第７層は，ઙ׊色のৗ૯粘土層である。ཻ࠭・鉄分をඍྔ含Μでいる。粘性，కまりともにۃΊてڧく，層

ްは５～ 10cm である。

　第８層は，҉׊色の࠭᛽層である。粘性はऑく，కまりがڧく，層ްは５～ 20cm である。

　第̕層は，明ԫ׊色の࠭層である。粘性はऑく，కまりがڧく，層ްは５～ 20cm である。

　第 10 層は，にͿいԫ׊色の࠭層である。粘性はऑく，కまりがڧく，層ްは５～ 10cm である。

　第 11 層は，にͿいԫ色の࠭層である。粘性はऑく，కまりがڧく，層ްは下層がະ掘のたΊ不明である。

  調査２区

　第１層は，黒׊色のࣼ面へྲྀれࠐΜͩଯ積土で，ロームཻ子をඍྔ含Μでいる。層ްは６～ 12ᶲである。

　第２層は，҉׊色のࣼ面へྲྀれࠐΜͩଯ積土で，ロームϒロックをඍྔ含Μでいる。కまりがڧく，層ްは

28 ～ 44ᶲである。

　第３層は，Φリーϒ׊色の粘土層への઴Ҡ層で，粘土ཻ子をଟྔ，黒色ཻ子（鉄分）をඍྔ含Μでいる。粘

性，కまりともにڧく，層ްは４～ 34ᶲである。

　第４層は，灰ԫ色の粘土層である。粘性，కまりともにڧく，層ްは７～ 32ᶲである。

　第５層は，҉灰ԫ色の粘土層で，ཻ࠭をগྔ含Μでいる。కまりがڧく，層ްは６～ 20ᶲである。

　第６層は，ԫ׊色の࠭層で，᛽をඍྔ含Μでいる。粘性はऑく，కまりがڧく，層ްは６～ 25ᶲである。

　第７層は，Φリーϒ׊色の࠭᛽層であるŇ 粘性はऑく，కまりがڧく，層ްは 10 ～ 30ᶲである。

　第８層は，にͿいԫ色の࠭᛽層である。粘性はऑく，కまりはڧい。層ްは下層がະ掘のたΊ不明である。

調査３区

　第１層は，҉׊色のߞ作土で，ロームཻ子をগྔ含Μでいる。層ްは 24 ～ 34ᶲである。

　第２層は，׊色のϋードローム層である。కまりがڧく，層ްは６～ 18ᶲである。

　第３層は，׊色のϋードローム層である。粘性，కまりともにڧく，層ްは 24 ～ 42ᶲである。

　第４層は，第３層Αりやや҉い׊色のϋードローム層である。粘性，కまりともにڧく，層ްは 22 ～ 42ᶲ

である。

　第５層は，׊色のϋードローム層である。粘性，కまりがڧく，層ްは６～ 20ᶲである。

　第６層は，׊色のϋードローム層である。ࣛপパミスϒロックをগྔ含Μでいる。粘性，కまりともにڧく，

層ްは下層がະ掘のたΊ不明である。

第 3ਤɹ基本土層図

調査 �۠ 調査̎۠ 調査̏۠
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１　平安時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，粘土採掘坑１基，遺物包含層１か所を確認した。以下，遺構と遺物にͭいて記ड़する。

  （1）  粘土採掘坑

第̍号೪౔޵۷࠾（第４図）

Ґஔ　調査１区東部の̙ 12e7 区，標高 15.5 ｍの台地上のࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号遺物包含層を掘りࠐみ，第 10 号溝に掘りࠐまれている。

໛は長࣠ن，ͼ北੢部が調査区Ҭ֎にԆͼているたΊٴঢ়　北東部ܗ໛ͱن 2.50 ｍで，短࣠は 0.90 ｍしか確

認できなかͬた。形状ٴͼ࣠ํ޲は不明である。ਂ͞は 90ᶲで，ఈ面にはԜತがあり，นはΦーバーϋンά

しながら立ͪ上がͬている。

෴౔　16 層に分層できる。粘土ϒロックやཻ࠭を含み，不نଇなଯ積状گから埋Ί໭͞れている。
౔૚ղઆ
１　灰 ׊ 色　ཻ࠭中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ
２　黒 色　ཻ࠭গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
３　灰 ׊ 色　ཻ࠭গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　４ 色　ཻ࠭中ྔ
׊　５ 灰 色　ཻ࠭中ྔ
６　灰 ׊ 色　ཻ࠭গྔ
７　黒 ׊ 色　ཻ࠭中ྔ
８　҉ ׊ 色　ཻ࠭中ྔ

  
̕　黒 ׊ 色　粘土ϒロック・ཻ࠭গྔ
10　にͿいԫ׊色　粘土ϒロック・ཻ࠭ඍྔ
11　黒 色　粘土ϒロック中ྔ，ཻ࠭গྔ
12　にͿいԫᒵ色　粘土ϒロックଟྔ
13　黒 ׊ 色　粘土ϒロック中ྔ，ཻ࠭গྔ
׊　14 色　ཻ࠭中ྔ，粘土ϒロックগྔ
15　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
16　҉ ׊ 色　粘土ϒロック・ཻ࠭中ྔ

第 �ਤɹ第１号粘土採掘坑・出土遺物࣮ଌ図

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 28 ఺（坏６・高台付皿１・甕類 21），須恵器ย 54 ఺（坏４・高台付坏３・盤１・蓋２・

甕類 44）が出土している。３はఈ面，１・２・４は෴土下層から出土している。

ॴݟ　นはΦーバーϋンάして立ͪ上がͬており，粘土層まで掘りࠐΜでいることから粘土採掘坑ととらえた。

時期は，出土土器や重ෳ関܎から̕世ޙل༿に比定できる。

第３અ　１区の遺構と遺物
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  （2）  遺物包含層

第̍号遺෺แؚ૚（第５～７・15 図）

Ґஔ　調査１区北東部からೆ੢部の̙ 12d9 ～̚ 11d4 区，標高 12.5 ～ 14.5 ｍの台地上のࣼ面部に位置している。

調査ํ๏　黒色ܥの土で埋まͬた埋຅୩が確認できたたΊ，トレンチを設定し，埋຅土のଯ積状ٴگͼ遺物の

包含状گの調査を行ͬた。

ॏෳؔ܎　第１号粘土採掘坑，第１号火葬土坑，第 10 号溝に掘りࠐまれている。

へ೿生した小୩௡޲Μͩ୩௡と，その୩௡から北ํࠐに入り޲からೆ੢ํ޲ঢ়　地形的には，北東ํܗ໛ͱن

に面している。東ଆٴͼೆଆが調査区Ҭ֎にԆͼているたΊ，ೆ北ํ޲ 15 ｍ，東੢ํ޲ 62 ｍしか確認できな

かͬた。

౔૚　遺物を包含している層は，トレンチ１では４層，トレンチ２・３・４では６層にそれͧれ分層できる。

いͣれのトレンチも，ࣼ܏面からྲྀ入し，ݱ在の地ද面から約 2.0 ～ 1.0 ｍ下にかけてࣗવଯ積した土を基本

としている。

τϨϯν̍౔૚ղઆ
第̎࣍埋຅୩埋຅౔（ද౔Լ૚）
１　黒 ׊ 色 ম土ཻ子গྔ，ロームཻ子 ŋ ୸化ཻ子 ŋ ཻ࠭ඍྔ
２　҉ ׊ 色 ロームཻ子 ŋ ୸化ཻ子 ŋ ཻ࠭গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
３　黒 ׊ 色　ཻ࠭中ྔ，ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
４　黒 ׊ 色 ম土ϒロック・ཻ࠭গྔ，୸化物・ロームཻ子ඍྔ
５　黒 ׊ 色 ロームཻ子 ŋ ম土ཻ子 ŋ ཻ࠭গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　６ 色　ཻ࠭গྔ，ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームཻ子・ཻ࠭গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
８　黒 ׊ 色 ཻ࠭中ྔ，ロームཻ子 ŋ ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
̕　黒 ׊ 色 ཻ࠭গྔ，ロームཻ子 ŋ ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
10　҉ ׊ 色 ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子গྔ，
　　　　　   　　ཻ࠭ඍྔ

11　黒 ׊ 色 ཻ࠭中ྔ，ম土ཻ子গྔ，ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
12　黒 ׊ 色 ཻ࠭ଟྔ，ロームϒロック・ম土ϒロックগྔ，　
　　　　　　　   ୸化ཻ子ඍྔ
13　҉ ׊ 色　ཻ࠭中ྔ，ロームཻ子গྔ
14　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ

第̍࣍埋຅୩埋຅౔（第 �号遺෺แؚ૚）
15　黒 ׊ 色　ཻ࠭中ྔ，ロームཻ子গྔ
16　҉ ׊ 色　ཻ࠭ଟྔ
17　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
18　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ཻ࠭ඍྔ

第１号粘土採掘坑出土遺物࡯؍ද（第４図）

τϨϯν̎౔૚ղઆ
第̎࣍埋຅୩埋຅౔（ද౔Լ૚）
１　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・୸化物・ཻ࠭গྔ
２　҉ ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
３　黒 ׊ 色 ロームཻ子 ŋ ম土ཻ子 ŋ ཻ࠭গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　４ 色　ཻ࠭গྔ，ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
５　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・ཻ࠭গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ 色 ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子গྔ，
　　　　　　   　ཻ࠭ඍྔ
７　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ

第̍࣍埋຅୩埋຅౔（第 �号遺෺แؚ૚）
８　҉ 灰 ԫ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
̕　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・ཻ࠭গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
10　にͿいԫ׊色　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
11　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
׊　12 灰 色 ロームϒロック ŋ ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子 ŋ ཻ࠭ඍྔ
13　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ཻ࠭ඍྔ

τϨϯν 3౔૚ղઆ
第̍࣍埋຅୩埋຅౔（第 �号遺෺แؚ૚）
１　にͿいԫ׊色　ཻ࠭中ྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭গྔ
３　にͿいԫ׊色　ཻ࠭中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

４　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・ཻ࠭গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
５　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
６　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ཻ࠭ඍྔ

τϨϯν �౔૚ղઆ
第̍࣍埋຅୩埋຅౔（第 �号遺෺แؚ૚）
１　明 ԫ ׊ 色　ロームཻ子ଟྔ，ཻ࠭ඍྔ
２　҉ 灰 ԫ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
׊　３ 灰 色　ཻ࠭গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

４　黒 色　ཻ࠭গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
５　灰 ԫ ׊ 色　ম土ϒロック・୸化ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
６　黒 色　ཻ࠭ඍྔ

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

1 土師器 坏 － （2.9） 5.6 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき

ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土下層 30ˋ
PL ４

2 須恵器 高台付坏 ʦ10.8ʧ 4.8 ʦ6.2ʧ 長石・石ӳ・
ന色਑状物 灰ԫ 良޷ ఈ部ճసϔラ੾りޙ，高台貼り付け ෴土下層 30ˋ

PL ４
3 土師器 高台付皿 － （2.1） 6.2 長石・石ӳ・Ӣ฼・

੺色ཻ子ŋന色਑状物 ᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，
高台貼り付け ఈ面 30ˋ

4 須恵器 盤 ʦ16.0ʧ 3.7 9.2 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ෴土下層 60ˋ
PL ４
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第 �ਤɹ第１号遺物包含層࣮ଌ図
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第 �ਤɹ第 1 号遺物包含層出土遺物࣮ଌ図（１）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 763 ఺（坏 142・高台付椀 33・蓋１・高坏２・甕類 583・甑１）土師質土器ย 1 ఺（置

き竈），須恵器ย 1072 ఺（坏 308・高台付坏 103・盤１・蓋 90・高盤̕・長頸瓶４・小形短頸壺１・壺類 18・

鉢形甕１・甕類 535・甑２），灰釉陶器ย 26 ఺（椀４・長頸瓶７・壺類 15），瓦ย３఺（平瓦），鉄製品１఺（᭲），

鉄ᕥ１఺が出土している。遺物の出土ྔはトレンチ１・２・３がଟいことから，北ํ޲へ೿生した小୩௡のほ

うがೱີに遺物を包含しており，北東ํ޲からೆ੢ํ޲に入りࠐΜͩ୩௡のほうがر薄となͬている。

ॴݟ　本包含層は，北東ํ޲からೆ੢ํ޲に入りࠐΜͩ୩௡と，その୩௡から北ํ޲へ೿生した小୩௡に面し

ている。その北東ଆの河岸段丘上位には，奈良時代や平安時代の集落跡がଘ在していることから，出土した遺

物はपลの集落から౤͞غれたものや，ྲྀれࠐΜͩものとਪଌできる。本包含層の形成時期は，出土土器から

８世لから̕世لにかけてとߟえられる。
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第 1 号遺物包含層出土遺物࡯؍ද（第６～７図）

第 �ਤɹ第 1 号遺物包含層出土遺物࣮ଌ図（２）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

5 土師器 坏 ʦ12.8ʧ （3.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき トレンチ１ 20ˋ

6 須恵器 坏 ʦ14.0ʧ （4.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　 トレンチ１ 20ˋ

7 土師器 高台付椀 － （2.0） 6.6 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部φσޙ，高台貼り

付け トレンチ１ 30ˋ
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２　中世の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，火葬土坑１基を確認した。以下，遺構と遺物にͭいて記ड़する。

火葬土坑

　火葬土坑は，ۭؾをऔりࠐΉ坑をʮ։ޱ部ʯ，遺ࠎの火葬した坑をʮ೩ম部ʯ，通ؾ調整を行うたΊに։ޱ

部ఈ面から೩ম部ఈ面を掘りࠐΜͩとみられる溝をʮ通ؾ溝ʯに分けた。࣠にͭいては，։ޱ部から通ؾ溝

を通り೩ম部の長࣠（ܘ）の中৺を݁Ϳ線とした。

第̍号Ր૴౔޵（第８図）

Ґஔ　調査１区東部の̙ 12e9 区，標高 14.0 ｍの台地上のࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号遺物包含層を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　࣠長ܗ 0.85 ｍで，࣠ํ̣޲－ 83 －˃̚の̩字形をఄしている。

೩ম෦　೩ম部は長ܘ 1.32 ｍ，短ܘ 0.54 ｍのପ円形である。ਂ͞は 25ᶲで，ఈ面はほぼ平ୱである。通ؾ溝

は長͞ 0.34 ｍ，上෯ 0.40 ｍ，下෯ 0.20 ｍで，ਂ ͞は 20cm である。೩ম部のఈ面ٴͼน面は੺มߗ化している。

෴౔　４層に分層できる。ম土や୸化物をଟく含Μでいることから埋Ί໭͞れている。第３層中から火葬ࠎย

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

8 須恵器 蓋 － ç（4.4） － 長石・石ӳ 灰 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟りޙ，ͭまみ貼り付け トレンチ１ 30ˋ
PL ４

9 灰釉陶器 長頸瓶 － ç（3.0） ʦ10.8ʧ ៛ີ 釉҉灰ԫ
଻土灰ന 良޷ ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け　֎・内

面ࢪ釉 トレンチ１ 10ˋ
PL ４

10 須恵器 鉢 － （11.5） ʦ14.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ҉灰ԫ ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき，下୺ԣ位のϔラ࡟り　

内面ϔラφσ　ఈ部ϔラ࡟り トレンチ１ 20ˋ
PL ５

12 須恵器 坏 13.2 ç4.5 ç8.0 長石・石ӳ Φリーϒ灰 良޷ ମ部下୺ճసϔラ࡟り　 トレンチ２ 60ˋ
PL ４

13 須恵器 坏 ʦ13.6ʧ ç4.6 çʦ9.4ʧ 長石・石ӳ・
ന色਑状物 灰 良޷ ମ部下୺ແ調整　ఈ部ճసϔラ࡟り トレンチ２ 40ˋ

PL ４
14 須恵器 高台付坏 － ç（2.8） ç9.4 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന 良޷ ମ部下୺ճసϔラ࡟り ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，

高台貼り付け　 トレンチ２ 40ˋ

15 須恵器 高台付坏 － ç（3.6） ʦ11.2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 良޷ ମ部下୺ճసϔラ࡟り ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，
高台貼り付け　 トレンチ２ 30ˋ

PL ４
16 須恵器 蓋 － ç（4.1） － 長石・石ӳ・

ന色਑状物 ԫ灰 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟り トレンチ２ 40ˋ
PL ４

17 須恵器 長頸瓶 ç9.0 （11.8） － 長石・石ӳ 釉明śžŖŲƄ灰
଻土灰ന 良޷ ֎・内面ࣗવ釉 トレンチ２ 30ˋ

PL ５
18 灰釉陶器 長頸瓶 çʦ9.0ʧ ç（0.9） － ៛ີ 釉ԫ׊

଻土灰ԫ 良޷ ֎・内面ࢪ釉 トレンチ２ ５ˋ

19 須恵器 小形短頸壺 ç6.0 ç6.0 ç6.0 長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部下୺ճసϔラ࡟り ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，
高台貼り付け トレンチ２ 95ˋ

PL ４
20 須恵器 壺 － ç（2.6） çʦ5.8ʧ 長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ख࣋ͪϔラ࡟

り トレンチ２ 10ˋ

21 土師器 甕 ʦ12.0ʧ ç（4.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ԑ部ԣφσޱ トレンチ２ ５ˋ

22 土師器 甕 ʦ18.2ʧ ç（4.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿい੺׊ ී通 ԑ部ԣφσ　ମ部内面ϔラφσޱ トレンチ２ ５ˋ

23 土師器 甕 ʦ23.8ʧ ç（5.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ԑ部ԣφσ　ମ部内面ϔラφσޱ トレンチ２ ５ˋ

24 土師器 甕 － ç（6.1） ç9.6 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ମ部下൒ॎ位のϔラຏき　内面ϔラφσ　ఈ

部木༿ࠟ トレンチ２ 10ˋ

25 土師質土器 置き竈 － ç（6.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいԫ׊ ී通 ֎・内面ϔラφσ トレンチ２ ５ˋ

PL ５
26 須恵器 長頸瓶 － ç（7.1） － 長石・石ӳ・

ന色਑状物 灰׊ 良޷ ロクロφσ トレンチ３ 30ˋ

28 須恵器 坏 ʦ12.8ʧ ç4.0 çʦ7.8ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 黒 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ख࣋ͪϔラ࡟
り　 トレンチ５ 10ˋ

29 須恵器 坏 － ç（2.3） ç7.6 長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ख࣋ͪϔラ࡟
り　 トレンチ４ 20ˋ

TP １ 須恵器 甕 － ç（6.5） － 長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部ಉ৺円ୟきとࣼ位の平行ୟき　内面φσ トレンチ１ PL ６

TP ２ 須恵器 甕 － ç（5.6） － 長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部ಉ৺円ୟきとࣼ位の平行ୟき　内面φσ トレンチ３ PL ６

番号 種　別 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

̢１ ᭲ （6.4） 0.4 0.5 ç（10.4）鉄 அ面࢛֯形　᭲਎部ܽଛ トレンチ１

̢２ 鉄ᕥ 5.7 6.3 2.6 ç75.8 鉄 椀状ᕥ トレンチ１

̩１ 平瓦 （7.5） （5.6） 2.0 （122.6）長石・石ӳ・Ӣ฼ Ԝ面෍目　ತ面短ೄୟき トレンチ２ PL ５
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を確認した。

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　୸化物・ম土ཻ子ඍྔ

３　҉ ׊ 色　୸化物中ྔ，ম土ϒロック・ࠎยগྔ
４　ᒵ 色　ম土ཻ子ଟྔ

第 �ਤɹ第１号火葬土坑࣮ଌ図

遺෺ग़౔ঢ়گɹࠞ入した土師器ย 23 ఺（坏３・甕類 20），須恵器ย 22 ఺（坏５・甕類 17）が෴土中から出土

している。

ॴݟ　本跡に伴う遺物は出土していないが，時期は，遺構の形ଶから中世とߟえられる。

３　その他の遺構と遺物

　　ۙ世以߱ٴͼ時期不明の遺構は，土坑２基，溝跡２条を確認した。以下，遺構と遺物にͭいて記ड़する。

  （1）  土坑（第̕図）

Θれる遺構に第１・５～７号まで番号を付けて調査したが，平安時代の粘土ࢥճの調査では，土坑とࠓ　　　

　　採掘坑ٴͼ中世の火葬土坑にͭいては，項を設けて前ड़した。その他の土坑にͭいては，図ࣔできるΑう

　　な出土遺物がなく，時期や性֨も不明であるたΊ，࣮ଌ図ٴͼ一ཡදでࡌܝする。

第 9ਤɹその他の土坑࣮ଌ図

ද２　その他の土坑一ཡද

番号 位　置 長޲ํ࣠・ܘ 平面形
໛（ｍ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　　ߟ
重ෳ関܎（古ˠ৽）長 短×（ܘ࣠） （ܘ࣠） ਂ （͞cm）

６ 1̙1K0 ̣－ 78 －˃̚ ʦ長ํ形ʧ 　 1.50 ×（0.64） 24 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 土師器・須恵器

７ 1̙1i0 － 円形  0.54 ×  0.50 20 ؇ࣼ 皿状 ࣗવ 土師器・須恵器
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  （2）  溝跡

第̍号ߔ跡（第 10・11・15 図）

Ґஔ　調査１区東部の̙ 12e5 ～̙ 12h5 区，標高 13.5 ～ 15.0 ｍの台地ࣼ܏面に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号遺物包含層を掘りࠐΜでいる。

。に૸り，第１号遺物包含層の上୺付ۙでӈへカーϒをඳきながらೆ੢へԆͼている޲ঢ়　北からೆํܗ໛ͱن

北ଆが調査区Ҭ֎にԆͼているたΊ，確認できた長͞は 12.50 ｍである。コーφーをڬみ，૸行ํ޲は北－ೆ

溝が̣－ 163 ʄ－̚，北東－ೆ੢溝が̣－ 127 ʄ－̬である。上෯ 1.20 ～ 2.20 ｍ，下෯ 0.40 ～ 0.80 ｍ，ਂ͞は

40 ～ 70cm である。அ面形は̪字状で，྆นは؇やかに立ͪ上がͬている。

෴౔　５層に分けられる。レンズ状のଯ積状گをࣔすࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
１　にͿいԫ׊色　ཻ࠭গྔ，粘土ϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　灰 ׊ 色　ཻ࠭গྔ，粘土ϒロックඍྔ
３　にͿいԫ׊色　ཻ࠭中ྔ

４　҉ ׊ 色　ཻ࠭ඍྔ
׊　５ 色　ཻ࠭ඍྔ

第 ��ਤɹ第１号溝跡・出土遺物࣮ଌ図

遺෺ग़౔ঢ়گ　෴土中から土師質土器ย４఺（皿１・Ꭼ鉢１・内耳ು２），陶器ย４఺（鉢１・水１ࢦ・甕２），

瓦ย２఺（平瓦）が出土している。そのほかにも，ࠞ入あるいはྲྀ入したものとࢥΘれるೄ文土器ย１఺，土

師器ย 48 ఺，須恵器ย 39 ఺が出土している。

ॴݟ　本跡は，౳高線と௚ަするΑうに掘りࠐまれた区ը溝とࢥΘれる。時期は出土遺物や重ෳ関܎から中世

。えられるߟ൒からۙ世前൒とޙ
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第 ��号ߔ跡（第 12・15 図）

Ґஔ　調査１区東部の̙ 12d7 ～̙ 12g9 区，標高 12.5 ～ 14.5 ｍにかけての台地上のࣼ面部に位置している。

調査ํ๏　埋຅୩調査のたΊ，５本のトレンチ（トレンチ１～５）を設定した。本跡は，その内の３本のトレ

ンチ（トレンチ１・２・３）内の土層࡯؍面において，確認できたものである。

ॏෳؔ܎　第１号粘土採掘坑，第１次埋຅୩（第１号遺物包含層）を掘りࠐΜでいる。また，本跡の෴土上面

に，第２次埋຅୩の埋຅土（ද土下層）がଯ積している。

ͼೆ東ଆが調査区Ҭ֎にԆͼていٴͼ北੢ଆٴ，面での確認࡯؍ঢ়　トレンチ１・２・３内の土層ܗ໛ͱن

る。確認した長͞ 12.00 ｍ，૸行ํ޲は̣－ 158 －˃̚で，̙ 12g9 区でೆ東ํ޲にやや۶ۂして調査区Ҭ֎に

໛はトレンチ１が上෯ن。ているͬࢸ 3.50 ｍ，下෯ 0.80 ～ 1.20 ｍ，ਂ ͞ 100cm で，トレンチ３は上෯ 3.00 ｍ，

下෯ 1.30 ｍ，ਂ͞ 40cm である。அ面形はٯ台形で，นは֎܏して立ͪ上がͬていることから，ശༀݚ状の溝

とਪଌできる。トレンチ１では，溝の掘り௚しが確認でき，掘り௚͞れた৽しい溝のఈ面には，ܘ 20cm，ਂ

͞ 14cm のピットが掘りࠐまれている。

෴౔　トレンチ１では７層，トレンチ２では１層，トレンチ３では２層に分層できる。ロームϒロックやম土

ϒロック，ཻ࠭を含み，不نଇなଯ積状گから埋Ί໭͞れている。

౔૚ղઆ（̖ʵ̖ʟɾ̗ʵ̗ʟɾ̘ʵ̘ʟڞ௨）
１　黒 ׊ 色 ཻ࠭ଟྔ，ロームϒロック・ম土ϒロックগྔ，
　　　　　   　　୸化ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色 ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子・ཻ࠭গྔ
３　灰 ׊ 色 ম土ϒロック・୸化ཻ子・ཻ࠭গྔ，ロームཻ子ඍྔ

４　黒 ׊ 色 ロームϒロック・ম土ཻ子・ཻ࠭গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
５　黒 ׊ 色　ཻ࠭গྔ
６　灰 ԫ ׊ 色　ཻ࠭ଟྔ
７　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ཻ࠭গྔ

第 ��ਤɹ第１号溝跡出土遺物࣮ଌ図

第１号溝跡出土遺物࡯؍ද（第 10・11 図）

ॴݟ　本跡は，౳高線と௚ަするΑうに掘りࠐまれた区ը溝とみられる。重ෳ関܎から平安時代以߱であるこ

とは明確であるが，本跡に伴う遺物が出土していないたΊ，ৄࡉな時期は不明である。

番号 種　別 器　種 ܘ　ޱ 器　高 ఈ　ܘ ଻　　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

30 須恵器 甕 ʦ37.6ʧ （8.1） － 長石・石ӳ Φリーϒ黒 良޷ 文ࢪԑ部֎面۳ඳ೾状文をޱ 中ԝ部෴土
中

５ˋ
PL ５

31 土師質土器 Ꭼ鉢 － （4.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部内面５条一୯位のᎬ目 中ԝ部෴土

中
５ˋ
PL ５

32 土師質土器 内耳ು ʦ29.8ʧ （3.1） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ԑ部֎・内面ԣφσޱ ೆ部෴土中 ５ˋ

33 陶器 鉢 － （3.7） ʦ10.4ʧ ៛ີ 釉　҉੺׊
଻土　ԫ灰 良޷

੉戸・ඒೱܥ　ମ部内面下位に１条のྏ線が
८る　ఈ部高台࡟り出し　֎・内面に鉄釉を
　　釉　内ఈ面トチンࠟࢪ

北部෴土中 ５ˋ

34 陶器 水ࢦ － （3.9） ʦ10.4ʧ ៛ີ
釉　҉׊

଻土
にͿいԫ׊

良޷
੉戸・ඒೱܥ　ମ部֎面下位に１条の௜線が
८る　֎・内面に鉄釉をࢪ釉　ମ部֎面下୺
࿐଻　

中ԝ部෴土
中 ５ˋ

35 陶器 甕 － （5.5） － 長石・石ӳ 灰ԫ 良޷ ৗ׈　ମ部֎面֨子ୟき 中ԝ部෴土
中 ５ˋ

番号 種　別 長͞ ෯ ް͞ 重　ྔ ଻　　土 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ 　ߟ

̩２ 平瓦 （7.3） （8.0） 1.7 （90.8） 長石・石ӳ・Ӣ฼ Ԝ・ತ面φσ 北部෴土中
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  （3）  遺構֎出土遺物（第 13・14 図）

ճの調査で，ද土層౳から遺構に伴Θない遺物が出土している。ここでは，土器（ೄ文土器・໻生土ࠓ　　　

　　器・土師器・須恵器・灰釉陶器・土師質土器），磁器，瓦（平瓦），石器（砥石）など，特௃的な遺物にͭ

　　いて࣮ଌ図ٴͼ遺物࡯؍දをࡌܝする。

第 �3ਤɹ遺構֎遺物出土࣮ଌ図（１）

ද３　その他の溝跡一ཡද

第 ��ਤɹ第 10 号溝跡࣮ଌ図

番号 位　置 ޲ํ 形状
໛（ｍ，ਂ͞はᶲ）　ن

அ面形 น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　　ߟ
重ෳ関܎（古ˠ৽）長͞ 上෯ 下෯ ਂ͞

１ ̙12e5 ～
̙12h5

̣－163 －˃̚
̣－127 －˃̬ 線状ۂ （12.50） 1.20～2.20 0.30～0.80 22～50 ̪字形 ؇ࣼ ̪字 ࣗવ 土師質土器・陶器・

瓦
10 ̙12d7 ～

̙12g9 ̣－158 －˃̚   － （12.00） 3.00～3.50 0.80～1.30 40～100 台形ٯ ܏֎ Ԝತ 人ҝ HG1，SN1 ˠ本跡
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第 ��ਤɹ遺構֎遺物出土࣮ଌ図（２）
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遺構֎出土遺物࡯؍ද（第 13・14 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 文　様　・　ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

36 須恵器 坏 ʦ13.0ʧ 4.1 çʦ8.0ʧ 長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ख࣋ͪϔラ࡟り ̙12区ද土 10ˋ

37 灰釉陶器 碗 ʦ14.0ʧ （3.5） － ៛ີ

釉
にͿいԫᒵ

଻土
にͿいԫᒵ

良޷ ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ޱԑ部֎・内面ࢪ釉 ̚11区ද土 10ˋ

39 土師器 高台付椀 － （2.0） çʦ7.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 明ԫ׊ ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ̙12区ද土 20ˋ

41 須恵器 高台付坏 ʦ14.2ʧ 5.7 çʦ9.0ʧ 長石・石ӳ・
ന色਑状物 灰 良޷ ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け　 ̚11区ද土 40ˋ

PL ５

42 須恵器 高台付坏 － （2.7） çʦ9.4ʧ 長石・石ӳ 灰 良޷ ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け　 ̚11区ද土 40ˋ

43 須恵器 蓋 － （2.6） － 長石・石ӳ 灰 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟り ̙12区ද土 10ˋ

40 灰釉陶器 段皿 － （2.1） çʦ6.6ʧ ៛ີ 釉ઙԫ
଻土灰ԫ 良޷ ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け　֎・内面

釉ࢪ ̚11区ද土 20ˋ
PL ５

44 灰釉陶器 長頸瓶 çʦ5.4ʧ （3.3） － ៛ີ 釉灰śžŖŲƄ
଻土灰ന 良޷ ֎・内面ࢪ釉 ̙12区ද土 ５ˋ

45 灰釉陶器 長頸瓶 － （3.1） çʦ7.4ʧ ៛ີ 釉灰śžŖŲƄ
଻土ԫ灰 良޷ ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部高台貼り付け　֎

面ࢪ釉 ̙12区ද土 ５ˋ

46 灰釉陶器 短頸壺 － （2.8） ʦ12.8ʧ ៛ີ
釉ઙԫ
଻土

にͿいԫᒵ
良޷ ఈ部高台貼り付け　֎面ࢪ釉 ̙12区ද土 ５ˋ

47 灰釉陶器 短頸壺 － （2.7） ʦ16.4ʧ ៛ີ ଻土
にͿいԫᒵ 良޷ ఈ部高台貼り付け ̚11区ද土 ５ˋ

48 灰釉陶器 甕 － （3.0） ʦ24.4ʧ ៛ີ ଻土ԫ灰 良޷ ମ部ࣼ位の平行ୟき，下୺ϔラ࡟り　内面ϔラ
φσ ̚11区ද土 ５ˋ

49 土師質土器 小皿 çʦ9.4ʧ 2.8 ç4.6 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ఈ部ճసࢳ੾り　ఈ面木目状ѹࠟ ̚11区ද土 50ˋ

PL ５
50 土師質土器 小皿 çʦ5.4ʧ 1.7 çʦ3.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・

੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 ఈ部ճసࢳ੾り ̚11区ද土 30ˋ

51 土師質土器 小皿 çʦ6.6ʧ 1.5 çʦ4.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ఈ部ճసࢳ੾り　ޱԑ部֎・内面༉Ԏ付着 ̚11区ද土 30ˋ

52 土師質土器 小皿 çʦ6.8ʧ 1.7 çʦ4.2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ఈ部ճసࢳ੾り ̚11区ද土 20ˋ

53 土師質土器 皿 － （2.0） çʦ5.8ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ఈ部φσ ̚11区ද土 10ˋ

54 土師質土器 小皿 çʦ9.2ʧ 2.7 çʦ6.8ʧ 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 明੺׊ ී通 ԑ部֎・内面༉Ԏ付着ޱ ̚11区ද土 10ˋ

55 土師質土器 ஡釜 ʦ14.6ʧ （3.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ԑ部֎・内面ロクロφσޱ ̝̜１

トレンチ６ ５ˋ

56 土師質土器 Ꭼ鉢 ʦ28.2ʧ （4.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 ԑ部֎・内面ԣφσ　ମ部内面２条の௜線ޱ ̝̜１

トレンチ７ ５ˋ

57 土師質土器 内耳ು ʦ30.0ʧ （3.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 ԑ部֎面２段のԣφσ　内面ԣφσޱ ̝̜１

トレンチ５ ５ˋ

38 磁器 碗 － （1.7） çʦ3.6ʧ ਫ਼良 灰ന 良޷ ମ部下୺・高台֎面・高台内に１条のછ付け線
が८る　

̝̜１
トレンチ７ ５ˋ

TP ３ ೄ文土器 ਂ鉢 － （4.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ಑部௚線的௜線文をࢪ文 ̝̜１
トレンチ２

ૣ期前൒
PL ６

TP ４ ೄ文土器 ਂ鉢 － （2.8） － 長石・石ӳ ᒵ ී通 ಑部௚線的௜線文をࢪ文 ̝̜１
トレンチ２

ૣ期前൒
PL ６

TP ５ ೄ文土器 ਂ鉢 － （3.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
ણҡ にͿいԫ׊ ී通 ಑部୯અೄ文̧Ｌをࢪ文 ̝̜１

トレンチ２
前期前൒
PL ６

TP ６ ೄ文土器 ਂ鉢 － （2.3） － 長石・石ӳ にͿい׊ ී通 文ࢪԑ部平行௜線文・௺形文をޱ ̝̜１
トレンチ２

前期ޙ൒
PL ６

TP ７ ೄ文土器 ਂ鉢 － （2.3） － 長石・石ӳ にͿい׊ ී通 ಑部平行௜線文・௺形文をࢪ文 ̝̜１
トレンチ２

前期ޙ൒
PL ６

TP ８ ೄ文土器 ਂ鉢 － （4.4） － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 明׊ ී通 ಑部֋֪ෲԑ文をࢪ文 ̝̜１

トレンチ２
前期ޙ൒
PL ６

TP ̕ ೄ文土器 ਂ鉢 － （2.5） － 長石・石ӳ・　　　
੺色ཻ子 明׊ ී通 ಑部௜線文・ม形௺形文をࢪ文 ̝̜１

トレンチ２
前期ޙ൒
PL ６

TP10 ೄ文土器 ਂ鉢 － （3.8） － 長石・石ӳ・　　　
੺色ཻ子 明੺׊ ී通 ಑部೾状֋֪文をࢪ文 ද土 前期ޙ൒

PL ６
TP11 ೄ文土器 ਂ鉢 － （2.9） － 長石・石ӳ・　　　

੺色ཻ子 ᒵ ී通 ಑部௜線文・ࢗಥ文をࢪ文 ද土 前期ޙ൒
PL ６

TP12 ೄ文土器 ਂ鉢 － （3.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 文ࢪԑ部୯અೄ文Ｌ̧をޱ ද土 中期前൒
PL ６

TP13 ೄ文土器 ਂ鉢 － （5.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ಑部ෳઅೄ文̧Ｌ̧をࢪ文 Ｓ̙１෴土 期前൒ޙ
PL ６

TP14 ೄ文土器 ਂ鉢 － （2.2） － 長石・石ӳ・　　　
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 ಑部௜線文をࢪ文　 ̝̜１

トレンチ２
期前൒ޙ
PL ６

TP15 ೄ文土器 ਂ鉢 － （1.8） － 長石・石ӳ・　　　
੺色ཻ子 にͿいԫ׊ ී通 ಑部௜線文をࢪ文　 ද土 期前൒ޙ

PL ６
TP16 ೄ文土器 ਂ鉢 － （3.7） － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී通 ಑部௜線文をࢪ文 ද土 期前൒ޙ

PL ６
TP17 ໻生土器 壺ޱ޿ － （2.5） － 長石・石ӳ にͿい׊ ී通 ಑部地文にෟ加条一種（ෟ加２条）ೄ文・۳ඳ

࿈ހ文をࢪ文
̝̜１
トレンチ２

期前൒ޙ
PL ６

番号 種　別 長　͞ ෯ ް　͞ 重　ྔ ࡐ　　質 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ 　ߟ

̦１ 砥石 6.3 4.8 1.7 ؠ࠭ 85.4 砥面４面　１面にݚຏࠟ　１面にԜみ ̙12区ද土

̦２ 砥石 （4.3） 5.1 1.3 （44.4） టؠ 砥面５面　３面にݚຏࠟ ̚11区ද土

番号 種　別 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ ଻　土 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

̩３ 平瓦 （4.3） （8.1） 1.6 （73.3） 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 Ԝ面෍目　ತ面長ೄୟき ̚11区ද土 PL ５
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第 ��ਤ�� 姥久保遺跡１区遺構શମ図
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　　　第４અ　２区の遺構と遺物

１　古墳時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡 15 軒を確認した。以下，遺構ٴͼ遺物にͭいて記ड़する。

　竪穴住居跡

ɹ第̍号ॅډ跡（第 16・17 図）

Ґஔ　２区ೆ੢部の̗ 17d2 区，標高 8.0 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第３号掘立柱建物，第２・４号土坑，第１号ピット群に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 4.94 ｍ，短࣠ 4.64 ｍのํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 72 －˃̬である。น高は 26 ～ 32ᶲで，֎܏

して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱな貼床で，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。貼床はローム，ম土，粘土ϒロックやཻ子，࠭

ཻを含Μͩ第８・̕層を埋Ίて構ங͞れている。น下にはน溝が८ͬている。

ᜱ　੢นのやや北دりに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 98ᶲで，೩ম部෯は 40ᶲである。କ

部は，粘土ཻ子をඍྔ含Μͩ第 12 層を第 13 層の上に積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面を 10ᶲ掘り

Μで，ロームϒロックを含Μͩ第ࠐ 13・14 層を埋土して構ங͞れている。火床面は床面とほぼಉ͡高͞を使

用しており，੺มߗ化していない。Ԏ道部はน֎に 26ᶲ掘りࠐまれ，ほぼ௚立している。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ম土ཻ子 ŋ 粘土ཻ子গྔ，୸化物 ŋ 粘土ཻ子ඍྔ
３　灰 ׊ 色　粘土ϒロック・ম土ཻ子・ཻ࠭গྔ，  
                        ロームϒロッ ク・୸化ཻ子ඍྔ
４　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ཻ࠭ඍྔ
５　黒 ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
６　灰 ׊ 色　粘土ཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ
７　にͿい׊色　ম土ϒロック・୸化物・ロームཻ子・粘土ཻ子
　　　　　　　　গྔ

８　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物・
　　　　　　　　粘土ϒロック・ཻ࠭ඍྔ
̕　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
10　黒 色　ম土ϒロック・粘土ϒロックඍྔ
11　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・୸化物গྔ，ロームϒロック・　
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
12　黒 ׊ 色　ロームཻ子 ŋ ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子 ŋ 粘土ཻ子ඍྔ
13　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
׊　14 色　ロームϒロックগྔ

ϐοτ�  ５か所。̥１～̥４はਂ͞ 34 ～ 38ᶲで，഑置から主柱穴である。̥２の੢ଆで確認した̥５はਂ͞

26ᶲで，ิॿ柱穴とみられる。

෴౔　７層に分層できる。ロームϒロックや粘土ϒロックなどが含まれていることから埋Ί໭͞れている。第

８・̕層は貼床の構ங土である。

౔૚ղઆ����       
１　黒 色　ロームϒロック・粘土ϒロックඍྔ
２　黒 ׊ 色　粘土ϒロックগྔ，ロームϒロック・ম土ϒ
　　　　　　　　ロックඍྔ
３　黒 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化物ඍྔ
４　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物・粘
　　　　　　　　土ཻ子ඍྔ

５　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ
ۃ　６ ҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
ۃ　７ ҉ ׊ 色　ロームཻ子中ྔ
׊　８ 色　ロームཻ子中ྔ，粘土ཻ子ඍྔ
̕　明 ׊ 色　ロームཻ子ଟྔ，粘土ཻ子গྔ

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย 1017 ఺（坏 119，高坏３，甕類 895），須恵器ย１఺（蓋）のほか，ࠞ入したೄ文土

器ย 51 ఺（ਂ鉢），石器１఺（石᭲），鉄ᕥ１఺，᛽１఺が出土している。61 は北部，60 は北น付ۙ，63 は

東น付ۙの床面からそれͧれ出土しており，ഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。58・65 は竈の

କ部内からそれͧれ出土しており，竈のକ部構ங時にࠞ入したものである。62・64 は෴土中からそれͧれ出

土しているほか，ࡉยのたΊ図ࣔできないଟྔの土器ยも出土している。

ॴݟɹ時期は，出土土器から７世ޙل༿に比定できる。
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第 ��ਤɹ第１号住居跡 ŋ 出土遺物࣮ଌ図
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ɹ第̎号ॅډ跡（第 18・19 図）

Ґஔɹ２区ೆ੢部の̗ 17e5 区，標高 8.0 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第̕号住居，第̕号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　ೆ部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，短࣠はܗ໛ͱن 4.76 ｍで，長࣠は 4.97 ｍしか確認できなかͬた。

平面形は長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 36 －˃̬である。น高は 27 ～ 35ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，床面શମが౿みݻΊられている。੢コーφー付ۙの෴土下層からম土մおΑͼ୸化ࡐがগྔ出土

しているが，床はমけていない。

࿍　７か所。࿍１・２は，中ԝ部からややೆ੢นدりにฒ列している。࿍１は長ܘ 42ᶲ，短ܘ 34ᶲのପ円形で，

床面を２ᶲ掘りくぼΊた地床࿍である。࿍床は火をडけて੺มߗ化している。࿍２は長ܘ 48ᶲ，短ܘ 42ᶲの

ପ円形で，床面を４ᶲ掘りくぼΊた地床࿍である。࿍床は火をडけて੺มߗ化している。ほかに，５か所の࿍

が中ԝ部から北੢นに޲かͬて௚線状に࿈なͬていることを確認した。いͣれの࿍も平面形は円形あるいはପ

円形をఄしており，確認面がߗ化していることから，࿍１・２を使用していた以前の࿍とみられる。࿍３はਂ

͞４ᶲであるが，ほかはਂ͞１ᶲにຬたないたΊ，５か所の࿍の৽چ関܎は不明である。

࿍౔૚ղઆ（࿍̍ɾ̎ڞ௨）
１　黒 色　ম土ཻ子ඍྔ

第 ��ਤɹ第１号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第１号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 16・17 図）

ஷ蔵݀� ೆコーφー部付ۙに位置している。長࣠ 90ᶲ，短࣠ 80ᶲの۱丸長ํ形で，ਂ ͞ 40ᶲ，ఈ面は平ୱである。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

58 土師器 坏 9.4 3.5  － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り 竈କ部内 80ˋ

59 土師器 坏 ʦ9.8ʧ 3.4 － 長石・石ӳ・ 
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り　֎・内面黒色ॲ理Θͣか

に遺ଘ ෴土中 40ˋ

60 土師器 坏 ʦ10.4ʧ 3.5 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り 床面 50ˋ

61 土師器 坏 10.8 4.1 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り　 床面 80ˋ

62 土師器 坏 ʦ11.0ʧ 3.7 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ઙԫᒵ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り ෴土中 40ˋ

63 土師器 坏 12.0 3.8       － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り 床面 80ˋ

PL18
64 須恵器 蓋 9.2 （2.3） － 長石・石ӳ・

黒色ཻ子 灰 ී通 ఠみണ཭ ෴土中 50ˋ

65 土師器 甕 － （10.0） 8.0 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部ॎ位のϔラຏき　下୺ԣ位のϔラ࡟り　ఈ

部木༿ࠟ 竈କ部内 30ˋ
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นは֎܏して立ͪ上がͬている。ஷ蔵穴の北੢ଆは෯ 30ᶲ，高͞２ᶲほどの高まりを有している。

ஷ蔵݀౔૚ղઆ�          
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ ２　҉ ׊ 色　୸化物中ྔ，ロームϒロック ŋ ম土ϒロックඍྔ

෴౔　７層に分層できる。ϒロック状にଯ積していることから埋Ί໭͞れている。

౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子・
　　　　　　　　鉄分ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子・鉄分ඍྔ
４　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物গྔ

５　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・୸化ཻ子গྔ，ロームϒロック　
　　　　　　　   ඍྔ
６　黒 ׊ 色　ম土ϒロック ŋ ୸化物গྔ，ロームϒロックඍྔ
ۃ　７ ҉ ׊ 色　ロームཻ子・鉄分গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย 624 ఺（坏 57，器台３，高坏２，鉢１，壺２，甕類 558，ミニチュア１）のほか，ࠞ

入したೄ文土器ย 78 ఺（ਂ鉢）が出土している。66 は࿍２の火床面，68 はஷ蔵穴の෴土上層から出土してい

る。67 は中ԝ部，72・73 は北コーφー付ۙ，71 は੢部の床面からそれͧれ出土している。69 は中ԝ部と੢コー

φー付ۙの床面からそれͧれ出土したഁยが઀߹しているほか，70 は北コーφー付ۙの床面にࢄ在したഁย

第 ��ਤɹ第２号住居跡࣮ଌ図
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が઀߹しているなど，ଟྔの土器が床面から出土している。いͣれもഇઈ時にഇ͞غれたものとみられる。74

は北੢部の෴土下層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から４世ل前൒に比定できる。床はমけていないが，ম土մや୸化ࡐの出土状گから

মࣦ住居の可能性がある。

第 �9ਤɹ第２号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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ɹ第̔号ॅډ跡（第 20・21 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17b6 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎�  第４・25・39 号住居，第 17・19・31・44 号土坑，第２号溝に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 6.00 ｍ，短࣠ 5.18 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 50 －˃̚である。น高は８～ 27ᶲで，֎

。して立ͪ上がͬている܏

চ　平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。遺ଘしているน下には，น溝が८ͬている。

ϐοτ　４か所。̥１～̥３はਂ͞ 12 ～ 24ᶲで，コーφー付ۙに位置している഑置からิॿ柱穴とみられる。

̥４はਂ͞６ᶲで，ೆ東นࡍの中ԝ部に位置していることから，出入りࢪޱ設に伴うピットとਪ定できる。

ஷ蔵݀　東コーφー部に位置している。長ܘ 90ᶲ，短ܘ 84ᶲの円形で，ਂ͞ 50ᶲ，ఈ面は皿状である。นは

して立ͪ上がͬている。北東นからೆ東นにかけて，෯܏֎ 24ᶲ，高͞３ᶲのＬ字状の高まりを有している。

ஷ蔵݀౔૚ղઆ�          
１　黒 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ

３　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
４　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第２号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 19 図）

෴౔　５層に分層できる。ϒロック状にଯ積していることから埋Ί໭͞れている。

౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・粘土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色 粘土ཻ子গྔ，ロームϒロック・ম土ϒロックඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ

׊　４ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子গྔ
׊　５ 色　ロームཻ子中ྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 1047 ఺（坏 37，坩５，高坏 54，鉢１，壺類 50，甕類 899，ミニチュア１），土製品７఺（球

状土錘）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย 39 ఺（ਂ鉢），໻生土器ย４఺（壺），᛽７఺が出土している。75 ～ 77

はＬ字状の高まり部付ۙ，78 はೆ部の床面からそれͧれ出土している。%P １～ %P ４はஷ蔵穴の෴土上層か

ら中層にかけて，80 はೆ東น付ۙの෴土下層，82・83 は中ԝ部の෴土下層・෴土中層からそれͧれ出土している。

79・81，%P ５～ %P ７は෴土中からそれͧれ出土しているほか，ଟྔの土器ยが出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から５世ل中༿に比定できる。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

66 土師器 器台 ç9.0 ç（2.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿい੺౯ ී通 ड部内面์ࣹ状のϔラຏき ࿍火床面 30ˋ

67 土師器 器台 10.2 ç9.6 12.2 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 ౯ ී通 部֎面ॎ位のϔラຏき　内面ϔラφσ٭ 床面 90ˋ

68 土師器 高坏 － ç（9.7） ʦ10.2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ౯ ී通 坏部内面์ࣹ状のϔラຏき　٭部֎面ॎ位のϔ
ラຏき

ஷ蔵穴
෴土上層

50ˋ
PL19

69 土師器 鉢 ʦ18.4ʧ ç9.2 ç4.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ౯ ී通 ԑ部֎面ࣼ位のϋέ目　ମ部下୺ԣ位のϔラޱ
り࡟り　ఈ部ϔラ࡟ 床面 40ˋ

70 土師器 壺 ʦ11.4ʧ 15.8 ç7.2 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい౯ ී通
৶部内面ԣ位のϔラຏき　頸部֎面ॎ位のϋޱ
έ目　内面ԣ位のϋέ目　ମ部ॎ位のϔラຏき
ਕ物ࠟ

床面 80ˋ
PL19

71 土師器 壺 ʦ15.6ʧ 27.1 ç7.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ౯ ී通 ԑ部֎・内面ॎ位のϔラຏき　ମ部ॎ位のϔޱ
ラຏき 床面 80ˋ

PL20

72 土師器 甕 13.4 ç9.3 ç3.4 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい౯ ී通
頸部֎面ॎ位のϋέ目　内面ԣ位のϋέ目　ମ
部上൒ࣼ位のϋέ目　下୺ԣ位のϔラ࡟り　ఈ
部ϔラ࡟り

床面 100ˋ
PL19

73 土師器 甕 15.4 14.4 ç4.8 長石・石ӳ・Ӣ฼ ౯ ී通
頸部֎面ॎ位のϋέ目　内面ԣ位のϋέ目　ମ
部ࣼ位のϋέ目　下୺ϋέ目ޙ，ԣ位のϔラ࡟
り

床面 90ˋ

74 土師器 ミニチュア ç1.0 ç3.3 ç2.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 ϔラφσ　ఈ部φσ ෴土下層 100ˋ
PL21
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第 ��ਤɹ第８号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 ��ਤɹ第８号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第８号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 20・21 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

75 土師器 坩 ç9.0 ç8.4 ç2.6 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ，ޙφσ　ମ部上൒ϋέ目，ޙԑ部֎面ϋέ目ޱ
φσ　下൒ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部ϔラ࡟り 床面 90ˋ

76 土師器 坩 ç9.4 ç9.0 ç3.8 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 り　下൒ԣ位࡟ԑ部からମ部上൒ॎ位のϔラޱ
のϔラ࡟り　ఈ部ϔラ࡟り 床面 90ˋ

PL18
77 土師器 坩 10.5 ç（8.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・

੺色ཻ子 ᒵ ී通 ԑ部֎面ॎ位のϔラຏき　ମ部上൒ॎ位のϔޱ
ラຏき　下൒ԣ位のϔラ࡟り 床面 60ˋ

PL18
78 土師器 坩 çʦ9.9ʧ 10.8 ç3.7 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部ϔラ࡟り 床面 80ˋ

PL18

79 土師器 坩 ç9.1 10.5 ç3.7 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通

φσ　内面ԣ位の，ޙԑ部֎面ॎ位のϋέ目ޱ
ϋέ目ޙ，φσ　ମ部上൒ϋέ目ޙ，φσ　下
൒ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部ϔラ࡟り

෴土中 70ˋ
PL18

80 土師器 高坏 － ç（8.0） ʦ14.3ʧ 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 部֎面ॎ位のϔラຏき٭ ෴土下層 20ˋ

81 土師器 壺 ʦ15.4ʧ ç（5.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 明׊ ී通 ԑ部֎・内面φσޱ ෴土中 ５ˋ

82 土師器 甕 ʦ11.2ʧ ç9.4 ç4.6 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ମ部下൒ࣼ位のϔラ࡟り　ఈ部ϔラ࡟り ෴土下層 60ˋ

83 土師器 ミニチュア － ç（3.3） ç4.3 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ԣ位のϔラ࡟り　 ෴土中層 50ˋ
PL21

番号 器　種 ܘ ް ͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P １ 球状土錘 3.3 2.8 0.7～1.0 25.9 土（長石・Ӣ฼・
੺色ཻ子） ද面φσ　一ํ޲からઠ孔 ஷ蔵穴

෴土上層 PL29

%P ２ 球状土錘 3.0 2.6 0.9 19.9 土（長石・Ӣ฼） ද面φσ　一ํ޲からઠ孔 ஷ蔵穴
෴土中層 PL29

%P ３ 球状土錘 3.1 2.7 0.7～0.9 22.3 土（長石・Ӣ฼） ද面φσ　一ํ޲からઠ孔 ஷ蔵穴
෴土中層 PL29
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ɹ第 ��号ॅډ跡（第 22・23 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17e9 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第３・19・22 号住居，第 20 号土坑に掘りࠐまれている。

第 ��ਤɹ第 18 号住居跡࣮ଌ図

番号 器　種 ܘ ް ͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P ４ 球状土錘 3.2 2.8 0.7～0.9 24.4 土（長石） ද面φσ　一ํ޲からઠ孔 ஷ蔵穴
෴土上層 PL29

%P ５ 球状土錘 3.6 3.6 0.8 41.7 土（長石・石ӳ） ද面φσ　一ํ޲からઠ孔 ෴土中 PL29

%P ６ 球状土錘 3.3 2.8 0.7 25.5 土（長石・石ӳ・
੺色ཻ子） ද面φσ　一ํ޲からઠ孔 ෴土中 PL29

%P ７ 球状土錘 3.3 2.9 0.7 27.2 土（長石・石ӳ・
੺色ཻ子） ද面φσ　一ํ޲からઠ孔 ෴土中 PL29
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ঢ়　ೆ東部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北東・ೆ੢࣠はܗ໛ͱن 5.35 ｍで，北੢・ೆ東࣠は 5.20 ｍしか

確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定でき，主࣠ํ޲は̣－ 27 －˃̚である。น高は確認面

から 30 ～ 35ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。北東นの東ଆをআいたน下には，น溝が८ͬている。

ϐοτ　３か所。̥１～̥３はਂ͞ 42 ～ 60ᶲで，഑置から主柱穴である。

ᜱ　北東นの中ԝ付ۙで竈の掘ํͩけを確認した。遺ଘしている平面形は長ܘ 86ᶲ，短ܘ 70ᶲのପ円形で，

床面を 15ᶲ掘りࠐみ，ম土ཻ子や୸化物，粘土ཻ子を含Μͩ第１～３層を埋土して構ங͞れている。掘ํఈ

面は床面から؇やかに落ͪࠐみ，นはほぼ௚立している。

ᜱ۷ํ౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
２　灰 ׊ 色　ロームϒロック ŋ 粘土ཻ子গྔ，ম土ϒロック ŋ
　　　　　　　　୸化物ඍྔ

３　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子 ŋ
　　　　　　　　粘土ཻ子ඍྔ

第 �3ਤɹ第 18 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

෴౔　４層に分層できる。下層のみであるが，不ࣗવなଯ積状گから埋Ί໭͞れている。

౔૚ղઆ�����      
１　にͿいԫ׊色　粘土ཻ子ଟྔ，ロームཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子গྔ，ম土ϒロック・
                        ୸化物ඍྔ

３　黒 色　ロームϒロックඍྔ
ۃ　４ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ཻ子ඍྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 190 ఺（坏 32，甕類 158）のほ

か，ࠞ入したೄ文土器ย 21 ఺（ਂ鉢），໻生土器ย１఺

（壺），土製品１఺（　状耳০り），ണย１఺が出土して

いる。84・85 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　本跡は，上部に構ங͞れた第 22 号住居と平面形

が類ࣅしており，出土土器に大きな時期ࠩがないことか

ら，本跡から第 22 号住居へ建てସえたものとみられる。

時期は，出土土器から６世ل中༿に比定できる。

第 18 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 23 図）

ɹ第 ��号ॅډ跡（第 24・25 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17d7 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎   第４・７・21 号住居，第 12・15 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 5.44 ｍ，短࣠ 5.03 ｍのํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 20 －˃̬である。น高は 45 ～ 50ᶲで，֎܏

して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。น下にはน溝が८ͬている。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

84 土師器 坏 ʦ13.8ʧ （3.6） － 長石・Ӣ฼・
੺色ཻ子 明੺׊ ී通 ࡟ԑ部֎面ԣ位のϔラຏき　ମ部ԣ位のϔラޱ

り ෴土中 ５ˋ

85 土師器 甕 11.0 9.3 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 明੺׊ ී通

ԑ部֎・内面ԣ位のϔラຏき　ମ部上൒ԣ位ޱ
のϔラຏき　下൒ԣ位のϔラ࡟り　内面์ࣹ状
のຏき

෴土中 80ˋ
PL18
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ᜱ　北นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 112ᶲ，೩ম部෯ 44ᶲである。କ部は粘土ཻ子，࠭

ཻをଟྔに含Μͩ第７層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面とほぼಉ͡高͞を使用しており，火床面

は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 16ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上がͬている。

ᜱ౔૚ղઆ��         
１　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子中ྔ，ロームཻ子・粘土
                        ཻ子 ・ཻ࠭ඍྔ
２　にͿい੺׊色　ম土ϒロック中ྔ，ロームཻ子・୸化ཻ子・
                        粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
３　灰 ׊ 色　ロームϒロック中ྔ，粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ， 
                        ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
４　黒 色　୸化ཻ子ଟྔ，ম土ཻ子গྔ，ロームཻ子・
                        粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ

５　灰 ׊ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ，ম土ཻ
　　　　　　　　子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
６　にͿいԫ׊色　ロームϒロック・୸化ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭中
　　　　　　　　ྔ，ম土ཻ子গྔ
７　にͿいԫ׊色　粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ，ロームཻ子গྔ

ϐοτ  ６か所。̥１～̥４はਂ͞ 25 ～ 50ᶲで，഑置から主柱穴である。̥５はਂ͞ 16ᶲで，ೆนࡍの中ԝ

部に位置していることから，出入りࢪޱ設に伴うピットとਪ定できる。̥６はਂ͞ 18ᶲで，性֨は不明である。

ஷ蔵݀  ೆนのややೆ東コーφーدりに位置している。長࣠ 106ᶲ，短࣠ 84ᶲの長ํ形で，ਂ͞ 64ᶲである。

ఈ面は平ୱで，上部に段を有している。
ஷ蔵݀౔૚ղઆ           
׊　１ 色　ロームϒロックগྔ ２　にͿい׊色　ロームϒロック中ྔ，粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ

෴౔　13 層に分層できる。ϒロック状にଯ積していることから埋Ί໭͞れている。

౔૚ղઆ           
１　灰 ׊ 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，　　
　　　　　　      粘土ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームཻ子・୸化ཻ子・粘土ཻ子গྔ，
　　　　　　　　ম土ϒロックඍྔ
３　黒 ׊ 色　ロームϒロック中ྔ
４　黒 ׊ 色　ロームϒロック中ྔ，ম土ϒロック・粘土ϒ
　　　　　　　　ロック・୸化物গྔ
׊　５ 色　ロームཻ子ଟྔ

６　҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
７　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，粘土ཻ子ඍྔ
８　灰 ԫ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
׊　̕ 灰 色　ロームϒロックগྔ
10　黒 色　ロームϒロックඍྔ
11　にͿいԫ׊色　ロームϒロック中ྔ
12　灰 ԫ ׊ 色　ロームϒロック中ྔ
13　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 510 ఺（坏 26，椀３，高坏２，壺２，甕類 473，甑４），土製品１఺（球状土錘）のほか，

ࠞ入したೄ文土器ย 84 ఺（ਂ鉢），໻生土器ย３఺（壺），ണย３఺，᛽２఺が出土している。88 は竈の火床

面からٯ位の状ଶで，86 は中ԝ部，89 は東นࡍの床面からそれͧれ出土している。87・%P ８は෴土中から

それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から６世ޙل༿に比定できる。

第 ��ਤɹ第 20 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 ��号ॅډ跡（第 26 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17e8 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第３・19 号住居，第 20 号土坑に掘りࠐまれている。第 18 号住居跡の上部に構ஙしている。

ঢ়　ೆ東部が調査区Ҭ֎へԆͼており，北部が第ܗ໛ͱن 19 号住居に掘りࠐまれているたΊ，北東・ೆ੢࣠

は 5.32 ｍで，北੢・ೆ東࣠は 4.28 ｍしか確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定でき，主࣠

－は̣޲ํ 58 －˃̬である。น高は 23 ～ 52ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。

ᜱ　北੢นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 112ᶲで，೩ম部෯は 50ᶲほどである。କ部は，

ଟྔのന色粘土ϒロックを含Μͩ第 10 層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面から 20ᶲ掘りࠐみ，ロー

ムཻ子，粘土ཻ子を含Μͩ第 11 層を埋土して構ங͞れている。火床面には٭ࢧとして使用͞れた高坏が出土

しており，पғは火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 15ᶲ掘りࠐまれ，火床部から؇やかに立ͪ

上がͬている。第̕層は٭ࢧの高͞を調અした土で，కまりがඇৗにڧい。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 221 ఺（坏 39，高坏３，甕類 179）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย 26 ఺（ਂ鉢），໻生

土器ย２఺（壺）が出土している。93 は竈の火床面からٯ位の状ଶで，94 は中ԝ部の床面からそれͧれ出土

している。90 ～ 92 はೆ部の෴土上層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　本跡は，下部に構ங͞れていた第 18 号住居跡と平面形が類ࣅしており，出土土器に大きな時期ࠩがな

いことから，第 18 号住居跡から本跡へ建てସえたものとみられる。時期は，出土土器から６世ޙل༿に比定

できる。

෴౔　５層に分層できる。ロームϒロックを֤層に含Μでおり，水平にଯ積している不ࣗવな状گから埋Ί໭

͞れている。第１層は本跡が埋຅したޙにଯ積した黒色粘質土である。

ᜱ౔૚ղઆ�          
１　҉ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ম土ϒロック・ロームཻ子・
　　　　　         ୸化ཻ子ඍྔ
色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・粘土ཻ子ඍྔ׊੺҉ۃ　２
ۃ　３ ҉ ׊ 色　ম土ཻ子・粘土ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ
４　黒 ׊ 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ 粘土ཻ子ඍྔ
５　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子গྔ，ロームཻ子・୸化ཻ子・粘土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ

６　黒 ׊ 色　୸化ཻ子গྔ，ロームϒロック・ম土ϒロック・
　　　　　　　   粘土ཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　８ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子・粘土ཻ子ඍྔ
̕　҉ ੺ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックগྔ
10　灰 ׊ 色　粘土ཻ子ଟྔ，ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
11　҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・粘土ཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームϒロック・୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ

４　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化物ඍྔ
５　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックඍྔ
６　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック ŋ ୸化物ඍྔ

第 20 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 25 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

86 土師器 坏 10.8 ç5.4 － 長石・石ӳ・　　　
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り　内面์ࣹ状のϔラຏき 床面 90ˋ

87 土師器 坏 ʦ13.3ʧ ç4.1 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り　内面์ࣹ状のϔラຏき ෴土中 60�
PL18

88 土師器 坏 12.0 ç5.6 － 石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき 竈火床面 90ˋ
PL18

89 土師器 甑 － （13.5） － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部ॎ位のϔラຏき　内面ԣ位のϔラ࡟り　೺

खϔラφσ 床面 5�

番号 器　種 ܘ ް ͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P ８ 球状土錘 2.5 2.4 0.6 13.1 土（長石・石ӳ・Ӣ฼）φσ　一ํ޲からઠ孔 ෴土中
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第 ��号ॅډ跡（第 27・28 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17b9 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 29・36 号住居跡を掘りࠐみ，第 24 号住居，第４号掘立柱建物，第２号溝に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 4.78 ｍ，短࣠ 4.18 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 50 －˃̬である。น高は 30 ～ 53ᶲで，֎

。して立ͪ上がͬている܏

চ　平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。

ᜱ　北੢นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 96ᶲで，೩ম部෯は 36ᶲである。କ部は，ロー

ムཻ子を含Μͩ第７・８層の上に，粘土ϒロックを含Μͩ第６層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面

とほぼಉ͡高͞を使用しており，火床面は੺มߗ化していない。Ԏ道部はロームϒロックを含Μͩ第̕層を貼

り付けており，Ԟนで段を有し，֎܏して立ͪ上がͬている。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　粘土ϒロック・ロームཻ子・ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
３　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子ඍྔ
４　҉ ੺ ׊ 色　୸化ཻ子গྔ，ম土ϒロック ŋ ロームཻ子ඍྔ

５　҉ ׊ 色　粘土ϒロック・ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
６　にͿいԫ色　粘土ϒロックଟྔ
７　҉ ׊ 色　୸化物・ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
ۃ　８ ҉ ׊ 色　粘土ϒロックগྔ，ロームཻ子ඍྔ
׊　̕ 色　ロームϒロックগྔ

第 22 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 26 図）

ϐοτ  ６か所。̥１～̥４はਂ͞ 50 ～ 76ᶲで，഑置から主柱穴である。̥５はਂ͞ 53ᶲで，ೆ੢นࡍのや

やೆコーφーدりに位置しており，出入りࢪޱ設に伴うピットとਪ定できる。̥６はਂ͞ 10ᶲで，性֨は不

明である。

ஷ蔵݀　ೆ東นのやや東コーφーدりに位置している。長࣠ 82ᶲ，短࣠ 66ᶲの۱丸長ํ形で，ਂ͞ 44ᶲ，ఈ

面は平ୱである。นは֎܏して立ͪ上がͬている。

ஷ蔵݀౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

３　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
４　黒 ׊ 色　粘土ϒロックগྔ，ロームཻ子ඍྔ

෴౔　４層に分層できる。レンズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。
౔૚ղઆ           
１　にͿい׊色　ロームཻ子中ྔ
２　黒 ׊ 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子ඍྔ

３　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
４　にͿい׊色　ロームϒロックগྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 716 ఺（坏 127，椀１，高坏６，甕類 578，甑４），須恵器ย１఺（　），土製品１఺

（球状土錘），石製品１఺（円板状ະ製品）のほか，ྲྀ れࠐΜͩೄ文土器ย 46 ఺（ਂ鉢），໻生土器ย６఺（壺），

不明鉄製品１఺が出土している。98 は中ԝ部の床面と෴土下層からそれͧれ出土したഁยが઀߹している。

99 は̥１の෴土上層，97 は中ԝ部の෴土下層からそれͧれ出土しており，ഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたも

のとみられる。96 はೆ部，%P ̕は中ԝ部の෴土上層，95・100・̦３は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から６世ل前༿に比定できる。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

90 土師器 坏 10.7 ç5.0 4.7 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ࡟ԑ部֎面ԣ位のϔラຏき　ମ部ԣ位のϔラޱ

り　内面์ࣹ状のϔラຏき　ఈ部ϔラ࡟り ෴土上層 100ˋ
PL18

91 土師器 坏 ʦ11.5ʧ ç4.9 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ࡟ԑ部֎面ԣ位のϔラຏき　ମ部ԣ位のϔラޱ

り　内面์ࣹ状のϔラຏきޙ，ԣ位のϔラຏき ෴土上層 80ˋ

92 土師器 坏 ʦ15.6ʧ ç（4.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り　内面์ࣹ状のϔラຏき ෴土上層 40ˋ

93 土師器 高坏 ʦ20.8ʧ （12.6） － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 坏部内面ϔラຏき　֎面ണ཭著しく調整不明　

స用٭ࢧ 竈火床面 20ˋ

94 土師器 甕 ʦ14.2ʧ ç（7.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部֎・内面ϔラφσ　 床面 ５ˋ
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第 ��ਤɹ第 28 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��ਤɹ第 28 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 28 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 27・28 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

95 土師器 坏 ʦ15.0ʧ ç（4.4） － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部֎面ԣ位のϔラ࡟り　内面์ࣹ状のϔラຏ

き 竈෴土中 30ˋ

96 土師器 高坏 14.7 ç（8.8） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී通 坏部ԣ位のϔラ࡟り　٭部ॎ位のϔラຏき ෴土上層 40ˋ

97 土師器 甕 14.2 16.1 7.2 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部֎・内面ࣼ位のϔラຏき ෴土下層 90ˋ
PL19

98 土師器 甕 17.5 （11.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ମ部ࣼ位のϔラຏき 床面
෴土下層 20ˋ

99 土師器 甑 ʦ24.6ʧ 19.5 7.8 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ԣ位のϔラ࡟り　下൒ॎ位のϔラຏき

೺खϔラφσ　 P1 ෴土上層 30ˋ
PL21

100 須恵器 ʦ11.6ʧ ç（4.4） － 長石 ੺灰 良޷ ֎・内面ࣗવ釉 ෴土中 ５ˋ

番号 器　種 ܘ ް ͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P ̕ 球状土錘 2.9 2.7 0.6 20.0 土（長石・੺色ཻ子） 一ํ޲からઠ孔　孔पғ面औり ෴土上層

番号 器　種 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̦３ 円板状
ະ製品 （2.8） （3.2） （0.4） （6.0） 石׈ ද・ཪ面平ୱにݚຏ　ະઠ孔 ෴土中 PL29
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第 �9号ॅډ跡（第 29 ～ 31 図）

Ґஔ　２区北東部の̗ 17c0 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 36・42 号住居跡を掘りࠐみ，第 24・28・31 号住居，第４・５号掘立柱建物，第２号溝に掘りࠐ

まれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 4.85 ｍ，短࣠ 4.58 ｍのํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 41 －˃̬である。น高は 48 ～ 60ᶲで，֎܏

して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱであるが，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。

࿍　中ԝからやや北੢นدりに付設͞れている。̥１に掘りࠐまれているたΊ，短ܘは 58ᶲで，長ܘは 60ᶲ

しか確認できなかͬた。平面形はପ円形とਪ定できる。床面からਂ͞８ᶲ掘りくぼΊた地床࿍で，࿍床は火を

डけて੺มߗ化している。

࿍౔૚ղઆ           
１　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ম土ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ

３　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックඍྔ

第 �9ਤɹ第 29 号住居跡࣮ଌ図
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ϐοτ  ࿍の北੢部に位置しており，長ܘ 42ᶲ，短ܘ 36ᶲのପ円形で，ਂ͞ 10ᶲ，ఈ面は皿状である。࿍を

掘りࠐΜでいることから，ഇઈ時に掘りࠐまれた落ͪࠐみである。

ϐοτ౔૚ղઆ�          
１　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・粘土ཻ子ඍྔ

ஷ蔵݀　東コーφー部に位置している。長ܘ 65ᶲ，短ܘ 52ᶲのପ円形で，ਂ͞ 48ᶲ，ఈ面は皿状である。น

は֎܏して立ͪ上がͬている。

ஷ蔵݀౔૚ղઆ           
ۃ　１ ҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化物ඍྔ

׊　３ 灰 色　ロームཻ子中ྔ，୸化物・粘土ཻ子গྔ

෴౔　５層に分層できる。レンズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ�          
１　黒 ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

４　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化物ඍྔ
׊　５ 色　ロームϒロックඍྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 157 ఺（坏̕，坩１，高坏 12，壺６，甕類 129）のほか，ྲྀ れࠐΜͩೄ文土器ย 27 ఺（ਂ鉢）

が出土している。106 は，東コーφー部付ۙの北東นࡍの෴土下層から出土している。101 ～ 104・108 ～ 110 は，

࿍पลから北੢นࡍにかけての෴土下層からほぼまとまͬて出土している。107 はମ部下൒をܽき，下部が̥

１内に埋຅していることから，ഇઈ時に౤͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器からに５世ل中༿に比定できる。

第 3�ਤɹ第 29 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 3�号ॅډ跡（第 32・33 図）

Ґஔ　２区北東部の̖ 17i0 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第５号溝に掘りࠐまれている。

第 3�ਤɹ第 29 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 29 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 30・31 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

106 土師器 坩 ç8.4 ç8.7 ç3.6 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟り ෴土下層 90�

101 土師器 高坏 18.2 ç（6.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 坏部֎面ॎ位のϔラ࡟り　内面์ࣹ状のϔラຏ
き ෴土下層 60�

102 土師器 高坏 20.5 16.5 15.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 坏部֎面ϋέ目ޙ，φσ　٭部֎面ॎ位のϔラ
ຏき　内面ԣ位のϔラ࡟り ෴土下層 95�

PL19
103 土師器 高坏 21.0 （11.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 坏部֎面ॎ位のϔラຏき　内面ԣ位のϔラຏき

部֎面ॎ位のϔラຏき٭ ෴土下層 80�

104 土師器 高坏 － ç（8.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 坏部下୺ॎ位のϔラ࡟り　٭部֎面ॎ位のϔラ

ຏき　内面ԣ位のϔラ࡟り ෴土下層 40�

107 土師器 壺 13.6 （15.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 ମ部ࣼ位のϔラຏき P1 ෴土上層 50�

108 土師器 甕 12.0 12.0 ç（4.4） 長石・石ӳ にͿいᒵ ී通 ମ部下൒ࣼ位のϔラຏき　下୺ԣ位のϔラ࡟り ෴土下層 50�
PL19

109 土師器 甕 17.4 23.2 ç6.5 長石・石ӳ 灰׊ ී通 ԑ部内面ԣ位のϔラຏき　ମ部ॎ位のϔラຏޱ
き　下୺ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部ϔラ࡟り ෴土下層 80�

PL20
110 土師器 甕 18.3 21.3 ç5.0 長石・石ӳ 灰׊ ී通 ମ部ࣼ位のϔラຏき ෴土下層 90�

PL20
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ঢ়　北੢部からೆ東部にかけては調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北੢・ೆܗ໛ͱن 東࣠ 4.18 ｍ，北東・ೆ ੢࣠ 3.65

ｍしか確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主࣠ํ޲は不明である。น高は 20

～ 33ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，中ԝ部とਪ定できるൣғは౿みݻΊられている。

ஷ蔵݀　ೆコーφー部に位置している。長ܘ 76ᶲ，短ܘ 70ᶲの円形で，ਂ͞ 60ᶲ，ఈ面は平ୱである。นは

して立ͪ上がͬている。ஷ蔵穴と床面を区ըするΑうに，෯܏֎ 40ᶲ，高͞ 10ᶲのＬ字状の高まりが८ͬて

いる。

౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　にͿいԫ色　粘土ϒロックଟྔ
３　黒 ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ

׊　４ 色　ロームϒロックগྔ
５　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ 色　粘土ϒロック・ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 3�ਤɹ第 30 号住居跡࣮ଌ図

෴౔　６層に分層できる。෴土下層にあたる第２・４・５層は，ロームϒロックや粘土ϒロックが含まれてい

ることから埋Ί໭͞れている。෴土上層にあたる第１・３層は，ロームཻ子が主ମであることからࣗવଯ積で

ある。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 193 ఺（坏 21，椀１，坩２，高坏 11，鉢２，壺１，甕類 154，甑１）のほか，ࠞ入

したೄ文土器ย 15 ఺（ਂ鉢），໻生土器ย１఺（壺），ܰ石１఺，ണย１఺が出土している。114・115 は੢部，

112・117 は東部，113 はஷ蔵穴पลの床面からそれͧれ出土している。118 は中ԝ部の床面から出土したഁยが，

116 はஷ蔵穴の෴土上層とஷ蔵穴पลの෴土下層からそれͧれ出土したഁยが઀߹している。いͣれもഇઈޙ

のૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。111 は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から５世ޙل༿に比定できる。

ஷ蔵݀౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
２　黒 ׊ 色　粘土ϒロック・ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

ۃ　３ ҉ ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
４　黒 ׊ 色　粘土ϒロック・ロームཻ子ඍྔ
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第 33ਤɹ第 30 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 30 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 33 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

111 土師器 坏 ʦ14.7ʧ ç5.2 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 ମ部֎面ԣ位のϔラ࡟り　内面์ࣹ状のϔラຏ

き ෴土中 20ˋ

112 土師器 椀 11.2 ç7.8 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明׊ ී通 ମ部֎面ԣ位のϔラ࡟り　ޱԑ部ઠ孔２か所 床面 90�

117 土師器 坩 ç9.7 10.2 3.5 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟り 床面 70�
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第 3�号ॅډ跡（第 34・35 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17c0 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

第 3�ਤɹ第 31 号住居跡࣮ଌ図

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

113 土師器 高坏 18.5 10.7 11.5 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ೋ次ম成のたΊ調整不明 床面 70�

PL19
114 土師器 鉢 15.5 ç7.8 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部֎面ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部ϔラຏき　ఈ部

にম成ޙのઠ孔１か所 床面 70�
PL20

115 土師器 鉢 － （14.5） 10.5 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 明ԫ׊ ී通 ମ部֎・内面ॎ位のϔラ࡟り　ఈ部ϔラ࡟り 床面 70�

PL20
116 土師器 壺 12.7 23.6 ç5.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 頸部֎面ॎ位のϔラຏき　ମ部ॎ位のϔラ࡟り

り࡟上൒にૈいϔラຏき　ఈ部ϔラ，ޙ ෴土下層 90�
PL20

118 土師器 甕 15.0 22.1 ç6.2 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明׊ ී通 り࡟ԑ部内面ૈいϔラຏき　ମ部ԣ位のϔラޱ 床面 80�
PL20
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ॏෳؔ܎　第 29 号住居跡を掘りࠐみ，第５号掘立柱建物，第２号溝，第 26 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 4.20 ｍ，短࣠ 4.06 ｍのํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 34 －˃̬である。น高は 25 ～ 48ᶲで，֎܏

して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，中ԝ部は౿みݻΊられている。北੢น以֎のน下には，น溝が८ͬている。

ᜱ　北੢นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 86ᶲで，೩ম部෯は 56ᶲである。କ部は粘土ϒ

ロック，粘土ཻ子を含Μͩ第３～５層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面とほぼಉ͡高͞を使用し

ている。火床面はややӈକدりに位置しており，火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部は火床部からน֎へ

10ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに立ͪ上がͬている。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子গྔ
３　੺ ׊ 色　ম土ϒロック中ྔ，ロームཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ

４　灰 ׊ 色　粘土ϒロックগྔ，ロームཻ子ඍྔ
５　灰 ׊ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子ඍྔ

第 3�ਤɹ第 31 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 1310 ఺（坏 103，高坏８，甕類 1199），須恵器ย１఺（坏），土製品７఺（球状土錘６，

管状土錘１）のほか，ྲྀれࠐΜͩೄ文土器ย 86 ఺（ਂ鉢），ണย１఺，᛽̕఺が出土している。%P10 は中ԝ

部の෴土上層，119 ～ 121 は෴土中からそれͧれ出土している。ほかの土器はࡉยのたΊ図ࣔできないが，෴

土中層から上層にかけてଟྔに出土している。

ॴݟ　時期は，ྲྀれࠐΜͩ出土土器から６世ل前༿に比定できる。

౔૚ղઆ����       
１　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームϒロックඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックগྔ，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ

４　黒 ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
ۃ　５ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子ඍྔ
７　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ

ϐοτ  ５か所。̥１～̥４はਂ͞ 62 ～ 80ᶲで，഑置から主柱穴である。いͣれも柱ࡐがൈきऔられている

たΊ，確認面のܘは大きい。̥５はਂ͞ 25ᶲで，ೆ東นࡍの中ԝ部に位置していることから，出入りࢪޱ設

に伴うピットとਪ定できる。

෴౔  ７層に分層できる。第４・６・７層は含有物がཻ子主ମであることからࣗવଯ積で，第１・２・３・５

層は含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。



－ 52 －

第 3�号ॅډ跡（第 36・37 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17b4 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 14・16・17・23 号住居，第 16 号土坑に掘りࠐまれている。

第 3�ਤɹ第 32 号住居跡࣮ଌ図

第 31 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 35 図）
番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

119 土師器 坏 çʦ9.7ʧ 3.4 － 石ӳ・੺色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り ෴土中 40ˋ

120 土師器 高坏 － （4.8） － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 り࡟部ॎ位のϔラ٭ ෴土中 ５ˋ

121 土師器 甕 ʦ12.6ʧ （6.6） － 長石・Ӣ฼・
੺色ཻ子・ന色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部֎・内面φσ　 ෴土中 ５ˋ

番号 器　種 長  ͞ ܘ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P10 管状土錘 （9.5） 4.4 1.3 （182.7）土（長石・石ӳ・
੺色ཻ子） ද面Θͣかにࢦ಄ࠟ࢒る ෴土上層 PL29
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ঢ়　北部が調査区Ҭ֎へԆͼており，北東部が֧ཚをडけていることやೆ部から੢部にかけては第ܗ໛ͱن

16・23 号住居などに掘りࠐまれていることなどから，北੢・ೆ東࣠ 5.00 ｍ，北東・ೆ੢࣠ 4.58 ｍしか確認で

きなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主࣠ํ޲は不明である。น高は 21 ～ 30ᶲで，֎

。して立ͪ上がͬている܏

চ　遺ଘ状گが不良のたΊ，一部が確認できたͩけである。ほぼ平ୱであるが，౿みݻΊられたࠟ跡は確認で

きなかͬた。東コーφー部付ۙのน下には，น溝が८ͬている。

࿍　中ԝ部とਪ定できる位置に付設͞れている。長ܘ 66ᶲ，短ܘ 50ᶲのପ円形で，床面を５ᶲ掘りくぼΊた

地床࿍である。࿍床は火をडけて੺มߗ化している。

࿍౔૚ղઆ���        
１　黒 色　ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ
２　҉ ੺ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ

３　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

第 3�ਤɹ第 32 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 32 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 37 図）

ϐοτ　２か所。̥１はਂ͞ 46ᶲで，東コーφー部付ۙに位置していることから主柱穴とਪ定でき，̥２は

ਂ͞ 30ᶲで，഑置から出入りࢪޱ設に伴うピットとਪ定できる。

෴౔　６層に分層できる。ロームϒロックがଟྔに含まれていることから埋Ί໭͞れている。

౔૚ղઆ                                                                            
１　灰 ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子・粘土ཻ子গྔ，　　
　　　　　　　   ম土ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　３ 色　ロームϒロック中ྔ，୸化物ඍྔ

ۃ　４ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックগྔ
５　҉ ׊ 色　ロームϒロック中ྔ
６　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 100 ఺（坏７，器台２，高坏４，甕類 87）のほか，ࠞ 入したೄ文土器ย 11 ఺（ਂ鉢），

ണย１఺が出土している。122 は東コーφー部付ۙの෴土上層，123 ～ 125 は෴土中からそれͧれ出土している。

いͣれもഇઈޙに౤͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から５世ل前༿に比定できる。

第 3�号ॅډ跡（第 38・39 図）

Ґஔ　２区北東部の̖ 17K9 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 33・35・38 号住居，第７号掘立柱建物，第 48 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　北部が第ܗ໛ͱن 35 号住居，ೆ部が第 33 号住居，੢部が第 38 号住居などに掘りࠐまれているたΊ，東

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

122 土師器 高坏 － （5.1） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ಄ࠟࢦ部ॎ位のϔラຏき　内面٭ ෴土上層 10ˋ

123 土師器 高坏 － （1.1） ʦ14.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී通 ੄部内面ԣ位のϋέ目 ෴土中 ５ˋ

124 土師器 甕 ʦ12.4ʧ （4.2） － 長石・石ӳ 明੺׊ ී通 ମ部ॎ位のϔラຏき ෴土中 ５ˋ

125 土師器 甕 － （3.9） çʦ6.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී通 ମ部下୺ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部木༿ࠟ ෴土中 ５ˋ
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੢࣠は 3.75 ｍで，ೆ北࣠は 2.58 ｍしか確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主

は不明である。น高は޲ํ࣠ 10 ～ 15ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　ೆ੢部のみएׯ௿くなͬているが，ほぼ平ୱである。中ԝ部が౿みݻΊられている。

෴౔　３層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گから埋Ί໭͞れている。

౔૚ղઆ           
ۃ　１ ҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
׊　２ 色　ロームཻ子গྔ

３　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ

第 3�ਤɹ第 34 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 293 ఺（坏 42，壺１，甕類 249，ミニチュア１），土製品１఺（球状土錘）のほか，

ࠞ入したೄ文土器ย１఺（ਂ鉢），᛽８఺が出土している。132 は東部の床面と中ԝ部の෴土上層，131 は中ԝ

部の෴土上層とೆ部の෴土下層から出土したഁยがそれͧれ઀߹しているほか，126 ～ 130 は東部の෴土下層

からそれͧれ出土しているなど，中ԝ部から東部にかけてଟྔの土器ยがࢄ在して出土している。133・%P11

は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から６世ل前༿に比定できる。
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第 3�号ॅډ跡（第 40・41 図）

Ґஔ　２区北東部の̗ 17b9 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 42 号住居跡を掘りࠐみ，第 28・29・33 号住居，第２号溝，第 47 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　ೆ部は第ܗ໛ͱن 28・29 号住居に掘りࠐまれているたΊ，東੢࣠は 4.96 ｍで，ೆ北࣠は 3.68 ｍしか確認

できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主࣠ํ޲は不明である。น高は 13 ～ 22ᶲで，

第 39ਤɹ第 34 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 34 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 38・39 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

126 土師器 坏 13.8 ç5.0 － 長石・石ӳ 明੺׊ ී通 ମ部下୺からఈ部ϔラ࡟り ෴土下層 80ˋ

127 土師器 坏 13.1 ç5.4 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい੺׊ ී通 ԑ部内面ԣ位のϔラຏき　ମ部֎面ԣ位のϔޱ
ラຏき　内面์ࣹ状のϔラຏき ෴土下層 80ˋ

PL18
128 土師器 坏 14.1 ç5.3 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・

小᛽ にͿい੺׊ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り　 ෴土下層 70ˋ
PL18

129 土師器 坏 ʦ11.7ʧ ç5.7 － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部֎・内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ϔラ࡟り ෴土下層 50ˋ

130 土師器 壺 ç6.5 10.5 4.1 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊
にͿいԫᒵ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラຏき ෴土下層 100ˋ

PL18
131 土師器 甕 ʦ12.6ʧ （14.8） － 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ

੺色ཻ子 ŋ 小᛽ 明੺׊ ී通 ຎ໓にΑる調整不明 ෴土上層
෴土下層 60ˋ

132 土師器 甕 ʦ21.4ʧ 33.0 7.4 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部ϔラ࡟り 床面
෴土上層

50ˋ
PL21

133 土師器 ミニチュア － ç（3.9） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラຏき ෴土中 10ˋ

番号 器　種 ܘ ް ͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P11 球状土錘 3.3 3.6 0.8 37.7 土（長石・石ӳ・Ӣ฼）ද面一部ϔラຏき　一ํ޲からઠ孔 ෴土中
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。して立ͪ上がͬている܏֎

চ　平ୱで，中ԝ部は౿みݻΊられている。北੢コーφー部付ۙの෴土下層からম土մと長͞ 25ᶲほどの୸

化ࡐが出土しているが，床はমけていない。

෴౔　５層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گから埋Ί໭͞れている。
౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　୸化物・ロームཻ子ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　୸化物・ロームཻ子গྔ

׊　４ 色　ロームϒロック中ྔ
׊　５ 色　ロームϒロックগྔ

第 ��ਤɹ第 36 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 123 ఺（坏 26，椀４，坩̕，高坏 27，甕類 57），石器１఺（砥石）のほか，ࠞ入し

たೄ文土器ย 95 ఺（ਂ鉢），᛽４఺が出土している。134 は北部，̦ ４は東部の床面から，136 は北੢コーφー

付ۙ，135 は東部の෴土下層からそれͧれ出土している。138 は北部の床面と෴土中からそれͧれ出土したഁ

ยが઀߹している。いͣれもഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。137 は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から５世ل前༿に比定できる。床はমけていないが，ম土մや୸化ࡐの出土状گから

মࣦ住居の可能性がある。
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第 ��ਤɹ第 36 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 36 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 40・41 図）

第 �� 号ॅډ跡（第 42 図）

Ґஔ　２区北東部の̗18c1 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 37 号住居，第２号溝に掘りࠐまれている。

ঢ়　大൒が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東੢࣠ܗ໛ͱن 2.60 ｍ，ೆ北࣠ 2.21 ｍしか確認できなかͬた。平面

形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主࣠ํ޲は不明である。น高は 58ᶲで，֎܏して立ͪ上が てͬいる。

চ　平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。

ஷ蔵݀　北੢コーφー部に位置している。長࣠ 110ᶲ，短࣠ 78ᶲの۱丸長ํ形で，ਂ͞ 50ᶲ，ఈ面は平ୱである。

นはほぼ௚立している。

ஷ蔵݀౔૚ղઆ��         
ۃ　１ ҉ ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，粘土ϒロックඍྔ
׊　３ 色　ロームϒロックগྔ

ۃ　４ ҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
５　にͿい੺׊色　ম土ϒロックগྔ
６　黒 色　୸化物গྔ，ম土ϒロックඍྔ

෴౔  上部に第 37 号住居が構ங͞れているたΊ，下部の１層しか確認できなかͬた。含有物はロームཻ子が

主ମであることからࣗવଯ積とみられる。

౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

134 土師器 椀 15.0 ç6.2 ç4.3 長石・石ӳ・Ӣ฼ 黒 ී通 ֎面ॎ位のϋέ目ޙ，ૈいϔラຏき　下୺ԣ位
のϔラ࡟り　内面ૈいϔラຏき　　　　　　　 床面 100�

135 土師器 椀 ʦ13.0ʧ ç6.8 ç4.3 長石・石ӳ・Ӣ฼ ׊ ී通 ֎面ॎ位のϋέ目ޙ，ૈいϔラຏき　下୺ԣ位
のϔラ࡟り　内面ૈいϔラຏき　　　　　　　 ෴土下層 50�

136 土師器 高坏 ʦ17.8ʧ 15.7 12.9 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通
坏部֎面ࣼ位のϋέ目　下୺ॎ位のϔラຏき　
内面ϔラຏき　٭部ॎ位のϔラຏき　੄部֎面
ॎ位のϋέ目ޙ，φσ　内面ԣ位のϋέ目

෴土下層 70�
PL19

137 土師器 甕 çʦ7.0ʧ ç（2.5） － 長石・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 いϔラຏきૈ，ޙԑ部からମ部ࣼ位のϋέ目ޱ

内面ԣ位のϋέ目 ෴土中 20�

138 土師器 甕 13.2 ç（7.6） － 長石・Ӣ฼ 黒׊ ී通 ，ޙԑ部֎面ॎ位のϋέ目　内面ԣ位のϋέ目ޱ
φσ　ޱԑ部ম成前のઠ孔１か所

床面
෴土中 30�

番号 器　種 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̦４ 砥石 （20.0） 5.8 4.3 （766.0） 粘板ؠ ണ཭ܹしく砥面１面のみ遺ଘ 床面 PL29
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 29 ఺（椀１，壺１，甕類 27）のほか，ྲྀれࠐΜͩೄ文土器ย 12 ఺（ਂ鉢），໻生土

器ย２఺（壺）が出土している。139・140 は෴土中からそれͧれ出土している。ほかの出土土器はࡉยのた

Ί図ࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器から４世ل前൒に比定できる。

౔૚ղઆ           
１　黒 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　୸化物・ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ

３　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ

第 ��ਤɹ第 40 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 40 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 42 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 53 ఺（器台１，壺１，甕類 51）のほか，ྲྀれࠐΜͩೄ文土器ย 18 ఺（ਂ鉢），໻生

土器ย４఺（壺）も出土している。141・142 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，重ෳ関܎や出土土器から４世ل代に比定できる。

Ґஔ　２区北東部の̗ 17b0 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 29・36 号住居，第２号溝に掘りࠐまれている。

ঢ়　੢部が第ܗ໛ͱن 29・36 号住居に掘りࠐまれているたΊ，北੢・ೆ東࣠ 5.30 ｍ，北東・ೆ੢࣠ 0.94 ｍし

か確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主࣠ํ޲は不明である。น高は 10 ～ 18

ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。

෴౔　３層に分層できる。レンズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

第 ��号ॅډ跡（第 43 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

139 土師器 椀 ʦ13.4ʧ （4.0） － 長石・Ӣ฼ ᒵ ී通 ࡟ԑ部֎面ԣ位のϔラຏき　ମ部ԣ位のϔラޱ
り ෴土中 10ˋ

140 土師器 壺 ʦ13.0ʧ （2.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී通 頸部֎面ϋέ目ޙ，φσ　 ෴土中 ５ˋ
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第 �3ਤɹ第 42 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 42 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 43 図）

ද４　古墳時代住居跡一ཡද

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

141 土師器 壺 － （2.6） 6.0 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 明੺׊ ී通 ମ部下୺ॎ位のϔラຏき　 ෴土中 10ˋ

142 土師器 甕 － （4.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明׊ ී通 ମ部֎面ࣼ位のϋέ目 ෴土中 ５ˋ

番号 位置 主࣠ํ޲ 平面形
　໛（ｍ）ن     น高

（ᶲ） 床面 น溝
内 部 ࢪ 設

෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ
重ෳ関܎（古ˠ৽）（長࣠×短࣠） 主柱穴 出入ޱ ピット ࿍・竈 ஷ蔵穴

１ 1̗7d2 ̣－ 72 ƅ－̬ ํ　形 4.94 × 4.64 26～32 平ୱ શप 4 － 1 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ７世ޙل༿ 本跡ˠ
SB3,çS,2ŋ4,çPG1

２ 1̗7e5 ̣－ 36 ƅ－̬ ʦ長ํ形ʧ（4.97）× 4.76 27～35 平ୱ － － － － ࿍７ 1 人ҝ 土師器 ４世ل前൒ 本跡ˠSI9,çS,9

８ 1̗7b6 ̣－ 50 ƅ－̚ 長ํ形 6.00 × 5.18 ８～27 平ୱ શप － 1 3 － 1 人ҝ 土師器，球状土錘 ５世ل中༿
本跡ˠSI4ŋ25ŋ39，
S,17ŋ19ŋ31ŋ44,
S%2

18 1̗7e9 ̣－ 27 ƅ－̚ ʦํ形・
長ํ形ʧ 5.35 ×（5.20）30～35 平ୱ 一部 3 － － 竈１ － 人ҝ 土師器 ６世ل中༿ 本跡ˠSI3ŋ19ŋ22,

S,20
20 1̗7d7 ̣－ 20 ƅ－̬ ํ　形 5.44 × 5.03 45～50 平ୱ શप 4 1 1 竈１ 1 人ҝ 土師器，球状土錘 ６世ޙل༿ 本跡ˠSI4ŋ7ŋ21,

S,12ŋ15
22 1̗7e8 ̣－ 58 ƅ－̬ ʦํ形・

長ํ形ʧ 5.32 ×（4.28）23～52 平ୱ － － － － 竈１ － 人ҝ 土師器 ６世ޙل༿ SI18ˠ本跡ˠSI3ŋ
19,çS,20

28 1̗7b9 ̣－ 50 ƅ－̬ 長ํ形 4.78 × 4.18 30～53 平ୱ － 4 1 1 竈１ 1 ࣗવ 土師器，須恵器，
球状土錘，石製品 ６世ل前༿ SI29ŋ36ˠ本跡ˠ

SI24,çSB4,çS%2

29 1̗7c0 ̣－ 41 ƅ－̬ ํ　形 4.85 × 4.58 48～60 平ୱ － － － 1 ࿍１ 1 ࣗવ 土師器 ５世ل中༿
SI36ŋ42ˠ本跡ˠ
SI24ŋ28ŋ31,çSB4ŋ
5,çS%2

30 ̖17i0 － ʦํ形・
長ํ形ʧ（4.18）×（3.65）20～33 平ୱ － － － － － 1 ࣗવ

人ҝ 土師器 ５世ޙل༿ 本跡ˠS%5

31 1̗7c0 ̣－ 34 ƅ－̬ ํ　形 4.20 × 4.06 25～48 平ୱ 一部 4 1 － 竈１ － ࣗવ
人ҝ

土師器，須恵器，
管状土錘 ６世ل前༿ SI29ˠ本跡ˠSB5，

S%2,çS,26
32 1̗7b4 － ʦํ形・

長ํ形ʧ（5.00）×（4.58）21～30 平ୱ 一部 1 1 － ࿍１ － 人ҝ 土師器 ５世ل前༿ 本跡ˠSI14ŋ16ŋ17ŋ
23,çS,16

34 ̖17K9 － ʦํ形・
長ํ形ʧ（3.75）×（2.58）10～15 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器，球状土錘 ６世ل前༿ 本跡ˠSI33ŋ35ŋ38,ç

SB7,çS,48
36 1̗7b9 － ʦํ形・

長ํ形ʧ 4.96 ×（3.68）13～22 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器，砥石 ５世ل前༿ SI42ˠ本跡ˠSI28ŋ
29ŋ33,çS%2,çS,47

40 1̗8c1 － ʦํ形・
長ํ形ʧ（2.60）×（2.21） 58 平ୱ － － － － － 1 ࣗવ 土師器 ４世ل前൒ 本跡ˠSI37,çS%2

42 ̗17b0 － ʦํ形・
長ํ形ʧ（5.30）×（0.94）10～18 平ୱ － － － － － － ࣗવ 土師器 ４世ل代 本跡ˠSI29ŋ36,ç

S%2
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２　奈良時代の遺構と遺物

  　当時代の遺構は，竪穴住居跡５軒，掘立柱建物跡６棟，土坑３基，溝跡１条を確認した。以下，遺構ٴͼ

　遺物にͭいて記ड़する。

　（1） 竪穴住居跡

第 ��号ॅډ跡（第 44 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17d6 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 11・13 号住居に掘りࠐまれている。

֬ೝঢ়گ　遺構を確認した段֊で，床の上部は࡟平͞れているたΊ，下部構଄しか確認できなかͬた。

ঢ়　ೆ北࣠ܗ໛ͱن 3.12 ｍ，東੢࣠ 3.06 ｍのํ形で，主࣠ํ޲は不明である。確認面からఈ面までのਂ͞は

２～３ᶲが遺ଘしており，นは֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　貼床の構ங土１層のみを確認した。

షচ౔૚ղઆ�          
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックඍྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 146 ఺（坏 14，甕類 132），須恵器ย 51 ఺（坏 27，高台付坏２，蓋̕，瓶１，甕類

12）のほか，ೄ文土器ย８఺（ਂ鉢）が出土している。143・144 を含Ίた出土土器は，いͣれも貼床の構ங

土内から出土しているもので，ࠞ入したものである。

ॴݟ　時期は，貼床の構ங土から出土した土器や重ෳ関܎から８世ل前൒とਪ定できる。

第 ��ਤɹ第 12 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

143 土師器 坏 ʦ12.6ʧ （2.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り 貼床構ங土
内 10ˋ

144 土師器 甕 ʦ27.4ʧ （2.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ԑ部ԣφσޱ 貼床構ங土
内 ５ˋ

第 �3号ॅډ跡（第 45・46 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17c6 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 12 号住居跡を掘りࠐみ，第 14 号住居に掘りࠐまれている。

は̣－77޲ঢ়　長࣠3.68ｍ，短࣠3.00ｍの長ํ形で，主࣠ํܗ໛ͱن －˃̬である。遺ଘしているน高は20ᶲで，

。して立ͪ上がͬている܏֎

চ　平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。遺ଘしているน下には，น溝が८ͬている。

ᜱ　第 14 号住居に掘りࠐまれているたΊ，掘ํの一部が確認できたͩけである。੢นのやや北੢コーφー部

ܘりに付設͞れている。長د 68ᶲ，短ܘ 60ᶲのପ円形で，ਂ͞ 16ᶲ，ఈ面は皿状である。

ᜱ۷ํ౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・୸化物・粘土ཻ子গྔ，
　　　　　　　　  ロームϒロックඍྔ

　２　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ϒロック・୸化物・
　　　　　　　　　ロームཻ子গྔ

第 ��ਤɹ第 13 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 12 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 44 図）

ϐοτ　̥１はਂ͞ 32ᶲで，東นࡍの中ԝ部に位置していることから出入りࢪޱ設に伴うピットとみられる。

෴౔　３層に分層できる。֤層にロームϒロックを含Μでいることから埋Ί໭͞れている。
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 125 ఺（坏 27，甕類 98），須恵器ย 81 ఺（坏 47，高台付坏６，蓋３，盤 12，高盤２，

甕類 11），椀状ᕥ１఺のほか，ྲྀれࠐΜͩೄ文土器ย 16 ఺（ਂ鉢），໻生土器ย１఺（壺）が出土している。

145・146・149・151 は北東コーφー部付ۙ，148 は北੢コーφー部付ۙ，152 は中ԝ部の床面からそれͧれ出

土している。いͣれもഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。147 は竈掘ํの෴土中層，150 はೆ東

コーφー付ۙの෴土上層，̢３は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ޙل༿に比定できる。

౔૚ղઆ           
ۃ　１ ҉ ׊ 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ

３　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ϒロック
　　　　　　　　ඍྔ

第 ��ਤɹ第 13 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 ��号ॅډ跡（第 47 ～ 50 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17c4 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 32 号住居跡を掘りࠐみ，第 14・15・23 号住居，第 16 号土坑に掘りࠐまれている。第 41 号住居

跡の床上に構ஙしている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 6.40 ｍ，短࣠ 5.93 ｍの不整ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 73 －˃̬である。น高は 34ᶲで，֎܏

して立ͪ上がͬている。

চ　ほぼ平ୱな貼床で，中ԝ部が౿みݻΊられている。貼床は，本跡Αりも古い第 41 号住居跡の床面上にロー

ムϒロックを含Μͩ第 20 ～ 27 層を埋Ίて，その上部にロームϒロックや粘土ཻ子，ཻ࠭を含Μͩ第 16・17・

19 層を平ୱに薄く積み上͛て構ங͞れている。ೆนと東นの一部のน下には，น溝が८ͬている。

ᜱ　上部は第 23 号住居に掘りࠐまれているたΊ，下部しか確認できなかͬた。遺ଘしているن໛はขޱ部か

らԎ道部まで 50ᶲで，೩ম部෯ 30ᶲである。କ部は地ࢁを֯ࡾ状に࡟り出して基部としていることͩけを確

認した。火床部は床面とほぼಉ͡高͞を使用しており，火床面は੺มߗ化していない。Ԏ道部はน֎に 16ᶲ

掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上がͬている。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ম土ཻ子গྔ，ロームϒロック ŋ 粘土ཻ子ඍྔ

３　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・粘土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ

第 13 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 46 図）

ϐοτ  ５か所。̥１～̥４はਂ͞ 40 ～ 80ᶲで，഑置から主柱穴である。̥５はਂ͞ 32ᶲで，東นࡍのほぼ

中ԝ部に位置していることから，出入りࢪޱ設に伴うピットとみられる。

෴౔　15 層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گであることから埋Ί໭͞れている。第 18 層は̥５の土層で，第

16・17・19 ～ 27 層は貼床の構ங土である。

౔૚ղઆ�          
１　҉ ׊ 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　୸化ཻ子 ŋ 粘土ཻ子 ŋ ཻ࠭গྔ，ম土ϒロック ŋ
　　　　　　　　ロームཻ子ඍྔ
׊　３ 色　ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子গྔ，ロームϒロックඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームϒロック中ྔ
׊　５ 色　粘土ϒロック・ཻ࠭中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子
　　　　　　　　গྔ，ロームཻ子ඍྔ
６　灰 ԫ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックগྔ，୸化ཻ子　
　　　　　　　　ඍྔ
７　黒 ׊ 色　ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子গྔ，ロームϒロックඍྔ

׊　８ 灰 色　ম土ϒロック ŋ ロームཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ
̕　にͿいԫ׊色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
׊　10 灰 色　粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ロームϒロック・ম土
　　　　　　　　ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　11 灰 色　ম土ཻ子中ྔ，粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ローム
　　　　　　　　ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
12　灰 ԫ ׊ 色　ম土ཻ子গྔ，ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
13　にͿいԫ׊色　ロームϒロック・粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ
14　黒 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
15　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

145 須恵器 坏 10.7 ç4.0 ç6.8 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り
り࡟のϔラ޲ଟํ，ޙ 床面 90ˋ

PL21
146 須恵器 坏 13.8 ç4.8 ç8.7 長石・石ӳ ԫ灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り

り࡟のϔラ޲一ํ，ޙ 床面 80ˋ
PL21

147 須恵器 坏 14.2 ç4.2 ç8.8 長石・石ӳ ҉灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ଟํ޲のϔラ
り࡟

竈掘ํ෴土
中層

80ˋ
PL21

149 須恵器 高台付坏 15.0 ç6.2 ç8.9 長石・小᛽ ҉ԫ灰 良޷ ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け 床面 80ˋ
PL22

148 須恵器 高台付坏 17.8 ç7.3 10.6 長石・石ӳ・
ന色਑状物 灰 良޷ ఈ部ճసϔラ੾りޙ，高台貼り付け 床面 90ˋ

PL22
150 須恵器 高台付坏 ʦ11.8ʧ ç3.8 ç8.8 長石 灰 ਫ਼៛ ఈ部ճసࢳ੾りޙ，पԑ部ճసϔラ࡟り　高

台貼り付け ෴土上層 40ˋ
PL21

151 須恵器 蓋 16.0 ç3.9 － 長石・石ӳ・小᛽・
ന色਑状物 ҉灰ԫ 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟り 床面 100ˋ

PL22
152 土師器 甕 15.4 19.8 ç8.0 長石・石ӳ・

੺色ཻ子 ౯ ී通 ମ部下൒ॎ位のϔラຏき　ఈ部木༿ࠟ 床面 90ˋ
PL23

番号 器　種 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢３ 椀状ᕥ 5.0 2.9 2.0 （39.8） 鉄 中֩部は੾அ͞れている　ද面は҉੨灰色で平׈　ཪ面は灰ԫ色
で粘土付着 ෴土中
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第 ��ਤɹ第 16 号住居跡࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 2250 ఺（坏 90，甕類 2160），須恵器ย 622 ఺（坏 344，高台付坏 23，蓋 66，盤６，

高盤 18，鉢 19，瓶類１，甕類 143，甑２），土製品３఺（球状土錘１，٭ࢧϱ２），鉄製品２఺（刀子）が出

土している。ほかに，෴土にࠞ入したೄ文土器ย 62 ఺（ਂ鉢），໻生土器ย５఺（壺），土師器ย 14 ఺（高台

付椀７，器台１，高坏６），石製品１఺（ڸ形ະ製品），ണย３఺，鉄ย８఺，瓦ย２఺，貼床の構ங土内にࠞ

入したೄ文土器ย３఺（ਂ鉢），土師器ย 161 ఺（坏 13，甕類 151），須恵器ย 32 ఺（坏 12，蓋３，盤２，甕

類 15）が出土している。165 は中ԝ部，160 はೆ部の床面，167 は̥３の෴土中層からそれͧれ出土している。

153・158・159・164 は中ԝ部，155・157 は北部，162 はೆ੢部の෴土下層，156・161・163 は中ԝ部，154・

166 は北部の෴土上層，168・̢４・̢５は෴土中からそれͧれ出土している。෴土上層から下層にഇઈ時の

埋Ί໭しのࡍに౤͞غれたものとみられる土器ยがଟྔに出土している。

ॴݟ　本跡は第 41 号住居跡の床面に構ஙしていることから，第 41 号住居跡から建てସえたものとみられる。

時期は，出土土器から８世ޙل༿に比定できる。

16　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・粘土ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
17　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ，୸化ཻ子গྔ，
　　　　　　　　ロームཻ子ඍྔ
18　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・粘土ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
19　黒 色　ロームϒロック中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
20　黒 色　ロームϒロックඍྔ

21　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
22　੺ ׊ 色　ম土ϒロック中ྔ，粘土ཻ子গྔ，ロームཻ子　
　　　　　　　　ඍྔ
23　੺ ׊ 色　ロームϒロック ŋ 粘土ཻ子中ྔ，ロームཻ子গྔ
24　灰 ׊ 色　粘土ཻ子ଟྔ，ম土ϒロック・ロームཻ子ඍྔ
25　ԫ ׊ 色　ロームϒロックଟྔ
26　҉Φリーϒ׊色　ロームϒロックඍྔ
27　黒 ׊ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ

第 ��ਤ　第 16 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 �9ਤɹ第 16 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 ��ਤɹ第 16 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（３）

第 16 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 48 ～ 50 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

153 須恵器 坏 13.8 ç5.5 ç9.0 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り

り࡟のϔラ޲ଟํ，ޙ ෴土下層 80ˋ
PL21

154 須恵器 坏 13.0 ç4.0 ç7.4 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り
り࡟のϔラ޲ଟํ，ޙ ෴土上層 80ˋ

PL21
155 須恵器 高台付坏 14.0 ç5.6 ç8.8 長石・石ӳ・Ӣ฼・

ന色਑状物 灰 良޷ ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ෴土下層 80ˋ
PL22

156 須恵器 高台付坏 ʦ11.6ʧ ç5.2 ç7.4 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 良޷ ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り
高台貼り付け，ޙ ෴土上層 50ˋ

PL22
157 須恵器 蓋 11.6 ç2.8 － 長石・石ӳ 灰 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土下層 100ˋ

PL22
158 須恵器 蓋 18.6 ç4.1 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・

黒色ཻ子 ԫ灰 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土下層 90ˋ
PL22

159 須恵器 蓋 12.6 ç2.4 － 長石・石ӳ・
ന色਑状物 ԫ灰 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土下層 60ˋ

PL22
160 須恵器 盤 ʦ20.6ʧ ç4.8 ʦ14.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന 良޷ ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り

高台貼り付け，ޙ 床面 40ˋ

161 須恵器 高盤 － ç（6.2） ʦ13.4ʧ 長石・石ӳ 灰 良޷ 部֎・内面ロクロφσ٭ ෴土上層 10ˋ

162 須恵器 鉢 37.5 19.1 ʦ19.2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී通 ମ部ࣼ位の平行ୟき　下୺φσ　ఈ部ϔラ࡟
り ෴土下層 70ˋ

PL23
163 土師器 甕 14.0 16.2 ç8.4 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部木༿ࠟ ෴土上層 80ˋ

PL23
164 土師器 甕 17.2 14.9 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී通 ମ部֎・内面φσ ෴土下層 70ˋ

PL23
165 土師器 甕 22.0 33.0 çʦ9.6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・

੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部下൒ॎ位のϔラຏき　ఈ部木༿ࠟ 床面 40ˋ
PL23

166 土師器 甕 － （13.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ԣ位のϔラ࡟り　֎・内面漆付着 ෴土上層 20ˋ

PL22
167 須恵器 瓶 － （12.1） ç8.7 長石・黒色ཻ子 ԫ灰 良޷ ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り

高台貼り付け　ࣗવ釉  ϔラ記号ʮ×ʯ，ޙ P3 ෴土中層 60ˋ
PL22

168 土師質土器 羽釜 ʦ20.6ʧ － － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ௳部　ԣφσ ෴土中 ５ˋ

番号 器　種 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢４ 刀子 （5.5） 1.1 0.3 （6.2） 鉄 部ܽଛܪ ෴土中

̢５ 刀子 （5.6） （0.8） 0.3 （8.7） 鉄 ਕ部・ܪ部ܽଛ ෴土中



－ 68 －

第 ��号ॅډ跡（第 51 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17b5 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 32 号住居跡を掘りࠐみ，第５・14 号住居，第 11 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　੢部は調査区Ҭ֎へԆͼている。ೆ部は֧ཚをडけ，第ܗ໛ͱن 14 号住居に掘りࠐまれており，本跡の

床上に第５号住居が構ங͞れているたΊ，ೆ北࣠ 3.32 ｍ，東੢࣠ 1.82 ｍしか確認できなかͬた。平面形はํ

形あるいは長ํ形とਪ定͞れ，主࣠ํ޲は不明である。

চ　平ୱな貼床で，นࡍをআくൣғが౿みݻΊられている。貼床の構ங土は８層に分層できる。貼床は下部に

ロームϒロックを主ମとした第４～８層を埋Ίて，上部にロームϒロックや粘土ཻ子，ཻ࠭を含Μͩ第１～３

層を積み上͛て構ங͞れている。遺ଘしているน下には，น溝が८ͬている。

షচ౔૚ղઆ           
１　にͿいԫ׊色　ロームϒロックଟྔ，粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
２　ઙ ԫ ᒵ 色　粘土ཻ子・ཻ࠭ଟྔ，ロームϒロックඍྔ
׊　３ 色　ロームϒロックଟྔ
４　҉ ׊ 色　ロームϒロック中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・
　　　　　　　　粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ

５　黒 ׊ 色　ロームϒロック中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・粘
　　　　　　　　土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
６　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
７　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
８　灰 ԫ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

第 ��ਤɹ第 17 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

遺෺ग़౔ঢ়گ　須恵器１఺（コップ形土器）のほか，貼床の構ங土内からೄ文土器ย８఺（ਂ鉢），໻生土器

ย１఺（壺），土師器ย 93 ఺（坏２，壺１，甕類 90），須恵器ย 33 ఺（坏 15，盤２，蓋３，甕類 13）が出土

している。170 は東นࡍの床面から出土しており，ഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。169 は貼

床の構ங土内から出土している。

ॴݟ　時期は，重ෳ関܎や出土土器から８世ޙل༿とਪ定できる。
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第 ��号ॅډ跡（第 52・53 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17c4 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　本跡の床上に第 16 号住居が構ங͞れており，第 15・23 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়ܗ໛ͱن 第 16 号住居が上部に構ங͞れたことでนや北部が࡟平͞れているたΊ，長࣠は 4.56 ｍで，短࣠は

第 ��ਤɹ第 41 号住居跡࣮ଌ図

第 17 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 51 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

169 須恵器 蓋 ʦ15.0ʧ （1.8） － 長石・石ӳ 灰 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟り 貼床構ங土
内 20ˋ

170 須恵器 コップ形土器 ç8.6 7.5 6.8 長石・石ӳ・
黒色ཻ子 灰 良޷ ମ部ロクロφσ　ఈ部φσ　 床面 70ˋ

PL22
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3.30ｍしか確認できなかͬた。平面形は長ํ形とਪ定でき，主࣠ํ޲は̣－79 －˃̬である。น高は28～30ᶲで，

。して立ͪ上がͬている܏֎

চ　平ୱな貼床で，中ԝ部から東部にかけて౿みݻΊられている。貼床は下部にロームϒロックや୸化ཻ子を

ଟྔに含Μͩ第２層を，上部に粘土ཻ子をଟྔに含Μͩ第１層を中ԝ部に薄く積み上͛て構ங͞れている。貼

床の構ங土は２層に分層できる。

షচ౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　粘土ཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，
　　　　　　　　ロームཻ子ඍྔ

׊　２ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子中ྔ

ᜱ　੢นに竈が付設͞れていたࠟ跡ͩけを確認した。遺ଘしている平面形は長ܘ 140ᶲ，短ܘ 100ᶲのପ円形

で，ਂ͞ 50ᶲである。෴土に粘土ཻ子やম土ϒロック，୸化物を含Μでいるが，Ԏ道部や火床部，କ部は遺

ଘしていない。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　҉ ੺ ׊ 色　粘土ཻ子中ྔ，ম土ϒロックগྔ，୸化物・　　
　　　　　　　　ロームཻ子ඍྔ

２　҉Φリーϒ׊色　ロームϒロックඍྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 71 ఺（坏１，甕類 70），須恵器ย３఺（坏，鉢，甕類）が出土している。ほかに，

ࠞ入したೄ文土器ย１఺（ਂ鉢）が出土している。174 は竈の෴土上層，173 は竈の෴土中からそれͧれ出土

している。171・172 は貼床の構ங土内からそれͧれ出土しており，ࠞ入したものである。

ॴݟ　本跡の床上に第 16 号住居が構ங͞れていることや，本跡と第 16 号住居の貼床の構ங状گが類ࣅしてい

ることから，本跡から第 16 号住居へ建てସえたものとみられる。時期は，出土土器から８世ޙل༿に比定で

きる。

第 �3ਤɹ第 41 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 41 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 53 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

171 土師器 坏 ʦ15.2ʧ （3.5） － 長石・੺色ཻ子 にͿい੺׊ ී通 ମ部֎・内面ԣ位のϔラຏき 貼床構ங土
内 10ˋ

172 須恵器 鉢 － （6.5） － 長石・石ӳ・小᛽ 灰 良޷ ମ部ࣼ位の平行ୟき　下୺ϔラ࡟り　内面ϔ
ラ࡟り　Θͣかな当て۩ࠟ

貼床構ங土
内 ５ˋ

173 土師器 甕 ʦ14.8ʧ （7.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 明੺׊ ී通 ମ部֎・内面φσ 竈෴土中 ５ˋ

174 土師器 甕 ʦ19.2ʧ （5.7） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී通 ମ部֎・内面φσ 竈෴土上層 ５ˋ
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　（2） 掘立柱建物跡

第̍号۷ཱபݐ෺跡（第 54 ～ 56 図）

Ґஔ　２区ೆ部の̗ 17e3 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第２号掘立柱建物跡を掘りࠐみ，第１号ピット群に掘りࠐまれている。

第 ��ਤɹ第１号掘立柱建物跡࣮ଌ図（１）

ද５　奈良時代住居跡一ཡද

番号 位置 主࣠ํ޲ 平面形
　໛（ｍ）ن     น高

（ᶲ） 床面 น溝
内 部 ࢪ 設

෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ
重ෳ関܎（古ˠ৽）（長࣠×短࣠） 主柱穴 出入ޱ ピット ࿍・竈 ஷ蔵穴

12 ̗ 17d6 － ʦํ　形ʧ（3.12）×（3.06） － － － － － － － － － 土師器，須恵器 ８世ل前൒ 本跡ˠ SI11ŋ13

13 ̗ 17c6 ̣－77ƅ－̬ 長ํ形 3.68 ×（3.00） 20 平ୱ 一部 － 1 － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器，
椀状ᕥ ８世ޙل༿ SI12 ˠ本跡ˠ SI14

16 ̗ 17c4 ̣－73ƅ－̬ 不整ํ形 6.40 × 5.93 34 平ୱ 一部 4 1 － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
球状土錘，刀子 ８世ޙل༿ SI32ŋ41 ˠ本跡ˠ

SI14ŋ15ŋ23,çS,16
17 ̗ 17b5 － ʦํ形・

長ํ形ʧ（3.32）×（1.82） － 平ୱ 一部 － － － － － － 土師器，須恵器 ８世ޙل༿ SI32 ˠ本跡ˠ
SI5ŋ14,çS,11

41 ̗ 17c3 ̣－79ƅ－̬ ʦ長ํ形ʧ（4.56）×（3.30）28～30 － － － － － 竈１ － － 土師器，須恵器 ８世ޙل༿ 本跡ˠ SI15ŋ16ŋ23
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は̣޲଄　ೆ੢部の柱穴が調査区Ҭ֎にԆͼているが，ܻ行３間，ྊ行２間のଆ柱建物跡で，ܻ行ํߏ໛ͱن

－ 72 －˃̬の東੢棟である。ن໛はܻ行 6.60 ｍ，ྊ行 4.20 ｍで，面積は 27.72㎡とਪ定できる。柱間ੇ法はܻ

行，ྊ行ともに 2.10 ｍ（７ई）を基調とし，ۉ౳に഑置͞れている。柱ےはほぼଗͬている。

ப݀  ̕か所。平面形はପ円形または۱丸長ํ形で，長ܘ 80 ～ 140ᶲ，短ܘ 80 ～ 110ᶲである。ਂ͞は 15 ～

38ᶲであるが，̥ ５はਂ͞ 88ᶲである。掘ํのஅ面形はٯ台形または̪字形である。̥ １・̥ ３～８のఈ面では，

ܘ 25ᶲほどの柱のあたりを確認した。土層は第１・８層が柱ൈきऔりࠟで，第２～７層は埋土である。埋土

はロームϒロック，粘土ϒロックを含Μͩకまりのڧい׊色土と黒׊色土である。

౔૚ղઆ（֤ப݀ڞ௨）           
１　ԫ ׊ 色　粘土ϒロック中ྔ，ロームϒロックগྔ
２　黒 ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
３　黒 ׊ 色　粘土ϒロックগྔ，ロームཻ子 ŋ ম土ཻ子ඍྔ
׊　４ 色　ロームϒロックগྔ，粘土ϒロックඍྔ

５　にͿいԫ׊色　粘土ϒロックগྔ，ロームϒロックඍྔ
׊　６ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子গྔ
７　黒 ׊ 色　ロームϒロック・粘土ϒロックඍྔ
８　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，粘土ϒロックඍྔ

第 ��ਤɹ第１号掘立柱建物跡࣮ଌ図（２）

第１号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 56 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย５఺（甕類），須恵器ย 38 ఺（坏 14，高台付坏１，蓋 11，盤１，高盤１，甕類 10），

鉄製品１఺（刀子）のほか，ࠞ 入したೄ文土器ย 54 ఺（ਂ鉢）が出土している。177 は̥１，178・TP18 は̥３，

176・̢６は̥４，175 は̥̕の埋土内からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ل中༿に比定できる。ن໛や構଄から，ʮ԰ʯとしての機能が૝定͞れる。

第 ��ਤɹ第１号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

175 須恵器 坏 － （3.9） － 石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී通 ロクロφσ P9 埋土内 ５ˋ

176 須恵器 坏 － （1.4） ʦ7.6ʧ 長石・石ӳ・
ന色਑状物 灰ԫ ී通 ఈ部ճసϔラ੾りޙ，φσ　ϔラ記号ʮ˘ʯ P4 埋土内 10ˋ

177 須恵器 蓋 ʦ14.4ʧ （2.2） － 長石・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ఱ井部ճసϔラ࡟り P1 埋土内 20ˋ
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第̎号۷ཱபݐ෺跡（第 57 図）

Ґஔ　２区ೆ部の̗ 17e3 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号掘立柱建物，第１号ピット群に掘りࠐまれている。

は̣޲଄　ೆ੢部の柱穴が調査区Ҭ֎にԆͼているが，ܻ行３間，ྊ行２間のଆ柱建物跡で，ܻ行ํߏ໛ͱن

－ 73 －˃̬の東੢棟である。ن໛はܻ行 5.40 ｍ，ྊ行 3.60 ｍで，面積は 19.44㎡とਪ定できる。柱間ੇ法はܻ

行，ྊ行ともに 1.80 ｍ（６ई）を基調とし，ۉ౳に഑置͞れている。柱ےはほぼଗͬている。

第 ��ਤɹ第２号掘立柱建物跡࣮ଌ図

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

178 須恵器 盤 － （2.5） ʦ13.4ʧ 長石・石ӳ 灰 ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け P3 埋土内 ５ˋ

TP18 須恵器 鉢 － （2.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී通 ମ部ࣼ位の平行ୟき P3 埋土内 PL27

番号 器　種 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢６ 刀子 （14.1） 1.6 0.3 （20.9） 鉄 ྆୺部ܽଛ　ਕ部அ面֯ࡾ形　ܪ部அ面長ํ形 P4 埋土内 PL29
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ப݀  ７か所。第１号掘立柱建物跡に掘りࠐまれているたΊ，遺ଘ状گは不良である。平面形は円形またはପ

円形で，長ܘ 52 ～ 78ᶲ，短ܘ 50 ～ 54ᶲが確認できたͩけである。ਂ͞は 15 ～ 40ᶲで，掘ํのஅ面形はٯ

台形または̪字形である。土層はす΂て柱ൈきऔりޙの෴土で，粘土ϒロックやロームϒロックを含Μͩ黒色

土である。

౔૚ղઆ（֤ப݀ڞ௨）           
１　黒 色　ロームϒロック・粘土ϒロックඍྔ
２　黒 色　ロームϒロック・粘土ཻ子ඍྔ

ۃ　３ ҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 13 ఺（甕類 12，甑１），須恵器ย２఺（坏，蓋）が出土しているが，ࡉยのたΊ図

ࣔできない。

ॴݟ　本跡を掘りࠐΜでいる第１号掘立柱建物とܻ行ํ޲がほぼಉ͡であることから，建てସえが૝定できる。

時期は，第１号掘立柱建物Αりも古い８世ل前൒とਪଌできる。

第̏号۷ཱபݐ෺跡（第 58・59 図）

Ґஔ　２区ೆ部の̗ 17d2 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎  第１号住居跡を掘りࠐみ，第６・23 号住居，第２・４・25・49 号土坑，第１号ピット群に掘りࠐ

まれている。

଄　北部から੢部にかけては調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，ೆ北・東੢࣠ともに３間しか確認できなߏ໛ͱن

かͬた。構଄は柱穴の഑列からଆ柱建物跡で，東੢࣠ํ޲は̣－ 73 －˃̬である。ن໛はೆ北・東੢࣠ともに 5.40

ｍで，面積は 29.16㎡以上である。柱間ੇ法はܻ行，ྊ行ともに 1.80 ｍ（６ई）を基調とし，ۉ౳に഑置͞れ

ている。柱ےはほぼଗͬている。

ப݀　７か所。第６・23 号住居などに掘りࠐまれているたΊ，遺ଘ状گは不良である。平面形は円形または

ପ円形で，長ܘ 60 ～ 94ᶲ，短ܘ 48 ～ 78ᶲである。遺ଘしているਂ͞は 44 ～ 72ᶲで，掘ํのஅ面形は̪字

形である。土層は第１・２層が柱ࠟ跡，第３～ 11 層は埋土，第 12 ～ 14 層は柱ൈきऔりޙの෴土である。埋

土はకまりのڧいロームϒロックや粘土ϒロックを主ମとした黒色土や҉׊色土である。

౔૚ղઆ（֤ப݀ڞ௨）           
１　҉ ׊ 色　ロームϒロック・粘土ϒロックগྔ，ম土ϒ
　　　　　　　　ロックඍྔ
２　黒 色　ロームཻ子・粘土ཻ子ඍྔ
３　にͿい׊色　ロームϒロック・粘土ϒロック・ཻ࠭গྔ，
　　　　　　　　ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
４　黒 ׊ 色　୸化物গྔ，ロームϒロック・粘土ϒロック
　　　　　　　　ඍྔ
５　黒 ׊ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ 色　粘土ϒロック中ྔ，ロームϒロックඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ϒロック
                        গྔ

ۃ　８ ҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・粘土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
̕　黒 ׊ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子গྔ，ম土ϒロック
　　　　　　　　ඍྔ
10　黒 ׊ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子ඍྔ
11　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・ཻ࠭ඍྔ
12　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ϒロック
　　　　　　　　ඍྔ
13　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，粘土ϒロック ŋ ୸化物ඍྔ
14　黒 色　ম土ϒロック・粘土ϒロック・ロームཻ子ඍྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 184 ఺（坏 19，甕類 165），須恵器ย 23 ఺（坏８，瓶類１，甕類 14）のほか，ࠞ入

したೄ文土器ย７఺が出土している。179・180 は̥７の柱ൈきऔりޙの෴土から，181 は̥４からそれͧれ出

土している。180 はഁ͞ࡅれたഁยが積み重なͬた状ଶで出土している。完形である 179 は，180 の下からਖ਼

位の状ଶで出土しており，ഇઈ時に遺͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ل中༿に比定できる。
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第 ��ਤɹ第３号掘立柱建物跡・出土遺物࣮ଌ図
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第̑号۷ཱபݐ෺跡（第 60 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17b8 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 28・29・31 号住居跡，第２号溝跡を掘りࠐみ，第 24 号住居，第 23・30・32 号土坑に掘りࠐま

れている。本跡Αりも৽しい第４・６号掘立柱建物が内部にଘ在しているが，柱穴ಉ࢜の੾り߹いは確認でき

なかͬた。

ܻ，଄　ܻ行５間，ྊ行２間のଆ柱建物跡でߏ໛ͱن 行ํ޲は̣－74 －˃̬である。ن໛はܻ行10.20ｍ，ྊ行3.90

ｍで，面積は 39.78㎡である。柱間ੇ法はೆܻ行が੢࠺から 1.50 ｍ（５ई）・2.40 ｍ（８ई）・2.10 ｍ（７ई）・2.70

ｍ（̕ई）・1.50 ｍ（５ई）で不ଗいである。北ྊ行はೆྊ行とಉ͡柱間ੇ法で柱穴が഑置͞れていたものと

૝定͞れるが，確認できなかͬた。ྊ行は東੢ともに 1.95 ｍで，ۉ౳に഑置͞れている。柱ےはほぼଗͬている。

ப݀  10 か所。平面形は円形またはପ円形で，長ܘ 54 ～ 80ᶲ，短ܘ 50 ～ 78ᶲである。ਂ͞は̥１～̥３，

̥８～̥ 10 が 30 ～ 120ᶲで，̥４～̥７は 30 ～ 60ᶲである。土層は第１～６層が柱ൈきऔりޙの෴土で，

第７～ 22 層は埋土である。埋土はロームϒロックや粘土ϒロックを主ମとした黒׊色土や҉׊色土である。

౔૚ղઆ（֤ப݀ڞ௨）           
１　にͿい׊色　ロームϒロックগྔ，粘土ϒロックඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　粘土ϒロック・ロームཻ子গྔ
４　҉ ׊ 色　ロームϒロック・粘土ϒロックগྔ
５　黒 色　粘土ϒロック・ロームཻ子ඍྔ
６　黒 色　ロームϒロック・粘土ཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームϒロック・粘土ϒロックগྔ，ম土ཻ子                                                                                                                                                
                        ඍྔ
ۃ　８ ҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，粘土ϒロックඍྔ
׊　̕ 色　ロームϒロック・粘土ϒロックগྔ
10　灰 ׊ 色　ロームϒロック・粘土ϒロックগྔ
11　黒 ׊ 色　粘土ϒロック・ロームཻ子গྔ

ۃ　12 ҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化物ඍྔ
13　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
14　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
15　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　16 色　ロームϒロックগྔ
17　黒 色　ロームϒロック・୸化物ඍྔ
18　黒 ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
19　黒 ׊ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子ඍྔ
20　黒 色　ロームཻ子ඍྔ
21　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，粘土ϒロックඍྔ
׊　22 色　ロームϒロックগྔ，粘土ϒロックඍྔ

第 �9ਤɹ第３号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

第３号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 58・59 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 65 ఺（坏 34，甕類 31），須恵器ย１఺（蓋）のほか，ࠞ 入したೄ文土器ย５఺（ਂ鉢）

が出土している。いͣれもࡉยで図ࣔできない。

ॴݟ　時期は，重ෳ関܎やܻ行ํ޲が第１～３号掘立柱建物跡とほぼಉ͡ことから，８世ل前൒とਪଌできる。

東੢ྊ行の柱穴がਂい構଄は，ほかの掘立柱建物と大きくҟなͬている。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

179 土師器 小形甕 12.5 10.2 7.0 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 ŋ ᛽ࡉ にͿいԫᒵ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部木༿ࠟ P7 柱ൈきऔ

りޙ
100ˋ
PL23

180 土師器 甕 24.0 （25.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ମ部下൒ࣼ位のϔラຏき P7 柱ൈきऔ

りޙ 30ˋ

181 須恵器 甕 ʦ33.8ʧ ç（7.4） － 長石・石ӳ ԫ灰 ී通 ԑ部５本の۳ඳ೾状文間にϘタン状の૷০ޱ
貼り付け P4 内 ５ˋ

PL21
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第 ��ਤɹ第５号掘立柱建物跡࣮ଌ図
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ɹ第̓号۷ཱபݐ෺跡（第 61・62 図）

Ґஔ　２区北部の̖ 17K8 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第８号掘立柱建物跡を掘りࠐみ，第 26・33・34・35・38 号住居，第 48 号土坑に掘りࠐまれている。

଄　੢部は調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，ೆ北࣠は２間で，東੢࣠は３間しか確認できなかͬた。構ߏ໛ͱن

଄は柱穴の഑列からଆ柱建物跡で，東੢࣠ํ޲は̣－ 85 －˃̬である。ن໛はೆ北࣠が 4.20 ｍで，東੢࣠は

6.30 ｍが確認できたͩけで，面積は 26.46㎡以上である。柱間ੇ法はܻ行，ྊ行ともに 2.10 ｍ（７ई）を基調と

して，ほぼۉ౳に഑置͞れている。柱ےは̥１・̥６がやや֎ଆに഑置͞れており，不ଗいである。

ப݀  ７か所。平面形は円形またはପ円形で，長ܘ 74 ～ 114ᶲ，短ܘ 62 ～ 80ᶲである。ਂ͞は 10 ～ 48ᶲで，

掘ํのஅ面形はٯ台形あるいは̪字形である。土層は第１層が柱ൈきऔりࠟで，第２～５層は埋土である。埋

土は含有物にロームを含Μͩ׊色土や҉׊色土である。

第 ��ਤɹ第７号掘立柱建物跡࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 33 ఺（坏類２，甕類 31），須恵器ย

５఺（坏類１，高台付坏１，甕類３）のほか，ࠞ入した໻生土

器ย１఺（壺）が出土している。182 は̥２から出土しているが，

ほかの土器はࡉยのたΊ図ࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ޙل༿に比定できる。

౔૚ղઆ（֤ப݀ڞ௨）           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ 色　ロームϒロックগྔ

׊　４ 色　ロームཻ子গྔ
׊　５ 色　ロームཻ子中ྔ

第 ��ਤɹ第７号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

第７号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 62 図）

ɹ第̔号۷ཱபݐ෺跡（第 63・64 図）

Ґஔ　２区北部の̗ 17a7 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 25・26・27・38 号住居，第７号掘立柱建物に掘りࠐまれている。

଄　北・੢部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，ೆ北・東੢࣠ともに２間しか確認できなかͬた。構଄ߏ໛ͱن

第 �3ਤɹ第８号掘立柱建物跡࣮ଌ図

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

182 須恵器 高台付坏 － （3.7） － 長石・石ӳ・
ന色਑状物 灰ԫ ී通 ロクロφσ　高台貼り付け P2 内 10ˋ
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は柱穴の഑列からଆ柱建物跡で，東੢࣠ํ޲は̣－ 76 －˃̬である。ن໛は東੢࣠ 4.80 ｍ，ೆ北࣠ 3.80 ｍが

確認できたͩけで，面積は 18.24㎡以上である。柱間ੇ法は東੢࣠ 2.40 ｍ（８ई），ೆ北࣠ 1.90 ｍを基調とし

て，ほぼۉ౳に഑置͞れている。柱ےは̥４がやや内ଆに഑置͞れており，不ଗいである。

ப݀  ５か所。平面形は円形またはପ円形，۱丸長ํ形で，長ܘ 80 ～ 106ᶲ，短ܘ 50 ～ 88ᶲである。ਂ͞は

16 ～ 43ᶲで，掘ํのஅ面形はٯ台形あるいは̪字形である。土層は第１層が柱ൈきऔりࠟで，第２～５層は

埋土である。埋土はロームを含Μͩ׊色土や҉׊色土である。

౔૚ղઆ（֤ப݀ڞ௨）           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

׊　４ 色　ロームϒロックগྔ
׊　５ 色　ロームཻ子中ྔ

第 ��ਤɹ第８号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

第８号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 64 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 31 ఺（坏３，甕類 28），須恵器ย７఺（坏５，蓋１，甕類１），鉄製品１఺（刀子ϱ）

のほか，ࠞ 入したೄ文土器ย４఺（ਂ鉢）が出土している。183 は̥２，184 は̥４からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ޙل༿に比定できる。本跡を掘りࠐΜでいる第７号掘立柱建物とほぼಉ時期

であることから，短期間の使用であͬたことがਪଌできる。

ද６　奈良時代掘立柱建物跡一ཡද

　（3） 土坑

第̎号౔޵（第 65 図）

Ґஔ　２区ೆ੢部の̗ 17d2 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号住居跡を掘りࠐみ，第３号溝に掘りࠐまれている。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

183 須恵器 坏 ʦ12.2ʧ （3.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 ロクロφσ P2 内 ５ˋ

184 須恵器 蓋 － （2.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී通 ఱ井部ճసϔラ࡟り P4 内 10ˋ

番号 位置 構଄ ܻ行ํ޲ 柱間数
ܻ間×ྊ間

໛ن ( ｍ )
ܻ×ྊ

面積
ｍ２

ܻ行柱間
（ｍ）

ྊ行柱間
（ｍ）

柱　　穴
主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ

重ෳ関܎（古ˠ৽）柱穴数 平面形 ਂ͞

１ ̗17e3 ʦଆ柱ʧ ̣－ 72 －˃̬ ３×２ 6.60×4.20 ʦ27.72ʧ 2.10 2.10 ̕
円形

ପ円形
۱丸長ํ形

15～38 土師器，須恵
器，鉄製品 ８世ل中༿ SB2 ˠ本跡ˠ PG1

２ ̗17e3 ʦଆ柱ʧ ̣－ 73 －˃̬ ３×２ 5.40×3.60 ʦ19.44ʧ 1.80 1.80 ７ 円形
ପ円形 15～40 土師器，須恵

器 ８世ل前൒ 本跡ˠ SB1,çPG1

３ ̗17d2 ʦଆ柱ʧ ̣－ 73 －˃̬ ʦ３ʧ×ʦ３ʧ 5.40×5.40 ʦ29.16ʧ 1.80 1.80 ７ 円形
ପ円形 44～72 土師器，須恵

器 ８世ل中༿ SI1 ˠ本跡ˠ SI6ŋ23,
S,2ŋ4ŋ25ŋ49,çPG1

５ ̗17b8 ଆ柱 ̣－ 74 －˃̬ ５×２ 10.20×3.90 39.78 1.50 ～
2.70 1.95 10 円形

ପ円形 30～120 土師器，須恵
器 ８世ޙل༿

SI28ŋ29ŋ31,çS%2 ˠ
本跡ˠ SI24,çSB4ŋ6,
S,23ŋ30ŋ32

７ ̖17K8 ʦଆ柱ʧ ̣－ 86 －˃̬ ʦ３ʧ×２　 6.30×4.20 ʦ26.46ʧ 2.10 2.10 ７ 円形
ପ円形 10～48 土師器，須恵

器 ８世ޙل༿ SB8 ˠ本跡ˠ SI26ŋ
33ŋ34ŋ35ŋ38,çS,48

８ ̗17a7 ʦଆ柱ʧ ̣－ 76 －˃̬ ʦ２ʧ×ʦ２ʧ 4.80×3.80 ʦ18.24ʧ 2.40 1.90 ５ 円形
ପ円形 16～43 土師器，須恵

器，鉄製品 ８世ޙل༿ 本跡ˠ SI25ŋ26ŋ27ŋ
38,çSB7
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はܘঢ়　北部が֧ཚをडけているたΊ，長ܗ໛ͱن 1.60 ｍで，短ܘは 0.88 ｍしか確認できなかͬた。平面形

はପ円形とਪ定でき，長޲ํܘは̣－ 65 －˃̬である。ਂ͞は 12ᶲで，ఈ面は平ୱである。นは֎܏して立ͪ

上がͬている。

෴౔　２層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گから埋Ί໭͞れている。

౔૚ղઆ�          
１　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ ２　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ

第 ��ਤɹ第２号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第２号土坑出土遺物࡯؍ද（第 65 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย７఺（甕類），須恵器ย４఺（坏１，高台付坏２，盤１）のほか，ࠞ入したೄ文土器

ย５఺（ਂ鉢），古墳時代の土師器ย７఺（坏６，器台１）が出土している。185 は中ԝ部の෴土上層から出

土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ل中༿に比定できる。

第 ��号౔޵（第 66 図）

Ґஔ　２区ೆ部の̗ 17e8 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

֬ೝঢ়گ  第 21 号住居跡のೆ部が調査区Ҭ֎へԆͼていたたΊ，調査ൣғを拡ுしたࡍに，柱穴の可能性が

ある土坑のஅ面を調査区ڥで確認した。遺ଘ状گは不良で，น面から෴土の様૬とఈ面に遺構のࠟ跡が確認で

きたͩけである。

ॏෳؔ܎　第 21 号住居に掘りࠐまれている。

޲ঢ়　ೆ൒部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北੢・ೆ東ํܗ໛ͱن 0.58 ｍ，北東・ೆ੢ํ޲ 0.40 ｍしか確

認できなかͬた。平面形ٴͼ࣠ํ޲は不明である。ਂ͞は 70 ～ 80ᶲで，ఈ面は平ୱである。นはほぼ௚立し

て立ͪ上がͬている。

෴౔　５層に分層できる。第１・２層は柱ൈきऔりࠟ，第３～５層は埋土とみられる。

౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子 ŋ 粘土ཻ子ඍྔ
２　灰 ׊ 色　粘土ཻ子中ྔ，ロームϒロック・୸化物・ম
　　　　　　      土ཻ子ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロックগྔ，୸化物 ŋ
　　　　　　　   粘土ཻ子ඍྔ

４　҉ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ
　　　　　　      ୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　５ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

185 須恵器 坏 － （3.2） ʦ8.0ʧ 長石・石ӳ 灰ԫ׊ ී通 ఈ部ճసϔラ੾りޙ，φσ ෴土上層 30ˋ
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器坏１఺，須恵器蓋１఺が出土している。186・187 ともに埋土中からの出土である。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ل前༿に比定できる。類ࣅした柱穴が調査区内から確認できなかͬたたΊ不

઱明ではあるが，෴土の様૬から掘立柱建物の柱穴の可能性がある。

౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロックඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックඍྔ

׊　３ 色　ロームཻ子中ྔ

第 ��ਤɹ第 18 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 18 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 66 図）

ද７　奈良時代土坑一ཡද

　（4） 溝跡

第̎号ߔ跡（第 67・131 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17a6 区から̗ 18c1 区にかけて，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第８・28・29・31・36・40・42 号住居跡を掘りࠐみ，第 25・37・39 号住居，第４・５・６号掘立

柱建物，第 23・38・40・41 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　東・੢୺ともに調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，確認できた長͞はܗ໛ͱن 25.0 ｍで，̗ 17a6 区から̗

18c1 区へೆ東ํ޲（̣－ 108 －˃̚）へ௚線的にԆͼている。ن໛は上෯ 1.35 ～ 1.60 ｍ，下෯ 1.20 ～ 1.48 ｍで，

ほぼۉ一である。確認面からのਂ͞は 10ᶲで，調査区ڥでは 58ᶲである。ఈ面の標高は੢部 7.21 ｍ，中ԝ部 7.25

ｍ，東部 7.11 ｍで，東部がएׯ௿くなͬている。அ面形は̪字形で，นは֎܏して立ͪ上がͬている。

෴౔  ３層に分層できる。含有物はϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 281 ఺（甕類），須恵器ย 82 ఺（坏 33，高台付坏４，蓋５，瓶類２，甕類 35，甑３）

のほか，ࠞ入したೄ文土器ย 25 ఺（ਂ鉢），໻生土器ย１఺（壺），土師器ย 26 ఺（坏 24，高台付椀２），灰

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

186 土師器 坏 ʦ17.2ʧ （5.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り　内面漆付着 埋土中 40ˋ

187 須恵器 蓋 ʦ13.2ʧ （1.8） － 長石・石ӳ 灰 ී通 ロクロφσ 埋土中 ５ˋ

番号 位　置 長 ํ（ܘ࣠） ޲ 平面形
໛（ｍ，ਂ͞はᶲ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主　な　出　土　遺　物 උ　　　ߟ
（重ෳ関܎　古ˠ৽）長 短×（ܘ࣠） （ܘ࣠） ਂ͞

２ ̗17d2 ̣－ 65 －˃̬ ʦପ円形ʧ   1.60 ×（0.88） 12 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 SI1，SB3 ˠ本跡ˠ S%3

18 ̗17e8 － － （0.58）×（0.40） 70～80 ௚立 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 本跡ˠ SI21
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釉陶器ย２఺（瓶類），᛽１఺も出土している。188 ～ 191 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ޙل༿には機能をऴえたものとਪ定できる。௚線的にԆͼていることやೆ部

にଘ在する第 16 号住居，第１・３号掘立柱建物とほぼಉ࣠͡であることから集落を区ըする溝の可能性がある。

第 ��ਤɹ第２号溝跡・出土遺物࣮ଌ図

第２号溝跡出土遺物࡯؍ද（第 67 図）

３　平安時代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，竪穴住居跡 22 軒，掘立柱建物跡２棟，土坑３基を確認した。以下，遺構ٴͼ遺物にͭ

いて記ड़する。

　（1） 竪穴住居跡

第̏号ॅډ跡（第 68 ～ 70 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗17d9 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

֬ೝঢ়گ 確認面で竈とそのपғの෴土が遺ଘしているͩけで，床面はほぼ࿐出した状ଶで確認した。

ॏෳؔ܎ 第 18・19・22 号住居跡，第 39 号土坑を掘りࠐみ，第 20 号土坑に掘りࠐまれている。

໛は床下の構଄から長࣠ن，出しているがݕঢ়　床面がほぼ࿐出した状ଶでܗ໛ͱن 4.15 ｍ，短࣠ 3.50 ｍと

ਪଌできる。平面形は長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 10 －˃̚である。น高は不明である。

চ　平ୱな貼床で，中ԝ部が౿みݻΊられている。貼床は，下部શମにম土ϒロックや୸化物を含Μͩ第３層

を埋土し，上部はম土ཻ子や粘土ཻ子をଟྔに含Μͩ土と黒色土をަޓに薄く積み上͛た第１層を竈の前面か

ら౿みݻΊられた内ଆのൣғに，ロームϒロックや粘土ཻ子を含Μͩ第２層を第１層の֎ଆに埋Ίて構ங͞れ

ている。第１層はް͞ 10ᶲほどで，含有物や色調から部分的に６層にࡉ分できるൣғもあるが，床の中৺か

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

188 須恵器 坏 ʦ13.8ʧ 4.2 ʦ8.8ʧ 長石・石ӳ 灰ԫ׊ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ࡟
り ෴土中 20ˋ

189 須恵器 高台付坏 ʦ11.6ʧ （3.3） － 長石・石ӳ 灰 ී通 ମ部ロクロφσ　下୺ຎ໓にΑる調整不明 ෴土中 10ˋ

190 須恵器 坏 － （2.6） ʦ7.6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ
り࡟ ෴土中 ５ˋ

191 須恵器 蓋 ʦ12.8ʧ （1.5） － 長石・石ӳ 灰 ී通 ロクロφσ ෴土中 ５ˋ
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ら཭れるにैͬてۉ౳なްみではなく，層ްが１ᶲにຬたない不明ྎな層もある。

షচ౔૚ղઆ           
１　ম土ཻ子主ମの層，黒色土，粘土ཻ子主ମの層，黒色土，
　　ロームཻ子主ମの層，黒色土の６層が層ް 10ᶲほどの間に薄
　　く積み重ねられている。

２ 黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ཻ子ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　ম土ϒロック・୸化物・ロームཻ子ඍྔ

第 ��ਤɹ第３号住居跡࣮ଌ図

ᜱ 北นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 98ᶲで，೩ম部෯は 42ᶲである。କ部は，ิࡐڧ

としてӈକ部に土師器甕２఺，ࠨକに土師器甕１఺をٯ位の状ଶで埋設し，पғにম土ϒロックや粘土ཻ子を

含Μͩ第４～８層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面を 44ᶲ掘りࠐΜで，ম土ϒロックやロームϒ

ロックを含Μͩ第̕～ 14 層を埋土して構ங͞れている。火床面は竈内の中ԝ部と中ԝ部からԎ道دりの２か

所で確認し，ขޱ部からのڑ཭は 40ᶲ，60ᶲである。いͣれも火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道دりで確

認͞れた火床面は，土師器甕がٯ位の状ଶで出土している。Ԏ道部はน֎に 30ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ

上がͬている。　
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย５఺（甕）が出土しているほか，第１層をআく貼床の構ங土内からೄ文土器ย７఺（ਂ鉢），

土師器ย 790 ఺（坏 21，椀 93，高盤１，甕類 674，甑１），須恵器ย 349 ఺（坏 203，高台付坏５，盤３，高盤１，

蓋 29，瓶２，甕類 105，甑１），瓦１఺，鉄ᕥ１఺も出土している。197 は竈の火床面からٯ位の状ଶで出土してお

り，٭ࢧとしてస用͞れたものである。196・198 ～ 200 は竈କ部のิࡐڧとして使用͞れていたもので，196・198

はӈକ部内，199・200 はࠨକ部内からٯ位の状ଶでそれͧれ出土している。192 は竈前面の貼床構ங土第１層から，

ほぼ完形の 193 は北੢部の貼床構ங土第２層からਖ਼位の状ଶで，201 はೆ੢部の貼床構ங土第２層からそれͧれ

出土しており，いͣれも貼床構ங時に埋設͞れたものとみられる。195・194 のほか，図ࣔできないଟྔの土師器ย

や須恵器ยは第２～３層にあたる貼床構ங土内から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕ 世ޙل༿に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子গྔ，粘土ཻ子・
                        ୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ੺ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化物・粘土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ཻ子গྔ，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
４　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子 ŋ 粘土ཻ子ඍྔ
ۃ　５ ҉ ׊ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子গྔ
６　黒 ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，୸化物・ロームཻ子ඍྔ
７　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック ŋ ୸化物গྔ，ロームϒロック ŋ
　　　　　　　　粘土ཻ子ඍྔ

８　にͿい੺׊色　ম土ϒロック・粘土ཻ子গྔ
̕　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
10　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームϒロックඍྔ
11　明 ੺ ׊ 色　ম土ϒロック中ྔ，ロームཻ子ඍྔ
12　੺ ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ϒロックগྔ，ロームϒロ
　　　　　　　　ック・୸化物ඍྔ
13　҉ ׊ 色　ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子গྔ，ロームϒロック ŋ
　　　　　　　　粘土ϒロックඍྔ
ۃ　14 ҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ，粘土ཻ子・୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ

第 �9ਤɹ第３号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 ��ਤɹ第３号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第３号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 69・70 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

192 須恵器 坏 ʦ12.8ʧ ç4.5 çʦ5.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ
り࡟

貼床構ங土
内 20ˋ

193 土師器 高台付椀 12.7 ç4.8 ç6.1 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసࢳ੾り

高台貼り付け，ޙ
貼床構ங土
内

90ˋ
PL25

194 土師器 高台付椀 17.0 ç5.5 ç8.5 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟り

高台貼り付け，ޙ
貼床構ங土
内

90ˋ
PL25

195 須恵器 盤 ʦ21.2ʧ ç4.0 12.0 長石・石ӳ・
黒色ཻ子 灰 ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け 貼床構ங土

内
50ˋ
PL25

196 土師器 甕 13.8 ç（5.3） － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部֎面φσ 竈କ部 20ˋ

197 土師器 甕 14.4 ç（6.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 స用٭ࢧ　ԑ部֎・内面φσޱ 火床面 20ˋ

199 土師器 甕 ʦ22.0ʧ （17.6） － 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ମ部֎面φσ　　 竈କ部 30ˋ

200 土師器 甕 － ç（9.7） ç8.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部木༿ࠟ 竈କ部 20ˋ

198 土師器 甕 ʦ20.4ʧ （15.7） － 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 ମ部֎面ϔラφσ　 竈କ部 30ˋ

201 須恵器 甕 ʦ40.4ʧ ç（6.5） － 長石・石ӳ 灰ԫ ී通 頸部上４本，下６本の۳ඳ೾状文　֎・内面
ࣗવ釉　

貼床構ங土
内 ５ˋ



－ 87 －

第̐号ॅډ跡（第 71 ～ 73 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17c7 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第７・８・20 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

平͞れて床面が࿐出している。一ล࡟ঢ়　ೆ部のนはほとΜどܗ໛ͱن 4.87 ｍのํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 65˃

－̚である。遺ଘしているน高は 10 ～ 14ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。

ᜱ 北東นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 120ᶲで，೩ম部෯は 58ᶲである。କ部は，粘土

ཻ子をগྔ含Μͩ第５層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面を 10ᶲ掘りࠐΜで，ロームϒロックや

粘土ϒロックを含Μͩ第６層を埋土して構ங͞れている。火床面は੺มߗ化していない。Ԏ道部はน֎に 54

ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに立ͪ上がͬている。

第 ��ਤɹ第４号住居跡࣮ଌ図
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ϐοτ ਂ͞ 10ᶲである。ほかのコーφー部にはピットがଘ在しないことから，性֨不明である。

෴౔  ２層に分層できる。下部しか確認できなかͬたが，含有物はロームϒロックが主ମでであることから埋

Ί໭͞れている。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，粘土ϒロック ŋ ম土ཻ子ඍྔ
２　明 ੺ ׊ 色　ম土ཻ子ଟྔ
３　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ϒロック・ロームཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
４　黒 ׊ 色　୸化物গྔ，ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ

ۃ　５ ҉ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
ۃ　６ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ϒロック
　　　　　　　　ඍྔ

第 ��ਤɹ第４号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）

౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ ２　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックඍྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 749 ఺（坏 136，高台付椀８，高台付皿１，蓋カ１，高坏７，甕類 596），須恵器ย 190 ఺（坏

116，蓋 13，鉢７，瓶類４，甕 48，甑２），灰釉陶器ย５఺（椀１，長頸瓶１，瓶類３），鉄製品１఺（刀子）

が出土している。207 は中ԝ部とೆ部の床面からそれͧれ出土したഁยが઀߹している。202・206・208・209

はೆ੢น付ۙ，205 は中ԝ部の床面から，203・204・210・̢７は෴土中からそれͧれ出土している。いͣれ

もഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。



－ 89 －

第̑号ॅډ跡（第 74・75 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17b5 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 17 号住居跡を掘りࠐみ，第 11 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　北部おΑͼ੢部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，ೆ北࣠ܗ໛ͱن 2.90 ｍ，東੢࣠ 2.06 ｍしか確認できな

かͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定͞れ，主࣠ํ޲は̣－ 84 －˃̚である。น高は 28ᶲで，֎܏して

立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，竈の前面が౿みݻΊられている。

ᜱ 東นのೆ東コーφーدりに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 110ᶲとਪ定͞れ，೩ম部෯は

ӈକ部が第 11 号土坑に掘りࠐまれて遺ଘしていないたΊ，50ᶲが確認できたͩけである。କ部は，粘土ཻ子，

ཻ࠭を含Μͩ第８・̕層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面とほぼಉ͡高͞を使用しており，火床面

は੺มߗ化していない。Ԏ道部はน֎に 60ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上がͬている。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ，୸化ཻ子
　　　　　　　　গྔ
２　灰 ԫ ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ローム
　　　　　　　　ϒロック・୸化物ඍྔ
３　にͿい੺׊色　ম土ϒロック・୸化物・ཻ࠭গྔ，ロームϒ
　　　　　　　　ロック・粘土ཻ子ඍྔ

ۃ　４ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
５　ԫ ׊ 色　ম土ཻ子 ŋ 粘土ཻ子 ŋ ཻ࠭গྔ，ロームཻ子ඍྔ
６　黒 ׊ 色　୸化物গྔ，ロームϒロック・ম土ϒロック・
　　　　　　　　粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ

第 �3ਤɹ第４号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第４号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 72・73 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

202 土師器 坏 13.2 ç4.2 ʦ6.8ʧ 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき

ఈ部ճసϔラ࡟り 床面 70ˋ
PL24

203 須恵器 坏 ʦ12.8ʧ ç4.3 ʦ6.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り
り࡟のϔラ޲一ํ，ޙ ෴土中 30ˋ

204 灰釉陶器 椀 ʦ14.2ʧ ç（3.2） － 長石 灰Φリーϒ 良޷ ֎面ロクロφσ ෴土中 10ˋ

205 土師器 高台付皿 13.0 ç2.6 6.0 長石・石ӳ にͿいᒵ ී通 ମ部内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟り
高台貼り付け　ମ部に墨書ʮ田ʯ，ޙ 床面 95ˋ

PL25ŋ26
206 灰釉陶器 瓶 － ç（9.8） － 長石 灰Φリーϒ 良޷ ֎・内面ロクロφσ 床面 20ˋ

207 灰釉陶器 長頸瓶 － （21.4） 8.4 長石・黒色ཻ子 灰Φリーϒ 良޷ ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け　ఈ部に
ϔラ記号ʮ×ʯ 床面 40ˋ

208 土師器 甕 14.6 （13.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟りޙ，ϔラຏき　内面
ϔラφσ 床面 40ˋ

209 土師器 甕 ʦ20.2ʧ （13.0） － 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 ԑ部֎・内面ԣφσޱ 床面 ５ˋ

210 須恵器 甑 － ç（0.9） （5.8） 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 ҉ԫ灰 ී通 ఈ部５孔ࣜカ ෴土中 ５ˋ

番号 器種 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢７ 刀子 （10.6） 1.7 0.4～0.6 （25.0） 鉄 部அ面長ํ形　पғに木質Θͣかに遺ଘܪ ෴土中 PL29
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７　҉ ׊ 色 ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック ŋ 粘土ཻ子 ŋ
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
８　灰 ׊ 色　ཻ࠭ଟྔ，୸化物গྔ，ম土ϒロック・ローム
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ

̕　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物গྔ，
　　　　　　　　粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ

෴౔ ７層に分層できる。レンズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

第 ��ਤɹ第５号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームϒロックඍྔ
ۃ　４ ҉ ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子・粘土ཻ子ඍྔ

ۃ　５ ҉ ׊ 色　ম土ϒロック ŋ 粘土ϒロック ŋ ロームཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
７　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・粘土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 272 ఺（坏 31，甕類 240，甑１），須恵器ย 140 ఺（坏 21，高台付坏２，蓋８，鉢１，

瓶類６，甕類 102），灰釉陶器ย６఺（瓶類），瓦２఺（丸瓦，平瓦）のほか，ྲྀ れࠐΜͩೄ文土器ย 22 ఺（ਂ鉢），

໻生土器ย４఺（壺），᛽ 12 ఺も出土している。211 はೆนࡍの床面，212・213・̩４は竈内の෴土下層から

それͧれ出土している。̩４はԜತ面ともにম土մがΘͣかに付着しており，মけている。214 はೆนࡍの෴

土下層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。
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第６号ॅډ跡（第 76・77 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17c2 区，標高 8.0 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 23 号住居跡，第３号掘立柱建物跡，第 25 号土坑を掘りࠐみ，第 10 号住居に掘りࠐまれている。

第 ��ਤɹ第５号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第５号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 74・75 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

211 須恵器 坏 ʦ13.6ʧ 4.4 6.1 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ
り࡟ 床面 50ˋ

212 須恵器 鉢 ʦ26.6ʧ （8.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 良޷ ମ部ॎ位の֨子目ୟき　内面ແ文の当て۩ࠟ 竈෴土下層 ５ˋ

213 土師器 甕 ʦ16.6ʧ 6.6 － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී通 ԑ部֎・内面ԣφσޱ 竈෴土下層 10ˋ

214 須恵器 甕 ʦ44.8ʧ （3.5） － 長石・石ӳ 灰ԫ 良޷ 頸部５本の۳ඳ೾状文 ෴土下層 ５ˋ

番号 種　別 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ ଻　土 ম　成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

̩４ 丸瓦 （16.8） （9.4） 1.9 （450） 長石・石ӳ・Ӣ฼ ී通 ತ面ϔラ࡟り　Ԝ面෍目ࠟ 竈෴土下層 PL28
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ঢ়　北൒部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，長࣠はܗ໛ͱن 3.45 ｍで，短࣠は 2.48 ｍしか確認できなかͬた。

平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定͞れ，主࣠ํ޲は̣－ 89 －˃̚である。น高は 41ᶲで，֎܏して立ͪ上が

ͬている。

চ　平ୱな貼床で，竈の前面が౿みݻΊられている。貼床はロームϒロックやম土ϒロックを含Μͩ第３・４

層を埋Ίて構ங͞れている。

ᜱ 東นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 80ᶲで，೩ম部෯は 48ᶲである。କ部は粘土ཻ子，

ཻ࠭を含Μͩ第̕～ 12 層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面を 10ᶲほど掘りࠐΜでおり，火床面は

火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 20ᶲ掘りࠐまれ，Ԟนにロームཻ子，粘土ཻ子を含Μͩ第 13

層を貼り付けており，火床面から؇やかに立ͪ上がͬている。

ᜱ౔૚ղઆ�          
１　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック・ཻ࠭গྔ，୸化物・ロームཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
２　にͿい੺׊色　ཻ࠭中ྔ，ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
３　黒 ׊ 色　୸化物গྔ，ロームϒロック・ম土ϒロック ŋ
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
４　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・୸化物গྔ，ロームཻ子・ཻ࠭
　　　　　　　　ඍྔ
５　҉ ׊ 色　ロームཻ子・ཻ࠭গྔ，ম土ϒロック・୸化物
　　　　　　　　ඍྔ
６　҉ ׊ 色　୸化物・ཻ࠭গྔ，ম土ϒロック・ロームཻ子
　　　　　　　　ඍྔ

７　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化物・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
８　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭
　　　　　　　　ඍྔ
̕　灰 ׊ 色　ཻ࠭ଟྔ，ロームཻ子ඍྔ
10　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物・ཻ࠭
　　　　　　　　ඍྔ
11　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・ཻ࠭গྔ，୸化物・ロームཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
12　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・୸化物・ロームཻ子ඍྔ
ۃ　13 ҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・ཻ࠭ඍྔ
              

第 ��ਤɹ第６号住居跡࣮ଌ図
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ϐοτ ３か所。̥１・̥ ２はਂ͞ 38 ・ɸ23ᶲで，഑置から主柱穴である。̥３はਂ͞ 26ᶲで，性֨不明である。

෴౔�  ２層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。第３・４層は貼床の構ங

土である。

౔૚ղઆ�          
１　黒 ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，粘土ϒロック・୸化物・
　　　　　　　　ロームཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子ඍྔ

３　黒 ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームϒロック ŋ ୸化物ඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

第 ��ਤɹ第６号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第６号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 77 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 314 ఺（坏 48，高台付椀３，高台付皿 16，甕類 247），須恵器ย 93 ఺（坏 14，蓋３，

高盤２，瓶類３，甕類 70，甑１）のほか，෴土にࠞ入したೄ文土器６఺（ਂ鉢），土製品２఺（土器ย錘），᛽１఺，

貼床の構ங土内にࠞ入した土師器ย 18 ఺（坏２，甕類 13，鉢１），須恵器ย̕఺（坏７，甕類２）も出土し

ている。215 ～ 218 は෴土中からそれͧれ出土しているほか，෴土下層から土師器ยや須恵器ยがଟྔに出土

している。いͣれもഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。

第̓号ॅډ跡（第 78・79 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17d7 区，標高 8.0 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 20 号住居跡を掘りࠐみ，第４・21 号住居，第 12 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　床面がほぼ࿐出した状ଶで確認したたΊ，長࣠ܗ໛ͱن 3.83 ｍ，短࣠ 3.79 ｍしか確認できなかͬた。平

面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定でき，主࣠ํ޲は̣－ 20 －˃̬である。

চ　ほぼ平ୱな貼床で，中ԝ部が౿みݻΊられている。貼床は下部にロームϒロック，粘土ཻ子を含Μͩ第３

～７層を，上部にম土ཻ子，୸化ཻ子，粘土ཻ子を含Μͩకまりのڧい第２層を積み上͛て構ங͞れている。

ᜱ 北นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 98ᶲで，೩ম部෯は 47ᶲである。କ部はロームϒ

ロックや粘土ϒロックを含Μͩ第５～７層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面をएׯ掘りࠐΜでおり，

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

215 土師器 坏 10.7 3.4 6.0 石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ઙԫᒵ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り ෴土中 60ˋ

PL24
217 土師器 坏 ʦ13.6ʧ 4.2 ʦ6.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏ

き　ఈ部調整不明 ෴土中 40ˋ

216 須恵器 坏 ʦ12.6ʧ （4.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り ෴土中 ５ˋ

218 土師器 高台付皿 ʦ14.2ʧ （1.7） － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り ෴土中 20ˋ
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火床面は੺มߗ化していない。Ԏ道部はน֎に 50ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに立ͪ上がͬている。

ᜱ౔૚ղઆ��         
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
２　黒 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　４ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子・
　　　　　　　　粘土ཻ子ඍྔ

׊　５ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子গྔ
６　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックඍྔ
７　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

              

第 ��ਤɹ第７号住居跡࣮ଌ図

෴౔  ୯一層で，一部しか遺ଘしていないたΊ，ଯ積状گは不明である。第２～７層は貼床の構ங土である。

౔૚ղઆ           
１　灰 ׊ 色　୸化ཻ子・粘土ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
２　ઙ ԫ 色　粘土ཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
３　灰 ׊ 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，
　　　　　　　　粘土ཻ子ඍྔ
４　黒 ׊ 色 ロームཻ子 ŋ ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子 ŋ 粘土ཻ子গྔ

５　灰 ԫ ׊ 色　ロームཻ子ଟྔ，粘土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
６　灰 ׊ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子中ྔ
７　黒 ׊ 色　ロームϒロック中ྔ，粘土ཻ子গྔ，ম土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
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第７号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 79 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย８఺（坏１，高台付椀６，甕１），須恵器ย 14 ఺（坏１，高台付坏１，盤２，高盤７，

長頸瓶３），土製品１఺（球状土錘），石器１఺（砥石）のほか，貼床の構ங土内にࠞ入したೄ文土器ย 22 ఺

（ਂ鉢），໻生土器ย１఺（壺），土師器ย 720 ఺（坏 59，高坏５，鉢 50，甕類 604，甑２），須恵器ย 335 ఺（坏

176，蓋 53，甕類 106）も出土している。222 はೆ部の床面から出土している。220 はೆ部，221 は੢部の෴土

上層から，219・%P12・̦５は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

第 �9ਤɹ第７号住居跡出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

219 須恵器 坏 13.0 ç4.5 ç6.2 長石・石ӳ ԫ灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ
り࡟ ෴土中 60ˋ

220 須恵器 高台付坏 ʦ13.8ʧ ç6.3 çʦ9.6ʧ 長石・石ӳ ઙԫ ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ෴土上層 30ˋ

221 須恵器 盤 ʦ15.4ʧ ç4.4 10.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ෴土上層 70ˋ

222 土師器 甕 ʦ21.0ʧ （21.6） － 長石・石ӳ ᒵ ී通 ମ部下൒ૈいॎ位のϔラຏき 床面 20ˋ
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第̕号ॅډ跡（第 80 図）

Ґஔ　２区ೆ੢部の̗ 17f5 区，標高 8.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

֬ೝঢ়گ ද土আڈऴྃޙ，調査区内の地දΑり 50ᶲほど高い位置で，࠶ଯ積層である黒׊色土内に遺構の

அ面を確認した。Θͣかな෴土と薄い平ୱな貼床が確認できたことから住居跡と判அし，遺ଘしている部分の

調査を行ͬた。

ॏෳؔ܎　第２号住居跡を掘りࠐみ，第̕・13 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　北東部を第̕号土坑に，ೆ੢部を第ܗ໛ͱن 13 号土坑に掘りࠐまれている。ೆ東部は調査区Ҭ֎へԆͼ

ており，北੢部が࡟平͞れていることなどから，北東・ೆ੢࣠ 2.95 ｍ，北੢・ೆ東࣠ 0.30 ｍしか確認できな

かͬた。平面形，主࣠ํٴ޲ͼน高は不明である。

চ　平ୱな貼床で，中ԝ部が౿みݻΊられている。貼床は，下部に粘土ཻ子をগྔ含Μͩ第４・６層を，上部

に粘土ཻ子をଟྔに含Μͩకまりのڧい第５層を薄く平ୱに積み上͛て構ங͞れている。

෴౔ ３層に分層できる。ম土ཻ子をଟྔに含Μでおり，不ࣗવなଯ積状گであることから埋Ί໭͞れている。

第４～６層は貼床の構ங土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 37 ఺（甕類），須恵器ย３఺（坏１，甕類２），灰釉陶器ย１఺（椀）のほか，ࠞ入

した᛽１఺も出土している。223 はೆ੢部の෴土下層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

౔૚ղઆ��         
１　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・୸化ཻ子・粘土ཻ子গྔ，ཻ࠭
　　　　　　　　ඍྔ
２　明 ੺ ׊ 色　ম土ϒロックଟྔ，୸化ཻ子ඍྔ
３　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・粘土ཻ子ඍྔ

４　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，粘土ཻ子ඍྔ
５　黒 ׊ 色　粘土ཻ子ଟྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
６　灰 ԫ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ম土ϒロック・ロームཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ

第 ��ਤɹ第̕号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

番号 器種 ܘ ް ͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P12 球状土錘 2.8 2.6 0.8 16.3 土（長石・石ӳ・Ӣ฼）一ํ޲からઠ孔　ࢦ಄ࠟ ෴土中 PL29

番号 器種 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̦５ 砥石 （8.0） 8.4 3.2 （251.0）粘板ؠ அ面長ํ形　砥面４面 ෴土中
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第 ��号ॅډ跡（第 81・82 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17c3 区，標高 8.0 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

֬ೝঢ়گ ද土আڈऴྃޙ，調査区内の地දΑり 50ᶲほど高い位置で，࠶ଯ積層とみられる黒׊色土内に遺

構のஅ面を確認した。෴土と薄い平ୱな貼床が確認できたことから住居跡と判அし，遺ଘしている部分の調査

を行ͬた。

ॏෳؔ܎ 第６・23 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　北部は調査区Ҭ֎へԆͼており，ೆܗ໛ͱن 部は࡟平͞れていることから，北東・ೆ ੢࣠は 3.30 ｍで，北੢・

ೆ東࣠は 0.62 ｍしか確認できなかͬた。平面形，主࣠ํ޲は不明である。น高は 32ᶲで，֎܏して立ͪ上が

ͬている。

চ　平ୱな貼床で，中ԝ部が౿みݻΊられている。貼床は，粘土ϒロックをগྔ含Μͩ第４・５層をશମに埋

Ίているが，中ԝ部付ۙのܘ 50ᶲのൣғにͩけ，ཻ࠭や粘土ཻ子含Μͩ第３層を薄く積み重ねて構ங͞れて

いる。

෴౔  ２層に分層できる。レンズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。第３～５層は貼床の構ங土であ

る。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 253 ఺（坏 67，高台付椀３，高台付皿１，甕類 182），須恵器ย 38 ఺（甕類 36，甑２），

土師質土器ย１఺（羽釜），鉄製品１఺（ఝ）のほか，ྲྀれࠐΜͩ須恵器ย 31 ఺（坏 27，高台付坏２，盤１，

短頸壺１）も出土している。226 は中ԝ部の床面，224・225 は中ԝ部の෴土下層，̢８は෴土中からそれͧれ

出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世ل前༿に比定できる。

౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色 ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ϒロック・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色 ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ϒロック・
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ཻ࠭中ྔ，粘土ཻ子গྔ

４　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ϒロック・୸化物গྔ，
　　　　　　　　ロームཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ϒロック・ロームཻ子গྔ，
　　　　　　　　୸化物ඍྔ

第 ��ਤɹ第 10 号住居跡࣮ଌ図

第̕号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 80 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

223 灰釉陶器 椀 － （1.6） ʦ6.7ʧ 長石・石ӳ 灰ԫ 良޷ ఈ部ճసࢳ੾りޙ，高台貼り付け ෴土下層 10ˋ
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第 ��号ॅډ跡（第 83・84 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17d6 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 12 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

໛は床下の構଄から長࣠ن，出しているがݕঢ়　床面がほぼ࿐出した状ଶでܗ໛ͱن 4.46 ｍ，短࣠ 3.88 ｍと

ਪଌできる。平面形は長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 76 －˃̬である。น高は不明である。

চ　平ୱな貼床で，10 層に分層できる。中ԝ部のڱいൣғが౿みݻΊられている。貼床は下部にロームϒロ

ックやম土ϒロック，粘土ϒロックを含Μͩやや層ްのある第７～ 10 層を埋Ίて，上部にకまりのڧいロー

ムϒロックやম土ϒロック，粘土ཻ子を含Μͩ第１～６層を薄く積み重ねて構ங͞れている。

ᜱ ੢นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 70ᶲで，೩ম部෯は 46ᶲである。କ部はロームཻ

子や粘土ཻ子を含Μͩ第５・６層を基部とし，土師器の甕をิࡐڧとして྆କに埋設してपғに粘土ཻ子を含

Μͩ第３・４層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面を 20ᶲ掘りࠐΜで，貼床の構ங土である第̕～

షচ౔૚ղઆ           
１　灰 ԫ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームϒロックඍྔ
２　҉ ׊ 色　ম土ཻ子গྔ，ロームϒロック ŋ 粘土ཻ子ඍྔ
３　黒 ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子 ŋ 粘土ཻ子ඍྔ
４　灰 ԫ ׊ 色　粘土ཻ子ଟྔ，ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子・粘土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
６　黒 ׊ 色　ম土ϒロック ŋ 粘土ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ

７　黒 ׊ 色　ম土ཻ子গྔ，ロームϒロック ŋ 粘土ϒロック ŋ
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
８　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
׊　̕ 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ϒロック・粘土ϒロック
　　　　　　　　ඍྔ
10　にͿい׊色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 ��ਤɹ第 10 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 10 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 82 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

224 土師器 高台付椀 ʦ15.8ʧ （4.2） － 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟り　高

台ܽଛ ෴土下層 40ˋ

225 土師器 高台付皿 ʦ13.2ʧ （2.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 内面ຎ໓にΑる調整不明　ఈ部ճసࢳ੾り
高台貼り付け，ޙ ෴土下層 40ˋ

226 土師質土器 羽釜 － （6.5） － 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ֎面φσ　௳部貼り付け 床面 ５ˋ

番号 器　種 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢８ ఝ （6.1） 0.6 0.6 （7.85） 鉄 அ面ํ形　಄部ܽଛ ෴土中
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11 層の上に粘土ϒロックや粘土ཻ子を含Μͩ第１・２層を埋土して構ங͞れている。火床面はややӈକدり

に位置しており，火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 40ᶲ掘りࠐまれている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　竈のକ部から甕２఺，平瓦１఺が出土しているほか，貼床の構ங土内にࠞ入したೄ文土器ย

51 ఺（ਂ鉢），土師器ย 856 ఺（坏 161，高台付皿１，高坏２，甕類 692），須恵器ย 304 ఺（坏 165，高盤５，

蓋 22，瓶類２，甕類 110），石器１఺（石᭲），土製品１఺（紡錘車），鉄ᕥ１఺，᛽１఺，瓦２఺（平瓦）も

出土している。231・̩６は竈のӈକ部内，230 は竈のࠨକ部内からٯ位の状ଶで，̩５は竈の෴土下層から

それͧれ出土している。227 ～ 229，%P13 は貼床の構ங土内からそれͧれ出土しており，ࠞ 入したものである。

̩５はԜ面がমけているが，出土状گから竈の部ࡐか൱かは不明である。貼床の構ங土内から出土している土

師器ยや須恵器ยは，古墳時代から平安時代まで෯޿い時期のものである。

ॴݟ　時期は，竈に付設͞れた土器と貼床の構ங土内からの出土した土器から̕世ޙل൒とਪ定できる。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　粘土ϒロックগྔ，ロームϒロック・ম土ϒ
　　　　　　　　ロック・୸化物ඍྔ
２　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子 ŋ 粘土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・୸化物গྔ，ロームϒロック・
　　　　　　　　粘土ϒロックඍྔ
４　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子・
　　　　　　　　粘土ཻ子ඍྔ
ۃ　５ ҉ ׊ 色　ম土ཻ子・ロームཻ子গྔ，୸化物・粘土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ

６　にͿい׊色　ロームཻ子・粘土ཻ子গྔ
７　҉ ׊ 色　貼床土層第２層とಉ一
８　黒 ׊ 色　貼床土層第３層とಉ一
̕　黒 ׊ 色　貼床土層第８層とಉ一
׊　10 色　貼床土層第̕層とಉ一
11　にͿい׊色　ロームϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

              

第 �3ਤɹ第 11 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��ਤɹ第 11 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 ��号ॅډ跡（第 85 ～ 87 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17c5 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 13・16・17・32 号住居跡を掘りࠐみ，第 16 号土坑に掘りࠐまれている。੢部おΑͼೆ東部はݱ

代のਖ穴に֧ཚ͞れている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 4.40 ｍ，短࣠ 3.44 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 22 －˃̚である。น高は 20 ～ 34ᶲで，֎

。して立ͪ上がͬている܏

চ　平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。竈前面のܘ 50ᶲほどのൣғͩけは貼床で，下部に粘土ཻ子を含

Μͩ第８層を，上部にম土ϒロックを含Μͩ第７層と粘土ཻ子を含Μͩ第６層を薄く積み上͛て構ங͞れてい

る。北東コーφー部のน下にはน溝が८ͬている。

ᜱ 北นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 112ᶲで，೩ম部෯は 60ᶲである。କ部はӈକ部に

土師器甕をิࡐڧとして埋設し，पғに粘土ཻ子を含Μͩ第̕層を積み上͛て構ங͞れている。竈の෴土は埋

Ί໭͞れており，内部をյしたたΊか火床面は遺ଘしていない。Ԏ道部はน֎に 66ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに

立ͪ上がͬている。

ϐοτ 北東コーφー部に位置している。ਂ ͞は 32ᶲで，ほかのコーφー部にはピットがଘ在しないことから，

性֨不明である。

෴౔ ５層に分層できる。ロームϒロックが֤層に含まれていることから埋Ί໭͞れている。第６～８層は貼

床の構ங土である。           

ᜱ౔૚ղઆ           
１　灰 ׊ 色 粘土ཻ子গྔ，ロームϒロック・ম土ϒロック・
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
２　にͿい੺׊色　粘土ཻ子中ྔ，ম土ϒロック ŋ ロームཻ子গྔ
３　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子গྔ，୸化物 ŋ ロームཻ子 ŋ 粘土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
色　ম土ϒロック・୸化物・ロームཻ子・粘土ཻ子׊੺҉ۃ　４
　　　　　　　　ඍྔ
５　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック中ྔ，୸化物・粘土ཻ子গྔ，
　　　　　　　　ロームཻ子ඍྔ

６　灰 ׊ 色　粘土ཻ子ଟྔ，ロームཻ子ඍྔ
７　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ཻ子গྔ，ロームϒロック
　　　　　　　　ඍྔ
８　黒 ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームϒロック・ম土ϒロック・
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
̕　灰 ׊ 色　粘土ཻ子中ྔ，ロームϒロックඍྔ

              

第 11 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 84 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

227 土師器 坏 ʦ13.5ʧ 4.0 6.0 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏ

き　ఈ部ճసϔラ࡟り
貼床構ங土
内 50ˋ

228 須恵器 坏 ʦ13.8ʧ 3.8 ʦ5.6ʧ 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 にͿい੺׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ

り࡟
貼床構ங土
内 20ˋ

229 土師器 高台付皿 － （2.0） 5.9 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け

貼床構ங土
内 60ˋ

230 土師器 甕 ʦ19.0ʧ （9.3） － 長石 ŋ 石ӳ ŋ
੺色ཻ子 ŋ 小᛽ ᒵ ී通 ԑ部֎・内面ԣφσޱ 竈କ部 20ˋ

231 土師器 甕 20.6 （8.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ԑ部֎・内面ԣφσޱ 竈କ部 20ˋ

番号 器種 ܘ ް ͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P13 紡錘車 4.3 1.4 0.9 26.6 土（長石） 円ਲ਼台形　ଆ面φσ 貼床構ங土
内 PL29

番号 種　別 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ ଻　土 ম　成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

̩５ 平瓦 （23.3） （14.5） （2.2） （1240） 長石・石ӳ ී通 ತ面長ೄୟき　Ԝ面෍目ࠟ　ೋ次ম成 竈෴土下層 PL28

̩６ 平瓦 （15.4） （10.0） （2.4） （454） 長石・石ӳ・Ӣ฼ ී通 ತ面長ೄୟき　Ԝ面෍目ࠟ 竈କ部 PL28
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 746 ఺（坏 88，高台付椀４，甕類 654），須恵器ย 340 ఺（坏 140，高台付坏４，盤２，

高盤̕，蓋 20，鉢２，瓶類 15，甕類 139，甑̕），石器１఺（砥石），瓦 13 ఺（丸瓦４，平瓦̕）のほか，ࠞ

入したೄ文土器ย̕఺（ਂ鉢）も出土している。̩̕は竈の෴土中層，238 は竈のӈକ部内からٯ位の状ଶで

それͧれ出土している。̦６は北部，233 は中ԝ部，̩７は東コーφー付ۙの床面から，235 は̥１の෴土中

層から，232・234・237 は中ԝ部の෴土下層からそれͧれ出土している。̩８は中ԝ部の床面と竈付ۙの෴土

下層から出土したഁยが઀߹している。いͣれもഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。236 は෴土

中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色 ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ϒロック・
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化物
　　　　　　　　ඍྔ
３　҉ ׊ 色　粘土ϒロックগྔ，ロームϒロック・ম土ϒ
　　　　　　　　ロック・୸化物ඍྔ
４　にͿいԫ׊色　ロームϒロック中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ

׊　５ 色　ロームϒロック中ྔ
６　੺ ׊ 色　ম土ϒロックଟྔ，ロームཻ子গྔ，粘土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
７　にͿいԫ׊色　粘土ཻ子ଟྔ，୸化物・ロームཻ子ඍྔ
８　҉ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームϒロック・ম土ϒロック
　　　　　　　　ඍྔ

第 ��ਤɹ第 14 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��ਤɹ第 14 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 14 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 86・87 図）

第 ��ਤɹ第 14 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

232 須恵器 坏 14.0 ç4.2 ç6.2 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ
り࡟ ෴土下層 100ˋ

PL24
233 須恵器 坏 14.7 ç4.1 ç7.0 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ

੺色ཻ子 にͿい׊ 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り
り࡟のϔラ޲一ํ，ޙ 床面 60ˋ

PL24
234 土師器 高台付椀 ʦ13.2ʧ ç4.3 ç6.4 長石・石ӳ・

੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ੾り
高台貼り付け　坏部・ఈ部に墨書ʮ˘ʯ，ޙ ෴土下層 30ˋ

PL25ŋ26
235 土師器 高台付椀 13.0 ç4.3 ç6.1 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ部内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟り

高台貼り付け，ޙ P1 ෴土中層 60ˋ

236 須恵器 鉢 19.4 ç9.7 ʦ12.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき　下୺ԣ位のϔラ࡟り　
内面当て۩ࠟ ෴土中 60ˋ

237 須恵器 鉢 ʦ32.0ʧ （16.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 良޷ ମ部ॎ位の平行ୟき　内面当て۩ࠟ ෴土下層 ５ˋ

238 土師器 甕 ʦ22.2ʧ 32.2 ç7.4 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部下൒ॎ位のϔラຏき　下୺ԣ位のϔラ࡟

り　ఈ部木༿ࠟ 竈କ部 40ˋ

番号 器　種 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̦６ 砥石 （9.4） ؠ灰ڽ（231.0） 4.1 5.1 砥面４面　அ面長ํ形　ਕ物ࠟ 床面

番号 種　別 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ ଻　土 ম　成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

̩７ 丸瓦 （23.6） （11.3） 1.5～
1.9 （720） 長石・石ӳ・Ӣ฼ ී通 ತ面ϔラ࡟り　Ԝ面෍目ࠟ 床面 PL28

̩８ 丸瓦 （16.6） 17.9 1.5～
2.3 （903） 長石・石ӳ・Ӣ฼ ී通 ತ面ϔラ࡟り　ম土付着　Ԝ面෍目ࠟ 床面

෴土下層
̩̕ 丸瓦 （16.6） 17.9 1.2～

1.4 （728） 長石・石ӳ・Ӣ฼ ී通 ತ面長ೄୟき　Ԝ面෍目ࠟ 竈෴土中層 PL28

̩ 10 平瓦 ç（8.4） ç（5.8） 2.4 （177） 長石・石ӳ・Ӣ฼ ී通 ತ面長ೄୟき　Ԝ面෍目ࠟ ෴土中 PL28
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第 ��号ॅډ跡（第 88 ～ 90 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17d4 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 16・41 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 4.24 ｍ，短࣠ 3.43 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 17 －˃̚である。น高は 10ᶲで，֎܏し

て立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，竈前面からೆ੢部にかけてのઙいくぼみ２か所ͩけは貼床で，中ԝ部が౿みݻΊられている。貼

床のൣғは明確にଊえることができなかͬたが，竈前面のくぼみには粘土ཻ子，ཻ࠭を含Μͩ第５層を薄く積

み上͛，ೆ੢部のくぼみにはロームϒロックを含Μͩ第６層を埋Ίて構ங͞れている。

ᜱ 北นに付設͞れている。竈のࠨକ部は֧ཚ͞れているたΊ，೩ম部෯は 67ᶲしか確認できなかͬた。ӈ

କ部は粘土ϒロックを含Μͩ土を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面を 14ᶲ掘りࠐΜで，粘土ϒロッ

ク，ロームཻ子，ཻ࠭を含Μͩ第７～̕層を埋Ίて構ங͞れている。火床面は੺มߗ化していない。遺ଘして

いるԎ道部はน֎に 60ᶲ掘りࠐまれ，Ԟนで௚立している。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　にͿい੺׊色 ম土ϒロック中ྔ，粘土ϒロック・ロームཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子・ཻ࠭গྔ
׊　２ 灰 色　粘土ϒロック・ཻ࠭中ྔ，ম土ཻ子গྔ，
　　　　　　　　ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ 色　ম土ϒロック・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ローム
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
４　灰 ׊ 色　粘土ཻ子・ཻ࠭ଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

５　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
６　黒 色　ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
７　にͿいᒵ色　ম土ϒロック中ྔ，粘土ϒロック・ཻ࠭গྔ，
　　　　　　　　ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
８　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̕　黒 ׊ 色　粘土ϒロック・ཻ࠭গྔ，ロームϒロック・
　　　　　　　　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
              

第 ��ਤɹ第 15 号住居跡࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 399 ఺（坏 15，高台付椀２，甕類 382），須恵器ย 145 ఺（坏 53，高台付坏１，盤

１，蓋 17，鉢類 47，甕類 26），鉄製品１఺（ఝ）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย６఺（ਂ鉢）も出土している。

240・244 は竈の前面の床面から，247 は竈の෴土下層，241・242・246 は竈の෴土中層，243・245 は竈の前面

の෴土中層から下層にかけてそれͧれ出土している。竈内あるいはそのपลに土器ยが集中して出土しており，

ഇઈ時の埋Ί໭しのࡍに౤͞غれたものとみられる。239 はೆ部の෴土下層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

෴౔ ４層に分層できる。ম土ϒロックや粘土ϒロックをଟྔに含Μでいる不ࣗવな状گから埋Ί໭͞れてい

る。第５・６層は貼床の構ங土である。

౔૚ղઆ
１　灰 ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ
２　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭
　　　　　　　　গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色 粘土ϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭গྔ，
　　　　　　　　ロームཻ子ඍྔ

４　黒 ׊ 色　粘土ཻ子・ཻ࠭ଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
５　黒 色　ロームཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭ଟྔ，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
׊　６ 色　ロームϒロック中ྔ，粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ

第 �9ਤɹ第 15 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 �9号ॅډ跡（第 91・92 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17d9 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 18・22 号住居跡，第 39 号土坑を掘りࠐみ，第３号住居，第 20 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　東൒部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，長࣠はܗ໛ͱن 4.09 ｍで，短࣠は 3.60 ｍしか確認できなかͬた。

平面形は長ํ形とਪ定でき，主࣠ํ޲は̣－ 23 －˃̚である。น高は 20 ～ 90ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱな貼床で，中ԝ部が౿みݻΊられている。貼床は，下部にロームϒロック，ম土ϒロックを含Μͩ第

10・11 層を，上部にロームϒロックを含Μͩకまりのڧい第８・̕層を平ୱに積み上͛て構ங͞れている。

ᜱ 北นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 102ᶲで，೩ম部෯は 44ᶲである。କ部は粘土ཻ子

をଟྔ含Μͩకまりのڧい第６層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面を 20ᶲ掘りࠐΜで，ロームཻ子，

ম土ཻ子を含Μͩ第７～ 12 層を埋Ίて構ங͞れている。火床面は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน

֎に 28ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上がͬている。

෴౔ ７層に分層できる。第２層はࣗવଯ積で，第３～７層は不ࣗવなଯ積状گから埋Ί໭͞れている。第 1

層は本跡が埋຅したޙにଯ積した黒色粘質土で，第８～ 11 層は貼床の構ங土である。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームϒロック・粘土ཻ子　
　　　　　　　　ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ম土ཻ子 ŋ 粘土ཻ子গྔ，ロームϒロックඍྔ
３　੺ ׊ 色　ম土ϒロック ŋ 粘土ཻ子中ྔ，ロームཻ子ඍྔ
４　҉ ׊ 色 ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子・
　　　　　　　　粘土ཻ子ඍྔ
５　੺ ׊ 色　ম土ཻ子ଟྔ，ロームཻ子・粘土ཻ子ඍྔ
６　灰 ׊ 色　粘土ཻ子ଟྔ，ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ　

７　明 ੺ ׊ 色　ম土ϒロックଟྔ，粘土ཻ子ඍྔ
８　҉ ੺ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・粘土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
̕　黒 色　ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子ඍྔ
10　҉ ׊ 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ
׊　11 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子・粘土ཻ子গྔ
׊　12 色　ロームϒロックগྔ
              

第 9�ਤɹ第 15 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 15 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 89・90 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

239 土師器 坏 16.7 ç4.4 8.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土下層 90ˋ

PL24
240 土師器 坏 15.3 ç3.9 6.7 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ

੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ఈ部ճసϔラ࡟り 竈前面 80ˋ

PL24
241 須恵器 坏 11.9 ç4.3 6.0 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ

੺色ཻ子 ҉灰ԫ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り
り࡟のϔラ޲一ํ，ޙ 竈෴土中層 70ˋ

242 須恵器 坏 ʦ13.4ʧ ç4.8 7.1 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 良޷ ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り　
ఈ部にϔラ書きʮ˘ʯ 竈෴土中層 50ˋ

PL24ŋ26
243 土師器 高台付椀 13.5 ç3.8 6.4 長石・石ӳ・

੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け 竈෴土下層 80ˋ

PL25
244 土師器 高台付椀 ʦ13.2ʧ ç4.6 6.8 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ

੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け 竈前面 50ˋ

245 須恵器 蓋 － ç（2.8） － 長石・石ӳ 灰 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟り 竈෴土中層 ５ˋ

246 須恵器 鉢 ʦ30.6ʧ （18.7） － 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 ମ部ԣ位の平行ୟき　内面当て۩ࠟ 竈෴土中層 10ˋ

247 須恵器 鉢 ʦ31.2ʧ ç9.0 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき 竈෴土下層 ５ˋ
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 372 ఺（坏 33，高台付椀１，甕類 338），須恵器ย 158 ఺（坏 94，蓋８，盤̕，高盤３，

甕類 44）のほか，෴土にࠞ入したೄ文土器ย 26 ఺（ਂ鉢），໻生土器ย７఺（壺），石器１఺（石๮カ），᛽７

఺，貼床の構ங土内にࠞ入したೄ文土器ย１఺（ਂ鉢），土師器ย４఺（甕類）も出土している。250・251 は

竈付ۙ，252 は中ԝ部の෴土下層からそれͧれ出土しており，ഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。

248・249 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
３　にͿい׊色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化物　　
　　　　　　　　ඍྔ
４　҉ ੺ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックগྔ，粘土ཻ子　
　　　　　　　　ඍྔ
５　҉ ੺ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ϒロック　
　　　　　　　　গྔ，୸化物ඍྔ

６　にͿいᒵ色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ཻ子গྔ
ۃ　７ ҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子　
　　　　　　　　ඍྔ
８　黒 ׊ 色　ロームϒロック中ྔ
̕　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ・ম土ϒロックඍྔ
10　黒 色　ロームϒロック・ম土ϒロックඍྔ
11　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子ඍྔ

第 9�ਤɹ第 19 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��号ॅډ跡（第 93・94 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17e8 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

֬ೝঢ়گ  床面が࿐出した状ଶで確認した。調査区のน面に࠶ଯ積層である黒׊色土内から本跡の෴土を確認

している。

ॏෳؔ܎ 第７・20 号住居跡，第 18 号土坑を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　ೆ੢コーφー部付ۙは調査区Ҭ֎へԆͼており，北੢・ೆ東࣠ܗ໛ͱن 3.45 ｍ，北東・ೆ੢࣠ 3.40 ｍし

第 9�ਤɹ第 19 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 19 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 92 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

248 須恵器 坏 ʦ12.6ʧ ç4.9 çʦ6.8ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ
り࡟ ෴土中 30ˋ

249 須恵器 盤 ʦ17.8ʧ ç3.6 ʦ10.4ʧ 長石・石ӳ 灰 良޷ ロクロφσ ෴土中 10ˋ

250 須恵器 高盤 24.6 14.1 14.0 長石・石ӳ・Ӣ฼・
小᛽ 灰 良޷ 盤部下୺ճసϔラ࡟り　ಁかし３孔　盤部内

面に漆付着　　 ෴土下層 90ˋ
PL26

251 土師器 甕 ʦ11.4ʧ ç（8.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟りޙ，ॎ位のϔラຏき ෴土下層 20ˋ

252 土師器 甕 20.1 （20.3） － 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 明੺׊ ී通 ମ部下൒ॎ位のϔラຏき ෴土下層 30ˋ
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 215 ఺（坏 17，高台付椀１，高盤２，甕類 194，甑１），須恵器ย 41 ఺（坏 16，高

台付坏２，盤１，蓋８，甕類 14），鉄製品１఺（ఝ）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย̕఺（ਂ鉢），土師器ย５

఺（器台３，高坏１，壺１），᛽１఺も出土している。̢̕は中ԝ部の床面，253・254 は෴土中からそれͧれ

出土している。いͣれもഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

෴౔ 調査区のน面で３層，床上で１層を確認しており，４層に分層できる。શ༰は明らかでないが，ローム

ϒロックやম土ϒロックが主ମであることから埋Ί໭͞れている。第５層は貼床の構ங土である。

か確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定でき，主࣠ํ޲は̣－ 70 －˃̬である。น高は調査

区のน面で 57ᶲ，֎܏して立ͪ上がͬていることを確認した。

চ　平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。北นの一部ͩけは貼床で，ロームϒロックを含Μͩ第５層を埋Ί

ている。

ᜱ ੢นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 80ᶲで，೩ম部෯は 50ᶲである。ࠨକ部は粘土ϒ

ロック，ロームཻ子を含Μͩ第３・４層を積み上͛て構ங͞れている。ӈକ部は床面に粘土ϒロックを貼り付

けたΘͣかなࠟ跡しか確認できなかͬた。火床部は床面とほぼಉ͡高͞で，火床面は火をडけて੺มߗ化して

いる。Ԏ道部はน֎に 14ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上がͬている。

౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　୸化物গྔ，ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ
　　　　　　　　粘土ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロックඍྔ

３　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
４　黒 色　ロームཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ 色　ロームϒロック中ྔ

ᜱ౔૚ղઆ           
１　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック ŋ ロームཻ子গྔ，粘土ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，粘土ϒロック・୸化物・
　　　　　　　　ロームཻ子ඍྔ

３　にͿいԫ׊色　粘土ϒロックଟྔ，ロームཻ子ඍྔ
４　黒 色　粘土ϒロック・ロームཻ子ඍྔ
              

第 93ਤɹ第 21 号住居跡࣮ଌ図
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第 �3号ॅډ跡（第 95 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17c3 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 16・32・41 号住居跡を掘りࠐみ，第６・10 号住居，第 3 号掘立柱建物に掘りࠐまれている。

ঢ়　北部が調査区Ҭ֎へԆͼていることや，第６・10ܗ໛ͱن 号住居に掘りࠐまれているたΊ，ೆ北࣠，東

੢࣠ともに 4.10 ｍしか確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定͞れ，主࣠ํ޲は不明である。

น高は 24ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱな貼床で，શମが౿みݻΊられている。ೆ東部ͩけは貼床で，下部にロームϒロック，ম土ϒロック

を含Μͩ第５・６層を，上部にロームϒロック，粘土ཻ子，ཻ࠭を含Μͩ第４層を薄く積み上͛て構ங͞れて

いる。ೆนの一部のน下には，น溝が८ͬている。

෴౔ ３層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گから埋Ί໭͞れている。第４～６層は貼床の構ங土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 796 ఺（坏 68，高台付椀３，甕類 725），須恵器ย 278 ఺（坏 128，高台付坏 15，蓋

32，高盤̕，甕類 94），土製品２఺（球状土錘）のほか，෴土にࠞ入したೄ文土器 19 ఺（ਂ鉢），土師器ย１఺

（高坏），᛽１఺，貼床の構ங土内にࠞ入したೄ文土器ย１఺（ਂ鉢），土師器ย 23 ఺（坏７，甕類 16），須恵

器ย 11 ఺（坏６，甕類５）も出土している。255 は北東部，256 は東部の床面，%P14・%P15 は෴土中からそ

れͧれ出土している。ほかに，埋Ί໭しのࡍに౤͞غれたとみられる土器ยが෴土中からଟྔに出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　୸化物・ロームཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，　　
　　　　　　　　ম土ϒロックඍྔ
２　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ϒロック・ཻ࠭中ྔ，୸
　　　　　　　　化物・ロームཻ子গྔ
３　黒 ׊ 色 ম土ϒロック・୸化ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ，
　　　　　　　　ロームཻ子গྔ

４　にͿいԫ׊色 ロームϒロック・粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
５　黒 ׊ 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロックগྔ，୸化ཻ子 ŋ
　　　　　　　　粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
６　黒 ׊ 色　ロームϒロックଟྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ

第 9�ਤɹ第 21 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 21 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 94 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

253 須恵器 坏 ʦ12.4ʧ （4.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り ෴土中 30ˋ

254 土師器 高台付坏 ʦ12.7ʧ 5.2 6.7 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟り

高台貼り付け，ޙ ෴土中 50ˋ

番号 器　種 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢̕ ఝ (11.5) 0.7 0.8 （34.7） 鉄 அ面長ํ形　྆୺ܽଛ 床面 PL29
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第 ��号ॅډ跡（第 96・97 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17c9 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 28・29 号住居跡，第４・５・６号掘立柱建物跡を掘りࠐみ，第 32 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 4.30 ｍ，短࣠ 3.18 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 18 －˃̚である。น高は４～ 12ᶲで，֎

。して立ͪ上がͬている܏

第 9�ਤɹ第 23 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 23 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 95 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

255 須恵器 高台付坏 ʦ14.6ʧ 5.9 ʦ9.2ʧ 長石・石ӳ 灰 良޷ ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け 床面 30ˋ

256 須恵器 蓋 － （2.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟り 床面 ５ˋ

番号 器　種 ܘ ް ͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P14 球状土錘 2.6 2.3 0.8 12.4 土（長石・石ӳ） φσ　一ํ޲からઠ孔 ෴土中 PL29

%P15 球状土錘 2.3 1.9 0.5 ç6.4 土（長石・石ӳ） φσ　一ํ޲からઠ孔 ෴土中 PL29
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চ　平ୱな貼床で，中ԝ部が౿みݻΊられている。貼床は粘土ཻ子を含Μͩ第２層を埋Ίて，構ங͞れている。

ᜱ 北นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 74ᶲで，೩ম部෯はࠨକ部をน面に貼り付けたࠟ

跡から，66ᶲを確認した。ӈକ部は粘土ཻ子を含Μͩ第６・７層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床

面とほぼಉ͡高͞を使用しており，火床面は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 40ᶲ掘りࠐまれ，

。して立ͪ上がͬている܏֎

෴౔ ୯一層で，含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。第２層は貼床の構ங土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 159 ఺（坏 30，高台付椀１，甕類 128），須恵器ย 97 ఺（坏 43，高台付坏１，蓋６，

甕類 40，甑７），灰釉陶器ย１఺（瓶類），鉄製品１఺（不明），瓦１఺（平瓦）のほか，貼床の構ங土内に

ࠞ入した土師器ย 59 ఺（坏１，甕類 58），須恵器ย 13 ఺（坏７，高盤１，鉢１，甕類４）も出土している。

257 は中ԝ部の床面，258・̢ 10 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ�          
１　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ম土ϒロック ŋ ロームཻ子ඍྔ
３　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームϒロック ŋ ୸化物 ŋ
　　　　　　　　粘土ཻ子ඍྔ　　

　　　　　　　
４　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子・粘土ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ
５　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ
６　ԫ ׊ 色　粘土ཻ子中ྔ，ロームཻ子গྔ
７　҉ ׊ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子গྔ

౔૚ղઆ�          
１　҉ ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームϒロック ŋ ୸化物 ŋ
　　　　　　　　粘土ཻ子ඍྔ

ۃ　２ ҉ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームϒロックඍྔ

第 9�ਤɹ第 24 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��号ॅډ跡（第 98・99 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17a7 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎  第８・26・27・39 号住居跡，第８号掘立柱建物跡，第２号溝跡を掘りࠐみ，第 19・40・41 号土坑

に掘りࠐまれている。

第 9�ਤɹ第 25 号住居跡࣮ଌ図

第 9�ਤɹ第 24 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 24 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 97 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

257 土師器 坏 ʦ12.0ʧ （4.1） － 長石・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏ

き 床面 20ˋ

258 土師器 高台付椀 － （2.8） 7.4 長石・Ӣ฼ 明੺׊ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り
高台貼り付け，ޙ ෴土中 30ˋ

番号 器　種 長  ͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢ 10 不明鉄製品 （5.0） 0.9～1.3 0.7 （19.5） 鉄 அ面長ํ形　྆୺ܽଛ　ఝϱ ෴土中
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ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 3.58 ｍ，短࣠ 3.34 ｍのํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 65 －˃̬である。น高は２～ 10ᶲで，֎܏

して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱな貼床で，中ԝ部が౿みݻΊられている。ೆ部ͩけは貼床で，下部にロームϒロック，ম土ϒロック

を含Μͩ第３層を，上部にロームϒロックを含Μͩకまりのڧい第２層を積み上͛て構ங͞れている。

ᜱ 北੢นに竈の掘ํの一部を確認した。遺ଘしているن໛は，長࣠ 64ᶲ，短࣠ 54ᶲで，平面形は֯ࡾ形であ

る。床面を６ᶲ掘りࠐΜでおり，෴土にম土ϒロック，粘土ཻ子，୸化物を含Μでいる。

第 ��号ॅډ跡（第 100 図）

Ґஔ　２区北東部の̗ 17a7 区，標高 8.0 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 27 号住居跡，第７・８号掘立柱建物跡を掘りࠐみ，第 25 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　北੢部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北東ܗ໛ͱن ŋ ೆ੢࣠は 4.13 ｍで，北੢ ŋ ೆ東࣠は 2.25 ｍしか

確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主࣠ํ޲は不明である。น高は調査区のน

面で 74ᶲを確認しており，௚立している。

চ　平ୱな貼床で，中ԝ部が౿みݻΊられている。貼床は下部にロームϒロックを含Μͩ第６層を埋Ίて，上

部にম土ཻ子，粘土ཻ子を含Μͩ第３～５層を薄く積み上͛て構ங͞れている。

෴౔  ２層に分層できる。含有物はϒロックが主ମで，不ࣗવなଯ積状گから埋Ί໭͞れている。第３～６層

は貼床の構ங土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 210 ఺（坏 21，甕類 189），須恵器

ย 93 ఺（坏 30，高台付坏２，蓋１，鉢４，瓶類１，甕類

55），瓦２఺（平瓦）が出土している。TP19 は中ԝ部の෴

土上層，259 は෴土中からそれͧれ出土しており，いͣれの

土器も床面との高௿ࠩがほとΜどないことから，ഇઈޙのૣ

い段֊で౤͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

෴౔ ୯一層で，含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。第２・３層は貼床の構ங土である。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ম土ϒロック ŋ ୸化物 ŋ ロームཻ子ඍྔ              

౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ロームϒロック ŋ ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子গྔ
２　҉ ׊ 色 ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色 ロームϒロック ŋ ম土ཻ子 ŋ 粘土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ

׊　４ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子গྔ
׊　５ 色　ロームϒロック中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　６ 色 ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
׊　２ 色　ロームϒロックগྔ
׊　３ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロックඍྔ

第 99ਤɹ第25号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 25 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 99 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

259 須恵器 坏 ʦ13.4ʧ 4.4 ʦ5.8ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ
り࡟ ෴土中 ５ˋ

TP19 須恵器 鉢 － （7.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき ෴土上層 PL27
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 158 ఺（坏７，高盤２，甕類 149），須恵器ย 126 ఺（坏 61，高台付坏４，蓋８，甕

類 53）のほか，෴土にࠞ入したೄ文土器ย６఺（ਂ鉢），᛽１఺，貼床の構ங土内にࠞ入したೄ文土器ย１఺

（ਂ鉢），土師器ย 38 ఺（坏５，甕類 33），須恵器ย 25 ఺（坏 15，高台付坏１，蓋１，盤２，高盤３，甕類３）

も出土している。261 は貼床構ங土内，260 は෴土中からそれͧれ出土しているが，いͣれの土器も床面との

高௿ࠩがほとΜどないことから，ഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

第 ��� ਤɹ第 26 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 26 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 100 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

260 須恵器 坏 ʦ13.2ʧ 4.1 ʦ7.0ʧ 長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ଟํ޲のϔラ
　り࡟ ෴土中 30ˋ

261 須恵器 高台付坏 ʦ13.4ʧ 5.3 8.0 長石・石ӳ 灰 ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け 貼床構ங土
内 50ˋ
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第 ��号ॅډ跡（第 101 図）

Ґஔ　２区北東部の̗ 17a6 区，標高 8.0 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第８号掘立柱建物跡を掘りࠐみ，第 25・26 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　北・੢部は調査区Ҭ֎へԆͼており，ೆ・東部は第ܗ໛ͱن 25・26 号住居に掘りࠐまれているたΊ，東

੢࣠ 3.10 ｍ，ೆ北࣠ 1.10 ｍしか確認できなかͬた。平面形おΑͼ主࣠ํ޲は不明である。น高は調査区のน

面で 72ᶲを確認しており，௚立している。

চ　平ୱな貼床で，ೆนࡍをআいた޿いൣғが౿みݻΊられている。貼床はロームϒロックを含Μͩ第３層を

埋Ίて構ங͞れている。

෴౔  ２層に分層できる。一部しか確認できなかͬたが，含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れて

いる。第３層は貼床の構ங土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 15 ఺（甕類），須恵器ย６఺（坏５，鉢１）のほか，ࠞ 入したೄ文土器ย２఺（ਂ鉢），

瓦質土器ย１఺（ᖿᖻカ）も出土している。262 はೆ東部の床面からਖ਼位の状ଶで，TP20 はೆ東部の෴土下層

からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。本跡はಉ時期に比定できる第 26 号住居に掘りࠐまれ

ていることから，使用時期は短期間であͬたことがਪଌできる。

౔૚ղઆ�          
１　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子・
　　　　　　　　小᛽ඍྔ

２　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

第 ��� ਤɹ第 27 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 27 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 101 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

262 須恵器 坏 ʦ13.0ʧ 4.7 6.8 長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り
り࡟のϔラ޲一ํ，ޙ 床面 60ˋ

TP20 須恵器 鉢 － （5.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ 良޷ ֎面ࣼ位の平行ୟき ෴土下層 PL27
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第 33号ॅډ跡（第 102・103 図）

Ґஔ　２区北東部の̗ 17a8 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 34・36 号住居跡，第７号掘立柱建物跡を掘りࠐみ，第 38 号住居，第 34 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 3.35 ｍ，短࣠ 3.28 ｍのํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 87 －˃̬である。น高は５～ 16ᶲで，֎܏

して立ͪ上がͬている。

চ　ほぼ平ୱで，竈の前面が౿みݻΊられている。

ᜱ ੢นのややೆدりに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 90ᶲで，೩ম部෯は 54ᶲである。କ

部は粘土ཻ子を含Μͩ第７層を基部とし，粘土ϒロックを含Μͩకまりのڧい第６層を֎ଆに積み上͛て構ங

͞れている。火床部は床面とほぼಉ͡高͞を使用しており，火床面は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部は

น֎に 30ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに立ͪ上がͬている。

ϐοτ ５か所。̥１～̥４はਂ͞６～ 16ᶲで，഑置から主柱穴である。̥５はਂ͞６ᶲで，東นࡍの中ԝ

部に位置していることから，出入りࢪޱ設に伴うピットとਪ定できる。

෴౔ ５層に分層できる。含有物はϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　粘土ཻ子中ྔ，ম土ϒロック ŋ ロームཻ子ඍྔ
２　੺ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ম土ϒロック ŋ ロームཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子・粘土ཻ子ඍྔ
４　にͿい੺׊色　ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ

５　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
６　灰 ׊ 色　粘土ϒロックগྔ，୸化物・ロームཻ子・ম土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
７　にͿいԫ׊色　ロームཻ子・粘土ཻ子গྔ             

第 ��� ਤɹ第 33 号住居跡࣮ଌ図
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第 3�号ॅډ跡（第 104・105 図）

Ґஔ　２区北東部の̖ 17K9 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 34 号住居跡，第７号掘立柱建物跡を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 2.93 ｍ，短࣠ 2.38 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 28 －˃̚である。น高は 15 ～ 18ᶲで，֎

。して立ͪ上がͬている܏

চ　ほぼ平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。

ᜱ 北東นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 86ᶲで，೩ম部෯は 44ᶲである。କ部は粘土ϒ

ロックを含Μͩ第８層と，ロームཻ子を含Μͩ第７層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面とほぼಉ͡

高͞を使用しており，火床面は੺มߗ化していない。Ԏ道部はน֎に 30ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上がͬ

ている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 101 ఺（坏 16，高坏５，甕類 80），須恵器ย 117 ఺（坏 65，高台付坏８，盤１，蓋

10，高盤１，長頸瓶１，甕類 28，甑３）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย７఺（ਂ鉢），᛽̕఺も出土している。

264 は竈の火床面，265 は中ԝ部の床面からそれͧれ出土している。263 は北੢部と中ԝ部の床面からそれͧ

れ出土したഁยが઀߹している。いͣれもഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・粘土ϒロック・ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
２　にͿい੺׊色　ロームϒロック・ম土ϒロックগྔ，୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
４　黒 ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子ඍྔ

５　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
׊　６ 色　ロームϒロックগྔ
７　҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　８ ҉ ׊ 色　粘土ϒロック・ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
              

౔૚ղઆ�          
１　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　୸化ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ

׊　４ 色　ロームϒロックগྔ
５　黒 ׊ 色　粘土ϒロックগྔ，ロームϒロック・୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ

第 ��3 ਤɹ第 33 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 33 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 103 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

263 須恵器 坏 12.6 4.5 ç6.5 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ
り　ମ部・ఈ部に墨書࡟ ňຢ上ŉ 床面 60ˋ

PL25ŋ26
264 須恵器 盤 ʦ20.0ʧ 3.7 ʦ10.0ʧ 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ

੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け 竈火床面 40ˋ

265 須恵器 蓋 15.1 3.8 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟り 床面 100ˋ
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 262 ఺（坏 50，高台付椀２，皿１，高台付皿４，甕類 204，甑１），須恵器ย 59 ఺（坏

33，高台付坏１，瓶２，甕類 23），灰釉陶器ย１఺（椀），土製品１఺（紡錘車）のほか，ࠞ入したೄ文土器

ย７఺（ਂ鉢）も出土している。269・274 は竈の火床面，267 は竈の前面，268・%P16 はೆ部の床面からそ

れͧれ出土している。266 は竈の෴土上層から出土しており，֎・内面ともにমけている。273 は竈の෴土下

層から中層にかけて出土した３఺のഁยが઀߹している。272 は中ԝ部の෴土上層，270・271・275 は෴土中

からそれͧれ出土しているなど，ഇઈޙに౤͞غれたとみられる土器がଟྔに出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。

෴౔ ３層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گをࣔしていることから埋Ί໭͞れている。

౔૚ղઆ           
ۃ　１ ҉ ׊ 色　ロームϒロック ŋ ୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

׊　３ 色　ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 35 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 3�号ॅډ跡（第 106・107 図）

Ґஔ　２区北東部の̗ 18c1 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

第 ��� ਤɹ第 35 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 35 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 104・105 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

266 須恵器 坏 13.5 5.4 4.7 長石・石ӳ・Ӣ฼・
小᛽ ੺׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ

り࡟ ෴土上層 100ˋ
PL24

267 須恵器 坏 13.6 4.8 6.0 長石・石ӳ ԫ灰 良޷ ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り
り࡟のϔラ޲一ํ，ޙ 竈前面 90ˋ

PL24
268 須恵器 坏 13.7 4.1 5.7 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り

り࡟のख࣋ͪϔラ޲一ํ，ޙ 床面 90ˋ
PL24

269 須恵器 坏 13.9 5.2 7.1 長石・石ӳ・
黒色ཻ子 灰 良޷ ఈ部ճసϔラ੾りޙ，φσ 竈火床面 80ˋ

PL25
270 須恵器 高台付坏 ʦ12.8ʧ 5.2 ʦ6.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り

高台貼り付け，ޙ ෴土中 40ˋ

271 灰釉陶器 椀 ʦ16.0ʧ （4.1） － 長石 灰ന 良޷ ֎面ロクロφσ ෴土中 ５ˋ

272 土師器 皿 ʦ12.7ʧ 2.1 6.9 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき

ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土上層 70ˋ

273 須恵器 瓶 － （8.8） ʦ9.6ʧ 長石 灰׊ 良޷ ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部高台貼り付け
φσ，ޙ ෴土下層 10ˋ

PL26
274 土師器 小形甕 ʦ10.2ʧ 8.8 5.4 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී通 ମ部下୺ϔラ࡟り　ఈ部木༿ࠟ 竈火床面 70ˋ

275 土師器 甕 ʦ17.8ʧ （6.5） － 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 明੺׊ ී通 ԑ部֎・内面ԣφσޱ ෴土中 ５ˋ

番号 器　種 ܘ ް ͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P16 紡錘車 5.2 1.5 0.9 39.4 土（石ӳ） ଆ面φσ 床面 PL29



－ 122 －

ॏෳؔ܎ 第 40 号住居跡，第２号溝跡を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　ೆ・東部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東੢࣠ܗ໛ͱن 2.35 ｍ，ೆ北࣠ 3.10 ｍしか確認できなかͬた。

平面形はํ形あるいは長ํ形で，主࣠ํ޲は不明である。น高は 28 ～ 46ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱな貼床で，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。貼床はロームཻ子を含Μͩ第８層をશମに埋Ί

て，中ԝ部付ۙͩけは第８層上に粘土ϒロックを含Μͩ第７層を薄く積み上͛て構ங͞れている。

෴౔  ６層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گをࣔしていることから埋Ί໭͞れている。第７・８層は貼床の構

ங土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 17 ఺（坏４，甕類 13），須恵器ย 16 ఺（坏２，高台付坏１，盤１，蓋５，甕類７）のほ

か，ࠞ入したೄ文土器ย２఺（ਂ鉢），໻生土器ย２఺（壺）も出土している。276・279・280 は中ԝ部，277

は北੢部の床面からそれͧれ出土しており，いͣれもഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。278 は

中ԝ部の෴土上層から出土しているが，床面から出土している土器と時期ࠩはみられない。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　୸化ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ
３　にͿい੺׊色　ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
４　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック・୸化物・ロームཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ 色　ロームϒロック・粘土ϒロック・ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ

６　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
７　灰 ׊ 色　粘土ϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　８ ҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ

第 ��� ਤɹ第 37 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 3�号ॅډ跡（第 108 図）

Ґஔ　２区北東部の̖ 17K8 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 33・34 号住居跡，第７・８号掘立柱建物跡を掘りࠐみ，第 48 号土坑に掘りࠐまれている。

出͞れているたΊ，長࣠ݕঢ়　北東นͩけは遺ଘしているが，大൒の床面が࿐出してܗ໛ͱن 2.60 ｍ，短࣠

2.56 ｍしか確認できなかͬた。平面形はํ形で，主࣠ํ޲は̣－３ －˃̚である。遺ଘしている北・東部のน

高は２～７ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。

ᜱ 北นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 104ᶲで，೩ম部෯は 54ᶲである。କ部はӈକ部が

遺ଘしており，ロームϒロック，粘土ϒロックを含Μͩ第５～̕層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床

面をएׯ掘りࠐΜでおり，火床面は੺มߗ化していない。Ԏ道部はน֎に 40ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上

がͬている。

෴౔ ୯一層で，含有物からࣗવଯ積とみられる。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　灰 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ϒロック
　　　　　　　　ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ロームϒロック・
　　　　　　　　粘土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色 ম土ϒロック・ロームཻ子・粘土ཻ子・୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
׊　４ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ

５　にͿいԫ色　粘土ϒロック中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
７　҉ 灰 ԫ 色　粘土ϒロック ŋ ୸化ཻ子গྔ，ম土ϒロックඍྔ
８　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
׊　̕ 色　ロームϒロックগྔ

              

౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 37 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 37 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 106・107 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

276 土師器 坏 14.2 4.8 ç6.5 長石・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り

り࡟ϔラ，ޙ 床面 70ˋ
PL24

277 須恵器 高台付坏 ʦ13.2ʧ 5.5 çʦ9.2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ҉灰ԫ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り
高台貼り付け，ޙ 床面 30ˋ

278 須恵器 盤 － （3.3） 11.1 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ෴土上層 50ˋ

279 須恵器 蓋 15.8 3.2 － 長石・石ӳ 灰 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟り 床面 90ˋ
PL25

280 土師器 甕 ʦ16.0ʧ （8.1） － 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
੺色ཻ子 明׊ ී通 ԑ部֎・内面ԣφσޱ 床面 ５ˋ
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第 39号ॅډ跡（第 109・110 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17b7 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 123 ఺（坏１，皿１，甕類 121），須恵器ย 53 ఺（坏 38，蓋１，甕類 14）のほか，

ྲྀれࠐΜͩ໻生土器ย２఺（壺）も出土している。281・282 はೆ東部の෴土下層から出土しているが，床面

との高௿ࠩがほとΜどないことから，ഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。283 は෴土中から出土

している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世ل前༿に比定できる。

第 ��� ਤɹ第 38 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 38 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 108 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

281 土師器 坏 ʦ12.8ʧ 4.0 6.0 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී通 ମ部内面ຎ໓にΑる調整不明　ఈ部ճసϔラ
੾りޙ，φσ ෴土下層 60ˋ

PL24
282 土師器 皿 ʦ12.8ʧ 2.4 6.2 長石・石ӳ・

੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసࢳ੾り ෴土下層 40ˋ

283 須恵器 甕 ʦ28.2ʧ （4.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ 良޷ ԑ部֎・内面ԣφσޱ ෴土中 ５ˋ
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ॏෳؔ܎ 第８号住居跡，第２号溝跡を掘りࠐみ，第 25 号住居，第 19・41・42 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 3.91 ｍ，短࣠ 2.40 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 22 －˃̚である。น高は 20 ～ 36ᶲで，֎

。して立ͪ上がͬている܏

চ　平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。ೆ部ͩけは貼床で，下部にロームϒロックを含Μͩ第６層を，上

部はకまりのڧいロームϒロックを含Μͩ第５層を薄く積み上͛て構ங͞れている。

ᜱ 北東นに付設͞れている。Θͣかな෴土と掘ํの一部ͩけを確認した。遺ଘしているن໛は長࣠ 80ᶲ，

短࣠ 64ᶲで，平面形はପ円形である。火床部は床面を 10ᶲ掘りࠐΜで，ロームϒロック，粘土ཻ子を含Μͩ

第３層を埋土して構ங͞れており，火床部は੺มߗ化していない。Ԏ道部はน֎へ 16ᶲ掘りࠐまれているこ

とを確認した。

෴౔ ４層に分層できる。ম土ϒロックや୸化物はඍྔであるが֤層に含まれており，埋Ί໭͞れている。第

５・６層はೆ部の床面で確認した貼床の構ங土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 210 ఺（坏 34，高坏３，甕類 173），須恵器ย 35 ఺（坏 18，高台付坏１，蓋２，鉢

２，瓶類 12）が出土している。284・285 はೆ੢部の෴土上層，286 は෴土中層からそれͧれ出土してしている。

いͣれも床面との高௿ࠩがほとΜどないことから，ഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色 ম土ϒロック・粘土ཻ子গྔ，ロームϒロック・
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
２　灰 ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームϒロック ŋ ম土ཻ子ඍྔ

３　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化物
　　　　　　　　ඍྔ
              

౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
２　҉ ׊ 色　୸化物গྔ，ロームϒロック・ম土ϒロック
　　　　　　　　ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ

ۃ　４ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックඍྔ
６　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロックඍྔ

第 ��9 ਤɹ第 39 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��� ਤɹ第 39 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 39 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 110 図）

ද８　平安時代住居跡一ཡද

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

284 須恵器 蓋 ʦ14.0ʧ ç（2.5） － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 灰 良޷ ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土上層 10ˋ

285 須恵器 鉢 － （13.0） 15.6 長石・石ӳ 灰 良޷ ֎面ࣼ位の平行ୟき　内面Θͣかな当て۩ࠟ
ఈ部ճసϔラ੾りޙ，φσ ෴土上層 20ˋ

286 土師器 甕 ʦ22.0ʧ ç（7.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ԑ部֎・内面ԣφσޱ ෴土中層 10ˋ

番号 位置 主࣠ํ޲ 平面形 　໛（ｍ）ن    
（長࣠×短࣠）

น高
（ᶲ） 床面 น溝

内 部 ࢪ 設
෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ

重ෳ関܎（古ˠ৽）主柱穴 出入ޱ ピット ࿍・竈 ஷ蔵穴

3 ̗17d9 ̣－ 10 ƅ－̚ 長ํ形 4.15 × 3.50 － 平ୱ － － － － 竈１ － － 土師器，須恵器 ̕世ޙل༿ SI18ŋ19ŋ22,çS,39
ˠ本跡ˠ S,20

4 ̗17c7 ̣－ 65 ƅ－̚ ํ　形 4.87 × 4.87 10～14 平ୱ － － － 1 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
灰釉陶器 ̕世ޙل༿ SI7ŋ8ŋ20 ˠ本跡

5 ̗17b5 ̣－ 84 ƅ－̚ ʦํ形・
長ํ形ʧ（2.90）×（2.06） 28 平ୱ － － － － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器 ̕世ل中༿ SI17 ˠ本跡ˠ S,11

6 ̗17c2 ̣－ 89 ƅ－̚ ʦํ形・
長ํ形ʧ 3.45 ×（2.48） 41 平ୱ － 2 － 1 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器 ̕世ޙل༿ SB3,çSI23,çS,25 ˠ

本跡ˠ SI10
7 ̗17d7 ̣－ 20 ƅ－̬ ʦํ形・

長ํ形ʧ（3.83）× 3.79 － 平ୱ － － － － 竈１ － － 土師器，須恵器 ̕世ل前༿ SI20 ˠ本跡ˠ
SI4ŋ21ŋS,12

9 ̗17f5 － － （2.95）×（0.30） － 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器，須恵器，
灰釉陶器 ̕世ل中༿ SI2 ˠ本跡ˠ S,9ŋ13

10 ̗17c3 － － 3.30 ×（0.62） 32 平ୱ － － － － － － ࣗવ 土師器，須恵器 10 世ل前༿ SI6ŋ23 ˠ本跡

11 ̗17d6 ̣－ 76 ƅ－̬ ʦ長ํ形ʧ（4.46）×（3.88） － 平ୱ － － － － 竈１ － － 土師器，須恵器 ̕世ޙل൒ SI12 ˠ本跡

14 ̗17c5 ̣－ 22 ƅ－̚ 長ํ形 4.40 × 3.44 20～34 平ୱ 一部 － － 1 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ل中༿ SI13ŋ16ŋ17ŋ32 ˠ
本跡ˠ S,16

15 ̗17d4 ̣－ 17 ƅ－̚ 長ํ形 4.24 × 3.43 10 平ୱ － － － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ل中༿ SI16ŋ41 ˠ本跡

19 ̗17d9 ̣－ 23 ƅ－̚ ʦ長ํ形ʧ（4.09）×（3.60）20～90 平ୱ － － － － 竈１ － ࣗવ
人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ل前༿ SI18ŋ22,çS,39 ˠ

本跡ˠ SI3,çS,20
21 ̗17e8 ̣－ 70 ƅ－̬ ʦํ形・

長ํ形ʧʦ3.45ʧ×ʦ3.40ʧ 57 平ୱ － － － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
ఝ ̕世ل中༿ SI7ŋ20,çS,18 ˠ本跡

23 ̗17c3 － ʦํ形・
長ํ形ʧ（4.10）×（4.10） 24 平ୱ 一部 － － － － － 人ҝ 土師器，須恵器，

球状土錘 ̕世ل前༿ SI16ŋ32ŋ41,çSB3 ˠ
本跡ˠ SI6ŋ10

24 ̗17c9 ̣－ 18 ƅ－̚ 長ํ形 4.30 × 3.18 ４～12 平ୱ － － － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
灰釉陶器 , ఝ , 瓦 ̕世ل中༿ SI28ŋ29,çSB4ŋ5 ˠ

本跡ˠ S,32

25 ̗17a7 ̣－ 65 ƅ－̬ ํ　形 3.58 × 3.34 ２～10 平ୱ － － － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
瓦 ̕世ل中༿

SI8ŋ26ŋ27ŋ39,çSB8,ç
S%2 ˠ本跡ˠ
S,19ŋ40ŋ41

26 ̗17a7 － ʦํ形・
長ํ形ʧ 4.13 ×（2.25） 74 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ل前༿ SI27,çSB7ŋ8 ˠ

本跡ˠ SI25
27 ̗17a6 － － （3.10）×（1.10） 72 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ل前༿ SB8 ˠ本跡ˠ

S,25ŋ26
33 ̗17a8 ̣－ 87 ƅ－̬ ํ　形 3.35 × 3.28 ５～16 平ୱ － 4 1 － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ل中༿ SI34ŋ36,çSB7 ˠ

本跡ˠ SI38,çS,34
35 ̖17K9 ̣－ 28 ƅ－̚ 長ํ形 2.93 × 2.38 15～18 平ୱ － － － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，

灰釉陶器 ̕世ޙل༿ SI34,çSB7 ˠ本跡

37 ̗18c1 － ʦํ形・
長ํ形ʧ（3.10）×（2.35）28～46 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ل中༿ SI40,çS%2 ˠ本跡

38 ̖17K8 ̣－３ƅ－̚ ʦํ　形ʧ（2.60）×（2.56）２～７ 平ୱ － － － － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器 10 世ل前༿ SI33ŋ34,çSB7ŋ8 ˠ
本跡ˠ S,48

39 ̗17b7 ̣－ 22 ƅ－̚ 長ํ形 3.91 × 2.40 20～36 平ୱ － － － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ل前༿ SI8,çS%2 ˠ本跡ˠ
SI25,çS,19ŋ41ŋ42
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　（2） 掘立柱建物跡

第̐号۷ཱபݐ෺跡（第 111・112 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17b9 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 28・29 号住居跡，第６号掘立柱建物跡，第２号溝跡を掘りࠐみ，第 24 号住居に掘りࠐまれている。

第５号掘立柱建物跡の柱穴がपғに，第 32 号土坑が内部にଘ在しているが，柱穴の੾り߹いは確認できなかͬた。

－は̣޲଄　ܻ行２間，ྊ行２間のଆ柱建物跡で，ܻ行ํߏ໛ͱن 18 －˃̚の東੢棟である。ن໛はܻ行

4.20 ｍ，ྊ行 4.20 ｍで，面積は 17.64㎡である。柱間ੇ法はܻ行，ྊ行ともに 2.10 ｍ（７ई）を基調とし，ۉ

౳に഑置͞れている。柱ےはほぼଗͬている。

ப݀  ８か所。平面形は円形またはପ円形で，長ܘ 60 ～ 90ᶲ，短ܘ 44 ～ 66ᶲである。ਂ͞は 24 ～ 38ᶲで，

掘ํのஅ面形はٯ台形あるいは̪字形である。土層は第１層が柱ൈきऔりࠟで，第２～６層は埋土である。埋

土はロームཻ子，粘土ཻ子を含Μͩ׊色ܥや黒色ܥの土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 36 ఺（坏８，甕類 28），須恵器ย 12 ఺（坏７，蓋１，甕類４），鉄ᕥ１఺が出土してい

る。TP21 は̥１，288 は̥２，287，̢ 11 は̥３からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

౔૚ղઆ（֤ப݀ڞ௨）�          
１　黒 ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子ඍྔ
３　黒 色　ロームཻ子ඍྔ

４　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ，粘土ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
׊　６ 色　ロームཻ子中ྔ

第 ��� ਤɹ第４号掘立柱建物跡࣮ଌ図
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第６号۷ཱபݐ෺跡（第 113・114 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17b8 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘の下位段丘上に位置している。

ॏෳؔ܎　第２号溝跡を掘りࠐみ，第４号掘立柱建物に掘りࠐまれている。

଄　Ｌ字状に柱穴がฒΜでおり，ೆ北࣠２間，東੢࣠１間しか確認できなかͬた。構଄は柱穴の഑置ߏ໛ͱن

からଆ柱建物跡で，ೆ北࣠ํ޲は̣－ 25 －˃̚で

ある。ن໛はೆ北࣠ 3.60 ｍ，東੢࣠ 1.80 ｍ，面

積は 6.48㎡以上であることが確認できたͩけであ

る。柱間ੇ法はೆ北࣠，東੢࣠ともに 1.80 ｍ（６

ई）を基調とし，ۉ౳に഑置͞れている。柱ےは

ほぼଗͬている。

ப݀  ４か所。平面形は円形またはପ円形で，長

ܘ 60 ～ 74ᶲ，短ܘ 54 ～ 60ᶲである。ਂ͞は 15

～ 40ᶲで，掘ํのஅ面形はٯ台形あるいは̪字

形である。土層はす΂て埋土で，粘土ϒロックや

ロームϒロックを含Μͩ黒色土である。

౔૚ղઆ（֤ப݀ڞ௨）           
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
׊　４ 色　ロームϒロックগྔ，୸化物ඍྔ

第 ��3 ਤɹ第６号掘立柱建物跡࣮ଌ図

第 ��� ਤɹ第４号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

第４号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 112 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

287 須恵器 坏 ʦ14.0ʧ （3.1） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 ロクロφσ P3 埋土中 10ˋ

288 土師器 甕 ʦ19.4ʧ （2.0） － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ԑ部φσޱ P2 埋土中 ５ˋ

TP21 須恵器 鉢 － （4.9） － 長石・石ӳ 灰׊ ී通 ମ部ࣼ位の平行ୟき P1 埋土中

番号 器　種 長͞ ෯ ް͞ 重ྔ 着　磁 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢ 11 椀状ᕥ 7.5 6.4 3.3 167.5 ऑ 鉄 地色は黒׊色　ද面は中֩部がやや平ୱで，ᰒཻ状
ಥٴىͼؾ孔が఺在する　ఈ面は椀状でԜತগない P3 埋土中
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย７఺（高台付椀１，甕類６），

須恵器ย２఺（坏，甕類）のほか，ೄ文土器ย２఺（ਂ

鉢）も出土している。289 は̥２から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定でき，ಉ

時期の第４号掘立柱建物Αり古いことから，短期間の使

用であͬたことが૝定できる。Ｌ字形に柱穴が഑置͞れ

ていることから柱列の可能性もある。

　（3） 土坑

第 ��号౔޵（第 115・116 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17d8 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第７・20 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 2.78 ｍ，短࣠ 2.30 ｍの不整長ํ形で，

長࣠ํ޲は̣－ 17 －˃̬である。ਂ͞は 20ᶲで，ఈ面は

Ԝತがある。นは؇やかに立ͪ上がͬている。

෴౔  ２層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گから埋Ί໭

͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 146 ఺（坏 24，高台付椀３，

甕類 119），須恵器ย 81 ఺（坏 33，高台付坏 10，蓋８，

鉢類 29，甑１），灰釉陶器ย１఺（椀ϱ）のほか，ࠞ入

したೄ文土器ย５఺（ਂ鉢），ണย１఺（チϟート）も

出土している。290 はೆ部の෴土下層，291・292 は෴土

中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

性֨は不明である。

౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ম土ཻ子গྔ，ロームϒロック ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色 ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 12 号土坑࣮ଌ図

第 ��� ਤɹ第６号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

第６号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 114 図）

ද̕　平安時代掘立柱建物跡一ཡද

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

289 須恵器 蓋 ʦ13.8ʧ （2.4） － 長石・石ӳ 灰 ී通 ఱ井部ճసϔラ࡟り　ग墨ࠟ P2 埋土中 20ˋ

番号 位置 ܻ行ํ޲ 柱間数
ܻ間×ྊ間

໛（ｍ）ن
ܻ×ྊ

面積
ｍ２

ܻ行柱間
（ｍ）

ྊ行柱間
（ｍ）

柱穴
主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ

重ෳ関܎（古ˠ৽）構଄ 柱穴数 平面形 ਂ͞

４ ̗17b8～
̗17c9 ̣－ 18 －˃̚ ２×２ 4.20 × 4.20 17.64 2.10 2.10 ଆ柱 ８ 円形

ପ円形 24～38 土師器，須恵
器，鉄ᕥ ̕世ل前༿ SI28ŋ29,çSB5ŋ6,çS%2

ˠ本跡ˠ SI24
６ ̗17b8～

̗17c8 ̣－ 25 －˃̚ （2）×（1） （3.60）×（1.80）（6.48） 1.80 1.80 ʦଆ柱ʧ ４ 円形
ପ円形 15～40 土師器，須恵

器 ̕世ل前༿ SB5,çS%2 ˠ本跡
ˠ SB4



－ 130 －

第 ��� ਤɹ第 14 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

ɹ第 ��号౔޵（第 117 図）

Ґஔ　２区ೆ੢部の̗ 17d3 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　北部の上୺を第３号溝に掘りࠐまれている。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 1.78 ｍ，短ܘ 0.66 ｍのପ円形で，長޲ํܘは̣－ 50 －˃̚である。ਂ͞は 36 ～ 54ᶲで，ఈ

面はԜತがある。นはほぼ௚立して立ͪ上がͬている。

෴౔　７層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گであることから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 19 ఺（坏２，高台付椀１，甕類 16），須恵器ย̕఺（坏４，高台付坏１，蓋１，鉢類３），

灰釉陶器ย１఺（椀），緑釉陶器ย１఺（皿）のほか，ࠞ入した໻生土器ย３఺も出土している。105・293 は

෴土中から出土している。ほかの出土土器はࡉยのたΊ図ࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。性֨は不明である。

౔૚ղઆ�          
１　灰 ԫ ׊ 色　ロームϒロックଟྔ
２　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ
３　にͿいԫ׊色　ロームϒロック中ྔ
４　灰 ԫ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

５　黒 色　ロームϒロックগྔ
６　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
׊　７ 色　ロームϒロックଟྔ

第 ��� ਤɹ第 12 号土坑出土遺物࣮ଌ図

第 12 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 116 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

290 土師器 高台付坏 11.4 4.7 6.8 長石・石ӳ ઙԫᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，
高台貼り付け　ఈ部に墨書ʮཬϱʯ ෴土下層 70ˋ

PL25ŋ26
291 須恵器 高台付坏 ʦ11.2ʧ 5.5 6.2 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ෴土中 50ˋ

292 須恵器 坏 ʦ10.8ʧ 4.3 － 長石・石ӳ・
黒色ཻ子 灰 良޷ ロクロφσ　ମ部下୺ϔラ࡟り ෴土中 10ˋ
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ɹ第 3�号౔޵（第 118 ～ 120 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17b6 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第８号住居跡を掘りࠐみ，第 17・44 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 3.42 ｍ，短࣠ 1.76 ｍの不整長ํ形で，長࣠ํ޲は̣－ 13 －˃̬である。ਂ͞は 22 ～ 36ᶲで，

ఈ面は平ୱである。นは֎܏して立ͪ上がͬている。

෴౔  ୯一層である。ロームϒロックが含まれているこ

とから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ  土師器ย 12 ఺（坏１，高盤２，甕̕），

須恵器ย 14 ఺（坏５，高台付坏２，蓋４，瓶類１，鉢１，

甑１）が出土している。294 は北੢น296，ࡍ は北੢部，

295 はೆ東นࡍの෴土中層から，297 はೆ੢นࡍの෴土

上層から中層にかけてそれͧれ出土した４఺のഁยが઀

߹したものである。298・299 はೆ部の෴土中層からま

とまͬて出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

性֨は不明である。

౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 31 号土坑࣮ଌ図

第 ��9 ਤɹ第 31 号土坑出土遺物࣮ଌ図（１）

第 14 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 117 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

293 灰釉陶器 椀 ʦ13.8ʧ （3.4） － ៛ີ ଻土灰ന
釉灰ന 良޷ ロクロφσ ෴土中 10ˋ

105 緑釉陶器 皿 － （0.7） － ៛ີ ଻土灰
釉śžŖŲƄԫ 良޷ ロクロφσ　高台ܽଛ ෴土中 ５ˋ
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４　その他の遺構と遺物

ճの調査で，伴う遺物がないことから時期が明らかでない土坑ࠓ　　 33 基，溝跡３条，ピット群１か所を確

　認した。以下，遺構と遺物にͭいて記ड़する。

　（1） 土坑

ճの調査で確認した時期・性֨ともに不明の土坑ࠓ       33 基のうͪ，遺物がଟྔに出土している第 19 号土坑

　にͭいては文ষでઆ明する。そのほかの土坑にͭいては，ن໛，形状౳にͭいて࣮ଌ図（第 123 ～ 125 図）

。するࡌܝͼ一ཡදをٴ　

第 �9号౔޵（第 121・122 図）

Ґஔ　２区中ԝ部の̗ 17b7 区，標高 7.5 ｍの河岸段丘下位の平ୱ部に位置している。

第 ��� ਤɹ第 31 号土坑出土遺物࣮ଌ図（２）

第 31 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 119・120 図）

ද 10　平安時代土坑一ཡද

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

294 土師器 坏 13.8 ç4.4 ç9.6 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部木目状ѹࠟ ෴土中層 95ˋ

PL25
295 須恵器 坏 12.4 ç4.3 ç6.6 長石・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ

り࡟ ෴土中層 95ˋ
PL25

296 須恵器 高台付坏 － ç（4.9） ç6.3 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ෴土中層 60ˋ

297 土師器 高盤 ʦ15.1ʧ 12.4 11.0 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 盤部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき ෴土中層 60ˋ

298 須恵器 蓋 ʦ14.8ʧ ç3.8 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土中層 60ˋ

299 須恵器 鉢 ʦ27.6ʧ （16.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき　内面φσ ෴土中層 10ˋ

番号 位　置 長 ํ（ܘ࣠） ޲ 平面形
໛（ｍ，ਂ͞はᶲ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主　な　出　土　遺　物 උ　　　ߟ
( 重ෳ関܎　古ˠ৽ )長 短×（ܘ࣠） （ܘ࣠） ਂ͞

12 ̗17d8 ̣－ 17 －˃̬ 不整長ํ形 2.78 × 2.30 20 ؇ࣼ Ԝತ 人ҝ 土師器，須恵器，灰釉陶器 SI7ŋ20 ˠ本跡

14 ̗17d3 ̣－ 50 －˃̚ ପ円形 1.78 × 0.66 36～54 ௚立 Ԝತ 人ҝ 土師器，須恵器，灰釉陶器，緑釉
陶器 本跡ˠ S%3

31 ̗17b6 ̣－ 13 －˃̬ 不整長ํ形 3.42 ×1.76 22～36 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 SI8 ˠ本跡ˠ S,17ŋ44
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第 ��� ਤɹ第 19 号土坑出土遺物࣮ଌ図

第 ��� ਤɹ第 19 号土坑࣮ଌ図

ॏෳؔ܎　第８・25・39 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

࣠　ঢ়ܗ໛ͱن 1.40 ｍのํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 46 －˃̬である。ఈ面は平ୱで，นは֎܏して立ͪ上がͬて

いる。

෴౔　５層に分層できる。֤層にロームϒロックが含まれていることから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ  ೄ文土器ย 18 ఺（ਂ鉢），໻生土器ย

４఺（壺），土師器ย 343 ఺（坏 44，高坏 22，蓋１，

甕類 284，甑２），須恵器ย 28 ఺（坏 15，蓋ϱ３，高

盤２，甕類８），土製品１఺（紡錘車），石製品１఺（双

孔円板）が出土している。300 ～ 306 は෴土中からそ

れͧれ出土しており，第８・25・39 号住居跡からࠞ

入したもののほか，ҟなる時代の土器も埋Ί໭͞れた

෴土中にࠞ在している。

ॴݟ　時期は，伴う土器がないたΊ不明である。

౔૚ղઆ�          
１　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロックඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロックඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロックগྔ
５　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
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第 ��3 ਤɹその他の土坑࣮ଌ図（１）

第 19 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 122 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

300 土師器 坏 ʦ12.8ʧ ç（5.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ֎面ԣ位のϔラ࡟り　内面์ࣹ状のϔラຏき ෴土中 50ˋ

301 須恵器 坏 ʦ13.0ʧ ç3.8 ʦ7.3ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ҉灰ԫ ී通 ఈ部ճసϔラ੾りࠟを࢒す一ํ޲のϔラ࡟り ෴土中 20ˋ

302 土師器 高坏 － （10.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 坏部֎面ॎ位のϔラຏき　内面์ࣹ状のϔラຏき

ࠟ۩部֎面ॎ位のϔラຏき　内面ϔラ状の工٭ ෴土中 40ˋ

303 土師器 蓋カ － ç（2.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 ֎面φσ　内面工۩ࠟを࢒すφσ ෴土中 ５ˋ

304 土師器 壺 ʦ16.8ʧ ç（6.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 頸部֎面ॎ位のϔラຏき　内面ԣ位のϋέ目 ෴土中 10ˋ

305 土師器 甕 ʦ20.2ʧ（10.1） － 長石・石ӳ・Ӣ฼
・੺色ཻ子 ᒵ ී通 頸部ԣ位のϔラ࡟り ෴土中 10ˋ

306 土師器 甕 ʦ24.8ʧ ç（6.5） － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿい੺׊ ී通 ֎・内面φσ ෴土中 ５ˋ

番号 種　別 ܘ ް͞ ܘޱ 重 ྔ 質  ࡐ 特　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P17 紡錘車 （4.3） 3.0 0.6 54.9 長石・石ӳ 円ਲ਼台形　上・下面のଆԑ部ܽଛ ෴土中 PL29

番号 種　別 長͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質  ࡐ 特　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̦７ 双孔円板 2.8 2.8 0.5 6.5 石׈ ྆面ݚຏ ෴土中 PL29
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第 ��� ਤɹその他の土坑࣮ଌ図（２）
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第 ��� ਤɹその他の土坑࣮ଌ図（３）

ද 11　その他の土坑一ཡද

番号 位　置 長 ํ（ܘ࣠） ޲ 平面形
໛（ｍ）　ن

ਂ （͞ᶲ） น面 ఈ面 ෴土 主 な 出 土 遺 物 උ　　ߟ
（重ෳ関܎　古ˠ৽）長 短 × （ܘ࣠） （ܘ࣠）

３ ̗17f2 ̣－ 40 －˃̬ ʦํ形・長ํ形ʧ （0.98）× 0.96 48～66 ܏֎ 平ୱ ࣗવ ೄ文土器，土師器，須恵器

４ ̗17d1 ̣－ 12 －˃̚ 長ํ形 1.00 × 0.65 ８～18 ܏֎ 平ୱ ࣗવ SI1,çSB3 ˠ本跡

̕ ̗17f6 ̣－ 50 －˃̚ ʦ長ํ形ʧ 1.12 ×（0.54） 42 ܏֎ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，土師器，須恵器 SI2ŋ9 ˠ本跡

10 ̗17e5 － 円形 0.65 × 0.60 18 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，土師器 本跡ˠ PG1

11 ̗17b5 ̣－ 60 －˃̬ ପ円形 0.84 × 0.38 24 ܏֎ 平ୱ 人ҝ SI5ŋ17 ˠ本跡

13 ̗17g5 ̣－ 50 －˃̚ ʦ長ํ形ʧ 1.01 ×（0.54） 92 ܏֎ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，土師器，須恵器 SI9 ˠ本跡

15 ̗17c8 － 円形 0.61 × 0.61 44 ܏֎ Ԝತ 人ҝ ೄ文土器，໻生土器，土師器 SI20 ˠ本跡

16 B17e5 ̣－１ －˃̬ 不定形 1.48 × 1.46 54 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，໻生土器，土師器，
須恵器，瓦，᛽ SI14ŋ16ŋ32 ˠ本跡

17 ̗17b6 － 円形 1.00 × 1.00 32 ܏֎ 平ୱ ࣗવ ೄ文土器，土師器，須恵器，土
ۄ SI8,çS,31 ˠ本跡ˠ S,44

19 B17b7 ̣－ 46 －˃̬ ํ形 1.40 × 1.40 72 ܏֎ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，໻生土器，土師器，
須恵器，土製紡錘車，双孔円板 SI8ŋ25ŋ39 ˠ本跡

20 ̗17e9 ̣－ 86 －˃̬ 不定形 1.86 × 1.10 36 ܏֎
؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 SI3ŋ18ŋ19ŋ22 ˠ本跡

23 ̗17b8 ̣－ 70 －˃̬ ପ円形 0.80 × 0.61 20 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器 S%2,çSB5 ˠ本跡

25 ̗17c3 － 円形 0.63 × 0.58 40 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 本跡ˠ SI6ŋ23

26 ̗17c0 ̣－ 85 －˃̚ 不定形 0.55 × 0.35 23～68 ܏֎ 皿状 人ҝ SI31 ˠ本跡

30 ̗17d0 － 円形 0.60 × 0.58 18 ܏֎ 皿状 ࣗવ SB5 ˠ本跡

32 ̗17c9 ̣－ 67 －˃̚ ପ円形 0.73 × 0.50 15 ؇ࣼ 皿状 人ҝ SI24 ˠ本跡

33 ̗17d9 ̣－５ －˃̬ ପ円形 0.55 × 0.49 45 ௚立 平ୱ 人ҝ ໻生土器，土師器，須恵器

34 ̗17c8 ̣－ 43 －˃̚ ପ円形 0.50 × 0.43 35 ௚立
؇ࣼ Ԝತ ࣗવ SI33 ˠ本跡ˠ S,45
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　（2） 溝跡（第 126・131 図）

໛にͭいては一ཡදで，土層அ面図（第نճの調査で確認した時期不明の溝跡３条のࠓ　　 126 図）と土層ղ

　આにͭいては遺構ॱにࡌܝし，平面図にͭいては遺構શମ図（第 131 図）でࡌܝする。

第̏号ߔ跡౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ

第̐号ߔ跡౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ 色　ロームϒロックগྔ

第̑号ߔ跡౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第３・４・５号溝跡࣮ଌ図

ද 12　その他の溝跡一ཡද

番号 位　置 長 ํ（ܘ࣠） ޲ 平面形
໛（ｍ）　ن

ਂ （͞ᶲ） น面 ఈ面 ෴土 主 な 出 土 遺 物 උ　　ߟ
（重ෳ関܎　古ˠ৽）長 短 × （ܘ࣠） （ܘ࣠）

35 ̗17b7 － 円形 0.47 × 0.45 30 ؇ࣼ 皿状 人ҝ 土師器

36 ̗17b7 － 円形 0.43 × 0.42 49 ܏֎ Ԝತ ࣗવ

37 ̗17b7 － 円形 0.43 × 0.40 40 ܏֎ Ԝತ ࣗવ

38 ̗17b8 ̣－ 50 －˃̚ ପ円形 0.58 × 0.35 26 ܏֎ 平ୱ ࣗવ S%2 ˠ本跡

39 ̗17d9 ̣－ 63 －˃̬ ପ円形 0.82 × 0.52 65 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 本跡ˠ SI3ŋ19

40 ̗17b7 ̣－ 40 －˃̚ ପ円形 0.59 × 0.50 25 ܏֎ 皿状 ࣗવ SI25,çS%2 ˠ本跡

41 ̗17b6 ̣－ 25 －˃̚ ପ円形 0.87 × 0.65 36 ܏֎ 皿状 人ҝ 土師器 SI8ŋ25ŋ39,çS%2 ˠ本跡

42 ̗17b6 ̣－ 75 －˃̬ ପ円形 0.70 × 0.59 33 ܏֎ Ԝತ 人ҝ SI39 ˠ本跡

43 ̗17b5 ̣－ 49 －˃̚ ପ円形 0.72 × 0.62 56 ܏֎ 皿状 ࣗવ ೄ文土器，土師器

44 ̗17b6 ̣－ 23 －˃̚ ପ円形 0.74 × 0.60 62 ܏֎ 皿状 ࣗવ SI8,çS,17ŋ31 ˠ本跡

45 ̗17a8 ̣－５ －˃̚ ۱丸長ํ形 0.98 × 0.69 29 ௚立
؇ࣼ 皿状 人ҝ 土師器 S,34 ˠ本跡

46 ̗17b5 ̣－ 53 －˃̚ ପ円形 0.86 × 0.54 24 ܏֎
؇ࣼ 皿状 人ҝ

47 ̗17b9 － 円形 0.66 × 0.64 68 ܏֎ 皿状 人ҝ SI36 ˠ本跡

48 ̖17K8 ̣－ 19 －˃̚ ํ形 0.84 × 0.84 28 ܏֎
؇ࣼ 皿状 人ҝ ೄ文土器，土師器，須恵器 SI34ŋ38 ˠ本跡

49 ̗17d1 ̣－ 55 －˃̚ ପ円形 0.64 × 0.44 59 ܏֎ 皿状 人ҝ SB3 ˠ本跡

番号 位置 ޲ํ 形状
໛（ｍ，ਂ͞はᶲ）　ن

அ面形 น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　　　ߟ
重ෳ関܎（古ˠ৽） 長͞ 上෯ 下෯ ਂ͞

３ ̗17d3～
̗17d4 ̣－ 108 －˃̚ ௚線状 （7.42） 1.35～1.60 0.10～0.30 ̕ 皿状 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ ೄ文土器，土師器，

須恵器 S,2 ˠ S,14 ˠ本跡

４ ̖17i0～
̗17a0 ̣－ 17 －˃̬ ௚線状 （8.45） 0.62～0.80 0.28～0.62 11～16 台形ٯ ܏֎ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，໻生土器，

土師器，須恵器
５ ̖18K1～

̗18a1 ̣－ 31 －˃̬ ௚線状 （6.70） 0.60～0.86 0.48～0.70 16 皿状 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，土師器，
須恵器 SI30 ˠ本跡
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　（3） ピット群

。するࡌܝଌදと平面図をܭճの調査で確認した時期不明のピット群１か所にͭいては，ピット͝とのࠓ　　

第̍号ϐοτ܈（第 127 図）

　２区੢部の標高 7.5 ｍ，̗ 17c3 ～̗ 17f5 区にかけての東੢ 20m，ೆ北 13m のൣғから，柱穴状のピット

42 か所を確認した。平面形は長ܘ 26 ～ 90ᶲの円形またはପ円形で，ਂ͞が５～ 44ᶲである。ピットの分෍

状گから建物跡は૝定できない。෴土中からೄ文土器ยや土師器ยが出土しているピットもあるが，いͣれも

。ยであるࡉ

第 ��� ਤɹ第 1 号ピット群࣮ଌ図

第１号ピット群ܭଌද

番号 位　置 形　状
໛　（ᶲ）　ن

番号 位　置 形　状
໛　（ᶲ）　ن

長　ܘ 短　ܘ ਂ　͞ 長　ܘ 短　ܘ ਂ　͞

１ ̗17e1 ପ円形 59 48 12 11 ̗17e4 ପ円形 52 39 ７

２ ̗17e3 ʦ円形ʧ 57 （38） 30 12 ̗17e4 ପ円形 70 60 ８

３ ̗17e4 円形 53 50 ７ 13 ̗17e4 円形 38 37 16

４ ̗17f5 ପ円形 59 48 ６ 14 ̗17e4 ପ円形 40 36 20

５ ̗17f4 円形 42 39 ５ 15 ̗17e4 円形 45 43 ７

６ ̗17f4 ପ円形 40 36 ̕ 16 ̗17e3 円形 40 38 25

７ ̗17f4 ପ円形 37 33 ̕ 17 ̗17e3 円形 38 35 10

８ ̗17f4 ପ円形 60 51 15 18 ̗17d4 円形 43 41 22

̕ ̗17f4 円形 53 52 10 19 ̗17d3 円形 34 34 30

10 ̗17e4 ପ円形 43 37 ６ 20 ̗17d3 ପ円形 55 50 19



－ 139 －

　（4） 遺構֎出土遺物

ճの調査で出土した遺構に伴Θない遺物ͭいて，࣮ଌ図（第ࠓ　　 128 ～ 130 図）と࡯؍දをࡌܝする。

第 ��� ਤɹ遺構֎出土遺物࣮ଌ図（１）

番号 位　置 形　状
໛　（ᶲ）　ن

番号 位　置 形　状
໛　（ᶲ）　ن

長　ܘ 短　ܘ ਂ　͞ 長　ܘ 短　ܘ ਂ　͞

21 ̗17e3 円形 35 34 ６ 32 ̗17e5 ପ円形 35 30 21

22 ̗17d3 ପ円形 45 40 ６ 33 ̗17e5 円形 35 32 19

23 ̗17d3 円形 62 61 44 34 ̗17e5 円形 48 47 15

24 ̗17d3 円形 58 56 23 35 ̗17d5 円形 72 68 30

25 ̗17d2 円形 69 65 24 36 ̗17e5 円形 34 34 14

26 ̗17d2 ପ円形 90 73 17 37 ̗17f5 円形 26 24 ７

27 ̗17e1 円形 60 59 43 38 ̗17f5 ପ円形 68 45 28

28 ̗16d0 ପ円形 50 45 11 39 ̗17e5 円形 42 40 31

29 ̗17d4 円形 35 34 16 40 ̗17e5 円形 34 32 26

30 ̗17e4 ପ円形 73 58 21 41 ̗17d3 ପ円形 37 33 10

31 ̗17e4 円形 40 40 15 42 ̗17c3 ପ円形 37 26 20
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第 ��9 ਤɹ遺構֎出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 �3� ਤɹ遺構֎出土遺物࣮ଌ図（３）

遺構֎出土遺物࡯؍ද（第 128 ～ 130 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 文様・ख法の特௃ほか 出土位置 උ　ߟ

307 土師器 坏 11.1 3.7 5.9 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ੾りޙ，

φσ S,20 ෴土中 95ˋ

308 土師器 坏 ʦ13.9ʧ 4.2 7.0 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 明׊ ී通

ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラ
ຏき　ఈ部ճసϔラ੾りޙ，一ํ޲のϔラ
書ʮଠʯࠁり　内面に࡟

ද土 60ˋ
PL26

309 須恵器 坏 － （3.9） ʦ7.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ଟํ޲のϔ
ラ࡟り ද土 30ˋ

310 土師器 高台付椀 17.3 7.3 9.2 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，

高台貼り付け ද土 90ˋ

311 須恵器 高台付坏 13.9 4.8 8.2 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ŋ ᛽ࡉ にͿいԫ׊ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り

高台貼り付け　ϔラ記号ʮ－ʯ，ޙ ද土 95ˋ

312 灰釉陶器 椀 － （3.3） ʦ7.4ʧ 長石 灰ԫ 良޷ ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ද土 20ˋ

313 土師質土器 小皿 çʦ5.8ʧ 1.1 4.4 長石・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ఈ部ճసࢳ੾り　ޱԑ部に༉Ԏ付着 ද土 50ˋ

314 陶器 ౮明皿 10.4 1.9 4.8 ࠭ࡉ 釉ಁ明
଻土にͿいԫᒵ 良޷ ੉戸・ඒೱܥ　内面ࢪ釉 ද土 50ˋ

315 陶器 瓶 － （3.5） 6.4 長石 釉灰śžŖŲƄ
଻土灰ԫ׊ 良޷ ఈ部ճసࢳ੾り ද土 10ˋ

316 土師器 甕 － （3.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 ޱಥ列　ંりฦしࢗ　ԑ部ԣ位のϋέ目ޱ

ԑ ද土 ５ˋ
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番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 文様・ख法の特௃ほか 出土位置 උ　ߟ

TP22 ೄ文土器 ਂ鉢 － （8.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ൒ፊ஛管状工۩のԡҾきにΑる文様を木༿
状にࢪ文 ද土 前期ޙ൒

PL27
TP23 ೄ文土器 ਂ鉢 － （4.0） － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී通 ೨ࢳ文上に２本の௜線文とその間に஛管状

工۩にΑるࢗಥ文をࢪ文 ද土 ૣ期中༿
PL27

TP24 ೄ文土器 ਂ鉢 － （5.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 明੺׊ ී通 ԑ部௚下にΩβミをもོͭଳを貼り付けޱ

ํ形に८る௜線文間にＬ̧୯અೄ文をࢪ文 ද土 ૣ期ޙ༿カ
PL27

TP25 ೄ文土器 ਂ鉢 － （4.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී通 ௜線文間に２列のࢗಥ文をࢪ文 ද土 ૣ期中༿
PL27

TP26 ೄ文土器 ਂ鉢 － （5.9） － 長石・石ӳ・ણҡ にͿい׊ ී通 ೨ࢳ文をࢪ文 ද土 前期前൒
PL27

TP27 ೄ文土器 ਂ鉢 － （4.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ೨ࢳ文をࢪ文ޙ，஛管状工۩にΑるପ円形
の文様をࢪ文 SI18 ෴土中 前期ޙ൒

PL27
TP28 ೄ文土器 ਂ鉢 － （5.4） － 長石・石ӳ・

੺色ཻ子・ણҡ にͿい׊ ී通 Ｌແઅೄ文とฒ行௜線文をࢪ文 S,10 ෴土中 前期前൒
PL27

TP29 ೄ文土器 ਂ鉢 － （5.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ֋֪ෲԑ文をࢪ文 ද土 前期ޙ൒

PL27
TP30 ೄ文土器 ਂ鉢 － （2.3） － 長石・石ӳ・

੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ஛管状工۩にΑるࢗಥ文をࢪ文 SI16 ෴土中 前期ޙ൒
PL27

TP31 ೄ文土器 ਂ鉢 － （7.7） － 長石・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ̧Ｌ୯અೄ文ࢪ文ޙ，௜線文にΑる区ը ද土 中期ޙ༿

PL27
TP32 ೄ文土器 ਂ鉢 － （5.7） － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී通 ಥ文と௜ࢗ形状工۩にΑる円形のࢁԑ部ޱ

線文をࢪ文 SI16 ෴土中 中期
PL27

TP33 ೄ文土器 ਂ鉢 － （5.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 Ｌ̧୯અೄ文ࢪ文ޙ，௜線と೾状௜線文を

文ࢪ SI2 ෴土中 中期ޙ༿
PL27

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 文様・ख法の特௃ほか 出土位置 උ　ߟ

TP34 ೄ文土器 ਂ鉢 － （4.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 明੺׊ ී通 ඍོଳにΑる区ը文　̧Ｌ୯અೄ文ࢪ文 ද土 中期ޙ༿

PL27
TP35 ೄ文土器 ਂ鉢 － （5.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 ௜線区ը内にＬ̧ೄ文ࢪ文 ද土 期ॳ಄ޙ

PL27
TP36 ೄ文土器 ਂ鉢 － （3.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・

੺色ཻ子 ŋ ᛽ࡉ にͿい׊ ී通 ೾状௜線文をࢪ文 SI31 ද土 中期ޙ༿
PL27

TP37 ೄ文土器 ਂ鉢 － （6.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 Ｌ̧୯અೄ文ࢪ文ޙ，௜線文をࢪ文 SI36 ෴土中 期前൒ޙ
PL27

TP38 ೄ文土器 ਂ鉢 － （4.1） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 黒׊ ී通 ོଳ上に工۩にΑるࢗಥ文　௜線をࢪ文ޙ，
೨ࢳ文をࢪ文 ද土 ൩期カ

PL27
TP39 ໻生土器 壺 － （4.3） － 長石・石ӳ ᒵ ී通 頸部ແ文　಑部にＬ̧ೄ文ࢪ文 SI36 ෴土中 期ޙ

PL27
TP40 ໻生土器 壺 － （5.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 Ｌ̧ೄ文ࢪ文ޙ，௜線区ը内をຏりফす SI16 ෴土中 中期ޙ൒

PL27
TP41 ໻生土器 壺 － （4.8） － 長石・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 10 本以上の۳ඳ状の௜線文をࢪ文12，ޙ 本

の۳ඳ೾状文をॆర SI20 ෴土中 期ޙ
PL27

TP42 ໻生土器 壺 － （3.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 Ӕ巻状の文様を௜線にΑるࢪ文 SI23 ෴土中 中期前൒
PL27

TP43 ໻生土器 壺 － （3.3） － 長石・石ӳ ᒵ ී通 ２本の۳ࣃ状工۩で֨子目状に文様をࢪ文 SI19 ෴土中 中期ޙ൒
PL27

番号 種　別 長͞ ෯ ް͞ 重 ྔ 質  ࡐ 特　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P18 羽ޱ （6.2） （5.1） （2.0）（62.8）長石・石ӳ・
੺色ཻ子 ઌ୺ٴͼ下୺部はܽଛ ද土

番号 種別 長͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質  ࡐ 特　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̦８ φイϑ形石器 5.5 2.0 0.8 ç5.7 黒༵石 ॎ長ണยをૉࡐ　ೋଆԑ加工 SI20 ෴土中

̦̕ φイϑ形石器 3.6 2.0 0.8 ç4.6 ทؠ ॎ長ണยをૉࡐ　一ଆԑ加工　ઌ୺ٴͼ下୺部はܽଛ S,12 ෴土中

̦ 10 φイϑ形石器 6.4 2.8 1.1 12.4 ؠ質ทܔ ॎ長ണยをૉࡐ　ೋଆԑ加工 ද土

̦ 11 形ະ製品ڸ 4.4 3.7 1.6 25.1 石׈ 円形に加工　ද面は時ܭճりに࡟り，ඥ状に଄り出そうとして
いる　 SI16 ෴土中 PL29



第１３１図 姥久保遺跡２区遺構全体図
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         第５અ　３区の遺構と遺物

１　古墳時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡２軒を確認した。以下，遺構ٴͼ遺物にͭいて記ड़する。

　竪穴住居跡

第 ��号ॅډ跡（第 132・133 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14g6 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 62 号住居，第̕号掘立柱建物，第２号ピット群に掘りࠐまれている。

ঢ়　北੢部が調査区Ҭ֎へԆͼているが，長࣠ܗ໛ͱن 6.25 ｍ，短࣠ 5.95 ｍのํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 22˃

－̚である。น高は６～ 15ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。北東コーφー部付ۙとஷ蔵穴東ଆの෴土下層から長͞ 20ᶲほど

の୸化ࡐを確認した。

࿍　中ԝ部のやや北دりに付設͞れている。長ܘ 78ᶲ，短ܘ 48ᶲのପ円形で，床面を 10ᶲ掘りくぼΊた地床

࿍である。࿍床は火をडけて੺มߗ化している。

࿍౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　୸化物・ম土ཻ子গྔ 色　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ׊੺҉ۃ　２

ஷ蔵݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

４　҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
׊　５ 色　ロームཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　୸化物গྔ，ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化物গྔ

ۃ　４ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
׊　５ 色　ロームཻ子গྔ
׊　６ 色　ロームཻ子中ྔ

ஷ蔵݀　ೆนࡍの中ԝدりに位置している。第̕号掘立柱建物に掘りࠐまれているたΊ，長ܘは 96ᶲで，短

はܘ 66ᶲが確認できたͩけである。平面形はପ円形で，ਂ͞は 30ᶲで，ఈ面は皿状である。นは֎܏して立

ͪ上がͬている。

ϐοτ　３か所。̥１～̥３はਂ͞ 34 ～ 70ᶲで，഑置から主柱穴である。

෴౔　６層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گであることから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 303 ఺（坏 10，椀２，高坏１，甕類 290），鉄製品１఺（不明），᛽４఺のほか，ࠞ入

したೄ文土器 33 ఺（ਂ鉢），໻生土器ย 10 ఺（壺）が出土している。317 はஷ蔵穴，319 はೆนࡍの෴土下層，

320 はೆ東コーφー部付ۙの床面からそれͧれ出土している。いͣれもഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものと

みられる。318・̢ 12 は੢部の෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から４世ل前൒に比定できる。෴土中のম土がඍྔで，床はমけていないが，୸化ࡐ

が東・ೆนࡍから床の中ԝ部に޲かͬて出土している状گから，মࣦ住居の可能性がある。
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第 �3� ਤɹ第 47 号住居跡࣮ଌ図
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   第 ��号ॅډ跡（第 134 ～ 136 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 15f1 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 45 号住居，第 71・75・76・79・80・82・86・89・90 号土坑，第̕号溝，第２号ピット群に掘り

。まれているࠐ

ঢ়　北੢部が第̕号溝，ೆ部が第ܗ໛ͱن 45 号住居に掘りࠐまれ，北東部が࡟平͞れてนは遺ଘしていない

たΊ，北東・ೆ੢࣠ 5.55 ｍ，北੢・ೆ東࣠ 3.55 ｍしか確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ

定でき，主࣠ํ޲は̣－ 52 －˃̚である。遺ଘしているೆ੢部のน高は 35ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，ೆ੢部はนࡍまで౿みݻΊられている。中ԝ部付ۙの෴土下層から長͞ 16ᶲの୸化ࡐが出土し

ているが，床はমけていない。                  

࿍　中ԝ部のやや北دりに付設͞れている。長ܘ 58ᶲ，短ܘ 48ᶲのପ円形で，床面を７ᶲ掘りくぼΊた地床

࿍である。࿍床は੺มしているが，ߗ化はしていない。

ஷ蔵݀　ೆ੢นࡍの̥５付ۙに位置している。長ܘ 50ᶲ，短ܘ 40ᶲのପ円形で，ਂ͞は 60ᶲで，ఈ面は平ୱ

である。นは௚立している。

࿍౔૚ղઆ
１　にͿい੺׊色　ম土ϒロックগྔ，ロームϒロック・୸化物ඍྔ ２　҉ ੺ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 �33 ਤɹ第 47 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 47 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 133 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

317 土師器 椀 çʦ8.8ʧ 5.6 ç3.6 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り ஷ蔵穴෴土
下層

40ˋ
PL43

318 土師器 椀 ʦ13.0ʧ （5.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟りޙ，ԣ位のϔラຏき ෴土中 20ˋ

319 土師器 高坏 － （4.5） ʦ18.2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通
ॎ位のϔラຏき，ޙり࡟部֎面ॎ位のϔラ٭
内面ԣ位のϔラ࡟りޙ，φσ　୺部ԣ位のϋ
έ目

෴土下層 ５ˋ

320 土師器 甕 － （7.5） ç5.4 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 内・֎面φσ　ఈ部φσ 床面 30ˋ

番号 器　種 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢ 12 不明鉄製品 （7.9） （8.5） 0.7 （24.0） 鉄 コの字状　அ面長ํ形 ෴土中
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第 �3� ਤɹ第 54 号住居跡࣮ଌ図

ஷ蔵݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化物ඍྔ
׊　３ 色　ロームཻ子গྔ

׊　４ 色　ロームཻ子中ྔ
５　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
׊　６ 色　ロームϒロックগྔ

ϐοτ　５か所。̥１～̥４はਂ͞ 42 ～ 62ᶲで，഑置から主柱穴である。̥５はਂ͞ 33ᶲで，ೆ੢นࡍに位

置していることから，出入りࢪޱ設に伴うピットとਪ定できる。
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第 �3� ਤɹ第 54 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化ࡐඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ࡐ・ম土ཻ子ඍྔ
׊　３ 色　ロームϒロック・୸化物ඍྔ
４　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ

５　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
６　黒 ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
８　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ

෴౔　８層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گであることから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 151 ఺（坏４，器台１，高坏１，壺３，甕類 142），土製品１఺（球状土錘）のほか，

ࠞ入したೄ文土器ย 73 ఺（ਂ鉢）が出土している。323・325 は中ԝ部，326 は੢部，323 はೆ部の෴土下層

からそれͧれ出土している。321・324 は中ԝ部の෴土下層から出土した２఺のഁยが，327 はೆコーφー部付

ۙの෴土下層から出土した３఺のഁยがそれͧれ઀߹している。いͣれもഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたもの

とみられる。%P19 は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から４世ل前൒に比定できる。୸化ࡐは床の中ԝ部のほかに，෴土中にもඍྔしか含

まれていないことから，埋Ί໭しのࡍにࠞ入したものとみられる。
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２　奈良時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡８軒，土坑３基を確認した。以下，遺構ٴͼ遺物にͭいて記ड़する。

  （1）   竪穴住居跡

第 �3� ਤɹ第 54 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 54 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 135・136 図）

ද 13   古墳時代住居跡一ཡද

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

321 土師器 器台 ç8.2 ç7.9 10.3 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී通
ड部֎面ॎ位のϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏ
き　٭部֎面ॎ位のϔラ࡟りޙ，ԣ位のϔラ
り࡟り　内面ԣ位のϔラ࡟

෴土下層 95ˋ
PL43

322 土師器 高坏 10.2 ç（6.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ੺׊ ී通 坏部֎面ԣ位のϔラ࡟りޙ，φσ　内面φσ ෴土下層 60ˋ
PL43

323 土師器 壺 10.5 （10.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී通 ମ部ॎ位のϔラ࡟りޙ，ԣ位のϔラຏき　内
面φσ ෴土下層 60ˋ

PL43

324 土師器 壺 10.0 16.0 ç5.6 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通
のϔラຏき　ମ部下޲ԑ部内・֎面不定ํޱ
୺にԣ位のϔラ࡟りޙ，ԣ位・ॎ位のϔラຏ
き　ఈ部木༿ࠟ

෴土下層 90ˋ
PL43

325 土師器 壺 － （14.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通
֎面ࣼ位のϋέ目ޙ，ମ部にԣ位のϋέ目　
内面ମ部下୺にϔラ状工۩ࠟ　ম成ޙのઠ孔
１か所　ఈ部ܽଛ

෴土下層 80ˋ
PL43

326 土師器 甕 18.7 21.6 ç8.2 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ֎面ϔラφσ　ఈ部木༿ࠟ ෴土下層 90ˋ
PL43

327 土師器 甕 20.6 （17.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ֎面ϔラφσޙ，ࣼ位のϔラຏき ෴土下層 40ˋ
PL43

番号 器　種 ܘ ް ͞ 孔 ܘ 重 ྔ ଻　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P19 球状土錘 2.0～2.1 2.0 0.15～
0.4 6.9 長石・石ӳ φσ　一ํ޲からઠ孔 ෴土中 PL54

番号 位置 平面形 主࣠ํ޲ 　໛（ｍ）ن    
（長࣠×短࣠）

น高
（ᶲ） 床面 น溝

内 部 ࢪ 設
෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ

重ෳ関܎（古ˠ৽）主柱穴 出入ޱ ピット ࿍・竈 ஷ蔵穴

47 ̘14g6 ํ形 ̣－ 22 ƅ－̚ 6.25 × 5.95 ６～15 平ୱ － ３ － － ࿍１ １ 人ҝ 土師器，不明鉄製
品 ４世ل前൒ 本跡ˠ

SI62,çSB9,çPG2

54 ̘15f1 ʦํ形 ŋ
長ํ形ʧ ̣－ 52 ƅ－̚（5.55）×（3.55） 35 平ୱ － ４ １ － ࿍１ １ 人ҝ 土師器，土製品 ４世ل前൒

本跡ˠ SI45ŋS,71ŋ
75ŋ76ŋ79ŋ80ŋ82ŋ
86ŋ89ŋ90, S%9, PG2
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第 �3� ਤɹ第 44 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

   第 ��号ॅډ跡（第 137・138 図）

Ґஔ　調査区東部の̘ 15d1 区，標高 23.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第７・８号溝に掘りࠐまれている。

ঢ়　北੢部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北東・ೆ੢࣠はܗ໛ͱن 4.35 ｍで，北੢・ೆ東࣠は 1.70 ｍしか

確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主࣠ํ޲は不明である。น高は５～ 30ᶲで，

。して立ͪ上がͬている܏֎

চ　ほぼ平ୱで，นࡍをআいて౿みݻΊられている。東コーφー部とೆ東ଆのน下にはน溝が८ͬている。

෴౔　４層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

３　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
׊　４ 色　ロームϒロックඍྔ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 87 ఺（坏８，甕 79），須恵器ย 73 ఺（坏 31，皿１，蓋６，盤２，鉢１，甕 32），瓦

ย１఺（平瓦），土製品１఺（٭ࢧ）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย６఺（ਂ鉢）が出土している。TP45 は中

ԝ部の෴土下層，330 はೆ部の෴土中層，328・329・331・TP44 はೆ部の෴土上層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ޙل༿に比定できる。
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第 ��号ॅډ跡（第 139 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 14h0 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第̕号溝，第 57 号土坑に掘りࠐまれている。

まれているたΊ，東੢࣠ࠐঢ়　ೆ部は調査区Ҭ֎へԆͼており，東部が第̕号溝に掘りܗ໛ͱن 2.25 ｍ，ೆ

北࣠ 1.70 ｍしか確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主࣠ํ޲は不明である。

น高は 34ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。੢นから北นにかけてのน下には，น溝が८ͬている。

ϐοτ  ੢นからやや中ԝدりで確認した。ਂ͞は 24ᶲで，性֨不明である。

෴౔　４層に分層できる。レンズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ

׊　３ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
ۃ　４ ҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

第 �3� ਤɹ第 44 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 44 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 137・138 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 41 ఺（坏６，盤１，甕 34），須恵器ย 31 ఺（坏 21，高台付坏２，蓋２，盤２，甕４）

のほか，ྲྀれࠐΜͩೄ文土器ย 12 ఺（ਂ鉢），᛽２఺が出土している。336 は中ԝ部付ۙの෴土下層から出土

している。332 は੢コーφー部付ۙの෴土下層と෴土中層からそれͧれ出土したഁยが઀߹している。333 ～

335 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ل中༿に比定できる。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

328 須恵器 蓋 － （3.1） － 長石・石ӳ・ࡉ᛽ 灰ԫ ී通 ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土上層 30ˋ

329 須恵器 蓋 － （3.4） － 長石・石ӳ 灰׊ ී通 ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土上層 10ˋ

330 須恵器 盤 － （3.0） ʦ10.0ʧ 長石・石ӳ・ࡉ᛽ 灰ԫ ී通 ఈ部ճసϔラ੾りޙ，高台貼り付け ෴土中層 40ˋ

331 須恵器 盤 － （3.2） ʦ13.3ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部下୺ϔラ࡟り　高台貼り付け ෴土上層 20ˋ

TP44 須恵器 甕 － （6.1） － 長石・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部ԣ位の平行ୟき　内面当て۩ࠟ ෴土上層

TP45 須恵器 甕 － （5.2） － 長石・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 頸部ロクロφσ۳，ޙඳ೾状文 ෴土下層

番号 器　種 長  ͞ ෯ ް　͞ 重 　ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

M13 不明 （1.7） （2.4） 0.9 （6.8） ಔ அ面ᇥۂ ෴土中
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第 ��号ॅډ跡（第 140 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14h5 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第３号ピット群に掘りࠐまれている。

ঢ়　北部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東੢࣠はܗ໛ͱن 4.15 ｍで，ೆ 北࣠は 2.14 ｍしか確認できなかͬた。

平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主࣠ํ޲は不明である。น高は２ᶲしか確認できなかͬたたΊ，

นの立ͪ上がりは不明である。

চ　平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。น下にはน溝が८ͬている。

ϐοτ  นࡍからやや཭れた中ԝ部付ۙに位置している。ਂ͞ 66ᶲで，性֨は不明である。

෴౔　น溝内の෴土ͩけを確認した。２層に分層できるが，ଯ積状گは不明である。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ ׊　２ 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ

第 �39 ਤɹ第 46 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 46 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 139 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

332 須恵器 坏 12.6 4.5 9.2 長石・石ӳ・
黒色ཻ子 灰 ී通 ఈ部ճసϔラ੾りޙ，ճసϔラ࡟り　ϔラ記

号ʮ    ʯ
෴土下層
෴土中層 90ˋ

333 須恵器 坏 － （2.5） ʦ9.0ʧ 長石・石ӳ ԫ灰 ී通 ロクロφσ ෴土中 ５ˋ

334 須恵器 坏 － （1.4） ʦ7.2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土中 ５ˋ

335 須恵器 高台付坏 ʦ14.0ʧ （3.1） － 長石・石ӳ・
黒色ཻ子 灰 ී通 ロクロφσ ෴土中 10ˋ

336 土師器 盤 ʦ15.0ʧ （2.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 内面ϔラຏき　ఈ部ԣ位のϔラ࡟り ෴土下層 30ˋ
PL45
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 23 ఺（甕類），須恵器ย 16 ఺（坏６，高盤１，鉢８，甕１）のほか，ࠞ入したೄ文

土器ย２఺（ਂ鉢），陶器ย１఺（੉戸・ඒೱܥ碗）も確認面から出土している。337・338・TP47 はน溝内

からそれͧれ出土しており，ഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ޙل༿に比定できる。

第 ��� ਤɹ第 50 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 50 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 140 図）

第 ��号ॅډ跡（第 141・142 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 14f0 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第̕号溝に掘りࠐまれている。

まれているたΊ，北東・ೆ੢࣠はࠐঢ়　ೆ部が第̕号溝に掘りܗ໛ͱن 3.32 ｍで，北੢・ೆ東࣠は 3.08 ｍし

か確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 54 －˃̚である。น高は 25 ～ 45ᶲで，

。して立ͪ上がͬている܏֎

চ　平ୱで，นࡍをআく޿いൣғが౿みݻΊられている。北੢นとೆ੢นのน下には，น溝が८ͬている。

ᜱ　北東นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 74ᶲで，೩ম部෯は 36ᶲである。କ部はローム

ϒロックを含Μͩ第 17 層を基部として，ロームཻ子や粘土ཻ子を含Μͩ第 13 ～ 16 層を積み上͛て構ங͞れ

ている。火床部は床面とほぼಉ͡高͞を使用しており，火床面は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎

に 28ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上がͬている。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

337 須恵器 坏 ʦ13.0ʧ 4.1 çʦ7.8ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り น溝内 ５ˋ

338 須恵器 高盤 － 1.2 ʦ13.4ʧ 長石・石ӳ 灰 ී通 ロクロφσ　ಁかし孔１か所ݱଘ น溝内 ５ˋ

TP47 須恵器 鉢 － （3.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部ࣼ位の平行ୟき น溝内



－ 155 －

ᜱ౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ 色　粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ロームϒロック・ম土ϒ　
　　　　　　　　ロック・୸化物ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
ۃ　４ ҉ ׊ 色　ロームཻ子 ŋ ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子 ŋ 粘土ཻ子 ŋ
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
׊　５ 色　ロームϒロックগྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
６　に Ϳ い ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
８　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
・色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ϒロック׊੺҉ۃ　̕
　　　　　　　　୸化物・ཻ࠭ඍྔ

10　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子গྔ，ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
11　にͿい੺׊色　ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
12　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子・୸化ཻ子・灰গྔ
13　にͿい׊色　ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ
14　にͿいᒵ色　ম土ཻ子中ྔ，粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ
15　にͿいԫᒵ色　ロームཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
16　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　17 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化物ඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

５　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ
׊　６ 色　ロームཻ子中ྔ
７　黒 ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 55 号住居跡࣮ଌ図

ϐοτ  ４か所。̥２～̥４はਂ͞６ᶲで，コーφー部に位置していることからิॿ柱穴とみられる。̥１は

ਂ͞ 15ᶲで，ܘがほかのピットΑりも大きいが，഑置からิॿ柱穴の可能性がある。

෴౔　７層に分層できる。レンズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。
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第 ��� ਤɹ第 55 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 152 ఺（坏７，高坏１，甕類 144），須恵器ย 21 ఺（坏５，高台付坏１，蓋６，鉢̕）

のほか，ྲྀれࠐΜͩೄ文土器ย 49 ఺（ਂ鉢）が出土している。339 は̥１，340 はೆコーφー部付ۙの෴土下

層からそれͧれ出土している。343 は北コーφー部付ۙの床面からそれͧれ出土した３఺のഁยが઀߹してい

る。いͣれもഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられる。341・TP48 はೆ部の෴土中から出土している。

342 は竈のӈକ部構ஙのࡍにࠞ入したものである。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ޙل༿に比定できる。
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   第 ��号ॅډ跡（第 143 ～ 145 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14K4 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 52・53 号住居，第 15 号掘立柱建物に掘りࠐまれている。

ঢ়　ೆ部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東੢࣠はܗ໛ͱن 4.80 ｍで，ೆ 北࣠は 4.01 ｍしか確認できなかͬた。

平面形はํ形あるいは長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 20 －˃̬である。น高は 12 ～ 35ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬ

ている。

চ　平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。

ᜱ　北นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 124ᶲで，೩ম部෯は 60ᶲである。କ部は粘土մ，

粘土ཻ子，࠭ ཻを含Μͩ第８～ 15 層を積み上͛て構ங͞れている。྆ କ部から出土した粘土մは૯ܭ 130 ఺で，

૯重ྔが 700.9 ̶である。大൒は３～２ܘᶲ，重ྔ２̶ほどで，࠷大のものは長８ܘᶲで，重ྔ 58.2 ̶である。

粘土մはକ部に఺在して出土している状گから，କ部の構ங土にࠞͥたものとみられる。火床部は床面にロー

ムϒロックや粘土ཻ子，ཻ࠭などを含Μͩ第 16 ～ 19 層を高͞ 14ᶲほど積み上͛て構ங͞れている。火床面

は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 28ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上がͬている。

ᜱ౔૚ղઆ
׊　１ 色　୸化物・ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・粘土　
　　　　　　　　ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
２　にͿい੺׊色　粘土ϒロック・ম土ཻ子・ཻ࠭গྔ，୸化ཻ子　
　　　　　　　　ඍྔ
׊　３ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子・粘　
　　　　　　　　土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
４　੺ ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ϒロック・ཻ࠭গྔ，୸化　
　　　　　　　　物ඍྔ
５　にͿい੺׊色　ম土ϒロックগྔ，୸化ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭　
　　　　　　　　ඍྔ
׊　６ 色　粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームཻ子・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
８　҉ ׊ 色　粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ম土ϒロック・ロームཻ　
　　　　　　　　子ඍྔ
̕　にͿいԫ׊色　粘土ཻ子・ཻ࠭ଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
10　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，୸化物ඍྔ

ۃ　11 ҉ ׊ 色　ロームཻ子・୸化ཻ子・粘土ཻ子ඍྔ
12　にͿいԫ׊色　粘土ཻ子・ཻ࠭ଟྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子　
　　　　　　　　ඍྔ
13　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物・粘土　
　　　　　　　　ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
׊　14 色 ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・粘土ϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化物・ཻ࠭ඍྔ
15　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化物・　
　　　　　　　　粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
16　੺ ׊ 色　ম土ཻ子中ྔ
׊　17 色　粘土ϒロック・ཻ࠭গྔ，ম土ϒロック・ロー　
　　　　　　　　ムཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
18　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ロームϒ　
　　　　　　　　ロック・୸化ཻ子ඍྔ
19　҉ ੺ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色 ୸化ཻ子গྔ，ロームϒロック・ম土ϒロック・
　　　　　　　　粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
２　҉ ׊ 色 ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化ࡐඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色 ୸化ࡐ中ྔ，ロームϒロック・ম土ϒロックඍྔ
׊　４ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ

׊　５ 色　ロームཻ子中ྔ
׊　６ 色　ロームϒロックগྔ
７　黒 ׊ 色　ロームϒロック中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ
８　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
׊　̕ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子ඍྔ

第 55 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 142 図）

ϐοτ　２か所。̥１・̥２はਂ͞ 44ᶲ・46ᶲで，഑置から主柱穴である。

෴౔　̕層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گであることから埋Ί໭͞れている。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

339 須恵器 坏 － ç（4.2） ʦ8.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り P1 ෴土下層 ５ˋ

340 須恵器 短頸壺蓋 ʦ12.8ʧ ç2.9 － 長石・黒色ཻ子 ԫ灰 ී通 ロクロφσ　ࣗવ釉 ෴土下層 40ˋ
PL45

341 須恵器 蓋 ʦ16.4ʧ ç（1.3） － 長石・石ӳ ԫ灰 ී通 ロクロφσ ෴土中 30ˋ

342 土師器 甕 ʦ27.6ʧ （27.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 ମ部ॎ位のϔラຏき　内面下୺ϔラφσ　工

۩ࠟ 竈କ部 30ˋ

343 土師器 甕 － （20.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ ී通 ମ部ॎ位のϔラຏき 床面 40ˋ

TP48 須恵器 鉢 － ç（3.1） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 ମ部ԣ位の平行ୟき ෴土中 PL52
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第 ��3 ਤɹ第 58 号住居跡࣮ଌ図

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 248 ఺（坏̕，甕類 238，甑１），須恵器ย 121 ఺（坏 65，高台付坏３，蓋７，盤１，

長頸瓶 16，甕 29）のほか，ࠞ入した陶器ย２఺（੉戸・ඒೱܥ౮明皿，࢈地不明皿）が出土している。349

～ 351・354 は竈のขޱ部付ۙ，352・360 は竈の前面，344 ～ 348・355・359・361 は竈のӈକ部֎の෴土中層

から下層にかけて，353・356 は竈のࠨକ部֎の෴土中層からそれͧれ出土している。竈のपลからほぼ完形

の土器がଟྔに出土していることから，ഇઈ時に౤͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ل中༿に比定できる。
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第 ��� ਤɹ第 58 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 58 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 144・145 図）

第 ��� ਤɹ第 58 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

344 土師器 坏 16.6 5.4 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ部ԣ位のϔラ࡟り　 ෴土下層 100ˋ
PL44

345 土師器 坏 18.8 5.7 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 黒 ී通 ମ部・ఈ部ԣ位のϔラ࡟り ෴土下層 60ˋ

PL44
346 須恵器 坏 10.4 3.8 ç6.4 長石・石ӳ・ࡉ᛽ ԫ灰 ී通 ମ部下୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土下層 100ˋ

PL44
347 須恵器 坏 10.4 3.8 ç7.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部下୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土下層 95ˋ

PL44
348 須恵器 坏 11.9 3.8 ç7.8 長石・石ӳ・Ӣ฼・

黒色ཻ子 灰 ී通 ମ部下୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土下層 95ˋ
PL44

349 須恵器 坏 12.8 4.0 ç8.5 長石・石ӳ・Ӣ฼・
黒色ཻ子 灰 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ଟํ޲のϔラ

り࡟ ෴土下層 95ˋ

350 須恵器 坏 13.6 3.7 ç8.8 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ఈ部ճసϔラ੾りࠟを࢒す一ํ޲のϔラ࡟り ෴土下層 95ˋ
PL44

351 須恵器 坏 13.6 4.2 ç8.7 長石・石ӳ・
黒色ཻ子 灰 ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り ෴土下層 95ˋ

PL44
352 須恵器 坏 13.7 3.7 ç8.6 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟ

を࢒すφσ ෴土下層 100ˋ
PL44

353 須恵器 坏 13.8 4.1 ç7.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ଟํ޲のϔラ࡟
り ෴土中層 90ˋ

PL44
354 須恵器 坏 14.2 4.2 10.4 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟ

を࢒すଟํ޲のϔラ࡟り ෴土下層 95ˋ
PL44
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第 ��号ॅډ跡（第 146 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 14e9 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 65 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　大൒が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東੢࣠ܗ໛ͱن 2.70 ｍ，ೆ北࣠ 0.37 ｍしか確認できなかͬた。平

面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主࣠ํ޲は不明である。น高は 26ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬて

いる。

চ　平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。

෴౔　６層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گであることから埋Ί໭͞れている。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
３　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

４　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
５　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ 色　ロームϒロック中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 64・65 号住居跡，第 64 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 11 ఺（甕類），須恵器ย８఺（坏６，高台付坏１，高盤１），石製品１఺（紡錘車）

が出土している。̦ 12 はೆนࡍの෴土下層，362 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　本跡の大൒が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，床はೆนࡍの一部しか確認できなかͬた。時期は，重ෳ関

にあるಉ時期の第܎ 65 号住居跡Αり৽しいが，出土土器から８世ޙل༿に比定できる。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

355 須恵器 高台付坏 11.7 ç4.6 ç8.2 長石・石ӳ・Ӣ฼・
ന色਑状物 灰 ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟ

を࢒すճసϔラ࡟り　高台貼り付け ෴土下層 95ˋ
PL45

356 須恵器 高台付坏 18.0 ç8.0 11.2 長石・石ӳ・
黒色ཻ子・ന色਑状物 ԫ灰 ී通 ఈ部ճసϔラ੾りࠟを࢒すճసϔラ࡟り　高

台貼り付け ෴土中層 95ˋ
PL45

357 須恵器 蓋 ʦ16.8ʧ ç4.1 － 長石 ŋ 石ӳ ŋ Ӣ฼ ŋ
᛽ࡉ ŋ ന色਑状物 灰׊ ී通 ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土下層 40ˋ

PL45
358 土師器 甕 11.6 10.3 ç6.7 長石・石ӳ・Ӣ฼・

黒色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部木༿ࠟ ෴土下層 50ˋ

359 土師器 甕 ʦ14.6ʧ 16.3 ç7.4 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部木༿ࠟ ෴土下層 95ˋ
PL45

360 須恵器 甕 ʦ27.6ʧ （12.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 頸部内面ࢦ಄ࠟ　ମ部ԣ位の平行ୟき ෴土下層 ５ˋ

361 土師器 甑 28.6 30.0 11.7 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい੺׊ ී通 ମ部上൒ϔラφσ　下୺ॎ位のϔラຏき　内
面ϔラφσ　工۩ࠟ ෴土下層 90ˋ

PL45
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第 ��号ॅډ跡（第 147 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 14e9 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 43・64 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　東部が第ܗ໛ͱن 43 号住居，੢部が第 64 号住居に掘りࠐまれ，北部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東

੢࣠ 1.65 ｍ，ೆ北࣠ 1.32 ｍしか確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主࣠ํ޲

は不明である。น高は 32ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。

෴౔　４層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گであることから埋Ί໭͞れている。

第 ��号ॅډ跡（第 148 図）

Ґஔ　３区੢部の̙ 14b1 区，標高 23.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 60 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　北部が第ܗ໛ͱن 60 号住居に掘りࠐまれ，ೆ部が調査区Ҭ֎へԆͼており，੢部は࡟平͞れているたΊ，

竈と竈पลの床ͩけを確認した。遺ଘ状گが不良のたΊ，ೆ 北࣠ 2.44 ｍ，東੢࣠ 1.26 ｍしか確認できなかͬた。

平面形はํ形あるいは長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 70 －˃̚である。น高は 10cm で，؇やかに立ͪ上がͬている。

চ　遺ଘしている床は平ୱで，౿みݻΊられている。東นのน下には，น溝が८ͬている。

ᜱ　東นに付設͞れている。火床部は掘ํの一部が遺ଘしており，床面を５ᶲ以上掘りࠐΜで，ম土ཻ子やロー

ムཻ子を含Μͩ第１～３層を埋土して構ங͞れていることを確認した。କ部は遺ଘしていない。Ԏ道部はน֎

へ 36ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに立ͪ上がͬている。

遺෺ग़౔ঢ়گ  土師器ย５఺（甕類４，甑１），須恵器ย２

఺（坏）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย３఺（ਂ鉢）が出土し

ている。363 は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，重ෳ関܎や出土土器から８世ޙل༿とਪଌで

きる。

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

３　҉ ׊ 色　ロームϒロック中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 65 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 64 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 146 図）

第 65 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 147 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

362 須恵器 坏 ʦ12.6ʧ 4.9 ʦ7.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ҉灰ԫ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り ෴土中 10ˋ

番号 器　種 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̦ 12 紡錘車 5.1 5.2 1.8 62.1 粘板ؠ 円ਲ਼台形　ࠟࡲ ෴土下層 PL54

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

363 須恵器 坏 ʦ12.0ʧ （2.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 ロクロφσ ෴土中 ５ˋ



－ 163 －

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 52 ఺（坏５，高台付椀１，甕 46），須恵器ย 17 ఺（坏６，蓋２，甕８，瓶１）が出

土している。TP49 は竈前面の床面から出土している。365 は෴土中，364 は竈の掘ํのఈ面からそれͧれ出

土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ޙل༿に比定できる。

۷ํᜱ౔૚ղઆ
１　にͿい੺׊色　ম土ཻ子গྔ，ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ੺ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

３　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 70 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

ද 14   奈良時代住居跡一ཡද

第 70 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 148 図）

  （2）  土坑

第 ��号౔޵（第 149・150 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 14h9 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

364 須恵器 坏 － （2.5） ʦ7.4ʧ 長石・石ӳ 灰׊ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ࡟
り 竈掘ํఈ面 10ˋ

365 須恵器 坏 ʦ11.8ʧ （1.8） － 長石・石ӳ ԫ灰 ී通 ロクロφσ　֎面に墨書ʮ˘ʯ ෴土中 ５ˋ
PL51

TP49 須恵器 甕 － （4.5） － 長石・石ӳ ԫ灰 ී通 ମ部ԣ位の平行ୟき 床面 PL52

番号 位置 主࣠ํ޲ 平面形 　໛（ｍ）ن    
（長࣠×短࣠）

น高
（ᶲ） 床面 น溝

内 部 ࢪ 設
෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ

重ෳ関܎（古ˠ৽）主柱穴 出入ޱ ピット ࿍・竈 ஷ蔵穴

44 ̘15d1 － ʦํ形 ŋ
長ํ形ʧ 4.35 ×（1.70）５～30 平ୱ 一部 － － － － － 人ҝ 土師器，須恵器，

土製品，瓦 ８世ޙل༿ 本跡ˠ S%7ŋ8

46 ̘14h0 － ʦํ形 ŋ
長ํ形ʧ（2.25）×（1.70） 34 平ୱ 一部 － － １ － － ࣗવ 土師器，須恵器 ８世ل中༿ 本跡ˠ S,57,çS%9

50 ̘14h5 － ʦํ形 ŋ
長ํ形ʧ 4.15 ×（2.14） ２ 平ୱ 一部 － － １ － － 不明 土師器，須恵器 ８世ޙل༿ 本跡ˠ PG3

55 ̘14f0 ̣－ 54 ƅ－̚ ʦํ形 ŋ
長ํ形ʧ 3.32 ×（3.08）25～45 平ୱ 一部 － － ４ 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器 ８世ޙل༿ 本跡ˠ S%9

58 ̘14K4 ̣－ 20 ƅ－̬ ʦํ形 ŋ
長ํ形ʧ 4.80 ×（4.01）12～35 平ୱ － ２ － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，

灰釉陶器 ８世ل中༿ 本跡ˠ SI52ŋ53，
SB15

64 ̘14e9 － ʦํ形 ŋ
長ํ形ʧ（2.70）×（0.37） 26 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器，須恵器，

石製品 ８世ޙل༿ SI65 ˠ本跡

65 ̘14e9 － ʦํ形 ŋ
長ํ形ʧ（1.65）×（1.32） 32 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器，須恵器 ８世ޙل༿ 本跡ˠ SI43ŋ64

70 ̙14b1 ̣－ 70 ƅ－̚ ʦํ形 ŋ
長ํ形ʧ（2.44）×（1.26） 10 平ୱ 一部 － － － 竈１ － － 土師器，須恵器 ８世ޙل༿ 本跡ˠ SI60
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ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 1.25 ｍ，短࣠ 0.90 ｍの۱丸長ํ形で，長࣠ํ޲は̣－４ －˃̬である。ਂ͞は 33ᶲで，ఈ

面は平ୱである。นは֎܏して立ͪ上がͬている。

෴౔  ５層に分層できる。第１層をআく֤層に，ロームϒロックが含まれていることから埋Ί໭͞れている。

第４層に含まれているロームϒロックは，火をडけて੺มしている。

第 ��号౔޵（第 151 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 14g8 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 0.51 ｍ，短ܘ 0.37 ｍのପ円形で，長޲ํܘは̣－ 39 －˃̬である。ਂ͞は 41ᶲで，ఈ面は

平ୱである。นは֎܏して立ͪ上がͬている。

෴౔　３層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ   土師器ย 39 ఺（鉢１，甕類 38），須恵器

ย 40 ఺（坏 26，高台付坏１，蓋５，鉢８）のほか，ࠞ

入したೄ文土器ย６఺（ਂ鉢）が出土している。366 は

北部，367 は北੢部の෴土中層からそれͧれ出土してい

る。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ޙل༿に比定できる。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
３　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
׊　４ 色　ロームϒロックগྔ
５　҉ ׊ 色　ロームϒロック中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ 色　ロームཻ子গྔ

３　҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ

第 ��9 ਤɹ第 54 号土坑࣮ଌ図

第 ��� ਤɹ第 54 号土坑出土遺物࣮ଌ図

第 54 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 150 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

366 須恵器 高台付坏 － （3.9） 6.8 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 灰ԫ ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ෴土中層 50ˋ

367 須恵器 鉢 ʦ30.2ʧ （4.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී通 ମ部ԣ位の平行ୟき ෴土中層 ５ˋ
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 72 ఺（坏 71，甕１），須恵器ย４఺（坏３，蓋１）が出土している。368 は෴土中か

ら出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ل前൒とਪ定できる。

第 9�号౔޵（第 152 図）

Ґஔ　３区੢部の̙ 13d9 区，標高 22.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ঢ়　ೆ部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東੢࣠はܗ໛ͱن 0.77 ｍで，ೆ北࣠は 0.65 ｍしか確認できな

かͬた。平面形はପ円形とਪ定でき，࣠ํ޲は不明である。ਂ͞は 15ᶲで，ఈ面は平ୱである。นは؇やか

に立ͪ上がͬている。

෴౔   ３層に分層できる。ロームϒロックや粘土ཻ子を含Ή不ࣗવな状گから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย７఺（坏５，甕類２），須恵器ย３఺（坏）が出土している。369 は෴土中から出土

している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世ޙل༿に比定できる。

౔૚ղઆ
׊　１ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子গྔ，୸化物ඍྔ

３　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・粘        
                        土ཻ子・灰ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 97 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 ��� ਤɹ第 87 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 87 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 151 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

368 土師器 甕 ʦ11.6ʧ 11.6 ʦ7.0ʧ 長石・石ӳ・ࡉ᛽ にͿい੺׊ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟り　内面ϔラφσ　ఈ
部木༿ࠟ ෴土中 30ˋ
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３　平安時代の遺構と遺物

ճの調査で確認した当時代の遺構は，竪穴住居跡ࠓ   20 軒，掘立柱建物跡６棟，柱列跡２列，土坑４基， 

溝跡１条である。以下，それͧれの遺構の特௃と出土した遺物にͭいて記ड़する。

  （1）竪穴住居跡

  第 �3号ॅډ跡（第 153 ～ 157 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 14e0 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 65 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　北部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東੢࣠はܗ໛ͱن 4.23 ｍで，ೆ 北࣠は 3.75 ｍしか確認できなかͬた。

平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定でき，主࣠ํ޲は̣－ 110 ƅ－̬である。น高は 21 ～ 51ᶲで，֎܏して

立ͪ上がͬている。

চ　平ୱな貼床で，นࡍをআいて౿みݻΊられている。貼床は，中ԝ部をআいたൣғにロームϒロックを含Μ

ͩ第̕～ 13 層を埋Ίて構ஙしている。น下にはน溝が८ͬている。

ᜱ　੢นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 110ᶲで，೩ম部෯は 86ᶲである。କ部は，粘土ཻ

子やཻ࠭を含Μͩ第８・̕層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は，床面を 10ᶲ掘りࠐΜでおり，火床面

は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 35ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ͪ上がͬている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　੺ ׊ 色　ম土ཻ子中ྔ，୸化物ඍྔ
２　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック・୸化物গྔ
３　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ロームཻ子・粘土ཻ
　　　　　　　　子・ཻ࠭ඍྔ
４　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック・粘土ϒロック・ཻ࠭গྔ，ロー　
　　　　　　　　ムϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
　色　୸化物・ম土ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ロー׊੺҉ۃ　５
　　　　　　　　ムཻ子ඍྔ
６　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子গྔ，୸化物・ロームཻ子ඍྔ
７　੺ ׊ 色　ম土ϒロックଟྔ
׊　８ 色　粘土ཻ子・ཻ࠭ଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̕ 色　粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ

10　҉ ੺ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・粘土ཻ子・࠭　
　　　　　　　　ཻগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
11　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・୸化ཻ子গྔ，粘土ཻ子・ཻ࠭　
　　　　　　　　ඍྔ
12　҉ ׊ 色　୸化ཻ子গྔ，ロームϒロック・ম土ϒロック　
　　　　　　　　ඍྔ
׊　13 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
14　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
15　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子গྔ
16　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子　
　　　　　　　　ඍྔ
17　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　18 色　ロームϒロック・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 97 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 152 図）

ද 15　奈良時代土坑一ཡද

ϐοτ　５か所。̥１～̥４はਂ͞ 32 ～ 63ᶲで，主柱穴とߟえられる。̥５はਂ͞ 26ᶲで，ೆ東コーφー部

付ۙに位置しているが，性֨は不明である。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

369 須恵器 坏 13.6 3.8 8.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ
り࡟ ෴土中 40ˋ

番号 位　置 長 ํ（ܘ࣠） ޲ 平面形
໛（ｍ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主 な 出 土 遺 物 時　期 උ　　ߟ
（重ෳ関܎　古ˠ৽）長 短×（ܘ࣠） （ܘ࣠） ਂ （͞ᶲ）

54 ̘14h9 ̣－４ －˃̬ ۱丸長ํ形 1.25 × 0.90 33 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 ８世ޙل༿

87 ̘14g8 ̣－ 39 －˃̬ ପ円形 0.51 × 0.37 41 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 ８世ل前൒

97 ̙13d9 － ʦପ円形ʧ 0.77 ×（0.65） 15 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 ８世ޙل༿
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第 ��3 ਤɹ第 43 号住居跡࣮ଌ図
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෴౔　８層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。第̕～ 13 層は貼床の構

ங土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 1480 ఺（坏５，椀２，高台付坏 116，高台付椀２，高台付皿１，盤１，蓋１，高盤１，

甕 1350，小形甕１），須恵器ย 211 ఺（坏６，高台付坏 29，盤２，蓋 45，高盤５，甕 122，円面硯２），瓦ย

16 ఺（平瓦 15，丸瓦１），鉄製品４఺（刀子１，鎌２，紡錘車１），ಔ製品１఺（不明）が中ԝ部の෴土下層

から中層にかけて出土しているほか，ࠞ入したೄ文土器ย２఺（ਂ鉢）が出土している。また，貼床の構ங土

内から土師器ย 45 ఺（甕），須恵器ย 22 ఺（甕）が出土している。374 は中ԝ部，̩ 12・̩ 13 は中ԝ部੢د

りの床面，394 は中ԝ部の床面と東ೆコーφー部の෴土下層，370・371・375・377 ～ 380・383 ～ 387・389・

391 ～ 393・TP50・̩ 11・̢ 14 ～̢ 17 は෴土下層から中層にかけて，372・388・390 は෴土上層からࢄ在し

た状ଶで出土し，̩ 14 は中ԝ部の床面，中ԝ部の෴土中層，ೆ੢コーφー部の෴土上層から出土したഁยが

઀߹したものである。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ 色 ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック ŋ ୸化物ඍྔ
６　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化物ඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
８　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化物・粘土　
　　　　　　　　ཻ子・ཻ࠭ඍྔ

̕　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子　
　　　　　　　　ඍྔ
׊　10 色　ロームཻ子中ྔ，粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，୸化ཻ　
　　　　　　　　子ඍྔ
׊　11 色　ロームཻ子中ྔ
ۃ　12 ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
13　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 43 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 ��� ਤɹ第 43 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 ��� ਤɹ第 43 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（３）
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第 ��� ਤɹ第 43 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（４）

第 43 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 154 ～ 157 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

370 土師器 坏 － （3.3） 6.0 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏ

き　ఈ部一ํ޲のϔラ࡟り　 ෴土中層 10ˋ

371 須恵器 坏 ʦ12.0ʧ 4.5 8.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを࢒す
一ํ޲のφσ　ޱԑ部֎・内面とఈ面漆付着　　 ෴土下層 40ˋ

PL47
372 須恵器 坏 ʦ12.8ʧ 3.8 ʦ7.0ʧ 長石・石ӳ 灰׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ

　　り࡟ ෴土上層 40ˋ

373 須恵器 坏 ʦ12.4ʧ 4.4 ʦ7.4ʧ 長石・石ӳ 灰 ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟ
を࢒すφσ　　 ෴土中 30ˋ

374 須恵器 坏 ʦ13.2ʧ 4.1 ʦ8.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　 床面 20ˋ

375 須恵器 坏 ʦ12.2ʧ 4.1 7.0 長石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽ࡉ ԫ灰 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ଟํ޲のϔラ

　り࡟ ෴土下層 20ˋ

376 須恵器 坏 － （1.6） ʦ8.0ʧ 長石・石ӳ・
਑状߭物 灰 ී通 ఈ部ճసϔラ࡟り・ग墨ࠟ ෴土中 10ˋ

PL50
377 須恵器 高台付坏 ʦ11.6ʧ 5.2 ʦ8.4ʧ 長石・石ӳ ԫ灰 ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　高台貼り付け　　 ෴土中層 30ˋ
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ɹ第 ��号ॅډ跡（第 158 ～ 160 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 15g1 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 54 号住居跡，第 88 号土坑を掘りࠐみ，第 75・86 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 5.05 ｍ，短࣠ 4.40 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 28 ƅ－̬である。น高は６～ 25ᶲで，֎

。して立ͪ上がͬている܏

চ　平ୱな貼床で，中ԝ部が౿みݻΊられている。貼床はロームϒロックを含Μͩ第 10 層を埋Ίて構ங͞れ

ている。北੢นをআいて，น下にはน溝が८ͬている。

ᜱ　北੢นのほぼ中ԝ部に付設͞れている。ن໛は೩ম部෯ 84ᶲである。କ部は地ࢁを掘り࢒し，上部にロー

ムཻ子や粘土ཻ子を含Μͩ第 12・13 層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は床面から 20ᶲくぼΜでおり，

火床面は੺มߗ化していない。Ԏ道部は第 75 号土坑に掘りࠐまれているたΊ確認できない。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

378 須恵器 高台付坏 16.2 ç6.4 10.0 長石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽ࡉ ԫ灰 ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ෴土下・中

層 80ˋ

379 土師器 高台付椀 － ç（6.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，
高台貼り付け ෴土中層 30ˋ

380 土師器 高台付椀 ʦ15.6ʧ ç（4.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసࢳ੾りޙ，ϔ

ラ࡟り ෴土中層 40ˋ

381 土師器 高台付皿 ʦ13.8ʧ ç2.7 çʦ6.2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 黒׊ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　高台貼り付け ෴土中 20ˋ

382 須恵器 蓋 ʦ11.4ʧ ç1.8 － 長石・石ӳ 灰ന ී通 ロクロφσ ෴土中 20ˋ

383 須恵器 蓋 17.0 ç4.7 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽ࡉ 灰 ී通 ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土下層 80ˋ

PL48
384 須恵器 蓋 19.6 ç3.7 － 長石・石ӳ・ࡉ᛽ 灰׊ ී通 ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土下・中

層 60ˋ

385 須恵器 蓋 ʦ17.2ʧ ç5.5 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
黒色ཻ子 灰 ී通 ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土下層 30ˋ

PL48
386 土師器 盤 ʦ20.7ʧ ç3.6 17.0 長石・石ӳ・Ӣ฼・

੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，
高台貼り付け ෴土下層 40ˋ

PL48
387 須恵器 盤 ʦ20.4ʧ ç3.5 10.4 長石・石ӳ・Ӣ฼・

᛽ࡉ ԫ灰 ී通 盤部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り
高台貼り付け，ޙ ෴土中層 60ˋ

388 土師器 高盤 ʦ17.6ʧ ç（3.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　์ࣹ状の工۩ࠟ ෴土上層 10ˋ

389 須恵器 円面硯 ʦ15.5ʧ ç（4.3） － 長石・石ӳ・
ന色਑状物 ԫ灰 ී通

଍円面硯　上位ತଳを水平ややࣼΊに貼りݍ
付け　ॎ位に平行のΩβミを入れたޙ，ํ形
状のಁかし

෴土中層 30ˋ
PL49

390 須恵器 円面硯 － ç（3.7） ʦ16.7ʧ 長石・石ӳ・
黒色ཻ子 ԫ灰 ී通 　ଘ４か所ݱ଍円面硯　࿈子૭状のಁかしݍ ෴土上層 ５ˋ

PL49
391 土師器 甕 19.0 （17.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ֎・内面ϔラφσ　内面工۩ࠟ ෴土下層 40ˋ

392 須恵器 甕 ʦ22.8ʧ （14.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき　内面当て۩ࠟ　 ෴土中層 ５ˋ

393 須恵器 甕 ʦ31.0ʧ （10.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 ֎・内面φσ ෴土中層 ５ˋ

394 土師器 甕 ʦ10.0ʧ ç（7.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟り 床面・෴土
下層 10ˋ

TP50 須恵器 甕 － ç（9.2） － 長石・石ӳ 灰 ී通 ମ部ࣼ位の平行ୟき ෴土中層

番号 器　種 長 ͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

M14 刀子 （5.7） 1.2 0.4 ç（5.7） 鉄 ਕ部・ܪ部ܽଛ　ਕ部அ面֯ࡾ形 ෴土中層 PL54

M15 鎌ϱ （5.7） 1.8 0.1 ç（7.9） 鉄 ฑ૷着部ܽଛ ෴土中層 PL54

M16 鎌ϱ （7.7） 2.7 0.3 （15.5） 鉄 ฑ૷着部ܽଛ ෴土中層 PL54

番号 器　種 ܘ ް͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

M17 紡錘車 4.3 0.2 0.5 （14.8） 鉄 鉄製࣠๮部 4.4ᶲ࢒ଘ　࣠๮அ面円形 ෴土中層 PL54

番号 器　種 長͞ ෯ ް͞ 重ྔ ଻　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̩ 11 平瓦 （12.3） ç（6.8） 2.2 （149） 長石・石ӳ・Ӣ฼ Ԝ面෍目ࠟ　ತ面長ೄୟき ෴土下層 PL53

̩ 12 平瓦 （13.2） （14.6） 2.3 （351） 長石・石ӳ・Ӣ฼ Ԝ面෍目ࠟ　ತ面長ೄୟき 床面 PL53

̩ 13 平瓦 （21.2） （13.6） 2.0 （704） 長石・石ӳ Ԝ面෍目ࠟ　ತ面長ೄୟき 床面 PL53

̩ 14 丸瓦 （17.4） （12.4） 2.0 （327） 長石・石ӳ Ԝ面෍目ࠟを࢒すࢳ੾り　ತ面φσ 床面・෴土
中・上層 PL53
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ᜱ౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色 ম土ཻ子গྔ，୸化物・ロームཻ子・粘土ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
２　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子中ྔ，୸化物・粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
３　黒 ׊ 色 ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化物・粘土ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
４　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，୸化物・ロー
　　　　　　　　ムཻ子ඍྔ
５　にͿい੺׊色　ম土ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ
６　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

７　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ロームϒロックඍྔ
８　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
̕　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
色　ম土ཻ子গྔ，ロームϒロックඍྔ׊੺҉ۃ　10
ۃ　11 ҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　12 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
13　҉ ੺ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロックඍྔ，粘土ϒロ
　　　　　　　　ック・୸化ཻ子・ཻ࠭ۃඍྔ

第 ��� ਤɹ第 45 号住居跡࣮ଌ図
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ϐοτ　６か所。̥１～̥４はਂ͞ 48 ～ 66ᶲで，主柱穴であるŇ ̥１～̥４は，ఈ面が２か所ͣͭ確認でき

ることから，建てସえが行Θれたことが૝定できるŇ ̥５はਂ͞ 35ᶲで，ೆ東นࡍの中ԝ部に位置している

ことから，出入りࢪޱ設に伴うピットとਪ定できる。̥１の東ଆにଘ在している̥６は，性֨不明である。

෴౔　̕層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。第 10 層は貼床の構ங土

である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 205 ఺（坏 16，高台付椀１，甕 188），須恵器ย 140 ఺（坏 56，皿１，蓋 57，高盤１，

甕 25），灰釉陶器ย３఺（瓶），瓦ย４఺（平瓦），ಔ製品１఺（不明）のほか，ࠞ 入した໻生土器ย 14 ఺（壺）

が出土している。400 はೆ੢部の床面，397 は北部の෴土下層，TP51 は੢部の෴土上層からそれͧれ出土し

ている。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　５ 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

׊　７ 色　ロームཻ子中ྔ
８　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子・粘
　　　　　　　　土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
̕　҉ ׊ 色 粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
10　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ

第 ��9 ਤɹ第 45 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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ɹ第 ��号ॅډ跡（第 161 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14i7 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 49 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　ೆ部が調査区Ҭ֎へԆͼており，東੢࣠はܗ໛ͱن 5.55 ｍで，ೆ北࣠は 1.32 ｍしか確認できなかͬた。

平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できるが，主࣠ํ޲は不明である。น高は 50ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬ

ている。

চ　平ୱで，นࡍをআいて౿みݻΊられている。北น付ۙの෴土下層から長͞ 20ᶲほどで，ްみが４ᶲの֯

。が出土しているࡐの୸化ࡐと丸ࡐ

෴౔　10 層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گであることから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 104 ఺（坏 17，高台付椀２，高坏１，甕類 84），須恵器ย 25 ఺（坏２，高台付坏２，

蓋２，甕２，鉢 17），瓦１఺（平瓦）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย 107 ఺（ਂ鉢），໻生土器ย２఺（壺）が

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
４　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ 色 ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化物ඍྔ

６　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
８　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
̕　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化物ඍྔ
׊　10 色　ロームϒロックগྔ

第 ��� ਤɹ第 45 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 45 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 159・160 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

395 須恵器 坏 － ç（2.4） ʦ6.2ʧ 長石・石ӳ ԫ灰 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り
ࠟを࢒すଟํ޲のϔラφσ　 ෴土中 ５ˋ

396 土師器 高台付椀 － ç（3.2） 6.7 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ੾りޙ，
高台貼り付け ෴土中 30ˋ

397 須恵器 蓋 ç（4.6） ʦ19.4ʧ － 長石・石ӳ 灰 ී通 ロクロφσ ෴土下層 20ˋ
PL48

398 須恵器 高盤 － ç（6.0） － 長石・石ӳ ԫ灰 ී通 ロクロφσ　٭部ಁかし孔 ෴土中 ５ˋ

399 土師器 甕 ʦ23.0ʧ （15.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ԑ部֎・内面ԣφσ　֎面ϔラຏきޱ ෴土中 20ˋ

400 土師器 甕 － （18.4） 7.8 長石・石ӳ・Ӣ฼ ׊ ී通 ֎面ϔラຏき　内面下୺ϔラ࡟り　ఈ部木༿
ࠟ 床面 30ˋ

TP51 須恵器 甕 － ç（5.0） － 長石・石ӳ・ࡉ᛽ ԫ灰 ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき　下୺ϔラ࡟り　内面φ
σ ෴土上層
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出土している。401 は北นࡍの෴土上層，405 は北นࡍと北東コーφー部付ۙの෴土上層からそれͧれ出土し

たഁยが઀߹している。402 ～ 404・406・TP52・̩ 15 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。୸化ࡐは北นのほかに出土していないことから，埋Ί

໭しのࡍにࠞ入したものとみられる。

第 ��� ਤɹ第 48 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図



－ 177 －

   第 �9号ॅډ跡（第 162 ～ 164 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14i7 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 48 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 3.86 ｍ，短࣠ 3.77 ｍのํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 80 ƅ－̚である。น高は 17 ～ 20ᶲで，֎

。して立ͪ上がͬている܏

চ　ほぼ平ୱな貼床で，中ԝΑりೆଆは，นࡍをআいて౿みݻΊられている。貼床はロームϒロックを含Ή第

19 層を埋Ίて構ங͞れている。中ԝから北น下にかけての෯ 3.4 ｍは，ೆ൒部の床面Αり 16ᶲほど高く，ϕッ

ト状をఄしている。ೆนをআいてน下にはน溝が८ͬている。

ᜱ　東นの中ԝΑりೆଆに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 82ᶲで，೩ম部෯は 38ᶲである。

କ部はӈକ部に土師質土器羽釜，ࠨକ部に土師器甕をิࡐڧとし，埋設して構ங͞れている。火床部は床面と

ほぼಉ͡高͞を使用しており，火床面は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 66ᶲ掘りࠐまれ，؇

やかに立ͪ上がͬている。
ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　にͿい੺׊色　ロームཻ子・ম土ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，　
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子・粘土ཻ子গྔ，ロームϒ　
　　　　　　　　ロックඍྔ
４　҉ ੺ ׊ 色 ୸化ཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ，ロームཻ子・ཻ࠭ඍྔ
５　҉ ׊ 色 粘土ཻ子中ྔ，ロームϒロック・ম土ཻ子গྔ，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
６　にͿいԫ׊色　ཻ࠭ଟྔ，粘土ཻ子中ྔ，ロームཻ子গྔ，ম
　　　　　　　　土ཻ子ඍྔ

７　҉ ׊ 色　ロームཻ子・ཻ࠭গྔ，粘土ϒロック・୸化ཻ　
　　　　　　　　子ඍྔ
׊　８ 色　ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ
׊　̕ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ
׊　10 色　ロームཻ子ඍྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ
׊　11 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
12　灰 ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ۃඍྔ
׊　13 色　ロームϒロックগྔ

౔૚ղઆ
׊　１ 色　ロームཻ子中ྔ
׊　２ 色　ロームཻ子গྔ
׊　３ 色　ロームϒロックগྔ
４　҉ ׊ 色　୸化ཻ子中ྔ，ロームཻ子গྔ
５　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ཻ࠭中ྔ，粘土ϒロックඍྔ
６　灰 ԫ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ
７　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
８　黒 ׊ 色　୸化ࡐ・ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・粘　
　　　　　　　　土ཻ子ඍྔ

׊　10 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・粘土ཻ子ඍྔ
11　҉ ׊ 色 ロームཻ子・粘土ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　12 色　粘土ཻ子গྔ，ロームϒロックඍྔ
׊　13 色　ロームཻ子গྔ
׊　14 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
15　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　16 色　ロームཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　17 色　ロームϒロックඍྔ
׊　18 色　ロームཻ子ଟྔ
19　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 48 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 161 図）

ϐοτ　３か所。̥１・̥２はਂ͞ 10ᶲ・18ᶲで，主柱穴とߟえられる。̥３はਂ͞ 10ᶲで，੢นࡍの中ԝ

部に位置していることから，出入りࢪޱ設に伴うピットとਪ定できる。

෴౔　18 層に分層できる。レンズ状のଯ積状گからࣗવଯ積である。第 19 層は貼床の構ங土である。

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

401 土師器 坏 － （2.7） çʦ8.2ʧ 長石・石ӳ ᒵ ී通 内面ॎ位のࡉいϔラຏき ෴土上層 40ˋ

402 土師器 坏 － （1.6） çʦ8.6ʧ 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ロクロφσ ෴土中 ５ˋ

403 土師器 坏 ʦ12.0ʧ （2.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 内面ԣ位のϔラຏき ෴土中 ５ˋ

404 土師器 坏 ʦ13.8ʧ （3.1） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき ෴土中 ５ˋ

405 須恵器 鉢 － （7.7） ʦ18.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
黒色ཻ子 灰 ී通 ମ部下൒ࣼ位の平行ୟき　下୺ԣ位のϔラ࡟

り　 ෴土上層 10ˋ

406 須恵器 甕 － （5.2） － 長石・石ӳ 灰 ී通 頸部５本の۳ඳ೾状文 ෴土中 ５ˋ

TP52 須恵器 甕 － （4.2） － 長石・石ӳ 灰 ී通 ମ部֨子目状のୟき　内面ಉ৺円状の当て۩
ࠟ ෴土中 PL52

番号 種　別 長　͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃ 出土位置 උ　ߟ

̩ 15 平瓦 （5.2） （5.4） 1.7 （45.3） 長石・石ӳ ԫ灰 ී通 Ԝ面෍目ࠟ　ತ面ϔラ࡟り ෴土中 PL53
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 383 ఺（坏 52，高台付坏 15，高台付椀１，甕 315），須恵器ย 104 ఺（坏 42，高台付坏

５，高盤３，瓶１，鉢 35，甕 18），土師質土器ย１఺（羽釜），鉄製品１఺（不明）のほか，ྲྀれࠐΜͩೄ文

土器ย 15 ఺（ਂ鉢），ࠞ入した陶器ย４఺（ৗ׈甕２，੉戸ඒೱ౮明皿１，੉戸ඒೱ椀１）が出土している。

また，貼床の構ங土内からೄ文土器ย５఺（ਂ鉢），໻生土器ย２఺（壺），土師器ย 55 ఺（坏 26，鉢 29），

須恵器ย 34 ఺（坏 14，高台付坏５，鉢 15），土製品１఺（球状土錘），平瓦１఺が出土している。413 はࠨକ

の基部，414 はӈକの基部からਖ਼位でਾえられた状ଶで出土しており，竈ิࡐڧとして使用͞れたものであ

る。414 は竈の෴土下層から出土したഁยが઀߹したものである。411 は竈の෴土下層，410 は̥１の෴土上

層，408 はೆ部の෴土下層，409 は੢部の෴土中層，%P20 は北部の貼床構ங土内からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。
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ɹ第 ��号ॅډ跡（第 165 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14K6 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

第 ��� ਤɹ第 49 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 49 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 163・164 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

407 須恵器 坏 － ç（3.0） ʦ7.2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ଟํ޲のϔラ
　り࡟ ෴土中 ５ˋ

408 土師器 高台付坏 ʦ15.0ʧ ç5.0 9.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，
高台貼り付け ෴土下層 40ˋ

409 土師器 高台付椀 ʦ16.2ʧ ç5.8 9.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け　　 ෴土中層 40ˋ

PL47
410 須恵器 鉢 ʦ21.8ʧ ç（8.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき　内面ϔラφσ P1 ෴土上層 ５ˋ

411 須恵器 鉢 ʦ33.4ʧ （13.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ֎・内面φσ 竈෴土下層 ５ˋ

412 土師器 甕 ʦ11.2ʧ （11.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい੺׊ ී通 ମ部下൒ԣ位のϔラ࡟り ෴土中 30ˋ

413 土師器 甕 19.4 （25.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ԣ位のϔラ࡟り　内面ϔラφσ 竈ࠨକ基部 50ˋ
PL49

414 土師質土器 羽釜 20.6 （22.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 ମ部下୺ԣ位のϔラ࡟り　内面ϔラφσ 竈ӈକ基部 40ˋ
PL50

番号 器　種 ܘ ް͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P20 球状土錘 2.9 3.1 0.6 26.8 土（長石・Ӣ฼） φσ　一ํ޲からઠ孔 ෴土下層 PL54
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ॏෳؔ܎　第 58・59・60 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　ೆ部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東੢࣠はܗ໛ͱن 3.72 ｍで，ೆ北࣠は 0.88 ｍしか確認できな

かͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定でき，主࣠ํ޲は̣－ 22 ƅ－̬である。น高は 12ᶲで，֎܏し

て立ͪ上がͬている。

চ　確認できたൣғはほぼ平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。

ᜱ　北นのほぼ中ԝ部に付設͞れている。ขޱ部ೆ部が第 59 号土坑に掘りࠐまれているたΊ，確認できた೩

ম部からԎ道部までの長͞は 44ᶲ，೩ম部෯ 50ᶲである。ࠨକ部は地ࢁを֯ࡾ状に掘り࢒し，基部としてい

る。火床部は，床面を 15ᶲ掘りࠐΜでおり，火床面は੺มߗ化していない。Ԏ道部はน֎に 38ᶲ掘りࠐまれ，

؇やかに立ͪ上がͬている。

ᜱ౔૚ղઆ
色׊੺҉ۃ　１ ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化物・粘土ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
２　҉ ੺ ׊ 色 ম土ϒロックগྔ，୸化物・粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
３　҉ ੺ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ
４　にͿい੺׊色 ম土ཻ子中ྔ，粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

５　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
６　҉ ੺ ׊ 色 ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・粘土ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
７　҉ ੺ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ（３層Αりకまりڧ）
８　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ
׊　１ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　２ 色　ロームϒロック中ྔ
׊　３ 色 粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ

４　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
５　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　６ 色　ロームཻ子গྔ，୸化物ඍྔ

෴౔　６層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 27 ఺（坏１，高台付椀１，甕 25），須恵器ย 13 ఺（坏３，皿１，盤２，甕７）が出

土しているŇ 415・416 は竈Ԏ道部上から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。
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   第 ��号ॅډ跡（第 166・167 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̙ 14a4 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 58 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　ೆ部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東੢࣠はܗ໛ͱن 3.10 ｍで，ೆ北࣠は 2.01 ｍしか確認できな

かͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定でき，主࣠ํ޲は̣－ 21 ƅ－̬である。น高は５～ 26ᶲで，֎

。して立ͪ上がͬている܏

চ　平ୱで，นࡍをআいて౿みݻΊられている。東น下にはน溝が८ͬている。

ᜱ　北นのほぼ中ԝ部に付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 122ᶲで，೩ম部෯は 50ᶲである。କ

部は地ࢁを掘り࢒し，基部としている。火床部は，床面を５ᶲ掘りࠐΜでおり，火床面は火をडけて੺มߗ化

している。Ԏ道部はน֎に 76ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに立ͪ上がͬている。

第 ��� ਤɹ第 52 号住居跡࣮ଌ図

第 51 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 165 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

415 須恵器 坏 11.9 4.0 5.8 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ 不良 ロクロφσ　ఈ部ճసϔラ੾り 竈Ԏ道部上 100ˋ

PL46
416 須恵器 坏 ʦ12.1ʧ 3.7 5.8 長石・石ӳ ᒵ 不良 ロクロφσ　ఈ部ճసϔラ੾り 竈Ԏ道部上 60ˋ

PL46
417 土師器 高台付椀 ʦ15.0ʧ 4.5 － 長石・石ӳ・

੺色ཻ子 ᒵ ී通 ロクロφσ　高台貼り付け ෴土中 30ˋ
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 229 ఺（坏 51，高台付坏２，甕 175，甑１），須恵器ย 92 ఺（坏 32，盤１，鉢１，　

３，甕 55），石製品１఺（紡錘車）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย２఺（ਂ鉢），陶器ย３఺（碗），磁器ย２఺

（碗）が出土している。422 は竈の火床部からٯ位の状ଶで出土しており，٭ࢧに使用͞れたものとߟえられ

る。419 は東น下のน溝ఈ面，418 はขޱ部の෴土下層， ̦ 13 は北นࡍの෴土中層からそれͧれ出土している。

421 は火床部ఈ面，北部の෴土下層からそれͧれ出土したഁยが઀߹したものである。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化物・粘土
　　　　　　　　ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
２　にͿいԫ׊色　粘土ϒロック・ロームཻ子・ཻ࠭ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ম土ཻ子・粘土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ，ロー　
　　　　　　　　ムཻ子ۃඍྔ
４　黒 ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子・粘土ཻ子ඍྔ

５　黒 ׊ 色 ୸化ཻ子গྔ，ロームཻ子・ম土ཻ子・粘土ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
６　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ロームϒロック・࠭　
　　　　　　　　質粘土ཻ子ඍྔ
７　にͿい੺׊色 ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化物・粘土ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
３　҉ ׊ 色 ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック ŋ ୸化物ඍྔ

４　҉ ׊ 色　୸化物・ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
׊　５ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 52 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

෴౔　５層に分層できる。ϒロック状のଯ積状گから埋Ί໭͞れている。
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   第 �3号ॅډ跡（第 168・169 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̙ 14a3 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 58 号住居跡を掘りࠐみ，第 100 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 3.25 ｍ，短࣠ 2.22 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 20 ƅ－̬である。น高は４～ 10ᶲで，֎

。して立ͪ上がͬている܏

চɹ平ୱで，นࡍをআいて౿みݻΊられている。੢นࡍの中ԝ部付ۙは੺มߗ化しており，पลにはཻ࠭を含

Μͩ粘土ཻ子を確認した。ೆนをআいたน下にはน溝が८ͬている。

෴౔　４層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。
౔૚ղઆ
׊　１ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化物・　
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

３　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームϒロック中ྔ
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第 52 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 167 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

418 土師器 坏 ʦ15.3ʧ ç4.6 6.7 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ϔラຏき　ఈ

部ճసϔラ੾り　
ขޱ部෴土
下層

70ˋ
PL46

419 須恵器 坏 － ç（3.6） 6.1 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ
　り࡟ น溝ఈ面 40ˋ

420 土師器 高台付坏 － ç（1.7） 6.0 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子・ന色਑状物 にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき

ఈ部ճసϔラ੾りޙ，高台貼り付け　 ෴土中 20ˋ

421 須恵器 鉢 ʦ29.6ʧ （20.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ 不良 ԑ部֎・内面ԣφσ　֎面֨子状ୟき　下ޱ
位ϔラ࡟り　内面φσ　当て۩ࠟ 火床部ఈ面 20ˋ

422 土師器 甕 － （15.5） 6.8 長石・石ӳ ᒵ ී通 ମ部下位ϔラ࡟り　内面ϔラφσ　ఈ部木༿
ࠟ 竈火床部 70ˋ

番号 器　種 ܘ ް͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̦ 13 紡錘車 4.5 1.7 0.8 （47.8） ؠ灰ڽ શ面ݚຏ　下面に線ࠁ文　一ํ޲からઠ孔 ෴土中層 PL54
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 140 ఺（坏 35，甕 105），須恵器ย 45 ఺（坏 17，蓋３，瓶３，甕 22），灰釉陶器ย２఺

（瓶），土製品１఺（紡錘車）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย２఺（ਂ鉢）が出土している。423 は中ԝ部，426

はೆ部の床面，424・%P21 はೆ東コーφー部付ۙの෴土下層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世ل前༿に比定できる。

  

   第 ��号ॅډ跡（第 170 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 14g0 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第̕号溝に掘りࠐまれている。

まれているたΊ，ೆ北࣠はࠐঢ়　東部が第̕号溝に掘りܗ໛ͱن 3.76 ｍで，東੢࣠は 2.54 ｍしか確認できな

かͬた。平面形はํ形とਪ定でき，主࣠ํ޲は̣－ 18 ƅ－̬である。น高は 12 ～ 20ᶲで，֎܏して立ͪ上

がͬている。

চ　確認できたൣғはほぼ平ୱで，นࡍをআいて౿みݻΊられている。น下にはน溝が८ͬている。

ᜱ　北นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 90ᶲで，೩ম部෯は 56ᶲである。କ部は地ࢁを掘

り࢒し，基部としている。火床部は，床面を８ᶲ掘りࠐΜでおり，火床面は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ

道部はน֎に 48ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに立ͪ上がͬている。

第 ��9 ਤɹ第 53 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 53 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 169 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

423 土師器 坏 － （2.6） ʦ7.2ʧ 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ֎・内面ロクロφσ　ఈ部ճసࢳ੾り 床面 ５ˋ

424 土師器 坏 － （1.8） 6.7 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明׊ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసࢳ੾り ෴土下層 10ˋ

425 須恵器 坏 － （3.2） ʦ7.6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 灰ԫ 不良 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り

　り࡟のϔラ޲一ํ，ޙ ෴土中 10ˋ

426 土師器 甕 － （4.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 頸部֎・内面ԣφσ　֎面ϔラຏき 床面 ５ˋ

番号 器　種 ܘ ް͞ 孔 ܘ 重 ྔ ଻　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P21 紡錘車 6.0 1.5 0.9 （50.2） 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子・ࡉ᛽ 上面ϔラຏき　ೋํ޲から段状にઠ孔 ෴土下層 PL54
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 49 ఺（坏 14，高台付皿２，甕 33），須恵器ย 24 ఺（坏 10，蓋１，甕 13）のほか，

ࠞ入したೄ文土器ย３఺（ਂ鉢）が出土している。428 は北੢部の෴土下層，427 は竈ࠨକ部付ۙの෴土中層，

中ԝ部の෴土下層から出土したഁยが઀߹したものである。

ॴݟɹ時期は，出土土器から̕世ޙل൒に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ
１　にͿい੺׊色　ম土ϒロックগྔ，ロームཻ子・୸化ཻ子・粘土
　　　　　　　　ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
２　҉ ੺ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

３　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
４　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　粘土ϒロック・ཻ࠭গྔ，ロームϒロック・ম
　　　　　　　　土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ 色　ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

３　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
׊　４ 色　ロームϒロックগྔ
５　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

第 ��� ਤɹ第 56 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

෴౔　５層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。
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Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14h8 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 59 号住居・第２号ピット群に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 3.30 ｍ，短࣠ 2.95 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 35 ƅ－̚である。น高は 18 ～ 33ᶲで，

。して立ͪ上がͬている܏֎

第 ��� ਤɹ第 57 号住居跡࣮ଌ図

第 56 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 170 図）

ɹ第 ��号ॅډ跡（第 171 ～ 173 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

427 土師器 高台付皿 15.7 （2.6） － 長石・石ӳ ᒵ ී通 内面ϔラຏき　ఈ部ճసϔラ੾りޙ，高台貼
り付け　ମ部・ఈ部に漆ඍྔ付着

෴土下・中
層

90ˋ
PL48

428 土師器 高台付皿 － （2.2） － 長石・石ӳ 明੺׊ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ੾りޙ，
高台貼り付け ෴土下層 20ˋ
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চ　ほぼ平ୱで，นࡍをআいて౿みݻΊられている。

ᜱ　北東コーφー部に付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 84ᶲで，೩ম部෯は 34ᶲである。କ部

は，ロームཻ子や粘土ϒロックを含Μͩ第̕～ 11 層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は，床面を４ᶲ掘

りࠐΜで，ロームཻ子をଟྔに含Μͩ第 12 層を埋Ίて構ங͞れている。火床面は火をडけて੺มߗ化している。

Ԏ道部はน֎に 20ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに立ͪ上がͬている。

ϐοτ　ਂ͞８ᶲで，性֨不明である。

෴౔　５層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 168 ఺（坏 52，高台付坏１，甕 115），須恵器ย 63 ఺（坏 21，盤３，蓋８，甕 30，

甑１），陶器ย１఺（鉢）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย 47 ఺（ਂ鉢）が出土している。431 は竈のࠨକ基部

下，430 はೆ部，432 は北部の෴土下層，429 はೆ部෴土中層からそれͧれ出土している。433 は北東部の෴土

中層から下層にかけて出土したഁยが઀߹したものである。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ
１　にͿいԫ׊色　ཻ࠭中ྔ，粘土ϒロック・ロームཻ子・ম土ཻ　
　　　　　　　　子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　にͿいԫ׊色　ཻ࠭中ྔ，ロームϒロック・粘土ϒロック・ম　
　　　　　　　　土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
３　にͿい੺׊色 ম土ϒロック ŋ ロームཻ子 ŋ ୸化ཻ子 ŋ ཻ࠭গྔ
４　にͿい੺׊色 ম土ϒロック・୸化ཻ子・ཻ࠭গྔ，粘土ϒロッ
　　　　　　　　ク・ロームཻ子ඍྔ
５　҉ ੺ ׊ 色　ম土ϒロック・୸化ཻ子গྔ，ロームϒロック　
　　　　　　　　ඍྔ

６　҉ ׊ 色　ম土ϒロック・ロームཻ子গྔ
７　҉ ੺ ׊ 色 ম土ཻ子গྔ，ロームϒロック・粘土ϒロック・
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
８　੺ ׊ 色　ম土ཻ子中ྔ，ロームϒロックগྔ
׊　̕ 色　ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
10　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　11 色　ロームཻ子গྔ，粘土ϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
׊　12 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ

׊　４ 色　ロームཻ子中ྔ
５　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ

第 ��� ਤɹ第 57 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 �9号ॅډ跡（第 174 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14h8 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 57 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 2.52 ｍ，短࣠ 2.22 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－３ƅ－̬である。น高は 13 ～ 20ᶲで，֎

。して立ͪ上がͬている܏

চ　平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。東นࡍ中ԝ部とೆ東部の床面の一部が੺มߗ化している。

෴౔　７層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 39 ఺（坏 15，高台付坏１，甕 23），須恵器ย 19 ఺（坏８，盤１，蓋２，甕８）が出

土している。434 は中ԝ部の෴土中層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل຤༿に比定できる。

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ۃඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
３　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
４　҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ

５　にͿいԫ׊色　ロームϒロックগྔ
׊　６ 色　ロームཻ子中ྔ
׊　７ 色　ロームϒロック中ྔ

第 ��3 ਤɹ第 57 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 ��� ਤɹ第 59 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 57 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 172・173 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

429 土師器 坏 13.3 ç4.0 6.5 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ϔラຏき　ఈ
部一ํ޲のϔラ࡟り　 ෴土中層 100ˋ

PL46
430 須恵器 坏 13.3 ç4.7 5.4 長石・石ӳ・Ӣ฼・

੺色ཻ子 にͿいᒵ 不良 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ
　り　ମ部に墨書ʮ上఼ʯ࡟ ෴土下層 100ˋ

PL47ŋ51
431 須恵器 蓋 16.4 ç3.1 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ఱ井部ճసϔラ࡟り 竈ࠨକ基部

下
70ˋ
PL48

432 土師器 甕 － ʦ22.1ʧ （6.0） 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿい׊ ී通 　ԑ部֎・内面ԣφσޱ ෴土下層 ５ˋ

433 土師器 甕 － （15.5） ʦ8.3ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ֎面ϔラຏき　ఈ部木༿ࠟ ෴土下・中

層 20ˋ
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   第 ��号ॅډ跡（第 175・176 図）

Ґஔ　３区੢部の̙ 13b0 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 69・70 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

平をडけており，床が࿐出した状ଶで確認した。ೆ北࣠࡟ঢ়　ೆ・੢นの大൒はܗ໛ͱن 3.98 ｍ，東੢࣠ 3.19

ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－̕ƅ－̬である。น高は７ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　確認できたൣғはほぼ平ୱで，นࡍをআいて౿みݻΊられている。

ᜱ　北นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 95ᶲで，೩ম部෯は 64ᶲである。火床部は，床面

とほぼಉ͡高͞を使用しており，火床面は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 52ᶲ掘りࠐまれ，

؇やかに立ͪ上がͬている。

ᜱ౔૚ղઆ
׊　１ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ম土ϒロッ
　　　　　　　　ク ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
色　ম土ϒロック・ロームཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গ׊੺҉ۃ　２
　　　　　　　　ྔ， ୸化物ඍྔ

׊　３ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ロームϒロック・粘
　　　　　　　　土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
４　にͿい੺׊色 ম土ཻ子গྔ，୸化物・ロームཻ子・粘土ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 60 号住居跡࣮ଌ図

第 59 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 174 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

434 土師器 高台付坏 ʦ15.8ʧ 5.9 7.5 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ఈ部ճసϔラ੾りޙ，高台貼り付け　 ෴土中層 40ˋ
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෴౔　୯一層である。पғからの土のྲྀ入をࣔすଯ積状گとۉ質な含有物の様૬からࣗવଯ積とߟえられる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 187 ఺（坏 22，高台付坏２，甕 163），須恵器ย 23 ఺（坏７，盤３，蓋５，鉢２，甕

６），土師質土器ย１఺（羽釜）のほか，ྲྀれࠐΜͩೄ文土器ย３఺（ਂ鉢）が出土している。435 は竈Ԏ道

部の෴土中層，436 は竈ӈକ部付ۙの෴土中層，TP53・TP54 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل൒に比定できる。

ϐοτ　ਂ͞ 33ᶲで，ೆนࡍの東ଆدりに位置していることから，出入りࢪޱ設に伴うピットとਪ定できる。

෴౔　３層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。

  

第 ��号ॅډ跡（第 177・178 図）

Ґஔ　３区੢部の̙ 13a9 区，標高 23.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

֬ೝঢ়گ　竈とそのपғの෴土が一部遺ଘしているͩけで，床面がほぼ࿐出した状ଶで確認した。

ॏෳؔ܎　第 69 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

平͞れているたΊ，ೆ北࣠は࡟ঢ়　ೆนと੢นの一部がܗ໛ͱن 2.93 ｍで，東੢࣠は 2.50 ｍしか確認できな

かͬた。主࣠ํ޲は̣－ 20 ƅ－̬である。น高は 13ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　確認できたൣғはほぼ平ୱで，出入りޱ部付ۙをআいて౿みݻΊられている。

ᜱ　北นに付設͞れている。ن໛は，೩ম部෯ 28ᶲである。କ部はཻ࠭と粘土ཻ子を含Μͩ構ங土をนに貼

り付けたࠟ跡がΘͣかに遺ଘしていることͩけを確認した。火床部は，床面とほぼಉ͡高͞を使用しており，

火床面は੺มߗ化していない。Ԏ道部は࡟平をडけており，確認できない。

౔૚ղઆ
׊　１ 色　ロームཻ子中ྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ

ᜱ౔૚ղઆ
１　にͿい੺׊色　粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
׊　２ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

色　ম土ϒロック・୸化ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ׊੺҉ۃ　３
４　黒 ׊ 色　୸化物・ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 60 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 60 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 176 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

435 土師器 坏 ʦ13.4ʧ （3.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明׊ ී通 内面ԣ位のϔラຏき 竈Ԏ道部
෴土中層 20ˋ

436 土師器 坏 － （3.1） ʦ7.6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽ࡉ にͿい੺׊ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り ෴土中層 20ˋ

TP53 須恵器 鉢 － （2.7） － 長石・Ӣ฼ 灰ԫ ී通 ମ部֨子状の平行ୟき　内面ࢦ಄ࠟ ෴土中

TP54 須恵器 鉢 － （3.3） － 長石 灰׊ ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき ෴土中
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౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ࡐ・ম土ϒロックඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックଟྔ

׊　３ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック ŋ ୸化物ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 61 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 155 ఺（坏 44，高台付坏３，甕 108），須恵器ย 66 ఺（坏 20，高台付坏１，蓋５，

盤１，甕 38，甑１），ۚଐ製品１఺（刀子）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย３఺（ਂ鉢）が出土している。437 は

北部，439 ～ 442・̢ 18 は北東コーφー部付ۙの෴土下層，438 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。
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第 ��� ਤɹ第 61 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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   第 ��号ॅډ跡（第 179・180 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14h6 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

֬ೝঢ়گ　竈とそのपғの෴土が一部遺ଘしているͩけで，床面がほぼ࿐出した状ଶで確認した。

ॏෳؔ܎　第 47 号住居跡を掘りࠐみ，第̕号掘立柱建物に掘りࠐまれている。

平͞れているたΊ，竈と竈पลの床ͩけを確認した。ೆ北࣠࡟ঢ়　床の大൒がܗ໛ͱن 1.50 ｍ，東੢࣠ 0.94

ｍしか確認できなかͬた。主࣠ํ޲は̣－ 70 ƅ－̚である。

চ　竈前面の౿みݻΊられた部分をআいて࡟平͞れている。

ᜱ　東นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 64ᶲで，೩ম部෯は 52ᶲである。କ部は，粘土ཻ

子やロームཻ子を含Μͩ第４～６層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は，床面を６ᶲ掘りࠐΜでおり，火

床面は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 42ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに立ͪ上がͬている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 16 ఺（坏 13，高坏１，甕２），須恵器ย４఺（坏１，盤１，蓋２）のほか，ೄ文土

器ย２఺（ਂ鉢）が出土している。444 は竈ࠨକ部付ۙの床面，443 は竈火床部の෴土下層，445 は竈の෴土

中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل൒に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ
１　灰 ׊ 色　ཻ࠭中ྔ，ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子・粘土ཻ　
　　　　　　　   子ඍྔ
２　にͿい੺׊色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・粘土ཻ子・　
　　　　　　　   ཻ࠭গྔ
３　҉ ੺ ׊ 色 ম土ཻ子中ྔ，ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子・
　　　　　　　   ཻ࠭ඍྔ

４　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，粘土ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・粘土ཻ　
　　　　　　　   子ඍྔ
׊　６ 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 ��9 ਤɹ第 62 号住居跡࣮ଌ図

第 61 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 177・178 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

437 土師器 坏 ʦ13.8ʧ ç3.2 ç6.8 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ϔラຏき　ఈ部
ճసϔラ࡟り　ମ部に墨書ʮ　ϱʯ　　 ෴土下層 50ˋ

PL47ŋ51
438 土師器 坏 － ç（2.9） çʦ7.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・

਑状߭物 明੺׊ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ఈ部一ํ޲のϔラ࡟り　ఈ部ࠁ書ʮ˘ʯ　 ෴土中 ５ˋ

PL51
439 須恵器 坏 13.3 ç4.5 ç6.3 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ

　り࡟ ෴土下層 100ˋ
PL46

440 土師器 高台付坏 16.6 ç6.9 ç8.8 長石・石ӳ・Ӣ฼ ׊ ී通
ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け　ମ部に
墨書ʮ　ϱʯ　

෴土下層 90ˋ
PL47ŋ51

441 土師器 甕 19.4 29.6 ç6.1 石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ部֎面ॎ位のϔラຏき ෴土下層 95ˋ
PL49

442 須恵器 甑 26.9 25.6 13.6 長石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽ࡉ 灰ԫ׊ 不良 ମ部上൒ॎ位の平行ୟき　下൒ԣ位のϔラ࡟

り　内面ࢦ಄ࠟ ෴土下層 80ˋ
PL49

番号 器　種 長  ͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

M18 刀子 （7.5） 1.2 0.3 （6.4） 鉄 ਕ部・ܪ部ܽଛ　ਕ部அ面֯ࡾ形 ෴土下層 PL54
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第 �3号ॅډ跡（第 181 ～ 183 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14i3 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 114 号土坑，第１号柱列，第３号ピット群に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 3.00 ｍ，短࣠ 2.08 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 21 ƅ－̬である。น高は３～８ᶲで，֎

第 ��� ਤɹ第 62 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 ��� ਤɹ第 63 号住居跡࣮ଌ図

第 62 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 180 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

443 土師器 坏 ʦ13.0ʧ 4.2 5.5 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ϔラຏき　ఈ
部一ํ޲のϔラ࡟り　

竈火床部
෴土下層 40ˋ

444 土師器 坏 ʦ12.8ʧ （3.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ֎面ロクロφσ　内面ϔラຏき 床面 ５ˋ

445 須恵器 坏 ʦ11.8ʧ （3.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී通 ֎・内面ロクロφσ　 竈෴土中 ５ˋ
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。して立ͪ上がͬている܏

চ　確認できたൣғはほぼ平ୱで，中ԝ部が౿みݻΊられている。竈付ۙに１か所，東นدり２か所で粘土の

。がりが確認できた޿

ᜱ　北นの北੢コーφー部付ۙに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 78ᶲで，೩ম部෯は 30ᶲで

ある。କ部は，粘土ϒロック౳を積み上͛て構ங͞れたࠟ跡が認Ίられる。火床部は，床面とほぼಉ͡高͞を

使用しており，火床面は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 70ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに立ͪ上がͬ

ている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 77 ఺（坏 26，甕 51），須恵器ย 30 ఺（坏 13，蓋２，甕 15），土師質土器ย１఺（置き

竈）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย３఺（ਂ鉢）が出土している。446 はೆ部の床面，447・449 は北部，450 は

中ԝ部，448・451 はೆ部の෴土下層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ
׊　１ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロックඍྔ ׊　２ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
׊　２ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ

׊　３ 色　ロームϒロックগྔ

第 ��� ਤɹ第 63 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）

෴౔　３層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。
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番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

446 土師器 坏 13.4 ç4.2 6.5 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ϔラຏき　ఈ
部一ํ޲のϔラ࡟り　　 床面 100ˋ

PL46
447 土師器 坏 ʦ13.9ʧ ç3.5 7.9 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ೋํ޲のϔラ

　　り࡟ ෴土下層 50ˋ

448 土師器 坏 ʦ15.6ʧ ç（5.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ମ部に墨書ʮ˘ʯ ෴土下層 ５ˋ

449 須恵器 坏 ʦ14.0ʧ ç4.3 6.6 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り ෴土下層 30ˋ

450 須恵器 甕 － ç（7.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ҉灰ԫ ී通 ԣ位に平行のࠁみޙ，ॎ位のࠁみ　े字のಁ
かしϱ ෴土下層 10ˋ

451 土師質土器 置き竈 ʦ26.5ʧ （21.8） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී通 എ面に孔をઠͭ　֎面ॎํ޲のϔラ࡟り　内
面φσ　 ෴土下層 30ˋ

PL50

  

第 ��号ॅډ跡（第 184 ～ 186 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14i4 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 67 号住居，第 12・13・14・15 号掘立柱建物，第 112・113 号土坑，第３号ピット群に掘りࠐま

れている。

ঢ়　確認できた東੢࣠はܗ໛ͱن 4.10 ｍ，ೆ北࣠は 3.61 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 71 ƅ－̚である。น

高は 20 ～ 35ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　ほぼ平ୱな貼床で，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。貼床はロームϒロックを含Ή第 7 ～ 14 層

を埋Ίて構ங͞れている。น下にはน溝が८ͬている。

ᜱ　東นのややೆଆدりに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 101ᶲで，೩ম部෯は 70ᶲである。

କ部は，粘土ཻ子やロームϒロックを含Μͩ第 17 ～ 21 層を積み上͛て構ங͞れている。火床部は，床面を４

ᶲ掘りࠐΜでおり，火床面は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 44ᶲ掘りࠐまれ，Ԟนにローム

ϒロック，粘土ཻ子を含Μͩ第 17 層を貼り付けており，؇やかに立ͪ上がͬている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ 色 粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ，ম土ཻ子গྔ，ロームཻ子・
　　　　　　　　 ୸化ཻ子ඍྔ

４　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭・粘土ཻ子গྔ
６　҉ ׊ 色 ロームཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ 色 ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・粘土ཻ子・࠭
　　　　　　　　ཻඍྔ

第 ��3 ਤɹ第 63 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 63 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 182・183 図）
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第 ��� ਤɹ第 66 号住居跡࣮ଌ図

８　੺ ׊ 色　ম土ཻ子ଟྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ 色 ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ，ロームཻ子ۃඍྔ
10　੺ ׊ 色　ম土ཻ子ଟྔ
11　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ
12　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ
׊　13 色　粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ，ロームཻ子・୸化ཻ子ඍ
　　　　　　　　ྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ
14　҉ ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ۃඍྔ

15　҉ ׊ 色 ম土ཻ子গྔ，ロームϒロック・୸化ཻ子ۃඍྔ
׊　16 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ
ۃ　17 ҉ ׊ 色　粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ロームϒロックඍྔ
18　にͿいԫ׊色　粘土ཻ子・ཻ࠭ଟྔ，ロームϒロックඍྔ
19　にͿいԫ׊色　粘土ཻ子・ཻ࠭ଟྔ
20　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ・粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
׊　21 色　ロームཻ子中ྔ
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第 ��� ਤɹ第 66 号住居跡掘ํ࣮ଌ図

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ۃඍྔ
２　҉ ׊ 色 ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子ۃඍྔ
׊　３ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ
４　にͿいԫ׊色　ロームཻ子中ྔ
５　にͿいԫ׊色　ロームϒロックඍྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ
６　にͿいԫ׊色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ
７　にͿいԫ׊色　ロームཻ子中ྔ（４層Αりకまりڧ）

８　҉ ׊ 色　ロームϒロック中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　̕ ҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
10　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
׊　11 色　ロームϒロック中ྔ
׊　12 色　ロームཻ子中ྔ
13　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
14　黒 ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

ϐοτ　ਂ͞ 31ᶲで，੢นࡍの中ԝ部に位置していることから，出入りࢪޱ設に伴うピットとߟえられる。

なお，掘ํ調査で床下の੢นࡍから̥２～̥６，ೆนࡍから̥７～̥̕を確認したが，性֨不明である。

෴౔　６層に分層できる。レンズ状のଯ積状گからࣗવଯ積である。第７～ 14 層は貼床の構ங土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 379 ఺（坏 78，高台付坏３，甕 296，小形甕２），須恵器ย 373 ఺（坏 142，高台付

坏 19，蓋 42，盤１，高坏１，鉢１，瓶３，甕 164），灰釉陶器ย１఺（瓶），土製品１఺（球状土錘），鉄ᕥ６

఺（89 ̶）のほか，ࠞ 入した陶器ย２఺（椀），磁器ย２఺（碗），貼床構ங土内からೄ文土器ย 11 ఺（ਂ鉢），

土師器ย 18 ఺（甕），須恵器ย８఺（坏 6，甕２）が出土している。452・453・455 ～ 457 は中ԝ部，458 は
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竈ขޱ部付ۙ，460 はೆ部の床面，%P22 は竈前の෴土下層，459 は竈ӈକ部付ۙの෴土下層，454 は中ԝ部の

෴土上層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

第 ��� ਤɹ第 66 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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ɹ第 ��号ॅډ跡（第 187 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14i4 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 66 号住居跡，第 14・15 号掘立柱建物跡，第１号柱列跡，第 113 号土坑，第３号ピット群を掘り

。Μでいるࠐ

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 4.42 ｍ，短࣠ 4.26 ｍのํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 71 ƅ－̚である。น高は３～ 10ᶲで，֎܏

して立ͪ上がͬている。

চ　ほぼ平ୱで，นࡍをআいて౿みݻΊられている。

ᜱ　東นの中ԝに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 104ᶲで，೩ম部෯は 50ᶲである。火床部は，

床面を４ᶲ掘りࠐΜでおり，火床面は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に６ᶲ掘りࠐまれ，؇やか

に立ͪ上がͬている。

ϐοτ　ਂ͞ 28ᶲで，੢นࡍの中ԝ部に位置していることから，出入りࢪޱ設に伴うピットとਪ定できる。

෴౔ ୯一層である。पғからの土のྲྀ入をࣔすଯ積状گとۉ質な含有物の様૬からࣗવଯ積とߟえら

れる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 615 ఺（坏 225，高台付坏 17，高台付椀１，鉢１，甕 371），須恵器ย 176 ఺（坏 37，

高台付坏６，蓋６，高坏１，甕 126），緑釉陶器ย１఺（椀），灰釉陶器ย３఺（椀），不明鉄製品２఺のほか，

ྲྀれࠐΜͩೄ文土器ย２఺（ਂ鉢）がࢄ在した状ଶで出土している。462・463 は北東コーφー部付ۙ，464 は

ೆଆนࡍの床面，461 は北東コーφー部付ۙの෴土中層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世ل前༿に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ
１　にͿいԫ׊色　粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ，ロームཻ子গྔ，ম土ཻ　
　　　　　　　   子ඍྔ
２　҉ ׊ 色 ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子ۃඍྔ

３　黒 ׊ 色 ୸化ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ
４　明 ੺ ׊ 色 ロームཻ子 ŋ ম土ཻ子中ྔ，粘土ཻ子 ŋ ཻ࠭ඍྔ

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 66 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 186 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

452 土師器 坏 14.2 ç5.0 ç6.8 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ϔラຏき　ఈ
部ೋํ޲のϔラ࡟り 床面 50ˋ

PL46
453 須恵器 坏 ʦ13.5ʧ ç5.4 ç7.6 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り 床面 70ˋ

PL47
454 須恵器 坏 ʦ13.6ʧ ç4.5 çʦ7.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り ෴土上層 40ˋ

455 須恵器 坏 ʦ10.6ʧ ç3.8 ç6.4 長石・石ӳ・ࡉ᛽ ԫ灰 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り 床面 50ˋ
PL46

456 須恵器 高台付坏 ʦ13.7ʧ ç（4.8） － 長石・石ӳ 灰 ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ面ճసϔラ੾り
高台貼り付け　，ޙ 床面 60ˋ

457 須恵器 高台付坏 ʦ10.4ʧ ç5.4 ç5.9 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰 ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り　
高台貼り付け　 床面 60ˋ

PL48
458 須恵器 蓋 － ç（2.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ఱ井部ࠨճりのϔラ࡟り 床面 70ˋ

459 須恵器 盤 ʦ18.0ʧ ç4.3 ʦ10.0ʧ 長石・石ӳ 灰ࢵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　高台貼り付け　 ෴土下層 30ˋ

460 須恵器 鉢 － （22.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ҉灰 ී通 ԑ部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位の平行ୟޱ
き　下位ϔラ࡟り　内面ϔラφσ　当て۩ࠟ 床面 10ˋ

番号 器　種 ܘ ް͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P22 球状土錘 2.5 2.7 0.8 18.1 土（長石・石ӳ） φσ　一ํ޲からઠ孔 ෴土下層
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第 ��号ॅډ跡（第 188 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 15g3 区，標高 23.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎  第６号溝に掘りࠐまれている。पғに第 50・68・69・70・77・93 号土坑がଘ在しているが，重ෳ

関܎は不明である。

が不良のたΊ，北東・ೆگがるΘͣかな床が࿐出した状ଶで確認した。遺ଘ状޿ঢ়　࿍とその東ଆにܗ໛ͱن

੢࣠ 1.44 ｍ，北੢・ೆ東࣠ 1.30 ｍのൣғしか確認できなかͬた。平面形と主࣠ํ޲は不明である。

চ　遺ଘしている床は平ୱで，࿍の東ଆが౿みݻΊられている。

࿍　確認したߗ化面の੢ଆに付設͞れている。長ܘ 54ᶲ，短ܘ 40ᶲのପ円形で，床面を 18ᶲ掘りくぼΊた地

床࿍である。࿍床は火をडけて੺มߗ化している。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 12 ఺（坏１，甕 11），須恵器ย１఺（坏）が出土している。465 は確認できたߗ化面

の東部，466 は࿍床からٯ位の状ଶでそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل代とਪଌできる。

࿍౔૚ղઆ           
１　҉ ׊ 色　ম土ϒロックগྔ，ロームϒロック・୸化物ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 68 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 67 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 187 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

461 土師器 坏 ʦ14.0ʧ 4.1 5.6 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ϔラຏき　ఈ
部ճసࢳ੾り　 ෴土中層 40ˋ

462 須恵器 坏 ʦ12.5ʧ 3.4 4.5 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ೋํ޲のϔラ

　り࡟ 床面 60ˋ
PL46

463 土師器 高台付椀 － （4.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ϔラຏき　高台
貼り付け 床面 20ˋ

464 緑釉陶器 椀 ʦ16.8ʧ （2.6） － ៛ີ Φリーϒ灰 良޷ ロクロφσ　֎・内面ࢪ釉 床面 ５ˋ
PL52
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第 �9号ॅډ跡（第 189・190 図）

Ґஔ　３区੢部の̙ 13a0 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 60・61 号住居，第 104 号土坑に掘りࠐまれている。

平͞れているたΊ，中ԝ部からೆଆまでのนは遺ଘしていない。東੢࣠は࡟ঢ়　ೆ部がܗ໛ͱن 4.95 ｍで，

ೆ北࣠は 4.65 ｍしか確認できなかͬた。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定でき，主࣠ํ޲は̣－ 17 ƅ－̬

である。น高は 10ᶲで，֎܏して立ͪ上がͬている。

চ　確認できたൣғはほぼ平ୱで，東ଆ・ೆ੢コーφー部のนࡍをআいて౿みݻΊられている。貼床はローム

ϒロックや粘土ϒロックを含Μͩ第５～ 16 層を埋Ίて構ங͞れている。北東コーφー部のน下にはน溝が८ͬ

ている。

ᜱ　北นの東コーφー部دりに付設͞れている。ขޱ部からԎ道部付ۙまで֧ཚをडけており，೩ম部෯は

104ᶲである。କ部は，粘土ϒロックやম土ཻ子を含Μͩ第８・̕層を積み上͛て構ங͞れている。Ԏ道部は

น֎に 50ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに立ͪ上がͬている。

ϐοτ　４か所。̥１～̥４はਂ͞ 18 ～ 38ᶲで，主柱穴である。

෴౔　４層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。第５～ 16 層は貼床の構

ங土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 169 ఺（坏 60，椀１，高台付皿１，甕 107），須恵器ย 89 ఺（坏 24，高台付坏１，蓋８，

甕 55，甑１），灰釉陶器ย６఺（椀），土師質土器ย５఺（羽釜），鉄製品１఺（刀子）のほか，貼床構ங土内

からೄ文土器ย 25 ఺（ਂ鉢），土師器ย 156 ఺（坏 20，高台付坏２，甕 134），須恵器ย 52 ఺（坏 25，蓋８，

甕 19）が出土している。471 は中ԝ部の床面，468 は北部，470 は北東部の෴土下層，469 は東ଆนࡍの෴土中層，

472は෴土中からそれͧれ出土している。467は中ԝ部，̢ 19は東部の貼床構ங土内からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，粘土ཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ　
　　　　　　　   子・ཻ࠭ඍྔ
２　҉ ׊ 色 ロームཻ子গྔ，୸化物・ম土ཻ子・粘土ཻ子・
　　　　　　　   ཻ࠭ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
׊　４ 色 ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ，୸化ཻ子ۃඍྔ

׊　５ 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ
׊　６ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子　
　　　　　　　   ඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
８　にͿいԫ׊色　粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ
̕　黒 ׊ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ロームཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化物・粘土　
　　　　　　　   ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
׊　４ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　５ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・୸化ཻ子　
　　　　　　　   ඍྔ
６　҉ ׊ 色 ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・粘土ϒロック・
　　　　　　　   ୸化ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・粘土ϒロック　
　　　　　　　   ඍྔ

׊　８ 色 ロームϒロック ŋ 粘土ϒロックগྔ，ম土ཻ子・
　　　　　　　   ୸化ཻ子ඍྔ
׊　̕ 色 ロームཻ子中ྔ，ম土ϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　10 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化物・粘土　
　　　　　　　   ཻ子・ཻ࠭ඍྔ
׊　11 色　ロームཻ子গྔ
׊　12 色　ロームཻ子中ྔ
׊　13 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
14　҉ ׊ 色　ロームϒロック中ྔ
15　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
16　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ

第 68 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 188 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

465 須恵器 坏 － （1.7） ʦ6.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ 不良 ఈ部一ํ޲のϔラ࡟り 床面 ５ˋ

466 土師器 甕 13.0 （8.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい੺׊ ී通 内・֎面φσ ࿍床 40ˋ
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ɹ第 ��号ॅډ跡（第 191・192 図）

Ґஔ　３区੢部の̙ 13c8 区，標高 22.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第４号ピット群に掘りࠐまれている。

平をडけているたΊ，床面は遺ଘしていない。確認できた北੢・ೆ東࣠は࡟ঢ়　੢部はܗ໛ͱن 3.00 ｍで，北

東・ೆ੢࣠は 2.70 ｍしか確認できなかͬた。主࣠ํ޲は̣－ 34 ƅ－̬である。น高は３～ 20ᶲで，֎܏して

第 �9� ਤɹ第 69 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 69 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 190 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

467 土師器 坏 12.7 ç3.6 7.0 長石・石ӳ にͿいԫ׊ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ఈ部ճసϔラ੾り　 貼床構ங土 90ˋ

468 土師器 坏 ʦ12.9ʧ ç4.3 ʦ7.6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子・ന色਑状物 にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ϔラຏき　ఈ部

ճసϔラ੾り　ମ部に墨書ʮ๕ʯ　　 ෴土下層 20ˋ

469 須恵器 坏 13.7 ç4.8 5.4 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ 不良 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ೋํ޲のϔラ
　　り࡟ ෴土中層 80ˋ

PL47
470 土師器 高台付皿 ʦ13.3ʧ ç3.1 7.8 長石・石ӳ・

ന色਑状物 ᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ϔラຏき　高台
貼り付け　　 ෴土下層 70ˋ

471 須恵器 甑 ʦ25.2ʧ （12.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ׊ 不良 ԑ部֎・内面ԣφσ　֎面֨子状の平行ୟޱ
き 床面 10ˋ

472 灰釉陶器 椀 ʦ13.7ʧ ç（1.6） － ៛ີ・黒色ཻ子 灰ന 良޷ ロクロφσ　֎・内面ࢪ釉 ෴土中 ５ˋ
PL52

番号 器　種 長  ͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

M19 刀子 （5.8） 1.0 0.3 （3.4） 鉄 ਕ部・ܪ部ܽଛ　ਕ部அ面֯ࡾ形 貼床構ங土 PL54
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立ͪ上がͬている。

চ　確認できたൣғはほぼ平ୱで，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかͬた。ೆ・東นのน下にはน溝が८ͬ

ている。

ᜱ　北੢นに付設͞れている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 74ᶲで，೩ম部෯は 28ᶲである。火床部は床面

を４ᶲ掘りࠐΜでおり，火床面は火をडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 52ᶲ掘りࠐまれ，؇やかに

立ͪ上がͬている。

ϐοτ　ਂ͞ 20ᶲで，性֨不明である。

෴౔　４層に分層できる。不ࣗવなଯ積状گから埋Ί໭͞れている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　明 ׊ 色　ロームϒロック中ྔ，ম土ϒロックগྔ
２　ᒵ 色　ロームϒロックଟྔ，୸化ཻ子ඍྔ

３　にͿい੺׊色　ম土ཻ子ଟྔ

౔૚ղઆ
׊　１ 色　ロームϒロック・粘土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームϒロック・ম土ཻ子・୸　
　　　　　　　   化ཻ子ඍྔ

׊　３ 色　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　４ 色　୸化ཻ子ඍྔ

第 �9� ਤɹ第 71 号住居跡࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 252 ఺（坏 28，高台付坏２，甕 222），須恵器ย 98 ఺（坏７，鉢１，甕 90），鉄製品１఺（鎌）

が出土している。474 は竈Ԏ道部のఈ面，473・477 は竈火床部の෴土下層，476 は中ԝ部の෴土中層からそれ

ͧれ出土している。TP55 は竈火床部の෴土下層，478 は北部の෴土中層から出土しており，475 は東ଆนࡍ

の෴土中層から上層にかけて出土したഁยが઀߹したものである。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。

第 �9� ਤɹ第 71 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 71 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 192 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

473 土師器 坏 13.6 5.0 6.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ϔラຏき　ఈ
部一ํ޲のϔラ࡟り 竈෴土下層 100ˋ

PL46
474 土師器 坏 12.4 4.5 5.1 長石・石ӳ・Ӣ฼・

੺色ཻ子 ׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ϔラຏき　ఈ
部ճసࢳ੾り　ମ部に墨書ʮेʯʮ˘ʯ　

竈Ԏ道部ఈ
面

95ˋ
PL47ŋ51

475 土師器 坏 13.3 5.0 5.9 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子・ࡉ᛽ にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ϔラຏき　ఈ

部一ํ޲のϔラ࡟り　ఈ部に墨書ʮԦϱʯ ෴土中層 70ˋ
PL47ŋ51

476 土師器 坏 － （2.6） ʦ7.2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ઙԫᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ϔラຏき　ఈ部
一ํ޲のϔラ࡟り　ମ部に墨書ʮेϱʯ　　 ෴土中層 10ˋ

PL51
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ɹ第 ��号ॅډ跡（第 193 ～ 195 図）

Ґஔ　３区੢部の̙ 13b7 区，標高 22.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第２号柱列，第 92 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 3.85 ｍ，短࣠ 3.16 ｍの長ํ形で，主࣠ํ޲は̣－ 30 ƅ－̬である。น高は 28ᶲで，֎܏し

て立ͪ上がͬている。

চ　平ୱで，竈付ۙが౿みݻΊられている。

ᜱ　北੢นに付設͞れている。ขޱ部からԎ道部にかけて第２号柱列の̥１に掘りࠐまれているたΊ，ࠨକ部

第 �93 ਤɹ第 72 号住居跡࣮ଌ図

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

477 須恵器 坏 13.7 ç4.4 ç5.2 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ 不良 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り 竈෴土下層 100ˋ
PL46

478 須恵器 鉢 ʦ18.9ʧ 16.5 12.0 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子・ࡉ᛽ 灰ԫ ී通 ԑ部֎・内面ԣφσ　֎面ࣼ位の平行ୟきޱ

下位ϔラ࡟り　内面当て۩ࠟ ෴土中層 40ˋ
PL49

TP55 須恵器 甕 － ç（6.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
਑状߭物 にͿい੺׊ ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき　内面φσ 竈෴土下層
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ஷ蔵݀　北コーφー部に位置している。長࣠ 62ᶲ，短࣠ 58ᶲの۱丸ํ形である。ਂ͞は 24ᶲで，ఈ面はほぼ

平ୱである。นは֎܏して立ͪ上がͬている。

෴౔　４層に分層できる。含有物がϒロック主ମであることから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 580 ఺（坏 68，高台付坏４఺，高坏１，甕 506，小形甕１），須恵器ย 482 ఺（坏

105，高台付坏 23，蓋 17，盤４，甕 332，甑１），灰釉陶器ย４఺（壺），鉄製品８఺（不明）がࢄ在した状ଶ

で出土しているほか，ࠞ 入した陶器ย３఺（椀）が出土している。また，貼床構ங土内からೄ文土器ย７఺（ਂ

鉢），土師器ย 65 ఺（甕），須恵器ย 42 ఺（坏 17，蓋６，盤５，甕 14）が出土している。479・482・484 は

北部のஷ蔵穴，483 は北੢部，480 は北東部，485 は東部，481 はೆ東部，̢ 20 はೆ੢部，487 は中ԝ部の床面，

486 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

とԎ道部の一部しか確認できなかͬた。ࠨକ部は，粘土ཻ子やཻ࠭を含Μͩ第̕・10 層を積み上͛て構ங͞

れている。火床部は，第２号柱列に掘りࠐまれているたΊ，確認できない。Ԏ道部はน֎に 34ᶲ掘りࠐまれ，

؇やかに立ͪ上がͬている。

౔૚ղઆ
׊　１ 色　ロームཻ子中ྔ，粘土ϒロックগྔ，ম土ϒロ　
　　　　　　　   ック・୸化物・ཻ࠭ඍྔ
׊　２ 色　粘土ϒロック・ロームཻ子গྔ，୸化物・ম土　
　　　　　　　   ཻ子・ཻ࠭ඍྔ

３　にͿいԫ׊色　粘土ϒロック・ཻ࠭中ྔ，ロームཻ子・୸化ཻ　
　　　　　　　   子গྔ，ম土ϒロックඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ম土ϒロッ　
　　　　　　　   ク・୸化物ඍྔ
２　҉ ׊ 色　୸化物・ロームཻ子・粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ম　
　　　　　　　   土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　୸化ཻ子গྔ，ম土ϒロック・ロームཻ子・粘　
　　　　　　　   土ཻ子ඍྔ
４　҉ ੺ ׊ 色　ম土ཻ子中ྔ，୸化物・ロームཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ 色　୸化物・ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ

６　҉ ׊ 色　粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ロームϒロック・ম土ϒ　
　　　　　　　   ロック・୸化ࡐඍྔ
ۃ　７ ҉ ׊ 色 ୸化ཻ子গྔ，ロームϒロック・粘土ϒロック・
　　　　　　　   ম土ཻ子ඍྔ
８　黒 ׊ 色 ম土ϒロック・୸化ཻ子গྔ，ロームϒロック・
　　　　　　　   粘土ཻ子ඍྔ
׊　̕ 色 粘土ཻ子 ŋ ཻ࠭ଟྔ，ロームཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
10　灰 ԫ 色　ཻ࠭গྔ，粘土ϒロック・ロームཻ子ඍྔ

第 �9� ਤɹ第 72 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 �9� ਤɹ第 72 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 72 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 194・195 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

479 須恵器 坏 12.7 ç4.9 ç6.8 長石・Ӣ฼ 灰׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ೋํ޲のϔラ
　り　内面漆付着࡟ ஷ蔵穴 100ˋ

PL47ŋ50
480 須恵器 坏 12.5 ç4.5 ç6.1 長石・石ӳ・Ӣ฼・

᛽ࡉ 灰׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ
り　内面漆付着࡟ 床面 100ˋ

PL47ŋ50
481 須恵器 坏 12.4 ç4.2 ç7.2 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ

　　り࡟ 床面 100ˋ
PL46

482 須恵器 坏 13.2 ç5.1 ç7.1 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 灰ԫ׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ

　り　ମ部に墨書ʮेʯʮ˘ʯ࡟ ஷ蔵穴 90ˋ
PL47ŋ51

483 須恵器 高台付坏 14.0 ç5.2 ç9.6 長石・石ӳ・Ӣ฼・
黒色ཻ子 ԫ灰 ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　高台貼り付け 床面 100ˋ

PL48
484 須恵器 高台付坏 － ç（3.1） ç8.5 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී通 高台貼り付け　ఈ面墨ࠟ　 ஷ蔵穴 30ˋ

PL50
485 須恵器 盤 19.5 ç4.2 12.1 長石・石ӳ・Ӣ฼・

੺色ཻ子 灰ԫ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　高台貼り付け 床面 100ˋ
PL48

486 須恵器 盤 － ç（3.5） ʦ11.6ʧ 長石・石ӳ ԫ灰 ී通 高台貼り付け　内面漆付着 ෴土中 10ˋ
PL50

487 須恵器 甕 ʦ22.6ʧ （21.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
黒色ཻ子 灰ԫ׊ 不良 ମ部֎面ॎ位の平行ୟき　 床面 20ˋ

PL49

番号 器　種 長  ͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

M20 ᑹ ϱ （6.0） 2.4 0.8 （27.5） 鉄 ઌ୺ᇥۂ　அ面長ํ形 床面 PL54
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  （2）   掘立柱建物跡

第̕号۷ཱபݐ෺跡（第 196 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14g6 ～̘ 14h7 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ面に位置している。

ॏෳؔ܎　第 47・62 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

－̣޲଄　ܻ行，ྊ行ともに２間の૯柱建物跡で，ܻ行ํߏ໛ͱن 73 －˃̚の東੢棟であるŇ ໛はܻ行がن

4.20 ｍで，ྊ行は੢࠺ 3.60 ｍ，東࠺ 4.20 ｍで，面積は 16.36㎡である。柱間ੇ法はܻ行が 2.10 ｍ（７ई）で౳

間ִに഑置͞れている。ྊ行は੢࠺が 1.80 ｍ（６ई）で，東࠺は北から 2.40 ｍ（８ई）・1.80 ｍ（６ई）で഑

置͞れている。柱ےは不ଗいである。

ப݀　̕か所。平面形は円形またはପ円形で，長ܘ 36 ～ 56ᶲ，短ܘ 28 ～ 38ᶲである。ਂ͞は 14 ～ 34ᶲで，

掘ํのஅ面形はٯ台形である。土層は第１～３層が柱ൈきऔりޙの෴土，第４～７層が埋土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 19 ఺（坏３，甕類 16），須恵器ย８఺（坏４，蓋１，鉢３）のほか，ࠞ入したೄ文

土器ย２఺（ਂ鉢）が出土している。488 は̥４内，TP56 は̥７内からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل中༿に比定できる。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
׊　３ 色　ロームཻ子গྔ
׊　４ 色　ロームཻ子中ྔ

５　にͿいԫ׊色　ロームཻ子গྔ
６　にͿいԫ׊色　ロームϒロックඍྔ
７　ԫ ׊ 色　ロームϒロック中ྔ

ද 16　平安時代住居跡一ཡද

番号 位置 主࣠ํ޲ 平面形 　໛（ｍ）ن    
（長࣠×短࣠）

น高
（ᶲ） 床面 น溝

内 部 ࢪ 設
෴土 主な出土遺物 時　期 උ　　ߟ

重ෳ関܎（古ˠ৽）主柱穴 出入ޱ ピット ࿍・竈 ஷ蔵穴

43 ̘14e0 ̣－110ƅ－̬ ʦํ形・
長ํ形ʧ 4.23 ×（3.75）21～51 平ୱ શप 4 － 1 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，瓦，

鉄製品，ಔ製品 ̕世ل前༿ SI65 ˠ本跡

45 ̘15g1 ̣－28ƅ－̬ 長ํ形 5.05 × 4.40 ６～25 平ୱ ほぼ
શप 4 1 1 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，灰釉

陶器，瓦，ಔ製品 ̕世ل前༿ SI54，S,88 ˠ本跡ˠ
S,75・86

48 ̘14i7 － ʦํ形 ŋ
長ํ形ʧ 5.55 ×（1.32） 50 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器，須恵器，

瓦 ̕世ل中༿ 本跡ˠ SI49

49 ̘14i7 ̣－80ƅ－̚ ํ形 3.86 × 3.77 17～20 平ୱ 一部 2 1 － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器，陶器，
土製品，瓦 ̕世ޙل༿ SI48 ˠ本跡

51 ̘14K6 ̣－22ƅ－̬ ʦํ形・
長ํ形ʧ 3.72 ×（0.88） 12 平ୱ － － － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ޙل༿ 本跡ˠ S,58・59・60

52 ̙14a4 ̣－21ƅ－̬ ʦํ形・
長ํ形ʧ 3.10 ×（2.01）５～26 平ୱ 一部 － － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，

石製品 ̕世ޙل༿ SI58 ˠ本跡

53 ̙14a3 ̣－20ƅ－̬ 長ํ形 3.25 × 2.22 ４～10 平ୱ 一部 － － － － － 人ҝ 土師器，須恵器，
灰釉陶器，土製品 10 世ل前༿ SI58 ˠ本跡ˠ S,100

56 ̘14g0 ̣－18ƅ－̬ʦํ　形ʧ 3.76 ×（2.54）12～20 平ୱ ほぼ
શप － － － － － 人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ޙل൒ 本跡ˠ S%9

57 ̘14h8 ̣－35ƅ－̚ 長ํ形 3.30 × 2.95 18～33 平ୱ － － － 1 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
陶器 ̕世ل中༿ 本跡ˠ SI59，PG2

59 ̘14h8 ̣－３ƅ－̬ 長ํ形 2.52 × 2.22 13～20 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ل຤༿ SI57 ˠ本跡

60 ̙13b0 ̣－̕ƅ－̬ʦ長ํ形ʧ 3.98 × 3.19 7 平ୱ － － － － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器，
土師質土器 ̕世ޙل൒ SI69・70 ˠ本跡

61 ̙13a9 ̣－20ƅ－̬ʦ長ํ形ʧ（2.93）×（2.50） 13 平ୱ － － 1 － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
ۚଐ製品 ̕世ޙل༿ SI69 ˠ本跡

62 ̘14h6 ̣－70ƅ－̚ － － － － － － － － 竈１ － － 土師器，須恵器 ̕世ޙل൒ SI47 ˠ本跡ˠ SB9

63 ̘14i3 ̣－21ƅ－̬ 長ํ形 3.00 × 2.08 ３～８ 平ୱ － － － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
土師質土器 ̕世ޙل༿ 本跡ˠ S,114，SA1，PG3

66 ̘14i4 ̣－71ƅ－̚ʦ長ํ形ʧ（4.10）× 3.61 20～35 平ୱ 一部 － 1 － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器，
灰釉陶器，土製品 ̕世ل前༿ 本跡ˠ SI67，SB13・14・15，

S,112・113，PG3

67 ̘14i4 ̣－71ƅ－̚ ํ形 4.42 × 4.26 ３～10 平ୱ － － 1 － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器，緑釉
陶器，灰釉陶器 10 世ل前༿ SI66，SB14・15，SA1，PG3

ˠ本跡

68 ̘15g3 － － （1.44）×（1.30） － 平ୱ － － － － ࿍１ － － 土師器，須恵器 ̕世ل代 本跡ˠ S%6，S,50ŋ68ŋ69ŋ
70・77・93 とは৽چ不明

69 ̙13a0 ̣－17ƅ－̬ ʦํ形ʧ（4.95）×（4.65） 10 平ୱ 一部 4 － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，灰釉
陶器，土師質土器 ̕世ޙل༿ 本跡ˠ SI60・61，S,104

71 ̙13c8 ̣－34ƅ－̬ʦ長ํ形ʧ 3.00 ×（2.70）３～20 平ୱ 一部 － － 1 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
鉄製品 ̕世ޙل༿ 本跡ˠ PG4

72 ̙13b7 ̣－30ƅ－̬ 長ํ形 3.85 × 3.16 28 平ୱ － － － － 竈１ 1 人ҝ 土師器，須恵器，
灰釉陶器 ̕世ل前༿ 本跡ˠ SA2，S,92
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第 ��号۷ཱபݐ෺跡（第 197・198 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 14e8 ～̘ 14f9 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

第 �9� ਤɹ第 9 号掘立柱建物跡・出土遺物࣮ଌ図

第 9 号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 196 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

488 須恵器 坏 － （2.3） ʦ6.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ന ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り P4 内 ５ˋ

TP56 須恵器 鉢 － （3.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部ࣼ位の平行ୟき P7 内 PL52



－ 214 －

ॏෳؔ܎　第２号ピット群に掘りࠐまれている。

଄　北੢コーφー部と北平の中間柱穴が確認できなかͬたが，柱穴の഑置からܻ行，ྊ行ともに２間ߏ໛ͱن

のଆ柱建物跡とਪ定できる。東に൳が付く，ܻ 行ํ̣޲－ 72 －˃̚のೆ北棟である。ن໛は਎ࣷがܻ行 4.20 ｍ，

ྊ行 3.90 ｍで，面積は 16.38㎡である。൳の出は北が 1.50 ｍ，ೆ が 1.20 ｍで，൳も含Ίるとྊ行は北が 5.50 ｍ，

ೆが 5.00 ｍと不ଗいで，面積は 21.45㎡である。਎ࣷの柱間ੇ法は東平が北から 2.10 ｍ（７ई）・2.40 ｍ（８

ई）で，੢平は̥６・̥５間が 2.40 ｍ（８ई）しか確認できなかͬた。ྊ行はೆ࠺が੢から 1.50 ｍ（５ई）・

2.40 ｍ（８ई）で，北࠺は不明である。൳の柱間ੇ法は，1.95 ｍ（6.5 ई）の౳間ִである。

ப݀　̕か所。平面形は円形またはପ円形で，長ܘ 44 ～ 84ᶲ，短ܘ 34 ～ 68ᶲである。ਂ͞は 14 ～ 31ᶲで，

掘ํのஅ面形はٯ台形または̪字形である。第１層は柱ൈきऔりࠟ，第２～７層は埋土である。

第 �9� ਤɹ第 10 号掘立柱建物跡࣮ଌ図



－ 215 －

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 53 ఺（坏７，高台付椀２，高坏１，甕類 43），須恵器ย 21 ఺（坏̕，蓋３，鉢８，甕類１）

のほか，ࠞ入したೄ文土器ย８఺（ਂ鉢），໻生土器ย１఺（壺）が出土している。489 は̥１内，TP57 は̥

４内，490 は̥５内からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

第 ��号۷ཱபݐ෺跡（第 199 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14i5 ～̘ 14K6 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎  第 66 号住居跡，第 13・14 号掘立柱建物跡，第 110 号土坑を掘りࠐΜでいる。第 108・109・111 号

土坑と重ෳしているが，৽چ関܎は不明である。

଄　北੢コーφー部の柱穴は第ߏ໛ͱن 66 号住居跡と重ෳしており，確認できなかͬたが，柱穴の഑列から

ܻ行３間，ྊ行２間のଆ柱建物跡とਪ定できる。ܻ行ํ޲は̣－ 68 －˃̚の東੢棟である。ن໛はܻ行 4.80

ｍ，ྊ行 3.90 ｍで，面積は 18.72㎡である。柱間ੇ法はܻ行が東から 1.80 ｍ（６ई）・1.50 ｍ（５ई）・1.50 ｍ

（５ई）で，ྊ行はೆから 1.80 ｍ（６ई）・2.10 ｍ（７ई）である。

ப݀　̕か所。平面形は長ํ形またはପ円形で，長࣠・長ܘ 80 ～ 114ᶲ，短࣠・短ܘ 53 ～ 84ᶲである。ਂ͞

は 18 ～ 60ᶲで，掘ํのஅ面形はٯ台形または̪字形である。第１層は柱ൈきऔりޙの෴土，第２・３層は柱

ൈきऔりࠟ，第４～ 14 層は埋土である。第３・６・11・14 層はకまりがڧい。̥１・̥４・̥５・̥７～̥

̕のఈ面では，柱のあたりを確認した。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
３　にͿいԫ׊色　ロームϒロックগྔ
４　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ

５　にͿいԫᒵ色　粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ロームཻ子ඍྔ
６　にͿいԫᒵ色　粘土ཻ子・ཻ࠭中ྔ
７　にͿいԫᒵ色　粘土ཻ子・ཻ࠭ଟྔ

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
３　҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　５ 色　ロームϒロックগྔ
׊　６ 色　ロームϒロック中ྔ
７　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

׊　８ 色　ロームཻ子গྔ
׊　̕ 色　ロームཻ子গྔ（８層Αりకまりऑ）
׊　10 色　ロームཻ子中ྔ
11　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ（７層Αりకまりڧ）
12　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ࡉ᛽ඍྔ
ۃ　13 ҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
׊　14 色　ロームϒロックඍྔ

第 �9� ਤɹ第 10 号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

第 10 号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 198 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

489 土師器 坏 － （2.4） ʦ6.0ʧ 長石・石ӳ・
੺色ཻ子・ന色਑状物 ᒵ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏ

き P1 内 ５ˋ

490 須恵器 坏 ʦ11.0ʧ 3.9 6.1 長石・石ӳ 灰׊ ී通 ఈ部ଟํ޲のϔラ࡟り P5 内 30ˋ

TP57 須恵器 鉢 － （3.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき P4 内 PL53



－ 216 －

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 55 ఺（坏 21，甕類 34），須恵器ย 44 ఺（坏 20，高台付坏１，蓋４，盤１，鉢 17，甕類１），

灰釉陶器ย１఺（長頸瓶）のほか，ࠞ入したೄ文土器ย４఺（ਂ鉢）が出土している。TP58 は̥４内，492

は̥８内，491 は̥̕内からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。

第 �99 ਤɹ第 12 号掘立柱建物跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 �3号۷ཱபݐ෺跡（第 200・201 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14h4 ～̘ 14i6 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎  第 66 号住居跡を掘りࠐみ，第 12・14 号掘立柱建物，第 108・109 号土坑に掘りࠐまれている。第

111・112 号土坑と重ෳしているが，৽چ関܎は不明である。

଄　੢平の中間柱穴が第ߏ໛ͱن 66 号住居跡と重ෳしているたΊ確認できなかͬたが，柱穴の഑置からܻ行

第 ��� ਤɹ第 13 号掘立柱建物跡࣮ଌ図

第 12 号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 199 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

491 土師器 坏 － （2.1） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ ී通 ロクロφσ　֎面に墨書ʮ˘ʯ P9 内 ５ˋ
PL51

492 灰釉陶器 長頸瓶 － （3.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ֎面ࢪ釉 P8 内 ５ˋ

TP58 須恵器 鉢 － （5.7） － 長石・Ӣ฼・
੺色ཻ子 灰׊ ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき P4 内 PL52



－ 218 －

３間，ྊ行２間のଆ柱建物跡とਪ定できる。ܻ行ํ޲は̣－ 20 －˃̬のೆ北棟である。ن໛はܻ行 4.80 ｍ，ྊ

行 4.20 ｍで，面積は 20.16㎡である。柱間ੇ法は，̥ ６が掘りࠐまれているたΊ不઱明であるが，ྊ行は 2.10 ｍ

（７ई）で，ܻ 行は東平が北࠺から 1.80 ｍ（６ई）・1.80 ｍ（６ई）・1.20 ｍ（５ई）である。柱ےはほぼଗͬている。

ப݀　８か所。平面形は長ํ形またはପ円形で，長࣠・長ܘ 87 ～ 110ᶲ，短࣠・短ܘ 68 ～ 96ᶲである。ਂ͞

は 28 ～ 62ᶲで，掘ํのஅ面形はٯ台形または̪字形である。第１・２層は柱ൈきऔりࠟ，第３～ 11 層は埋

土である。̥１・̥２・̥７・̥８のఈ面では，柱のあたりを確認した。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 51 ఺（坏５，高台付椀１，甕類 45），須恵器ย 50 ఺（坏 17，高台付坏１，蓋４，鉢

̕，甕類 18，不明１），灰釉陶器ย２఺（長頸瓶）が出土している。494 は̥２内，TP59 は̥３内，493 は

̥８内からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

第 ��号۷ཱபݐ෺跡（第 202 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14i4 ～̘ 14i5 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎  第 66 号住居跡，第 13 号掘立柱建物跡を掘りࠐみ，第 67 号住居，第 12 号掘立柱建物に掘りࠐまれ

ている。第３号ピット群と重ෳしているが，৽چ関܎は不明である。

－̣޲଄　ܻ行２間，ྊ行２間のଆ柱建物跡で，ܻ行ํߏ໛ͱن 68 －˃̚の東੢棟である。ن໛はܻ行 4.20

ｍ，ྊ行 3.60 ｍで，面積は 15.12㎡である。柱間ੇ法はܻ行が੢࠺から 1.80 ｍ（６ई）・2.40 ｍ（８ई）で，

ྊ行は 1.80 ｍ（６ई）である。柱ےはほぼଗͬている。

ப݀　７か所。平面形は長ํ形またはପ円形で，長࣠・長ܘ 82 ～ 98ᶲ，短࣠・短ܘ 52 ～ 90ᶲである。ਂ͞

は 20 ～ 68ᶲで，掘ํのஅ面形はٯ台形または̪字形である。第１・２層は柱ൈきऔりࠟ，第３～ 11 層は埋

土である。̥３・̥４・̥７のఈ面では，柱のあたりを確認した。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
ۃ　４ ҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
׊　５ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ

７　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
８　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
׊　̕ 色　ロームཻ子中ྔ
׊　10 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
׊　11 色　ロームϒロックগྔ

第 ��� ਤɹ第 13 号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

第 13 号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 201 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

493 土師器 高台付椀 － （1.9） ʦ6.4ʧ 長石・石ӳ にͿいᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け P8 内 ５ˋ

494 須恵器 高台付坏 － （2.5） ʦ7.6ʧ 長石・石ӳ ԫ灰 ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け P2 内 ５ˋ

TP59 須恵器 鉢 － （4.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී通 ମ部ԣ位の平行ୟきޙ，ॎ位の平行ୟき P3 内 PL52
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遺෺ग़౔ঢ়گ  土師器ย 58 ఺（坏４，高台付椀１，甕類 53），須恵器ย 115 ఺（坏 27，高台付坏５，蓋 19，高盤１，

瓶類２，鉢 14，甕類 47），灰釉陶器ย１఺（瓶類）が出土している。495 は̥８内，496 は̥２内からそれͧ

れ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ（３層Αりకまりऑ）
׊　２ 色　ロームϒロックগྔ
３　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

ۃ　５ ҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
６　黒 ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ

第 ��� ਤɹ第 14 号掘立柱建物跡・出土遺物࣮ଌ図

第 14 号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 202 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

495 土師器 坏 ʦ12.7ʧ （3.3） － 長石・Ӣ฼・
ന色਑状物 ԫ灰 ී通 内面ԣ位のϔラຏき P8 内 ５ˋ

496 須恵器 坏 － （2.0） ʦ7.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り P2 内 ５ˋ



－ 220 －

第 ��号۷ཱபݐ෺跡（第 203・204 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14i3 ～̘ 14K4 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎ 第 58・67 号住居跡を掘りࠐみ，第 114 号土坑に掘りࠐまれている。内部に第１号柱列跡と重ෳし

ているが，৽چ関܎は不明である。

の中間柱穴は，第࠺଄　ೆߏ໛ͱن 58 号住居跡と重ෳしているたΊ確認できなかͬたが，ܻ行３間，ྊ行２

間のଆ柱建物跡で，ܻ行ํ̣޲－ 21 －˃̬のೆ北棟である。ن໛はܻ行 5.40 ｍ，ྊ行 3.90 ｍで，面積は 21.06

㎡である。柱間ੇ法はܻ行が 1.80 ｍ（６ई）の౳間ִに഑置͞れている。ྊ行は北࠺が 1.95 ｍ（6.5 ई）で，

ೆ࠺は中間柱穴が確認できなかͬた。柱ےはほぼଗͬている。

ப݀　̕か所。平面形は円形またはପ円形で，長ܘ 56 ～ 124ᶲ，短ܘ 36 ～ 88ᶲである。ਂ͞は 20 ～ 68ᶲで，

掘ํのஅ面形はٯ台形または̪字形である。第１～３層は柱ൈきऔりࠟ，第４～ 13 層は埋土である。
౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
׊　３ 色　ロームϒロックগྔ
׊　４ 色　ロームཻ子中ྔ
５　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
７　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ

׊　８ 色　ロームϒロックඍྔ
׊　̕ 色　ロームϒロックগྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
׊　10 色　ロームϒロックগྔ，୸化物ඍྔ
׊　11 色　ロームཻ子中ྔ，୸化物ඍྔ
׊　12 色　ロームϒロック中ྔ
13　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

第 ��3 ਤɹ第 15 号掘立柱建物跡࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ�  土師器ย６఺（坏３，甕類３），須恵器ย̕఺（坏４，鉢２，甕類３）が出土している。497・

498 は̥１内，TP60 は̥３内からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

  （3）   柱列跡

第̍号பྻ跡（第 205 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14i3 ～̘ 14K4 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 63 号住居跡を掘りࠐみ，第 67 号住居に掘りࠐまれている。第 15 号掘立柱建物跡との৽چ関܎

は不明である。

－は̣޲଄　ೆ北࣠２間，東੢࣠１間のＬ字形に഑置͞れた柱穴４か所を確認した。ೆ北࣠ํߏ໛ͱن 13 －˃

̬で，柱間ੇ法は，ೆ北ํ޲が 1.80 ｍ（６ई），東੢ํ޲が 1.50 ｍ（５ई）で，柱ےはほぼ通ͬている。

ப݀　平面形は円形またはପ円形で，長ܘ 78 ～ 120ᶲ，短ܘ 66 ～ 76ᶲである。ਂ͞は 16 ～ 26ᶲで，掘ํの

அ面形はٯ台形または̪字形である。第１層は柱ࠟ跡，第２～４層は埋土である。̥２～̥４のఈ面では，柱

のあたりを確認した。

第 ��� ਤɹ第 15 号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

第 15 号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 204 図）

ද 17　平安時代掘立柱建物跡一ཡද　

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

497 土師器 坏 ʦ14.2ʧ （3.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ ී通 内面ԣ位のϔラຏき P1 内 ５ˋ

498 須恵器 坏 ʦ14.0ʧ （3.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී通 ロクロφσ P1 内 ５ˋ

TP60 須恵器 鉢 － （4.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී通 ମ部ࣼ位の平行ୟき P3 内 PL52

番号 位　置 構଄ ܻ行ํ޲
柱 間 数
ܻ×ྊ
（間）

໛　 ن
ܻ×ྊ（ｍ）

面積
（㎡）

柱間ੇ法 柱     穴 
出土遺物 時　期 උ　　ߟ

（重ෳ関܎ 古ˠ৽）ܻ間 ྊ間 柱穴数 平面形 ਂ͞
（ᶲ）

̕ ̘14g6～
̘14h7 ૯柱 ̣－ 73 －˃̚ 2 × 2 4.20 × 4.20 16.36 2.1 1.8・

2.4 ̕ 円形・
ପ円形 14～34 土師器，須恵器 ̕世ل中༿ SI47ŋ62 ˠ本跡

10 ̘14e8～
̘14f9

東൳
਎ࣷ ̣－ 72 －˃̚

（2）×（2） 4.20 × 3.90 16.38 4.2 3.9 （６） 円形・
ପ円形 14～31

土師器，須恵器 ̕世ل前༿ 本跡ˠ PG2
൳含 5.50

（5.00）
× 3.90 21.45 2.1・

2.4
1.5・
2.4 ３ 円形・

ପ円形 14～28

12 ̘14i5～
̘14K6 ʦଆ柱ʧ ̣－ 68 －˃̚ 3 × 2 4.80 × 3.90 18.72 1.5・

1.8
1.8・
2.1 （̕） 長ํ形・

ପ円形 18～60 土師器，須恵器，
灰釉陶器 ̕世ޙل༿

SI66,çSB13ŋ14,çS,110 ˠ
本跡　S,108ŋ109ŋ111 と
は৽چ不明

13 ̘14h4～
̘14i6 ʦଆ柱ʧ ̣－ 20 －˃̬ 3 × 2 4.80 × 4.20 20.16 2.1 1.2・

1.8 （８） 長ํ形・
ପ円形 28～62 土師器，須恵器，

灰釉陶器 ̕世ل前༿
SI66 ˠ本跡ˠ SB12ŋ14,
S,108ŋ109
S,111ŋ112 とは৽چ不明

14 ̘14i4～
̘14i5 ଆ柱 ̣－ 68 －˃̚ 2 × 2 4.20 × 3.60 15.12 1.8・

2.4 1.8 ７ 長ํ形・
ପ円形 20～68 土師器，須恵器，

灰釉陶器 ̕世ل前༿
SI66,çSB13 ˠ本跡ˠ
SI67,çSB12　
PG3 とは৽چ不明

15 ̘14i3～
̘14K4 ଆ柱 ̣－ 21 －˃̬ 3 × 2 5.40 × 3.90 21.06 1.8 1.95 （̕） 円形・

ପ円形 20～68 土師器，須恵器 ̕世ل前༿ SI58ŋ67 ˠ本跡ˠ S,114
SA1 とは৽چ不明
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 32 ఺（坏 17，高台付椀１，甕類 14），須恵器ย７఺（坏５，高台付坏１，蓋１）のほか，

ࠞ入したೄ文土器ย４఺（ਂ鉢）が出土している。499・500 は̥４の埋土内からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，重ෳ関܎や出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。

第̎号பྻ跡（第 206 図）

Ґஔ　３区੢部の̙ 13a8 ～̙ 13c8 区，標高 22.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロック・粘土ϒロック・୸化物・ཻ࠭
　　　　　　　　ඍྔ

３　黒 ׊ 色　粘土ϒロック・ཻ࠭গྔ，ロームϒロック・୸　
　　　　　　　　化ཻ子ඍྔ
׊　４ 色　ロームϒロック中ྔ

第 ��� ਤɹ第 1 号柱列跡・出土遺物࣮ଌ図

第 1 号柱列跡出土遺物࡯؍ද（第 205 図）
番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

499 土師器 坏 ʦ13.0ʧ 4.2 5.8 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 灰ԫ׊ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り 内面ԣ位のϔラຏき 

ఈ部一ํ޲のϔラ࡟り ֎面に墨書ʮ˘ʯ P4 埋土内 40ˋ
PL51

500 須恵器 坏 － （1.2） ʦ6.2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 灰ԫ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部一ํ޲のϔラ

り࡟ P4 埋土内 10ˋ
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ॏෳؔ܎　第 72 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

－は̣޲ํ࣠。଄　௚線状に഑置͞れた柱穴４か所を確認したߏ໛ͱن 33 －˃̬で，柱間ੇ法は 1.95 ｍ

（6.5 ई）の౳間ִで，柱ےはほぼ通ͬている。

ப݀　平面形は長ํ形または۱丸長ํ形で，長࣠ 76 ～ 99ᶲ，短࣠ 64 ～ 82ᶲである。ਂ͞は 29 ～ 50ᶲで，

掘ํのஅ面形はٯ台形または̪字形である。第１層は柱ൈきऔりࠟ，第２～４層は埋土である。̥２・̥３の

ఈ面では，柱のあたりを確認した。

遺෺ग़౔ঢ়گ  土師器ย 32 ఺（坏 17，高台付椀１，甕類 14），須恵器ย７఺（坏４，高台付坏１，蓋１，鉢１）

のほか，ࠞ入したೄ文土器ย４఺（ਂ鉢）が出土している。501 は̥３の柱ൈきऔりࠟ内から出土している。

ॴݟ　時期は，重ෳ関܎や出土土器から̕世ޙل൒とਪ定できる。

౔૚ղઆ
׊　１ 色　ロームϒロック・粘土ϒロック・୸化物ඍྔ
２　҉ ׊ 色　粘土ཻ子গྔ，ロームϒロック・୸化物ඍྔ
׊　３ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ϒロック・粘土ϒ
　　　　　　　　ロック・୸化ཻ子ඍྔ
４　にͿいԫᒵ色　粘土ཻ子中ྔ，ロームϒロックඍྔ
５　҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ

６　҉ ׊ 色　粘土ϒロックগྔ，ロームϒロック・୸化物・
　　　　　　　　ম土ཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ 色　ロームϒロック・粘土ϒロックඍྔ
８　にͿいԫᒵ色　粘土ϒロック・ロームཻ子গྔ，୸化物・ম
　　　　　　　　土ཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 2 号柱列跡・出土遺物࣮ଌ図
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  （4）   土坑

第 ��号౔޵（第 207 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14K5 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 51 号住居跡を掘りࠐΜでいる。

ঢ়　ೆ部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，短࣠はܗ໛ͱن 1.50 ｍで，長࣠は 1.55 ｍしか確認できなかͬた。

平面形は۱丸長ํ形で，長࣠ํ޲は̣－ 20 －˃̬である。ਂ͞は 12 ～ 32ᶲで，ఈ面は平ୱである。นは֎܏

して立ͪ上がͬているが，北東コーφー部のみ段を有している。

෴౔　３層に分層できる。֤層とも粘性がऑい不ࣗવな状گから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ  土師器ย１఺（高台付皿）が出土している。502 は北นࡍの෴土中層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　୸化ཻ子গྔ，ロームϒロック ŋ ম土ཻ子ඍྔ
׊　２ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

׊　３ 色　ロームϒロックগྔ

第 ��� ਤɹ第 60 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

ද 18　平安時代柱列跡一ཡද

第 60 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 207 図）

第 2 号柱列跡出土遺物࡯؍ද（第 206 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

501 土師器 高台付椀 － （1.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき
ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け　

P3 柱ൈきऔ
りࠟ内 20ˋ

TP61 須恵器 鉢 － （3.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき P3 内 PL52

番号 位　置 ޲ํ࣠ 柱間数
（間） ໛（ｍ）ن 柱間ੇ法 出土遺物 時　期 උ　　ߟ

（重ෳ関܎ 古ˠ৽）柱穴数 平面形 ਂ͞（ᶲ）

１ ̘14i3～
̘14K4 ̣－ 13 －˃̬ ２×１ 3.6 × 1.5 1.8

1.5 ４ 円形
ପ円形 16 ～ 26 土師器，須恵器 ̕世ޙل༿ SI63 ˠ本跡ˠ SI67

SB15とは৽چ不明
２ ̙13a8～

̙13c8 ̣－ 33 －˃̬ ３ 5.85 1.95 ４ 長ํ形
۱丸長ํ形 29 ～ 50 土師器，須恵器 ̕世ޙل൒ SI72 ˠ本跡

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

502 土師器 高台付皿 ʦ15.3ʧ 3.8 7.7 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，
高台貼り付け ෴土中層 30ˋ
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第 9�号౔޵（第 208 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 15g1 区，標高 23.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 54 号住居跡，第 82・89 号土坑を掘りࠐみ，第 75・76 号土坑に掘りࠐまれている。

，まれているたΊ不઱明である。東੢࣠は0.70ｍでࠐঢ়　上部を第75号土坑，北部を第76号土坑に掘りܗ໛ͱن

ೆ北࣠は 0.66 ｍしか確認できなかͬた。平面形はପ円形とਪ定でき，࣠ํ޲は不明である。ਂ͞は 50ᶲで，

ఈ面は皿状である。นは؇やかに立ͪ上がͬている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย１఺（高台付坏）が出土している。ほぼ完形の 503 は෴土下層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

第 ��� 号౔޵（第 209 図）

Ґஔ　３区੢部の̘ 13K0 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ܘ　ঢ়ܗ໛ͱن 0.34 ｍの円形である。ਂ͞は８ᶲで，ఈ面は皿状である。นは֎܏して立ͪ上がͬている。

෴౔　２層に分層できる。レンズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

第 ��� ਤɹ第 90 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 ��9 ਤɹ第 106 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 90 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 208 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

503 土師器 高台付坏 10.8 5.1 6.6 長石・石ӳ にͿいᒵ ී通 ମ部下୺　֎・内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部木
目状ѹࠟ　高台貼り付けޙ，φσ ෴土下層 95ˋ

PL48
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遺෺ग़౔ঢ়گ�  土師器ย 12 ఺（坏３，甕類̕），須恵器ย４఺（坏１，高台付坏１，鉢２）が出土している。

505 は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿に比定できる。

第 ��� 号౔޵（第 210 図）

Ґஔ　３区中ԝ部の̘ 14i3 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎   第 63 号住居跡，第 15 号掘立柱建物跡を掘りࠐΜでいる。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 0.76 ｍ，短ܘ 0.60 ｍのପ円形で，長޲ํܘは̣－ 43 －˃̬である。ਂ͞は 18ᶲで，ఈ面は

皿状である。นは؇やかに立ͪ上がͬている。

෴౔　４層に分層できる。ロームϒロックや粘土ཻ子を含Ή不ࣗવな状گから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ  須恵器ย１఺（盤）が出土している。504 は中ԝ部の෴土下層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ل前༿に比定できる。

౔૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ 色　୸化物 ŋ ロームཻ子গྔ，粘土ཻ子 ŋ ཻ࠭ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・粘　
　　　　　　　　土ཻ子・ཻ࠭ඍྔ

ۃ　３ ҉ ׊ 色　粘土ཻ子・ཻ࠭গྔ，ロームϒロック・୸化ཻ　
　　　　　　　　子ඍྔ
׊　４ 色　ロームϒロック中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ ２　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 ��� ਤɹ第 114 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 114 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 210 図）

第 106 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 209 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

504 須恵器 盤 16.5 3.7 9.8 長石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽ࡉ にͿいԫᒵ ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ෴土下層 95ˋ

PL48

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

505 須恵器 高台付坏 ʦ14.2ʧ 4.9 8.6 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ෴土中 80ˋ
PL48
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  （5）   溝跡

第̕号ߔ跡（第 211 ～ 213 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 14h0 ～̘ 15d3 区，標高 23.0 ～ 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 46・54 ～ 56 号住居跡，第 57 号土坑を掘りࠐみ，第 52・66・80 号土坑，第２号ピット群，第７・

８号溝に掘りࠐまれている。

ͼ北東୺部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，長͞はٴঢ়　ೆ୺部ܗ໛ͱن 22.50 ｍほどしか確認できなかͬた。

̘ 15h1 区から標高 23.7 ｍほどの高͞で，北੢ํ޲（̣－ 28 －˃̬）へ 7.50 ｍほど௚線的にԆͼ，̘ 14g0 区

でほぼ 90 度北東ํ޲（̣－ 50 －˃̚）へ۶ۂして 15.00 ｍほど؇やかに下ͬている。ن໛は上෯ 1.60 ～ 2.00 ｍ，

下෯ 0.42 ～ 0.98 ｍで，ೆ 部が北東部に比΂てやや෯޿である。ਂ͞は 30 ～ 52ᶲで，ఈ面の標高はೆ୺部 23.27

ｍ，۶ۂ部 23.20 ｍ，東୺部 22.40 ｍで，ఈ面はೆ୺部から۶ۂ部まではほぼಉ͡高͞で，東୺部に޲かͬて

एׯ௿くなͬている。அ面形はٯ台形か̪字形で，นは北東部の北นが؇やかに立ͪ上がͬているが，ほかは

。して立ͪ上がͬている܏֎

෴౔  ̖－̖ʟが３層，̗－̗ʟが４層，̘－̘ʟが６層に分層できる。いͣれもレンズ状にଯ積しているこ

とからࣗવଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ  土師器ย 996 ఺（坏 260，高台付椀 67，高台付坏１，高台付皿１，耳皿１，鉢１，甕類 664，甑１），

須恵器ย 539 ఺（坏 173，高台付坏 45，蓋 41，盤６，高盤３，鉢 199，瓶類 13，甕 54，甑５），灰釉陶器ย８఺（椀３，

皿１，瓶類４），緑釉陶器ย１఺（皿），土製品４఺（管状土錘１，１٭ࢧ，不明２），鉄製品４఺（ఝ１，鎌２，

不明１），瓦２఺（丸瓦，平瓦），椀状ᕥ２఺，᛽１఺（Ӣ฼ยؠย）のほか，ྲྀ れࠐΜͩೄ文土器ย 86 ఺（ਂ鉢），

石֩３఺（チϟート），ണย３఺（石ӳ２，ท１ؠ），ࠞ入した中世陶器ย 17 ఺（甕類），中世瓦２఺が出土し

ている。510 はೆ部の෴土中層から出土している。506 は۶ۂ部の෴土下層，507・TP63・TP65 は۶ۂ部の෴

土中層，508・514・519 は۶ۂ部の෴土上層からそれͧれ出土している。512 は۶ۂ部北ଆの෴土下層，515・

517・̢ 22 は۶ۂ部北ଆの෴土上層からそれͧれ出土している。509・511・513・516・518・TP62・̢ 21 は

෴土中からそれͧれ出土しているなど，そのほかの土器も෴土上層から෴土中層にかけてଟྔに出土しており，

ഇઈޙの埋຅段֊で౤͞غれたものとみられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕世ޙل༿には機能をऴえ，౤غ৔としてར用したものとਪ定できる。第 56 号

住居跡を掘りࠐΜでいることから，短期間の使用であͬたことがਪ定できる。本跡の྆୺が࡟平͞れた調査区

Ҭ֎へԆͼているたΊ，શ༰は明らかでないが，Ｌ字形の形状からԿらかの区ը溝の可能性がある。

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色 ロームϒロック・ম土ཻ子・粘土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
４　黒 ׊ 色　粘土ϒロック・ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
５　黒 ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
６　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ

７　黒 ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
８　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
̕　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
10　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
11　҉ ׊ 色　ロームϒロックඍྔ

ද 19   平安時代土坑一ཡද

番号 位　置 長 ํ（ܘ࣠） ޲ 平面形
໛（ｍ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主 な 出 土 遺 物 時　期 උ　　ߟ
（重ෳ関܎　古ˠ৽）長 短 × （ܘ࣠） （ܘ࣠） ਂ （͞ᶲ）

60 ̘14K5 ̣－ 20 －˃̬ʦ۱丸長ํ形ʧ （1.55）× 1.50 12～32 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器 ̕世ޙل༿ SI51 ˠ本跡

90 ̘15g1 － ʦପ円形ʧ 0.70 ×（0.66） 50 ؇ࣼ 皿状 不明 土師器 ̕世ل前༿ SI54,çS,82・89 ˠ本跡ˠ
S,75ŋ76

106 ̘13K0 － 円形 0.34 × 0.34 ８ ܏֎ 皿状 ࣗવ 須恵器 ̕世ل前༿

114 ̘14i3 ̣－ 43 －˃̬ ପ円形 0.76 × 0.60 18 ؇ࣼ 皿状 人ҝ 土師器，須恵器 ̕世ޙل༿ SI63,çSB15 ˠ本跡
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第 ��� ਤɹ第 9 号溝跡࣮ଌ図
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第 ��� ਤɹ第 9 号溝跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 ��3 ਤɹ第 9 号溝跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 9 号溝跡出土遺物࡯؍ද（第 212・213 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　ߟ

506 須恵器 坏 － （2.6） çʦ5.6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子・黒色ཻ子 にͿいԫ ී通 ମ部下୺ख࣋ͪϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り

ࠟを࢒す一ํ޲のϔラ࡟り ෴土下層 20ˋ

507 須恵器 坏 － （2.9） çʦ7.6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ 不良 ロクロφσ　ఈ部φσ ෴土中層 10ˋ

508 須恵器 坏 － （3.8） ç8.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ ී通 ମ部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟ
を࢒す一ํ޲のϔラ࡟り ෴土上層 50ˋ

509 灰釉陶器 椀 ʦ12.0ʧ （2.6） － 長石 釉ç灰śžŖŲƄ
଻土　灰ന 良޷ ロクロφσ　ޱԑ部֎・内面ࢪ釉 ෴土中 10ˋ

510 須恵器 高台付坏 － （3.4） 10.8 長石・石ӳ・
黒色ཻ子 ԫ灰 ී通 ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り付け ෴土下層 50ˋ

511 土師器 高台付椀 － （2.2） çʦ8.6ʧ 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラຏき　ఈ部高台貼り付け ෴土中 ５ˋ

512 土師器 耳皿 － （2.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ロクロφσ　ఈ部高台貼り付け ෴土下層 70ˋ
PL49

513 灰釉陶器 皿 － （1.2） － 長石 釉ç灰śžŖŲƄ
଻土　灰ന 良޷ 内面ࢪ釉 ෴土中 10ˋ

514 緑釉陶器 皿 － （1.7） çʦ7.1ʧ 長石 釉ç灰śžŖŲƄ
଻土　灰 良޷ ֎・内面ࢪ釉　ఈ部高台貼り付け ෴土上層 20ˋ

PL52
515 土師器 高台付皿 ʦ13.3ʧ 2.9 çʦ6.3ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・

੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 皿部下୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ࡟り
高台貼り付け，ޙ ෴土上層 30ˋ

516 土師器 高台付坏 － （2.4） － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子 明੺׊ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，

高台貼り付け ෴土中 20ˋ

517 須恵器 蓋 － （2.8） － 長石・石ӳ・
੺色ཻ子・ࡉ᛽ 灰׊ ී通 ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土上層 20ˋ

518 須恵器 瓶 － （4.5） ʦ11.8ʧ 長石・石ӳ・
黒色ཻ子 ԫ灰 ී通 内面ࣗવ釉　ఈ部ճసϔラ࡟りޙ，高台貼り

付け ෴土中 ５ˋ

519 土師器 鉢 － （3.0） ʦ14.6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 ֎面ԣ位のϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき　

ఈ部φσ ෴土上層 ５ˋ

TP62 須恵器 甕 － （6.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 ී通 頸部６本の۳ඳ೾状文を２段以上 ෴土中 PL52

TP63 須恵器 甕 － （3.4） － 長石・石ӳ 灰 ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき ෴土中層 PL52

TP64 須恵器 鉢 － （6.4） － 長石・石ӳ 灰 ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき ෴土中層 PL52

TP65 須恵器 甕 － （2.8） － 長石・石ӳ 灰 ී通 ମ部ॎ位の平行ୟき　内面ಉ৺円状の当て۩
ࠟ ෴土中層 PL52

番号 器　種 長  ͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢ 21 鎌カ （5.2） 4.1 0.3 （15.2） 鉄 அ面長ํ形　ઌ୺部ܽଛ ෴土中 PL54

番号 器　種 長͞ ෯ ް͞ 重ྔ 着　磁 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢ 22 椀状ᕥ 9.9 13.4 4.5 662.9 ऑ 鉄 地色は黒׊色　ද面はᰒཻ状ಥٴىͼؾ孔が఺在
し，Ԝತがある　ఈ面は椀状でԜತগない ෴土上層 PL54
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４　中世の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，墓坑１基を確認した。以下，遺構ٴͼ遺物にͭいて記ड़する。

　墓坑

第 9�号౔޵（第 214・215 図）

Ґஔ　３区੢部の̙ 13b9 区，標高 22.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ঢ়　長࣠ܗ໛ͱن 1.15 ｍ，短࣠ 0.78 ｍの長ํ形で，長࣠ํ޲は̣－ 56 －˃̬である。ਂ͞は 27ᶲで，ఈ面は

平ୱである。นは֎܏して立ͪ上がͬている。

෴౔　３層に分層できる。ロームϒロックがଟྔに含まれていることから埋Ί໭͞れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ  古銭６఺（永楽通寳）が出土している。

ほかにࠞ入した土師器ย８఺（坏５，甕類３），須恵器

ย６఺（坏４，鉢２）が出土している。̢ 23 ～̢ 25 は

北コーφー部の෴土中層，̢ 26 ～̢ 28 は੢นࡍの෴土

下層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から中世ޙ൒（15 世ޙل൒か

ら 16 世ޙل൒）とਪଌできる。ࠎยは確認できなかͬ

たが，古銭の出土状گが࿡道銭とみられることから墓坑

である。

౔૚ղઆ
׊　１ 色　ロームཻ子中ྔ
׊　２ 色　ロームϒロックগྔ
３　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

第 ��� ਤɹ第 95 号土坑࣮ଌ図

第 ��� ਤɹ第 95 号土坑出土遺物࣮ଌ図

第 95 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 215 図）

番号 銭　名 ܘ 孔෯ 重 ྔ ॳர年 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢ 23 永楽通寳 2.52 0.56 3.7 1408 ಔ 明銭　ແഎ ෴土中層 PL54

̢ 24 永楽通寳 2.58 0.57 3.3 1408 ಔ 明銭　ແഎ ෴土中層 PL54

̢ 25 永楽通寳 2.42 0.55 2.5 1408 ಔ 明銭　ແഎ ෴土中層 PL54
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５　その他の遺構と遺物

ճの調査で，本跡に伴う遺物が出土していないことから，時期が明らかでない柱穴の可能性がある土坑ࠓ　　

　７基，土坑 41 基，溝跡３条，ピット群３か所を確認した。以下，遺構と遺物にͭいて記ड़する。

  （1）  柱穴の可能性がある土坑（第 216 図）

から柱穴の可能性がある土坑７基を確گճの調査で，建物跡は૝定できないが，形状や土層のଯ積状ࠓ     　

　　認した。これらの土坑にͭいては，ن໛・形状などにͭいて࣮ଌ図（第 216 図），土層ղઆと一ཡදをܝ

。するにとどΊるࡌ　　

第 ��� ਤɹ第 91・108 ～ 113 号土坑࣮ଌ図

番号 銭　名 ܘ 孔෯ 重 ྔ ॳர年 質　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢ 26 永楽通寳 2.50 0.60 2.2 1408 ಔ 明銭　ແഎ ෴土下層 PL54

̢ 27 永楽通寳 2.51 0.59 2.3 1408 ಔ 明銭　ແഎ ෴土下層 PL54

̢ 28 永楽通寳 2.50 0.58 3.2 1408 ಔ 明銭　ແഎ ෴土下層 PL54
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  （2）  土坑

ճの調査で，性֨や時期が不明な土坑ࠓ　　　 40 基のうͪ，出土遺物や重ෳ関܎から古代の土坑とߟえられ

　　る３基にͭいては文ষでઆ明する。その他の土坑にͭいては，ن໛・形状౳にͭいて一ཡදと࣮ଌ図（第

　　220 ～ 222 図）をࡌܝするにとどΊる。　　　　　　　　　

第 ��号౔޵（第 217 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 14h0 区，標高 24.0 ｍの河岸段丘上位の平ୱ

部に位置している。

ॏෳؔ܎  第 46 号住居跡を掘りࠐみ，第̕号溝に掘りࠐまれて

いる。

まれているたΊ，北੢・ೆࠐঢ়　東部を第̕号溝に掘りܗ໛ͱن

東࣠は 1.20 ｍで，北東・ೆ੢࣠は 0.50 ｍしか確認できなかͬた。

平面形はํ形あるいは長ํ形とਪ定できる。ਂ͞は 30ᶲ，ఈ面

が平ୱで，นは֎܏して立ͪ上がͬている。

第 ��� ਤɹ第 57 号土坑࣮ଌ図

ද 20　柱穴の可能性がある土坑一ཡද

第 9�号౔޵౔૚ղઆ
１　にͿいԫ׊色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ 色　ロームϒロックগྔ
４　にͿいԫ׊色　ロームϒロックগྔ

第 ��� 号౔޵౔૚ղઆ           
１　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ

第 ��9 号౔޵౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ 色　ロームϒロックগྔ
׊　４ 色　ロームϒロック中ྔ

第 ��� 号౔޵౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化物ඍྔ
３　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームཻ子ඍྔ
５　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化物ඍྔ

第 ��� 号౔޵౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
׊　４ 色　ロームϒロックগྔ

第 ��� 号౔޵౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ
２　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ，ম土ཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　３ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
׊　４ 色　ロームϒロックগྔ

第 ��3 号౔޵౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
２　黒 ׊ 色　ロームϒロックඍྔ

番号 位　置 長 ํ（ܘ࣠） ޲ 平面形
໛（ｍ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主 な 出 土 遺 物 උ　　ߟ
（重ෳ関܎　古ˠ৽）長 短 ×（ܘ࣠） （ܘ࣠） ਂ （͞ᶲ）

91 ̘14h0 － 円形 0.72 × 0.69 43 ܏֎ 平ୱ － ೄ文土器，土師器，須恵器 本跡ˠ PG2

108 ̘14i6 ̣－ 47 －˃̚ ପ円形 0.70 × 0.63 50 ௚立 平ୱ － 土師器，須恵器 SB13ˠ本跡, SB12とは৽چ不明

109 ̘14i6 ̣－ 78 －˃̚ ପ円形 0.90 × 0.80 45 ܏֎ 平ୱ － ೄ文土器，土師器，須恵器，灰
釉陶器 SB13ˠ本跡, SB12とは৽چ不明

110 ̘14K6 － ʦ円形ʧ 0.73 ×（0.70） 75 ܏֎ 平ୱ － 土師器，須恵器 本跡ˠ SB12

111 ̘14i5 － 円形 1.00 × 0.98 34 ؇ࣼ 平ୱ － 土師器，須恵器 SB12ŋ13ŋ14 とは৽چ不明

112 ̘14h5 ̣－ 57 －˃̚ ํ形 0.70 × 0.68 30 ܏֎ 平ୱ － SI66 ˠ本跡

113 ̘14h4 － ʦ円形ʧ 0.72 ×（0.48） 18 ܏֎ 平ୱ － ೄ文土器，土師器，須恵器，灰
釉陶器，磁器 SI66 ˠ本跡ˠ SI67, PG3
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第 �9号౔޵（第 219 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 15a2 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 54 号住居跡を掘りࠐみ，第 75・76・90 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　੢部を第ܗ໛ͱن 75・76 号土坑に掘りࠐまれていることから，ೆ北࣠は 0.60 ｍで，東੢࣠は 0.44 ｍしか

確認できなかͬた。平面形はପ円形とਪ定できる。ਂ ͞は 16ᶲ，ఈ面が平ୱで，นは֎܏して立ͪ上がͬている。

遺෺ग़౔ঢ়گ  土師器ย 11 ఺（甕類），須恵器ย 12 ఺（坏

４，高台付坏１，蓋４，鉢３）が出土している。出土土器

は埋຅աఔでྲྀれࠐΜͩものとみられるもので，ࡉยのた

Ί図ࣔできない。

ॴݟ　時期は，重ෳ関܎から̕世ޙل༿以前とみられるが，

。は不明であるࡉৄ

෴౔  ３層に分層できる。ম土ϒロックや୸化物を含Ή不

ࣗવな状گから埋Ί໭͞れている。

ॴݟ　時期は，重ෳ関܎から４世ل前൒Αりも৽しく，̕

世ل前༿以前とみられるが，出土土器がないたΊৄࡉは不

明である。

ॴݟ　時期は，重ෳ関܎から８世ل中༿Αりも৽しく，̕世ޙل༿以前とみられるが，出土土器がないたΊৄ

。は不明であるࡉ

第 ��号౔޵（第 218 図）

Ґஔ　３区東部の̘ 15g2 区，標高 23.5 ｍの河岸段丘上位の平ୱ部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 45 号住居に掘りࠐまれている。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 0.80 ｍ，短ܘ 0.78 ｍの不整円形である。ਂ͞は 12ᶲ，ఈ面が平ୱで，นは؇やかに立ͪ上がͬ

ている。

෴౔  ３層に分層できる。レンズ状にଯ積していることからࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ ŋ ম土ϒロック ŋ ୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ 色　ロームཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　３ 色　ロームཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ 色　ロームϒロック・ম土ϒロック・୸化物ඍྔ
２　黒 ׊ 色　୸化物・ロームཻ子・ম土ཻ子・粘土ཻ子・
　　　　　　　　ཻ࠭ඍྔ
３　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ

౔૚ղઆ
１　黒 ׊ 色　ロームϒロック・୸化物ඍྔ

第 ��9 ਤɹ第 89 号土坑࣮ଌ図

第 ��� ਤɹ第 88 号土坑࣮ଌ図

෴౔　୯一層である。ロームϒロックが含まれており，粘性，కまりともにऑいことから埋Ί໭͞れている。
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第 ��� ਤɹその他の土坑࣮ଌ図（１）
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第 ��� ਤɹその他の土坑࣮ଌ図（２）
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第 ��� ਤɹその他の土坑࣮ଌ図（３）

ද 21　その他の土坑一ཡද

番号 位　置 長 ํ（ܘ࣠） ޲ 平面形
໛（ｍ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主 な 出 土 遺 物 උ　　ߟ
（重ෳ関܎　古ˠ৽）長 短×（ܘ࣠） （ܘ࣠） ਂ （͞ᶲ）

50 ̘15f2 ̣－ 23 －˃̬ 長ํ形 0.97 × 0.78 53 ܏֎ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，土師器，須恵器 SI54ŋ68,çS,86 ˠ本跡

51 ̘15e1 － 円形 0.52 × 0.52 50 ௚立 皿状 人ҝ ೄ文土器，土師器，須恵器 S,56 ˠ本跡

52 ̘15e1 ̣－ 78 －˃̚ ۱丸長ํ形 1.60 × 1.15 22 ܏֎ 平ୱ ࣗવ ೄ文土器，土師器，須恵器 SI54,çS%9 ˠ本跡ˠ S,66

53 ̘15f3 － ʦ円形ʧ 0.75 ×（0.70） 40 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器 本跡ˠ S,93

55 ̘14h9 ̣－ 66 －˃̬ ପ円形 1.25 × 1.08 35 ܏֎ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，土師器，須恵器

56 ̘15e1 － 不整円形 0.96 × 0.90 20 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器 本跡ˠ S,51

57 ̘14h0 － ʦ長ํ形ʧ 1.20 ×（0.50） 30 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ SI46 ˠ本跡ˠ S%9

58 ̘14K6 － 円形 1.15 × 1.06 100 ܏֎ 平ୱ 人ҝ SI51 ˠ本跡

59 ̘14K6 ̣－ 29 －˃̬ ʦପ円形ʧ （0.80）× 0.77 37 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 平瓦 SI51 ˠ本跡

61 ̘15d3 － 円形 1.03 × 0.97 28 ܏֎ 平ୱ 人ҝ S,65 ˠ本跡

62 ̘15e2 ̣－ 40 －˃̬ ʦପ円形ʧ 1.15 ×（0.55） 14 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 本跡ˠ S,63

63 ̘15e2 ̣－ 63 －˃̚ 不整ପ円形 1.28 × 0.70 32 ܏֎ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，土師器，須恵器 S,62 ˠ本跡

64 ̘14g8 ̣－ 50 －˃̚ ପ円形 1.07 × 0.75 39 ܏֎
؇ࣼ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，土師器

65 ̘ 15d3 － ʦ円形・ପ円形ʧ 0.78 ×（0.37） 17 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 本跡ˠ S,61
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  （3）   溝跡（第 223・229 図）

໛にͭいては一ཡදで，土層அ面図（第نճの調査で，確認した時期不明の溝跡３条のࠓ　　　 223 図）と土

　　層ղઆにͭいては遺構ॱにࡌܝし，平面図にͭいては遺構શମ図（第 229 図）でࡌܝする。

第６号ߔ跡౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ
２　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，粘土ཻ子ඍྔ
３　黒 ׊ 色　ロームཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
４　҉ ׊ 色　ロームཻ子・粘土ཻ子গྔ

５　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ
׊　６ 色　ロームཻ子中ྔ
׊　７ 色　ロームϒロックগྔ

第 ��3 ਤɹ第 6 ～ 8 号溝跡࣮ଌ図

番号 位　置 長 ํ（ܘ࣠） ޲ 平面形
໛（ｍ）　ن

น面 ఈ面 ෴土 主 な 出 土 遺 物 උ　　ߟ
（重ෳ関܎　古ˠ৽）長 短×（ܘ࣠） （ܘ࣠） ਂ （͞ᶲ）

66 ̘15e1 ̣－ 67 －˃̚ ۱丸長ํ形 1.17 × 0.68 52 ܏֎ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，໻生土器，土師器，
須恵器 SI54,çS%9,çS,52 ˠ本跡

67 ̘14h0 － 円形 0.85 × 0.83 36 ܏֎
؇ࣼ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，土師器，須恵器

68 ̘15g3 ̣－ 56 －˃̚ ପ円形 0.63 × 0.56 15 ܏֎ 平ୱ 人ҝ ໻生土器，土師器，須恵器 S,69 ˠ本跡

69 ̘15g3 ̣－ 30 －˃̚ ʦପ円形ʧ 0.65 ×（0.33） ６ ؇ࣼ 平ୱ 不明 須恵器 本跡ˠ S,68

70 ̘15f3 ̣－ 52 －˃̬ ପ円形 1.10 × 0.90 53 ܏֎ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，土師器，須恵器，陶
器 SI68 ˠ本跡

71 ̘15f2 － 円形 0.97 × 0.97 45 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 SI54,çS,86 ˠ本跡

73 ̘15g1 ̣－ 50 －˃̬ ପ円形 0.71 × 0.63 11 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ ೄ文土器，土師器，須恵器

74 ̘15h1 － 円形 0.98 × 0.92 22 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器

75 ̘15g1 ̣－ 20 －˃̬ 不整ପ円形 1.60 × 0.90 40 ؇ࣼ 皿状 人ҝ SI45ŋ54,çS,76ŋ82ŋ89ŋ90 ˠ本跡

76 ̘15f1 ̣－ 75 －˃̬ ପ円形 0.60 × 0.40 70 ௚立 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 SI54,çS,89ŋ90 ˠ本跡ˠ S,75

77 ̘15f2 － 円形 0.90 × 0.85 32 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 SI68 ˠ本跡

79 ̘15f1 ̣－ 50 －˃̚ ପ円形 0.94 × 0.67 55 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 SI54,çS,80 ˠ本跡

80 ̘15f1 ̣－ 17 －˃̚ 不整ପ円形 1.47 × 1.22 ８ ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ S%9 ˠ本跡ˠ S,79

81 ̘14i9 ̣－ 68 －˃̚ ʦପ円形ʧ 2.00 ×（0.56） 45 ܏֎ Ԝತ 人ҝ ೄ文土器，土師器，須恵器 PG2 ˠ本跡

82 ̘15g1 ̣－２ －˃̚ ʦପ円形ʧ 0.97 ×（0.56） 14 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ SI54 ˠ本跡ˠ S,75ŋ90

85 ̘14h9 ̣－ 38 －˃̚ ପ円形 1.15 × 0.80 20 ܏֎ 平ୱ 不明 ೄ文土器，土師器，須恵器 本跡ˠ PG2

86 ̘15f2 ̣－ 12 －˃̬ ପ円形 1.30 × 1.16 20 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ 土師器 SI45ŋ54 ˠ本跡ˠ S,50ŋ71

88 ̘15g2 － 不整円形 0.80 × 0.78 12 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器 本跡ˠ SI45

89 ̘15g2 － ʦପ円形ʧ 0.60 ×（0.49） 16 ܏֎ 平ୱ 人ҝ SI54 ˠ本跡ˠ S,75ŋ76ŋ90

92 ̙13b7 ̣－ 64 －˃̚ ପ円形 2.38 × 1.02 ８ ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ SI72 ˠ本跡

93 ̘15f3 － 円形 1.27 × 1.22 71 ܏֎ 平ୱ 人ҝ ೄ文土器，土師器，須恵器，磁
器 SI68,çS,53 ˠ本跡

96 ̙13d9 ̣－ 35 －˃̬ ʦପ円形ʧ （0.85）× 0.75 15 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器

100 ̘14K3 ̣－ 52 －˃̬ ପ円形 0.67 × 0.60 19 ܏֎ 皿状 人ҝ 土師器 SI53 ˠ本跡

101 ̙14a2 ̣－ 69 －˃̚ ପ円形 0.82 × 0.70 30 ܏֎ 皿状 人ҝ 土師器

102 ̘14i8 ̣－ 20 －˃̬ ପ円形 0.97 × 0.72 12 ؇ࣼ 平ୱ 人ҝ

104 ̘13K0 ̣－ 15 －˃̚ ପ円形 0.74 × 0.60 53 ܏֎ 平ୱ 不明 須恵器 SI69 ˠ本跡
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  （4）   ピット群

，ճの調査で確認したピット群３か所にͭいては，いͣれも建物跡を૝定できるΑうな഑置ではなくࠓ　　　

　　時期も不明である。ここではピット͝とのܭଌදと平面図をࡌܝする。

第̎号ϐοτ܈（第 224 図）

　３区東部の標高 23.0 ～ 23.5 ｍ，̘ 14f8 ～̘ 14i9 区にかけての東੢ 27m，ೆ 北 12m のൣғから，柱穴状のピッ

ト 28 か所を確認した。平面形は長ܘ 26 ～ 75ᶲの円形またはପ円形で，ਂ͞が 15 ～ 81ᶲである。ピットの分

෍状گから建物跡は૝定できない。෴土中からೄ文土器ยや土師器ย，須恵器ย，灰釉陶器ยが出土している

ピットもあるが，いͣれもࡉยである。時期・性֨ともに不明である。

ද 22　その他の溝跡一ཡද

第 2 号ピット群ܭଌද

第̓号ߔ跡౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームϒロックগྔ

第̔号ߔ跡౔૚ղઆ
１　҉ ׊ 色　ロームཻ子গྔ，粘土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

番号 位置 ޲ํ 形状
໛（ｍ，ਂ͞はᶲ）　ن

அ面形 น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　　　ߟ
重ෳ関܎（古ˠ৽） 長͞ 上෯ 下෯ ਂ͞

６ ̘15e3～
̘15g4

̣－ 43 －˃̬
̣－ 48 －˃̚ Ｌ字状 （11.85） 0.50～0.90 0.08～0.23 32～44 ̪字形 ܏֎ 皿状 人ҝ

ೄ文土器，土師器，須
恵器，灰釉陶器，陶器，
磁器，土製品，鉄製品，
瓦

SI68 ˠ本跡

７ ̘15d1～
̘15e2 ̣－ 29 －˃̬ ௚線状 （6.40） 0.67～1.30 0.50～1.11 10 ઙい̪字形 ؇ࣼ Ԝತ 人ҝ

ೄ文土器，໻生土器，
土師器，須恵器，土師
質土器，陶器

SI44,çS%9 ˠ本跡

８ ̘15d1～
̘15e2 ̣－ 35 －˃̬ ௚線状 （7.10） 0.45～0.90 0.34～0.75 10 ઙい̪字形 ؇ࣼ Ԝತ 人ҝ 土師器，須恵器 SI44,çS%9 ˠ本跡

番号 位　置 形　状
໛　（ᶲ）　ن

番号 位　置 形　状
໛　（ᶲ）　ن

長　ܘ 短　ܘ ਂ　͞ 長　ܘ 短　ܘ ਂ　͞

１ ̘14i0 ʦପ円形ʧ 49 （40） 59 15 ̘14h6 ପ円形 30 26 33 

２ ̘14f9 ପ円形 60 51 24 16 ̘14h7 円形 30 28 28 

３ ̘15g3 円形 29 29 32 17 ̘14h7 ପ円形 36 24 43 

４ ̘15g3 ପ円形 38 32 57 18 ̘14i9 ପ円形 61 42 25 

５ ̘15h2 ପ円形 52 43 54 19 ̘14h9 ପ円形 60 40 41 

６ ̘14g0 ପ円形 26 20 46 20 ̘15f2 ପ円形 58 52 15 

７ ̘15h1 ପ円形 50 42 25 21 ̘15g2 ପ円形 40 35 20 

８ ̘14h8 ପ円形 75 42 81 22 ̘15g3 円形 30 30 46 

̕ ̘14h8 ପ円形 42 38 65 23 ̘15g3 ପ円形 35 30 27 

10 ̘14h8 円形 30 30 29 24 ̘14h9 ପ円形 52 42 35 

11 ̘14h9 ପ円形 52 32 46 25 ̘14h9 ପ円形 43 33 38 

12 ̘14h8 ପ円形 41 37 40 26 ̘14h9 円形 40 39 35 

13 ̘14h8 円形 42 40 27 27 ̘14h0 ପ円形 55 45 35 

14 ̘14h7 ପ円形 50 38 65 28 ̘14i0 円形 40 40 44 
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第̏号ϐοτ܈（第 225 図）

　３区中ԝ部の標高 23.5 ｍ，̘ 14g5 ～̙ 14a2 区にかけての東੢ 16 ｍ，ೆ北 15 ｍのൣғから，柱穴状のピッ

ト 20 か所を確認した。平面形は長ܘ 28 ～ 95ᶲの円形またはପ円形で，ਂ͞が 11 ～ 91ᶲである。ピットの分

෍状گから建物跡は૝定できない。෴土中から土師器ยや須恵器ย，灰釉陶器ย，陶器ยが出土しているピッ

トもあるが，いͣれもࡉยである。時期・性֨ともに不明である。

第 ��� ਤɹ第 2 号ピット群࣮ଌ図
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第̐号ϐοτ܈（第 226 図）

　３区੢部の標高 23.5 ｍ，̘ 13K7 ～̙ 13c9 区にかけての東੢ 12 ｍ，ೆ北８ｍのൣғから，柱穴状のピット

５か所を確認した。平面形は長ܘ 39 ～ 66ᶲの円形またはପ円形で，ਂ͞が 15 ～ 55ᶲである。ピットの分෍

状گから建物跡は૝定できない。෴土中からࡉยの土師器ยや須恵器ย，土師質土器ยが出土しているピット

もあるが，いͣれもࡉยである。時期・性֨ともに不明である。

第 ��� ਤɹ第 3 号ピット群࣮ଌ図

第 3 号ピット群ܭଌද

第 4 号ピット群ܭଌද

番号 位　置 形　状
໛　（ᶲ）　ن

番号 位　置 形　状
໛　（ᶲ）　ن

長　ܘ 短　ܘ ਂ　͞ 長　ܘ 短　ܘ ਂ　͞

１ ̘14i2 不定形 95 88 20 11 ̘14h4 円形 48 48 65

２ ̘14K2 円形 70 64 30 12 ̘14h4 不定形 67 62 27

３ ̘14K2 不定形 41 39 30 13 ̘14h5 円形 64 60 13

４ 1̙4a2 ପ円形 75 68 24 14 ̘14g5 ପ円形 42 28 15

５ ̘14K3 ପ円形 80 68 25 15 ̘14h5 長ପ円形 86 42 25

６ ̘14i3 ପ円形 48 40 39 16 ̘14h5 ପ円形 60 49 53

７ ̘14i3 ପ円形 67 50 65 17 ̘14h5 円形 28 26 13

８ ̘14i4 ପ円形 51 45 17 18 ̘14g5 ପ円形 56 50 65

̕ ̘14h4 ପ円形 80 60 11 19 ̘14h4 円形 38 38 19

10 ̘14h4 ପ円形 60 48 91 20 ̘14h4 ପ円形 46 40 23

番号 位　置 形　状
໛　（ᶲ）　ن

番号 位　置 形　状
໛　（ᶲ）　ن

長　ܘ 短　ܘ ਂ　͞ 長　ܘ 短　ܘ ਂ　͞

１ 1̙3b0 ପ円形 39 35 35 ４ 1̙3c9 ପ円形 66 44 47

２ 1̙3b0 ପ円形 41 35 15 ５ 1̙3c8 円形 55 55 50

３ ̘13K7 ପ円形 52 35 49
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  （5）  遺構֎出土遺物（第 227・228 図）

。するࡌܝදを࡯؍ճの調査で，出土した遺構に伴Θない遺物にͭいて，࣮ଌ図とࠓ　　　

第 ��� ਤɹ遺構֎出土遺物࣮ଌ図（１）

第 ��� ਤɹ第 4 号ピット群࣮ଌ図

ද 23　その他のピット群一ཡද

番号 位　置
柱穴（長͞の୯位はす΂てᶲ）

出　土　遺　物 時　　期 උ　　ߟ
（重ෳ関܎　古ˠ৽）柱穴 平面形 長ܘ（࣠） 短ܘ（࣠） ਂ͞

2 ̘14f8～̘14i9 28 円形・ପ円形 26～75 20～52 15～81 ೄ文土器，土師器，須恵器，
灰釉陶器，瓦 － SI47ŋ54ŋ57ŋ59,çSB10，

S,81ŋ85ŋ91 ˠ本跡
3 ̘14g5～̙14a2 20 円形・ପ円形 28～95 26～88 11～91 ೄ文土器，土師器，須恵器，

灰釉陶器，陶器，土製品 － SI50ŋ66,çS,113ŋ114 ˠ本跡

4 ̘13K7～̙13c9 ５ 円形・ପ円形 39～66 35～55 15～55 ೄ文土器，土師器，須恵器，
土師質土器，ണย － SI71 ˠ本跡
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第 ��� ਤɹ遺構֎出土遺物࣮ଌ図（２）
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遺構֎出土遺物࡯؍ද（第 227・228 図）

番号 種　別 器　種 ܘ ޱ 器 高 ఈ ܘ ଻　土 色　調 ম成 文様・ख法の特௃ほか 出土位置 උ　ߟ

520 ೄ文土器 ਂ鉢 ʦ14.8ʧ （21.5） － 長石・石ӳ 黒׊ ී通
ԑ部地文の上に൒ፊ஛管状工۩のԡҾޱ
きにΑる֨子目文　಑部はࡾ段のϧープ
文間に羽状ೄ文をࢪ文

ද土
SI63 貼床

20ˋ　PL53
前期ޙ൒

521 土師器 坏 － ç（3.0） － 長石・Ӣ฼・
੺色ཻ子 ᒵ ී通 内面ԣ位のϔラຏき　֎面に墨書ʮௗʯカ ද土 ５ˋ

PL51
522 須恵器 坏 13.1 ç3.8 7.4 長石・石ӳ にͿい׊ ී通 ֎・内面ຎ໓にΑる調整不明　ఈ部ճస

ϔラ੾り ද土 60ˋ
PL53

523 灰釉陶器 長頸瓶 － ç（6.8） － 長石 灰ന 良޷ ロクロφσ　֎面ࢪ釉 SI66 ෴土中 ５ˋ
PL53

524 灰釉陶器 瓶 － ç（5.2） － 長石・黒色ཻ子 灰ԫ 良޷ ロクロφσ　֎面ࢪ釉 PG3 P16 ෴
土中

５ˋ
PL53

525 土師質土器 火鉢 － ç（7.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ԡ文様（ં線文）　ྠ積ࠟܕ部֎面٭ SB13 P8 内 ５ˋ
PL53

526 磁器 皿 － ç（1.6） － 長石 灰ന 良޷ 見ࠐみにࢁ水文　高台ܽଛ　ऄの目高台 ද土 ５ˋ
PL53

TP66 ೄ文土器 ਂ鉢 － ç（2.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ ී通 ಑部௜線文間をຏりফす　ོଳにΑる区
ը文 SI45 ෴土中 中期ޙ༿

PL52
TP67 ೄ文土器 ਂ鉢 － ç（4.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・

੺色ཻ子 灰׊ ී通 ൒ፊ஛管状工۩のԡҾきにΑる文様をࢪ
文 SI56 ෴土中 前期ޙ൒

PL52
TP68 ೄ文土器 ਂ鉢 － ç（4.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・

੺色ཻ子 にͿいᒵ ී通 ࢪಥ௺形文をࢗԑ部௚下に短௜線文とޱ
文 SI56 ෴土中 前期ޙ൒

PL52
TP69 ೄ文土器 ਂ鉢 － ç（5.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ಑部೾状֋֪ෲԑ文 S%9 ෴土中 前期ޙ൒

PL52
TP70 ೄ文土器 ਂ鉢 － ç（6.2） － 長石・石ӳ にͿい׊ ී通 ϔラ状工۩にΑる௜線文　൒ፊ஛管状工

۩のԡҾきにΑる文様をࢪ文 ද土 前期ޙ൒
PL52

TP71 ೄ文土器 ਂ鉢 － ç（6.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺色ཻ子 明੺׊ ී通 ൒ፊ஛管状工۩のԡҾきにΑる文様下に

௺形文と௜線文をࢪ文 SB10　P5 内 前期前൒

TP72 ໻生土器 壺 － ç（2.5） － 長石・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ಑部Ｌ̧ೄ文ࢪ文 S%9 ෴土中 期ޙ
PL52

TP73 ໻生土器 壺 － ç（3.0） － 長石 明੺׊ ී通 ２本の௜線にΑるඛ形文をࢪ文 S%9 ෴土中 中期ޙ൒カ
PL52

番号 種　別 ܘ ް ͞ 孔 ܘ 重 ྔ 質  ࡐ 特　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

%P23 紡錘車 （2.9） 3.0 （0.3）（15.3）土（長石・石ӳ） 上・下・ଆ面に円形のࢗಥ文　அ面ࢳ巻き形カ SI54 ෴土中 PL54

%P24 紡錘車 （5.1） 1.9 （0.9）（25.9）土（長石・石ӳ・
Ӣ฼・ࡉ᛽） ଆ面ԣ位のϔラ࡟りޙ，ԣ位のϔラຏき　円ਲ਼台形 ද土 PL54

番号 種別 長͞ ෯ ް ͞ 重 ྔ 質  ࡐ 特　　　௃ 出土位置 උ　ߟ

̢ 29 鎌カ （15.9） （3.9） 0.35 （76.7）鉄 ਕ　ฑ・ઌ୺部ܽଛ　அ面長ํ形ۂ S%6 ෴土中 PL54
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１　は͡Ίに

  姥久保遺跡は，࿀੉川ӈ岸に位置しており，１区が標高 13 ～ 15 ｍの台地上のࣼ面部に，２区が標高７～  

８ｍの河岸段丘下位に，３区が標高 22 ～ 24 ｍの河岸段丘上位に立地している。当遺跡の北・東ଆには࿀੉

川にԊͬてଳ状に޿がる௿地部からथࢬ状に։ੳ͞れたࢧ୩が入りࠐΜでいる。その北ଆには姥久保遺跡

（ະ調査区）が޿がͬているほか，市川遺跡や石岡別所遺跡など，࿀੉川を๬Ή河岸段丘上にଟくの遺跡が

ଘ在している。ೆ・੢ଆは標高 20 ～ 30 ｍほどのやや高௿ࠩのある৽࣏台地が޿がり，姥久保古墳，۽໺古

墳などがଘ在している。

  当遺跡の調査は，平成 19 年 10 月から平成 20 年１月に１区と２区を，平成 20 年６月から８月に３区を࣮

し，竪穴住居跡ࢪ 72 軒，掘立柱建物跡 14 棟，柱列跡２列，粘土採掘坑１基，火葬土坑１基，墓坑１基，柱

穴の可能性がある土坑７基，土坑 88 基，溝跡 10 条，遺物包含層１か所，ピット群４か所などを確認した。

当遺跡はݱ在の６号国道にԊうΑうに，東੢にࡉ長く޿がͬた遺跡としてप஌͞れている。ࠓճの調査は，

遺跡の東部から中ԝ部付ۙにかけて࣮ࢪしたが，調査区の෯がڱく，しかもஅย的である。遺跡の一部を調

査したにす͗ないが，河岸段丘下位（以下，h ２区ʱとུす）・河岸段丘上位（以下，h ３区ʱとུす）にஅ

ଓ的に集落が޿がͬていたことや，台地上のࣼ面部（以下，h １区ʱとུす）に౤͞غれた遺物包含層など

を確認することができた。特に，２区では古墳時代前期から平安時代の住居跡が 42 軒，掘立柱建物跡８棟

などが，３区では古墳時代前期と奈良・平安時代の住居跡 30 軒，掘立柱建物跡６棟などが確認でき，ほぼ

ಉ時期の集落がଘ在していることが判明した。しかし，２区と３区では標高ࠩが約 16 ｍある河岸段丘下位

と上位のҟなͬた地形であり，ະ調査区をڬみ௚線ڑ཭で約 75 ｍ཭れていることから，ࠓճの調査からは

集落の関Θりを明らかにできない。

  Αͬて，ࠓճの調査で確認できた２区・３区の古墳時代から平安時代までの集落の様૬にͭいては，それ

ͧれの区で分けて࡯ߟすることとする。͞らに２区・３区で特௃ある出土遺物や住居の床の構ங状گにͭい

ても৮れながら，まとΊとする。

２　֤時代の様૬

  （1）  ೄ文時代・໻生時代

  ２区・３区ともに遺構は確認できなかͬたが，ද土やޙ世の遺構の෴土にࠞ入あるいはྲྀれࠐΜͩ土器

ยが確認できた。土器ยは，ೄ文時代がૣ期から中期にかけての田戸下層ࣜ期，ॾүࣜ期，ුౡࣜ期，Ѩ

台ࣜ期，加ીརࣜ̚期のものが主で，その出土ྔからはपลに集落がଘ在する可能性もある。໻生時代ۄ

は，中期ޙ൒の໺୔ࣜ期あるいはそのฒ行期，଍ચࣜ期あるいはそのฒ行期やޙ期とみられる土器ยも出

土しており，石岡別所遺跡でもಉ様の土器を確認している。

  （2）  古墳時代

　　ᶃ 4 世ل前൒（第 230 図）

  当֘期の遺構は，２区が第２・40・42 号住居跡の３軒，３区が第 47・54 号住居跡の２軒である。出土

土器から第 42 号住居跡をআく４軒が４世ل前൒に比定できる。ࠓճの調査では，２区・３区ともにこれ

らの住居跡が࠷も古い段֊のものである。なお，２区で確認した第 42 号住居跡は，出土土器から時期を

第６અ ま と Ί
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。代としたل分することができなかͬたたΊ，４世ࡉ

  ２区で確認した３軒のうͪ，第 40・42 号住居跡は主࣠ํ޲が不明であるが，３軒の遺ଘしているนの

ํ֯で比΂てみると，第２・42 号住居跡はおおΑそಉ͡北੢ํ޲にৼれているが，第 40 号住居跡は２軒

Αりもやや北ํ޲にৼれている。第２号住居跡は，床面がશମ的にߗ化している状گや，床の中ԝ部から

北部にかけてෳ数の࿍が確認できたことから，比ֱ的長期間の使用が認Ίられる。ஷ蔵穴はೆ੢コーφー

部にあり，床とのڥにΘͣかな高まりを有している。床面あるいは෴土下層から土師器高坏，壺，甕など

が出土しているほか，ミニチュア土器も出土しており，住居ഇઈに伴ͬたّྱ行ҝもਪଌできる。また，

本跡から鉄製品は出土していないが，土師器壺のମ部にਕ物をݚいͩࠟ跡があることから，集落内では鉄

製品を保有しているものとみられる。

   ３区で確認した２軒は，いͣれも遺ଘ状گが不良である。２軒ともに確認できたนがҟなるํ޲にৼれ

ていることや，主柱穴が確認できたことは，２区で確認した住居跡と様૬がҟなͬている。࿍は２軒とも

に確認でき，中ԝ部からやや北دりに付設͞れている。

   ２区・３区ともに遺構が調査区Ҭ֎へԆͼていることや，ޙ世の遺構に掘りࠐまれていることで，શ༰

を明らかにできたものは１軒もないが，４世ل前൒の時期は，住居が఺在する小ن໛な集落が標高ࠩ約

16 ｍҟなͬた地形においてもଘ在していたことが明らかとなͬた。

   その２，ޙ区は５世ل前༿まで，３区は８世ل中༿まで集落がଘ在しないۭന期間となる。なお，पล

にଘ在するほぼಉ時期の集落としては，当遺跡の北੢ 500 ｍに市川遺跡１），ಉ͡く北੢１ᶳに当遺跡Αり

やや古い様૬をもͭ石岡別所遺跡２）がある。

  　ᶄ 5 世ل代（第 231 図）

  当֘期の遺構は，２区で確認した住居跡の５軒である。出土土器の様૬から第 32・36 号住居跡が５世

前༿，第８・29ل 号住居跡が５世ل中༿，第 30 号住居跡が５世ޙل༿に比定できる。

   ５世ل前༿の２軒は，ともにޙ世の住居に掘りࠐまれており，遺ଘ状گが不良である。遺ଘしているน

のํ޲は第 32 号住居跡が北੢ํ޲に，第 36 号住居跡がほぼ北ํ޲にৼれており，ํ޲がҟなͬている。

第 36 号住居跡から出土した土師器椀は，器高がやや高いものの，ϋέ目調整ޙにԣ位のૈいϔラຏき調

整が͞ࢪれており，やや古い様૬をもͬていることから５世لॳ಄と位置ͮけられる。５世ل中༿の２軒

は，นのํ޲がほぼಉ͡で，北੢ํ޲にৼれている。第８号住居跡は，埋Ί໭しに伴ͬてଟྔの土師器ࡉ

ยが౤͞غれているが，ミニチュア土器１఺や土師器坩５఺が床面あるいは෴土中から，球状土錘７఺の

うͪ４఺がஷ蔵穴内から出土している。このことは，୯なる౤غとはҟなる可能性があり，住居ഇઈに伴ͬ

たّྱ行ҝもਪଌできる。５世ޙل༿は，第 30 号住居跡の１軒ͩけである。本跡はೆコーφー部付ۙし

か確認できなかͬたが，遺ଘしているนのํ֯から，５世ل中༿とほぼಉ͡ํ֯をҙࣝして建てられたも

のとਪ定できる。ஷ蔵穴はೆコーφー部にあり，地ࢁを掘り࢒したＬ字形の高まりにΑͬて区ըしている。

本跡には中ԝ部付ۙの床面，あるいはஷ蔵穴付ۙの෴土下層から土師器椀，高坏，甕などが౤͞غれてい

る。土師器椀はޱԑ部に２か所，土師器鉢はఈ部に１か所のম成ޙにઠ孔͞れている特௃がある。

　　ᶅ６・７世ل代（第 232 図）

   ２区で確認した住居跡７軒である。出土土器の様૬から第 28・34 号住居跡が６世ل前༿，第 18 号住居

跡が６世ل中༿，第 20・22 号住居跡が６世ޙل༿，第 31 号住居跡が７世ل前༿，第１号住居跡が７世ل
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。༿に比定できるޙ

  ６世ل前༿は２軒である。第 28 号住居跡は竈が北੢นに付設͞れており，当֘期になͬて竈が付設͞

れるΑうになる。竈のକ部は，粘土ཻ子とཻ࠭を含Μͩ部ࡐをนに貼り付けており，Ԏ道部はน֎へ大き

く掘りࠐまれない，いΘΏる竈ಋ入期の様૬を࢒したものである。ஷ蔵穴は平面形が۱丸長ํ形で，竈と

りに付設͞れており，古墳時代中期で確認できたஷ蔵穴と比ֱすると，やや小͞د中ԝ部ࡍかいଆのน޲

い。第 34 号住居はޙ世の遺構に掘りࠐまれて੢นが遺ଘしていない。遺ଘしているนのํ޲を第 28 号住

居跡と比΂ると，大きくҟなͬている。６世ل中༿は，第 18 号住居跡の１軒ͩけである。主柱穴は確認

できたが，竈は北東นに付設したࠟ跡が確認できたͩけである。本跡の使用ޙ，第 22 号住居跡への建て

ସえが行Θれている。６世ޙل༿は２軒で，その位置はۙ઀している。第 22 号住居跡は，貼床をして第

18 号住居跡から建てସえをしていることから，࿈ଓ的な使用が૝定できるたΊ，ۙ઀している第 20 号住

居跡は第 22 号住居跡のഇઈޙに建てられたものとਪଌできる。７世ل前༿は第 31 号住居跡の１軒ͩけで

ある。竈が北੢นに付設͞れていることは，６世ޙل༿の第 20 号住居跡とほぼಉ͡である。出土した土

師器坏のܘޱは，６世ޙل༿と比ֱすると小͞く，黒色ॲ理が͞ࢪれている特௃がある。土師器高坏はഁ

ยであるが，٭部が֎に։き，短くなる様૬をࣔしている。７世ޙل༿は第１号住居跡の１軒ͩけで，７

世ل前༿Αりも主࣠ํ޲が͞らに੢に大きくৼれている。ޙଓする奈良時代に構ங͞れた掘立柱建物跡も

本跡とほぼಉ͡޲きで建てられていることから，このޙの集落のى఺となる住居ともਪଌできる。本跡の

竈の位置は，北੢นの中ԝ部からやや北コーφーدりに付設͞れている。竈がҠ設͞れたࠟ跡もなく，当

֘期以前の住居のΑうに中ԝ部に付設͞れた竈の位置とはҟなͬた特௃をもͬている。

  （3）  奈良時代（第 233 図）

  ２区で確認した住居跡５軒，掘立柱建物跡６棟，溝跡１条，３区で確認した住居跡８軒である。出土

土器の様૬から２区の第１・３号掘立柱建物跡と３区の第 46・58 号住居跡が８世ل中༿，２区の第 13・

16・17・41 号住居跡と第５・７・８号掘立柱建物跡，第２号溝跡，３区の第 44・50・55・64・65・70 号

住居跡が８世ޙل༿に比定できる。なお，出土土器や遺ଘ状گが不઱明な２区の第 12 号住居跡，第２号

掘立柱建物跡は８世ل前൒とした。

   ２区では，奈良時代になると住居に掘立柱建物が加Θͬて集落を形成するΑうになる。当時代の遺構を

༿の第１号住居跡とಉ͡で，੢に大きくৼれており，શମ的ޙلすると，建物のํ֯は前ड़した７世؍֓

に当時代の建物跡はほぼಉ͡޲きになͬている。当時代の出ݱ期は，８世ل前൒の第 12 号住居跡と第２

号掘立柱建物跡で，８世ل中༿には第１・３号掘立柱建物跡が構ங͞れている。第１号掘立柱建物跡は柱

穴の掘ํܘが約１ｍと当遺跡の中では大形で，柱穴の形状や柱間ੇ法が整ͬている。本跡は第２号掘立柱

建物跡を掘りࠐみ，ܻ行ํ޲がಉ͡であることから第２号掘立柱建物跡からの建てସえがਪ定でき，建物

のن໛を拡ுしたものとみられる。第２号溝跡は௚線的に調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，શ༰が明らかで

ないが，第１～３号掘立柱建物跡と૸行ํ޲がほぼ一கしていることから，集落を区ըする溝の可能性が

ある。本跡の෴土から８世ޙل༿の土器が出土していること，第５号掘立柱建物跡に掘りࠐまれているこ

となどから，８世ޙل༿には໾ׂをऴえ，埋Ί໭͞れている。第２号溝のഇઈޙに建てられた第５号掘

立柱建物跡は，北ܻ行の中間柱穴が確認できなかͬたが，ࠓճの調査では࠷も大形の掘立柱建物である。

また，その北ଆにはこれまでಉ͡ํ޲にৼれていた掘立柱建物跡とܻ行ํ޲がややҟなる第７・８号掘立

柱建物が構ங͞れているなど，当֘期に３棟の掘立柱建物が建てられるΑうになる。確認した住居跡は４



－ 253 －

第 �33 ਤɹ姥久保遺跡集落มભ図（８世ل）



－ 254 －

  （4）  平安時代

　　ᶃ̕世ل代（第 234 図）

  ２区で確認した住居跡 20 軒，掘立柱建物跡２棟，３区で確認した住居跡 18 軒，掘立柱建物跡６棟，溝

跡１条である。出土土器の様૬から，２区の第７・19・23・26・27・39 号住居跡と第４・６号掘立柱建

物跡，３区の第 43・45・66・72 号住居跡と第 10・13 ～ 15 号掘立柱建物跡が̕世ل前༿，２区の第５・

̕・14・15・21・24・25・33・37 号住居跡，３区の第 48・57 号住居跡と第̕号掘立柱建物跡が̕世ل中༿，

２区の第３・４・６・35 号住居跡，３区の第 49・51・52・59・61・63・69・71 号住居跡と第 12 号掘立

柱建物跡，第１号柱列跡，第̕号溝跡が̕世ޙل༿に比定できる。なお，出土土器から時期が不઱明な３

区の第 68 号住居跡を̕世ل代，２区の第 11 号住居跡と３区の第 56・60・62 号住居跡，第２号柱列跡を

̕世ޙل൒とした。

  ２区では，̕世ل前༿は住居跡が６軒，掘立柱建物跡２棟である。竈は，第 19・39 号住居跡のΑうに

竈を北東นに付設するものと，第７号住居跡のΑうに北੢นに付設するものとに分けることができ，６軒

す΂てが貼床を構ஙしている。掘立柱建物は，第４号掘立柱建物跡が８世ޙل༿に構ங͞れていた第５

号掘立柱建物跡とほぼಉ͡北੢ํ޲にৼれている。第６号掘立柱建物跡はＬ字形に柱穴が確認できたͩけ

で，別の建物に付ਵする柱列跡の可能性もある。̕世ل中༿は住居跡が̕軒で，２区で࠷も住居跡の軒数

を確認できた時期である。ࠓճの調査区では，当֘期から掘立柱建物がみられなくなる。竈が確認できた

住居跡は７軒で，付設͞れているํ޲は北東นが３軒，北੢นが３軒，ೆ東นが１軒と，͞らにଟ様化の

のน面で，遺構確認面Αり約ڥにある。第̕号住居跡は調査区޲܏ 50ᶲ上に本跡の床のஅ面を確認した

ものである。ಉ時期の住居Αりも床面の標高が高い位置にあるが，本跡の上部に道࿏建設に伴ͬた੝土が

あるたΊ，床上の෴土やนの立ͪ上がりは確認できͣ，平地ࣜ住居か൱かは確認できなかͬた。当֘期で

確認した住居跡̕軒のうͪ７軒は貼床である。̕世ޙل༿は住居跡が４軒で，確認した軒数は̕世ل中༿

Αりもݮগしている。竈の付設͞れているํ޲は北นが１軒，北東นが２軒，東นが１軒で，̕世ل中༿

とಉ͡くଟ様である。中ԝ部にଘ在する第４号住居跡のن໛はಉ時期の住居と比ֱするとやや大形で，灰

釉陶器椀や長頸瓶が出土している。

軒で，そのうͪ竈が確認できたのは３軒である。主࣠ํ޲はいͣれの住居も大きく੢にৼれており，第１

～３号掘立柱建物跡とほぼಉ͡である。第 41 号住居跡の床上に構ங͞れている第 16 号住居跡はࠓճの調

査区では大形の住居で，౤͞غれたଟྔの土器ยや貼床の構ங状گから，当時代の集落の中৺的な໾ׂを

もͬた住居であͬたものとみられる。貼床の住居跡は第 16・17・41 号住居跡の３軒で，ロームϒロック

を下部に埋Ί，上部に粘土ཻ子やম土ཻ子を薄く積み重ねた床を確認しており，貼床の構ஙに薄い版ங状

のٕ法がऔり入れられている。

  ３区では，８世ل中༿になると４世ل前൒に్ઈえていた集落が࠶ͼ確認できた。第 58 号住居跡は主

を比΂るとҟなͬ޲がほぼ北にৼれており，２区で確認した第１・３号掘立柱建物跡と本跡の࣠ํ޲ํ࣠

ている。本跡の竈କ部ࡐからは粘土のほか粘土մがগྔ出土している。粘土մは３～２ܘᶲ，重ྔ約２̶

で，૯重ྔが 700.9 ̶あり，竈のକ部に使用した粘土にࠞͬ͟て出土している状گから，ิڧのたΊにࠞ

ͥたものとみられる。８世ޙل༿の６軒は，４軒が調査区Ҭ֎へԆͼていることで，竈が確認できなかͬ

た。竈が確認できたのは第 55・70 号住居跡で，２軒ともに北東นに付設͞れていることは，８世ل中༿

で確認した第 58 号住居跡とҟなͬている。なお，３区では貼床の住居跡は確認できなかͬた。
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  ３区では，̕世ل前༿は住居跡が４軒である。竈の付設͞れているํ޲は北੢นが２軒，੢นが１軒，

東นが１軒で，２区とಉ͡くଟ様である。貼床の住居は第 43・45・66 号住居跡の３軒で，ロームϒロッ

クを含Μͩ׊色土を埋Ίて構ஙしている。８世ل代では確認できなかͬた掘立柱建物跡は，４棟を確認

した。調査区東部の第 10 号掘立柱建物跡は，ࠓճの調査で།一൳をもͭ建物としてଘ在している。第 13

号掘立柱建物跡は，第 15 号掘立柱建物とಉ̕͡世ل前༿で，ಉܻ͡行ํ޲にৼれてฒ列している状گか

ら，ಉ時に構ங͞れた可能性がある。また第 14 号掘立柱建物跡は，ಉ時期である第 13 号掘立柱建物跡を

掘りࠐΜでおり，主࣠ํ޲をมえた建てସえが行Θれたものである。このΑうに，３区の中ԝ部付ۙは，

掘立柱建物が集中して構ங͞れている状گから，Կらかの重要な໾ׂをもͬた৔所とみられる。̕世ل中

༿は住居跡が２軒，掘立柱建物跡が１棟で，ともに調査区の中ԝ部に位置している。第 48 号住居跡は調

査区Ҭ֎へԆͼているたΊશ༰が明らかでないが，竈が確認できた第 57 号住居跡は，北東コーφー部に

付設͞れている。第̕号掘立柱建物跡は，柱間ੇ法が不ଗいであるが，།一確認できた૯柱建物跡である。

̕世ޙل༿は住居跡が８軒，掘立柱建物跡１棟，柱列跡１列で，̕世ޙل൒が住居跡が３軒，柱列跡１列

も加えれば，３区で࠷もଟくの遺構を確認できた時期である。竈が付設͞れている位置は，北นと北੢น

が８軒，東นが２軒である。貼床の住居は第 49・69 号住居跡の２軒で，ロームϒロックを含Μͩ҉׊色

土を埋Ίて構ஙしている。第 12 号掘立柱建物跡は，柱穴の഑置から̕世ل中༿までに構ங͞れた掘立柱

建物跡のํ޲とಉ͡であるが，ܻ行ํ޲を北東へとมえている。第２号柱列跡は，掘ํのܘが掘立柱建物

跡の柱穴とほぼಉ͡である。中ԝ部からややࣼ܏した調査区の੢୺部に位置しており，その੢ଆは，１区

に޲かͬてܹٸに下ͬている地形から，３区集落のڥに位置した໳としての໾ׂも૝定できる。第̕号溝

跡は，෴土下層から中層にかけて出土したଟྔの遺物から̕世ޙل༿に比定できるが，第 56 号住居跡を

掘りࠐΜでいることから，̕世ل຤༿に位置ͮけられ，比ֱ的短期間の使用であͬたとみられる。Ｌ字状

に۶ۂして྆୺ともに調査区Ҭ֎へԆͼており，Կらかの区ը溝とみられるが，ࠓճの調査からはৄࡉな

性֨を明らかにすることができなかͬた。

   なお，１区では８世لから̕世لにかけての遺物包含層を確認した。主な出土遺物は，土師器ย 763 ఺，

須恵器ย 1072 ఺，灰釉陶器ย 26 ఺である。土器ยは３区の集落やະ調査区に޿がͬている姥久保遺跡

の集落から不要になͬたものを౤غしたもの，あるいはྲྀれࠐΜͩ土器が埋຅して形成͞れたものとみら

れ，台地上のࣼ面部の１区は，౤غ৔として主にར用͞れていたことが判明している。

  　ᶄ 10 世ل代（第 235 図）

  ２区で確認した住居跡２軒，３区で確認した住居跡２軒で，出土土器の様૬から 10 世ل前༿に比定で

きる。２区・３区ともに̕世ޙل༿と比ֱした住居跡の軒数は大きくݮগしている。

   ２区では，竈が確認できたのは第 38 号住居跡ͩけで，北นに付設͞れている。第 10 号住居跡は調査区

のน面で，床のஅ面を確認できたものである。本跡は確認面から約ڥ 50ᶲ上で床を確認しており，床面

はほΜの一部しか確認できなかͬたたΊ，竈の有ແは不明である。出土土器に土師質土器の羽釜௳部が出

土していることから，置き竈を有していた可能性もある。

   ３区では，竈が付設͞れているのは第 67 号住居で，東นに付設͞れている。第 53 号住居は竈が付設͞

れたࠟ跡がなく，ম土մが床面で確認できたたΊ，本跡も置き竈を有していた可能性がある。

  （5）  中世
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  １区で確認した火葬土坑１基，３区で確認した墓坑１基で，１区と３区はおΑそ 500 ～ 600 年のۭന期

間を経たޙ，墓Ҭとしてར用͞れている。ޓいの遺構の関࿈は明らかでないが，１区で確認した火葬土坑

は，遺構の形ଶやほかの遺跡の調査ྫなどから中世とߟえられる。３区で確認した墓坑は，出土した࿡道

銭がす΂て永楽通寳で，３ຕͣͭがまとまͬて出土している。古銭の時期から 15 世ޙل൒から 16 世ޙل

൒に比定できる。

  以上，ࠓճの調査で確認できたೄ文時代から中世までの֤区での様૬をུ֓してड़΂た。２区・３区とも

に部分的な調査ではあるが，４世لから 10 世لまでの集落を確認することができた。

  ２区は，４世ل前൒から７世ޙل༿までஅଓ的ではあるが，集落が形成͞れていたことが判明した。８世

，にৼれており޲༿にかけては，住居跡のนのํ֯と掘立柱建物跡のܻ行がほぼಉ͡ํޙل中༿から８世ل

これまで住居ͩけで構成͞れていた古墳時代の集落の様૬とは一มしている。ࠓճの調査では，̕世ل前༿

になるとಉ͡Αうな位置に構ங͞れていた掘立柱建物が࢟をফし，̕世ل中༿には住居が主ମとなͬて集落

を形成している。確認できた住居跡の軒数もଟくなり，集落の拡大期を迎えている。

  ３区は，４世ل前൒のࠓ，ޙճの調査区からは一୴集落が確認できなくなる。ද土やޙ世の遺構への෴土

中にも，５世لから７世ل代の土師器坏や高坏などのഁยは確認することができなかͬた。前ड़したΑうに，

当遺跡のೆଆには４世ޙل༿にங଄͞れた۽໺古墳がଘ在している３）。３区は۽໺古墳の墳௖とほぼಉ͡標

高で，古墳とۙ઀していることからも，集落が形成͞れなかͬたۭന期間がଘ在したものとみられる。２区

とಉ͡８世ل中༿になると，࠶ͼ集落が確認できるΑうになる。掘立柱建物は̕世ل前༿にݱれ，中ԝ部付

ۙでີに構ங͞れている。̕世ޙل༿になると，８世ޙل༿からݮগ޲܏にあͬた住居跡の軒数が増加して

おり，拡大期を迎えている。

前൒の集落を࢝まりとしていること，10لしてみると，４世؍ճの調査から確認できた集落を֓ࠓ   世ل

中༿には集落が確認できなくなͬていることは，２区・３区ともにಉ͡であͬた。しかし，２区・３区の住居，

掘立柱建物の出ݱ時期や࠷も確認できた軒数には時期ࠩがあること，住居の竈の付設ํ޲にҧいがあること

が明らかとなͬた。

第 �3� ਤɹ２区・３区における８～̕世لの住居跡・掘立柱建物跡の確認数４）
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３　２区・３区の特௃

   ここでは，２区・３区で確認した奈良・平安時代の住居跡や掘立柱建物跡から出土した墨書土器や灰釉陶

器，床の構ங状گなどにͭいて৮れ，それͧれの区の特௃をड़΂る。

  （1）  文字ࢿྉにͭいて

ճの調査区から，墨書ࠓ    17 ఺，ࠁ書２఺，ϔラ書き１఺が出土している。時期別では，８世ޙل༿が１఺，

̕世ل前༿が１఺，̕世ل中༿が５఺，̕世ޙل༿が 11 ఺である。文字が記͞れた器種は，土師器や須

恵器の坏がѹ౗的にଟく，ほかの遺跡ಉ様に，࠷も生׆にີ着していて，数ྔのଟい土器に文字が記͞れ

ている。

   ２区は，墨書が４఺，時期別では̕世ل中༿が４఺，̕世ޙل༿が１఺で，す΂て遺構内から୯ಠで出

土している。記͞れた文字にͭいて見ると，第 33 号住居跡から出土したʮຢ上ʯは，ͭくば市中原遺跡

から８఺出土している。中原遺跡では，調査区北൒部に位置している住居跡５軒から出土しており，h 集

落におけるڞ通の標ࣝともいえる文字ʱとड़΂られている５）。当遺跡でʮຢ上ʯは１఺ͩけの出土で，ࠓ

ճの調査では集落内におけるڞ通の標ࣝととらえることはできない。第 12 号土坑から出土したʮཬϱʯ

は，土器のද面ണ཭のたΊ，ʮߕʯの可能性もあり，不઱明である。第４号住居跡から出土したʮ田ʯは，

生࢈（条ཬ）に関Θる文字とみられ，当遺跡の北ଆをྲྀれる࿀੉川ର岸の台地上にଘ在している石岡市ࣛ

の子̖遺跡，国分遺跡，޾ொ遺跡などでも出土している。ࠁ書は１఺で，ද土採集のものである。内面が

黒色ॲ理͞れた上にʮଠʯと記͞れている。

区 番号 ऍ文 種別 質ࡐ 器種 部　位 出土遺構 遺物番号 時代 උ　ߟ

２区

１ 田 墨書 土師器 高台付皿 ମ部　֎面 第４号住居跡 205 ̕世ޙل༿

２ ຢ上 墨書 須恵器 坏 ମ・ఈ部　֎面 第 33 号住居跡 263 ̕世ل中༿

３ ཬカ 墨書 土師器 高台付坏 ఈ部　֎面 第 12 号土坑 290 ̕世ل中༿

４ ˘ 墨書 土師器 高台付椀 ମ・ఈ部　内面 第 14 号住居跡 234 ̕世ل中༿

５ ଠ 書ࠁ 土師器 坏 ఈ部　内面 遺構֎ 308 －

６ ˘ ϔラ書き 須恵器 坏 ఈ部　֎面 第 15 号住居跡 242 ̕世ل中༿

３区

11 上఼ 墨書 須恵器 坏 ମ部　֎面 第 57 号住居跡 430 ̕世ل中༿

12 ๕ 墨書 土師器 坏 ମ部　֎面 第 69 号住居跡 468 ̕世ޙل༿

13 　　カ 墨書 土師器 高台付坏 ମ部　֎面 第 61 号住居跡 440 ̕世ޙل༿

14 　　カ 墨書 土師器 坏 ମ部　֎面 第 61 号住居跡 437 ̕世ޙل༿

15 Ԧカ 墨書 土師器 坏 ମ部　֎面　 第 71 号住居跡 475 ̕世ޙل༿

16 ेカ 墨書 土師器 坏 ମ部　֎面　 第 71 号住居跡 476 ̕世ޙل༿

17 े，˘ 墨書 土師器 坏 ମ部　֎面 第 71 号住居跡 474 ̕世ޙل༿

18 े，˘ 墨書 須恵器 坏 ମ部　֎面 第 72 号住居跡 482 ̕世ل前༿

19 ˘ 墨書 須恵器 坏 ମ部　֎面 第 70 号住居跡 365 ８世ޙل༿

20 ˘ 墨書 土師器 坏 ମ部　֎面 第 12 号掘立柱建物跡 491 ̕世ޙل༿

21 ˘ 墨書 土師器 坏 ମ部　֎面 第１号柱列跡 499 ̕世ޙل༿

22 ˘ 墨書 土師器 坏 ମ部　֎面 第 63 号住居跡 448 ̕世ޙل༿

23 ௗカ 墨書 土師器 坏 ମ部　֎面 遺構֎ 521 －

24 ˘ 書ࠁ 土師器 坏 ఈ部　֎面 第 61 号住居跡 438 ̕世ޙل༿
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ද 25　姥久保遺跡２区・３区出土土器౳一ཡද

  ３区は，墨書が 13 ఺で，時期別では８世ޙل༿が１఺，̕世ل前༿が１఺，̕世ل中༿が１఺，̕世

༿がޙل 10 ఺，ද土採集のたΊ不明が１఺である。記͞れた文字にͭいて見ると，第 57 号住居跡から出

土したʮ上఼ʯは，఼がଚশまたはఛ୐のݺশとみられることから有ྗ者のఛ୐，あるいは３区が河岸段

丘上位に位置していることから，地形からみた高い位置にଘ在するఛ୐ともਪଌできる。第 69 号住居跡

から出土したʮ๕ʯは，٢঵文字とみられるが，ʮ೓ສʯの߹Θせ文字の可能性もある。第 71 号住居跡

はʮԦϱʯ，ʮेϱʯ，ʮे，˘ʯの３఺が出土しており，ʮԦʯは前ड़したʮ上఼ʯとಉ͡くݖҖをදす文

字とみられる。第 61 号住居跡からそれͧれ出土したʮ　ϱʯやʮ　ϱʯはղಡ不能であるが，Կらかの

記号とみられる。このΑうな記号化͞れた文字にͭいて平川ೆࢯは，h 当時の東日本֤地のଜ落において，

土器の所有をそうした文字（記号）でදࣔした可能性もあるが，ΉしΖ一定のࡇ᛾やّྱ行ҝの͞いに，

土器になかば記号として文字を記す，ݴい׵えれば，ࡇ᛾形ଶに付ਵし，一定の字形（なかば記号化した

文字）が記͞ࡌれたとߟえらるʱとड़΂ている６）。第 61 号住居跡から出土した２఺の記号化͞れた文字

は，෴土下層からそれͧれ出土しており，ഇઈޙのૣい段֊で౤͞غれたものとみられるが，確認面から

床面までのਂ͞が 13ᶲしかないこと，本跡の෴土が埋Ί໭͞れていることも加ຯすれば，住居ഇઈに伴ͬ

たّྱ行ҝが行Θれたこともਪଌできる。

釉陶器・硯・瓦などにͭいてࢪ  （2）  

   ここでは，２区・３区の集落で出土した֤区の様૬をࣔす特௃ある土器や土製品，鉄製品，瓦などにͭ

いてड़΂る。なお，それͧれの項目でࣔした数はഁย数で，２区・３区のす΂ての遺構から出土した数と

ද土採集の数を߹ܭしたものである。

  灰釉陶器のഁย数は，２区と３区で比ֱすると，３区が２区の約 1.6 ഒのྔで，大൒はࡉยのたΊ図ࣔ

できないものがଟい。時期別に見ると，２区は̕世ل中༿が̕఺，̕世ޙل༿が６఺で，３区は̕世ل前

༿が７఺，̕ 世ޙل༿または̕世ل຤༿が 13 ఺，10 世ل前༿５఺である。ഁย数が࠷もଟい時期は，２区・

３区のそれͧれで遺構を࠷も確認できた時期と一கしている。緑釉陶器は，２区が土坑１఺，ද土採集３

఺で，ද土の３఺はࡉยのたΊ図ࣔできない。

ճの調査でഁยの出土ྔが目立ͬたのは高盤で，２区と３区で比ֱすると土師器高盤が６ഒ，須恵器ࠓ   

高盤が 6.7 ഒほど２区が３区を上ճͬている。２区の集落は，奈良時代に建物がಉ͡ํ޲に৮れている住

居や掘立柱建物が確認できており，３区の集落Αりも༏位に立ͬていたものとみられることから，高盤の

出土ྔは２区の性֨に関࿈している可能性がある。

  瓦は２区・３区ともにほぼಉ͡である。２区は̕世ل中༿の住居跡３軒から 17 ఺，̕世ޙل༿の住居

跡２軒から３఺である。また，３区は８世ޙل༿の住居跡１軒からࡉย１఺，̕世ل前༿の住居跡２軒か

ら 20 ఺，̕世ޙل༿の住居跡１軒からࡉย１఺で，出土ྔが࠷もଟい時期は２区が̕世ل中༿，３区は

調査区 灰釉陶器 緑釉陶器
高盤 瓦 紡錘車 土製ۄ類

刀子 硯 墨付着 そのほか
土師器 須恵器 丸瓦 平瓦 土製 石製 鉄製 土ۄ 球状土錘

2 区 28 ４ ６ 95 ５ 15 ３ ̌ ̌ ̌ 20 ４ ̌ ग１ 須恵器コップ形土器１
土製管状土錘１

3 区 40 ２ １ 14 １ 21 ２ ２ １ １ ２ ４ ２ 黒１
ग１

土製管状土錘１　
鉄製鎌３
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ද 26　姥久保遺跡２区・３区出土土器౳一ཡද

̕世ل前༿で，やや時期ࠩがある。２区・３区ともに，丸瓦はತ面がϔラ࡟り調整で，Ԝ面に෍目ࠟが࢒る，

あるいはࢳ੾りࠟが࢒るものも確認できた。平瓦はԜ面に෍目ࠟ，ತ面に長ೄୟきࠟがͬ࢒ている。

  紡錘車や刀子，鎌などの製品にͭいては，特に目立ͬた出土ྔではない。土製ۄ類は２区が 20 ఺とଟ

いが，古墳時代が 16 ఺を઎Ίており，２区・３区ともに８～ 10 世ل代の遺構からは３఺ͣͭしか出土し

ていない。࿀੉川ର岸に位置する田ౡ遺跡（ࡾ面ࣉ地区）や田࡚遺跡の出土ྔと比ֱしても保有཰が大き

く下ճͬている。

   ほかに，２区ではコップ形土器１఺が第 17 号住居から，３区では硯２఺が第 43 号住居跡から出土して

いる。コップ形土器はྔܭ器としての用్とみられるもので７），ۙ年の調査報告ではͭくば市上໺ਞഅ遺

跡や茨城ொ大塚遺跡などから出土していることが஌られている。コップ形土器のද面や଻土の色は灰色

で，पลの༼でমかれた土器とは大きく色調がҟなͬており，ൖ入品とみられる。硯は円面硯で，٭部と

硯部のഁยで，そのશ༰は不明である。円面硯は，当遺跡पลでは石岡市ࣛの子̘遺跡で出土している。

また，墨ࠟやग墨ࠟが付着した土器は３఺で，２区の第６号掘立柱建物跡の柱穴から出土した内面にग墨

ࠟがある須恵器蓋，３区の第 72 号住居跡から出土した高台内部に墨ࠟがある高台付坏は，硯としてస用

した可能性がある。

  （3）  漆付着土器にͭいて

ճの調査で，漆付着の土器は８఺出土している。２区は３఺で，出土した遺構に時期ࠩがある。８世ࠓ   

༿に比定できる第ޙل 16 号住居跡から出土した土師器甕は，֎・内面ともに漆が付着している状گから，

漆をཷΊた༰器として使用していた可能性がある。３区は５఺で，す΂て̕世ل代である。特に̕世ل前

༿に比定できる第 72 号住居跡から出土した須恵器坏や盤は，内面にଟྔの漆が付着している。１軒から

このΑうな土器が３఺も出土していることから，漆工人のଘ在も૝定͞れる。

  （4）  貼床の構ங状گにͭいて

   ここでは，２区・３区の地形にも৮れながら，ࠓճの調査で確認した住居の貼床の構ங状گにͭいてड़

΂る。

  ２区の調査前の地形は，ೆ੢から北東ํ޲に޲かͬて؇やかなࣼ面をなしている（第２図）。前ड़した

基本層ংでは，ιϑトローム層やϋードローム層が確認できͣ，ྲྀれࠐΜͩଯ積土が確認できたことか

区 番号 種別 質ࡐ 器種 部　位 出土遺構 遺物番号 時代 උ　ߟ

２区

１ 漆付着 土師器 甕 ମ部　֎・内面 第 16 号住居跡 166 ８世ޙل༿

２ 漆付着 須恵器 高盤 盤部　内面 第 19 号住居跡 250 ̕世ل前༿

３ 漆付着 土師器 坏 ମ部　内面 第 18 号土坑 186 ８世ل前༿

３区

４ 漆付着 須恵器 坏 ମ部　֎・内面 第 43 号住居跡 371 ̕世ل前༿

５ 漆付着 土師器 高台付皿 ମ部　内面 第 56 号住居跡 427 ̕世ޙل൒

６ 漆付着 須恵器 坏 ମ部　内面 第 72 号住居跡 479 ̕世ل前༿

７ 漆付着 須恵器 坏 ମ部　内面 第 72 号住居跡 480 ̕世ل前༿

８ 漆付着 須恵器 盤 盤部　内面 第 72 号住居跡 486 ̕世ل前༿
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ද 27　姥久保遺跡２区・３区貼床構ங住居一ཡද

ら，遺構を明確に確認できたのはݱ地දからおΑそ１～ 1.5 ｍ下であͬたが，第 19 号住居跡や第１号掘

立柱建物跡の柱穴は，本དྷの遺構確認面が 70ᶲほど上で，黒色土や׊҉ۃ色土を掘りࠐΜで構ஙしている。

２区の建物群は，古墳時代には埋຅していた࠶ଯ積上に構ங͞れたものとみられ，地ࢁに構ஙした৔߹と

比ֱすると，ೈऑな地盤であͬたとਪଌできる。３区の調査前の地形は，ほぼ平ୱな地形である（第３図）。

前ड़した基本層ংでは，ιϑトローム層が確認できなかͬたが，ݱද土下にకまりのڧいϋードローム層

が確認できている。２区と比ֱしても標高が 23 ｍと高く，޷立地であͬたとみられる。

区 番号 遺構名 貼床を構成している主な構ங土 貼床の特௃ 分類 時期

２　
　
　
　
　

区

１ 第１号住居跡 ローム・ম土・粘土・ཻ࠭ඍྔ ２層を平ୱに埋Ίている。 ̗ ７世ޙل༿

２ 第12号住居跡 ローム・ম土ඍྔ 床面は࡟平͞れており，下部の１層のみ確認した。 － ８世ل前൒

３ 第16号住居跡 ローム・ম土・୸化物・粘土・ཻ࠭ 下部に８層を埋Ίて，上部に粘土・ཻ࠭を含Μͩ３層
を薄く積み上͛ている。 ̘ ８世ޙل༿

４ 第17号住居跡 ローム・ম土・୸化物・粘土・ཻ࠭
下部にロームϒロック主ମの５層を埋Ίて，上部にロ
ームϒロック・粘土ཻ子・ཻ࠭を含Μͩ３層を薄く積
み上͛ている。

̘ ８世ޙل༿

５ 第41号住居跡 ローム・୸化物・粘土 下部にロームϒロックを含Μͩ１層を，上部に粘土ཻ
子を含Μͩ１層を中ԝ部に薄く積み上͛ている。 ̘ ８世ޙل༿

６ 第３号住居跡

ローム・ম土・୸化物・粘土・ཻ࠭
版ங状貼床はম土ཻ子主ମの層，黒色
土，粘土ཻ子主ମの層，黒色土，ロー
ムཻ子主ମの層，黒色土の６層が層ް
10ᶲほどの間に薄く積み重なͬている。

下部にম土・୸化物を含Μͩ１層を埋Ίて，上部中ԝ
には版ங状に積み上͛た貼床１層を薄く積み上͛，そ
のपりにローム・ম土を含Μͩ１層を埋Ίている。

̘ ̕世ޙل༿

７ 第６号住居跡 ローム・ম土 ローム・ম土を含Μͩ２層を埋Ίている。 ̘ ̕世ޙل༿

８ 第７号住居跡 ローム・ম土・୸化物・粘土
下部にローム・粘土を含Μͩ５層を埋Ίて，上部にম
土・୸化物・粘土を含Μͩకまりのڧい１層を薄く積
み上͛ている。

̘ ̕世ل前༿

̕ 第̕号住居跡 ম土・୸化物・粘土
下部に粘土を含Μͩ２層を埋Ίて，上部に粘土をଟྔ
に含Μͩకまりのڧい１層を薄く平ୱに積み上͛てい
る。

̘ ̕世ل中༿

10 第10号住居跡 ローム・ম土・୸化物・粘土・ཻ࠭
粘土を含Μͩ第２層をશମに埋Ίているが，中ԝ部付
ۙのܘ 50ᶲのൣғにͩけ，ཻ࠭や粘土含Μͩ１層を薄
く積み重ねている。

̘ 10 世ل前༿

11 第11号住居跡 ローム・ম土・୸化物・粘土・ཻ࠭
下部にローム・ম土・粘土を含Μͩやや層ްのある４
層を埋Ίて，上部にకまりのڧいロームやম土・粘土
を含Μͩ６層を薄く積み重ねている。

̘ ̕世ޙل൒

12 第14号住居跡 ローム・ম土・୸化物・粘土
竈前面ͩけが貼床で，下部に粘土を含Μͩ１層を，上
部にম土を含Μͩ１層と粘土を含Μͩ１層を薄く積み
上͛ている。

̘ ̕世ل中༿

13 第15号住居跡 ローム・ম土・୸化物・粘土・ཻ࠭ 竈前面のۼみに粘土・ཻ࠭を含Μͩ１層を薄く埋Ί，
ೆ部のۼみにロームを含Μͩ１層を埋Ίている。 ̖ ̕世ل中༿

14 第19号住居跡 ローム・ম土・୸化物・粘土 下部にローム・ম土を含Μͩ２層を，上部にロームを
含Μͩకまりのڧい２層を平ୱに積み上͛ている。 ̘ ̕世ل前༿

15 第21号住居跡 ローム 北นの一部ͩけが貼床で，ロームを含Μͩ１層を埋Ί
ている。 ̖ ̕世ل中༿

16 第23号住居跡 ローム・ম土・୸化物・粘土・ཻ࠭
ೆ東部ͩけが貼床で，下部にローム・ম土を含Μͩ２
層を，上部にローム・粘土・ཻ࠭を含Μͩ１層を薄く
積み上͛ている。

̘ ̕世ل前༿

17 第24号住居跡 ローム・粘土 粘土を含Μͩ１層を埋Ίている。 ̖ ̕世ل中༿

18 第25号住居跡 ローム
ೆ部ͩけが貼床で，下部にローム・ম土を含Μͩ１層
を，上部にロームを含Μͩకまりのڧい１層を積み上
͛ている。

̘ ̕世ل中༿

19 第26号住居跡 ローム・ম土・粘土 下部にロームを含Μͩ１層を埋Ίて，上部にম土・粘
土を含Μͩ３層を薄く積み上͛ている。 ̘ ̕世ل前༿

20 第27号住居跡 ローム ロームを含Μͩ１層を埋Ίている。 ̖ ̕世ل前༿

21 第37号住居跡 ローム・粘土 ロームを含Μͩ１層をશମに埋Ί，中ԝ付ۙにͩけ上
部に粘土を含Μͩ１層を薄く積み上͛ている。 ̘ ̕世ل中༿

22 第39号住居跡 ローム・ম土
ೆ部ͩけは貼床で，下部にロームを含Μͩ１層を，上
部はకまりのڧいロームを含Μͩ１層を薄く積み上͛
ている。

̘ ̕世ل前༿

３     

区

23 第43号住居跡 ローム ロームを含Μͩ５層を埋Ίている。 ̗ ̕世ل前༿

24 第49号住居跡 ローム ロームを含Μͩ１層を埋Ίている。 ̖ ̕世ޙل༿

25 第66号住居跡 ローム・୸化物 ロームϒロックを含Ή８層を埋Ίている。 ̗ ̕世ل前༿

26 第69号住居跡 ローム・ম土・୸化物・粘土・ཻ࠭ ローム・ম土・୸化物・粘土・ཻ࠭を含Μͩ４層を埋
Ίている。 ̗ ̕世ޙل༿
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第 �3� ਤɹ版ங状貼床土層図

  ２区で貼床を構ஙしている住居は 22 軒で，時期別に見ると７世ل代が１軒，８世ل代が４軒，̕世ل

代が 16 軒，10 世ل代が１軒となͬている（ද 27）。特に時期に確認した軒数でのׂ߹は，８世ل代が

80ˋ， ̕世ل代が 73ˋで，確認した住居跡の大൒を઎Ίている。３区で貼床を構ஙしている住居は̕世

代の４軒ͩけで（දل 27），時期別に確認した軒数でのׂ߹は 20ˋである。２区と比ֱすると貼床の軒数

や確認した軒数でのׂ߹は௿くなͬている。

   ͞らに，２区・３区શମで見る貼床の特௃は，下のΑうに分類できる。

      ̖類・・・構ங土は୯一の層で埋Ίられ，その௚上を床面としているもの。

      ̗類・・・構ங土はෳ数の層で埋Ίられ，その௚上を床面としているもの。

     ̘類・・・構ங土は୯一あるいはෳ数の層で埋Ίられ，その௚上にローム・ম土・粘土などを薄く積

　　　　　　　み重ねた上を床面としているもの。

  この分類にैͬて，貼床を構ஙしている住居を見てみると，２区は̖類が４軒，̗類が１軒，̘類が

16 軒である。３区は̖類が１軒，̗類が３軒で，̘類は１軒も確認できなかͬた。̖類は構ங土が୯一

層で，ロームを主ମとした土で貼床を構ஙしていることが特௃である。̗類は３区の第 69 号住居跡で，

पғからレンズ状に埋Ίて構ங͞れている。̘類は下部に୯一層の構ங土を一ؾに埋Ίているものや，ෳ

数の層を積み重ねた上に薄く構ங土を積み上͛ている。分類できる第３～ 10・12 ～ 14・16・21・22 号

住居跡の 13 軒は，貼床構ங土の上部に粘土にロームやম土，୸化物を使ͬて薄く積み上͛て床面を構ங

している特௃がある。第 11・19 号住居跡の貼床は，やや層ްのある黒色土やロームをଟྔに含Μͩ׊色

土，粘土をଟྔに含Μͩ灰ԫ׊色土をෳ数積み重ねており，版ங状をఄしている。その状گはͭくば市下

平塚෥木台遺跡の第 55・100 号住居跡と類ࣅしている８）。また，第３号住居跡の版ங状貼床である第１層

第1層　焼土粒子主体 の層
　　　　黒色土
　　　　粘土粒子主体の層
　　　　黒色土
　　　　ローム粒子主体の層
　　　　黒色土

第3号住居跡　第１層模式図

第1層　粘土粒子主体の層
第3層　焼土ブロックを含む黒褐色土
第4層　粘土粒子主体の層
第6層　焼土ブロック，粘土粒子
　　　　を含む黒褐色土
第7層　焼土粒子を含む黒褐色土
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は，層ްが 10ᶲほどの中に６層がඇৗに薄く積み重ねられている。床の中ԝからपลに޲かうにैͬて

からඇৗに丁ೡな作りがಡみگ度６層に分層できたりするが，その構ங状࠶গしたりݮ分できる６層はࡉ

とれ，特ච͞れるٕ法である。

  以上のΑうな貼床の構ஙする理༝にͭいては，住居の上԰構଄も当વ加ຯするඞ要があるが，ϋードロー

ム層が確認できた３区は標高が高く，地盤が比ֱ的ݻڧであることから貼床を構ஙしている住居がগな

く，࠶ଯ積層上に立地している２区は௿地で，地盤がೈऑであͬたことが大きくى因しているものとਪ定

できる。

３　おΘりに

  以上，ࠓճの調査で確認できた姥久保遺跡の特௃をগしでも明確にできるΑう，遺構・遺物にͭいて࡯ߟ

をࢼみてきた。調査区શମをみれば，２区・３区の྆地఺に集落がଘ在していた時期もあるが，２区・３区

で出土した墨書土器や土師器・須恵器などの高盤の出土ྔ，住居跡や掘立柱建物跡の時期別確認数などから，

それͧれの区における集落の拡大期には時期ࠩがあり，また建物のํ֯が区でҟなͬていることが判明し

た。姥久保集落の一部が明らかになͬたとはいえ，ࠓճの調査が部分的な調査であるたΊ，性֨ͮけまでは

୧り着くことができなかͬた。しかし，֤時代の様૬や出土土器の特௃からは，河岸段丘上位と下位の集落

が，Կらかのҟなͬた໾ׂをもͭ別の集団の可能性が高い。

  ͞らに，２区では８世ޙل༿からଓいた版ங状の貼床ٕ法ஙを̕世ل代までଓけていることが分かͬた。

このٕ法にͭいては，ޙࠓの調査事ྫの増加とともに明らかになͬていくとࢥΘれる。

  ࿀੉川ӈ岸に位置する当遺跡は，古墳時代が۽໺古墳やपลの古墳との関Θり，཯ྩ期がৗ཮国෎のର岸

に位置する遺跡として஫目できる遺跡である。શ༰にͭいては，ࠓճの調査区以֎のະ調査部分や࿀੉川ྲྀ

Ҭにଘ在する遺跡の調査にΑͬてղ明できるものと期଴したい。

ம
　１）　 ੢ٶ一உ　ླ木װஉʰ千代田ଜ埋蔵文化財調査報告書（ᶗ）　市川遺跡 ࡚ࠜ遺跡 ਗ਼水ฒ木経塚ʱ千代田ଜ教育ҕһձ　1969 年２月
行ʮ石岡別所遺跡 一般県道石岡ͭくば線道࿏վ良工事地内埋蔵文化財調査報告書ʯh޹౻ޙ　 （２　 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第 244     
            集 2004 年 3 月
　３）　 田中༟ʮ茨城県千代田ொ۽໺古墳のଌྔ調査ʯh ஜ೾大学　ઌ࢙学・ߟ古学ڀݚʱ第８号　1997 年３月　田中ࢯは۽໺古墳のங଄ 
            時期のઈର年代を一Ԡ４世ل຤前ޙとߟえておきたいとड़΂ている。
　４）　 ද中の遺構確認数にͭいては，時期を前༿・中༿・ޙ༿（຤༿）に比定できる遺構の数で，３区分に֘当しない遺構の数はআいている。
　５）　 ന田ਖ਼子・高໺અ෉・஥ଜߒ一࿠・ౡ田和޺ʮ中ࠜ・ۚ田台特定土地区ը整理事業地内埋蔵文化財調査報告書ᶚ中原遺跡３ʯh 茨
            城県教育財団文化財調査報告ʱ第 170 集　2001 年３月
　６）　 平川ೆʰ墨書土器のڀݚ 　ɦ٢川弘文館　2000 年 11 月
　７） 　井上ঘ明ʮコップ形須恵器の࡯ߟ　－奈良時代のྔܭ器にͭいて－ʯh ʱ第ࢽࡶ古学ߟ 79 巻　第４号　1994 年６月
　８）　 ന田ਖ਼子ほかʮ下平塚෥木台遺跡　׉城一ମܕ特定土地区ը整理事業地内埋蔵文化財調査報告書ᶜʯh 茨城県教育財団文化財調査報
            告ʱ第 326 集　2009 年３月

ݙ文ߟࢀ
　・石岡市文化財関ࢿ܎ྉ編ࢊձʰ石岡市の遺跡　ྺ࢙のཬの発掘 100 年࢙ 　ɦ茨城県石岡市教育ҕһձ　1995 年３月
　・古墳時代ڀݚ൝（集落άϧープ）ʮ茨城のʰＳ字状ޱԑ台付甕ʱにͭいて（３）ʯh ノートʱ第７号　茨城県教育財団　1997ڀݚ 年６月
　・ઙ井఩໵ʮ茨城県における古墳時代前期の土器ʯh ྖҬのڀݚ　－Ѩ久௡久ઌ生ؐྐྵ記೦࿦集－ʯ　Ѩ久௡久ઌ生ؐྐྵ記೦事業࣮行ҕһ   
      ձ  2003 年４月
　・ֽଜٓ行ʮઘࣜ土器編年ߟ－茨城県を中৺として－ʯh ノートʱ第５号　茨城県教育財団　1996ڀݚ 年６月
　・ֽଜٓ行ʮ茨城県ೆ部におけるَ高ࣜ土器にͭいてʯh ノートʱ第２号　茨城県教育財団　1993ڀݚ 年７月
　・佐々木ٛଇʮ古代ৗ཮国৽࣏༼跡群の基ૅ的（1）ڀݚ　～奈良・平安時代の須恵器編年を中৺に～ʯh ം良ߟذ古ʱ第 20 号　ം良ߟذ
      古ಉ人ձ　1998 年５月
　・ఇژ大学ࢁས文化財ڀݚ所ʰ掘立柱・ૅ石建物建ஙのߟ古学－౎城・׭ᦰ・集落・ࣉӃにおける分ੳとڀݚ法－ 　ɦ2006 年３月
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4*����3�� 4*����3��

4*����3��

第��ɾ��号ॅډ跡ग़౔遺෺
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３区

4*����3�� 4*����3��

4*����3��

4*����3��

4*����3��

4*����3��

4*����3��

4*����3��

4*����3�3 4*����3��

第��号ॅډ跡ग़౔遺෺
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３区

4*����3�� 4*����3��

4*����3�� 4*����33�

4*����3�� 4*����3�9

4*����3��

第��ɾ��ɾ��号ॅډ跡ग़౔遺෺
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３区

4*�������4*������9

4*�������4*������3

4*������� 4*�����39

4*��3���� 4*�������

4*�������

4*�������

4*�������

4*�������

第��ɾ��ɾ��ɾ��ɾ�3ɾ��ɾ��ɾ��ɾ��号ॅډ跡ग़౔遺෺
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３区

4*�������

4*�������

4*�������

4*�����3�

4*��9���9

4*������9 4*�������

4*������3 4*��9���9

4*��3�3��

4*�����3�

4*�������

第�3ɾ�9ɾ��ɾ��ɾ��ɾ�9ɾ��ɾ��号ॅډ跡ग़౔遺෺



PL 48

３区

4*�������

4*������3 4,��������

4*��3�3�� 4,��������

4*������� 4*�������

4,�9����3

4*�����3� 4*����39�

4*��3�3�� 4*��3�3�3

第�3ɾ��ɾ��ɾ��ɾ��ɾ��号ॅډ跡
�第9�ɾ���ɾ���号౔޵ग़౔遺෺
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３区

4%�̕����

4*��9���3

4*�������

4*�������

4*�������

4*�������

4*��3�3�9 4*��3�39�

第�3ɾ�9ɾ��ɾ��ɾ��号ॅډ跡
�第̕号ߔ跡ग़౔遺෺
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３区

4*��3���� 4*��9����

4*������9 4*�������

4*��3�3��4*������� 4*�������

第�3ɾ�9ɾ�3ɾ��号ॅډ跡ग़౔遺෺
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３区

4*�������

4*����3��

4*�����3�

4*�������

4*�����3�4"̍��99

遺����4#�����9֎ߏ�

第��ɾ��ɾ��ɾ��号ॅډ跡
�第̍号பྻ跡ग़౔遺෺

4*������� 4*�������

4*�������

4*�����3�



PL 52

３区

遺�51֎ߏ��

遺�51֎ߏ��

遺�51�3֎ߏ

遺�51֎ߏ��

遺�51�9֎ߏ 遺�51֎ߏ��遺�51֎ߏ��

4*����51�9

4% ̕�51��

4*������� 4*��9����

4*����51��

4*����51��

4" ̎�51��

4% ̕�51��

4# ���51��

4% ̕�51��

4#�̕�51��4# �3�51�9

4# ���51��4# ���51��

4% ̕�51�3

4% ̕����

第��ɾ��ɾ��ɾ�9ɾ��号ॅډ跡
�第̕ɾ��ɾ��ɾ�3ɾ��号ງཱபݐ෺跡
�第̎号பྻ跡
�第̕号ߔ跡
�
遺ߏ֎ग़౔遺෺��������������
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３区

4*��3�5��

4*��3�5�3

4*����5��

4*��3�5��

4*��3�5��

遺ߏ֎����遺���3֎ߏ

遺ߏ֎����

遺ߏ֎���� 遺ߏ֎���� 遺ߏ֎����

第�3ɾ��号ॅډ跡
�遺ߏ֎ग़౔遺෺
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３区

4*����%1�9 4*��9�%1��

遺�%1�3֎ߏ

4*����2�3

4%�̕�.��

遺�%1֎ߏ��

4*��3�.���

4*����ᜱ�೪౔մ

4*��3�%1��

4*��3�.���4*����.���4%�̕�.��
4*��9�.�9�

4*��3�.���

遺�9.�֎ߏ

4*��3�.���4*����.���

4,�9�
.��.�3 .��.��.��.��

4*����2��

第�3ɾ�9ɾ��ɾ�3ɾ��ɾ��ɾ��ɾ�9ɾ��号ॅډ跡
�第9�号౔޵
�第̕号ߔ跡
�遺ߏ֎ग़౔遺෺
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ふ り が な
所 収 遺 跡

ふ り が な
所 在 地 コード 北緯 東経 標高 調査期間 調査面積 調査原因

姥
う ば

久
く

保
ぼ

遺
い

跡
せ き

茨
いばら

城
き

県
け ん

かすみがう
ら市大

お お

字
あ ざ

市
い ち

川
か わ

字
あ ざ

大
お お

塚
つ か

51 番 地 の １ ほ
か

08230
－

464152

36 度
10 分
32 秒

140 度
15 分
47 秒

7.0
～

24.0
ｍ

20071001

～

20080131

20080601
～

20080831

4,127 ㎡
1 次

2,683 ㎡
2 次

1,444 ㎡

一般国道６号
千代田石岡BP

（かすみがうら
市市川～石岡
市東大橋）建
設工事に伴う
事前調査

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

姥 久 保 遺 跡 集落跡 古墳 竪穴住居跡　 17 軒 土師器（坏・椀・蓋・坩・器台・
高坏・鉢・壺・甕・甑・ミニ
チュア），土製品（球状土錘・
管状土錘），石器（砥石），石
製品（双孔円板）

　河岸段丘
下位の２区
で は， 黒 色
土 や 粘 土，
ローム土な
どを薄く積
み重ねた奈
良・ 平 安 時
代に比定で
きる住居の
貼床を確認
した。
　河岸段丘
上位の３区
で は， 平 安
時代の住居
跡から記号
とみられる
墨書土器や
漆が内面に
付着した須
恵器坏が出
土している。

奈良 竪穴住居跡
掘立柱建物跡
土坑　　
溝跡

13 軒
６棟
５基
１条

土師器（坏・甕），須恵器（坏・
高台付坏・盤・蓋・高盤・壺・鉢・
甕・甑・短頸壺・コップ形土器）

平安 竪穴住居跡　
掘立柱建物跡
柱列跡
粘土採掘坑
土坑
溝跡
遺物包含層

42 軒
８棟
２列
１基
８基
１条

１か所

土師器（坏・高台付椀・高台
付皿・高盤・甕・耳皿），須
恵器（坏・高台付坏・盤・高
盤・ 鉢・ 甕・ 甑・ 円 面 硯 ），
土師質土器（羽釜・置き竈），
灰釉陶器（椀・長頸瓶），緑
釉陶器（椀・皿），土製品（紡
錘車），石器・石製品（砥石・
紡錘車），鉄製品（刀子・鎌・
紡錘車），瓦（丸瓦・平瓦）

墓　跡 中世 火葬土坑
墓坑

１基
１基

古銭（永楽通寳）

その他 時期不明 柱穴の可能性
がある土坑
土坑
溝跡
ピット群

７基
76 基
８条

４か所

土師器，須恵器，土師質土器
（小皿），陶器（壺・甕），磁
器（碗・皿）

要　　約
　当遺跡は河岸段丘下位と上位にかけて位置している。下位・上位ともに古墳時代前期
から平安時代にかけて集落が営まれた遺跡である。特に奈良・平安時代では遺構の確認
数が増加しており，部分的な調査ではあるが集落の拡大期を迎えていることが判明した。
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